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開会 令和４年２月２１日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 令和３年第４回定例会付託議案第２号

名寄市企業立地促進条例の制定につ

いて（経済建設常任委員長報告）

令和３年第４回定例会付託議案第３号

名寄市工場立地法準則条例の制定に

ついて（経済建設常任委員長報告）

令和３年第４回定例会付託議案第４号

名寄市地域経済牽引事業の促進によ

る地域の成長発展の基盤強化に関する

法律第９条第１項の規定に基づく準則

を定める条例の制定について（経済建

設常任委員長報告）

日程第４ 行政報告

日程第５ 議案第１号 名寄市体育施設の管理に

係る関係条例の整備に関する条例の制

定について

日程第６ 議案第２号 名寄市手数料徴収条例の

一部改正について

日程第７ 議案第３号 名寄市立学校設置条例の

一部改正について

日程第８ 議案第４号 名寄市水道事業及び下水

道事業の設置等に関する条例の一部改

正について

日程第９ 議案第５号 名寄市農業後継者育成奨

学金貸付条例の廃止について

日程第10 議案第６号 令和３年度名寄市一般会

計補正予算（第１１号）

日程第11 議案第７号 令和３年度名寄市国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第12 議案第８号 令和３年度名寄市介護保

険特別会計補正予算（第４号）

日程第13 議案第９号 令和３年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計補正予算（第２

号）

日程第14 議案第１０号 令和３年度名寄市後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）

日程第15 議案第１１号 令和３年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第１２号 令和３年度名寄市病院

事業会計補正予算（第２号）

日程第17 議案第１３号 令和３年度名寄市水道

事業会計補正予算（第２号）

日程第18 議員第１４号 令和３年度名寄市下水

道事業会計補正予算（第２号）

日程第19 議案第１５号 令和４年度名寄市一般

会計予算

議案第１６号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計予算

議案第１７号 令和４年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第１８号 令和４年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第１９号 令和４年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第２０号 令和４年度名寄市立大

学特別会計予算

議案第２１号 令和４年度名寄市病院

事業会計予算

議案第２２号 令和４年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２３号 令和４年度名寄市下水

道事業会計予算

令和４年２月２１日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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令和４年２月２１日（月曜日）第１回３月定例会・第１号

日程第20 議案第２４号 名寄市教育委員会委員

の任命について

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 令和３年第４回定例会付託議案第２号

名寄市企業立地促進条例の制定につ

いて（経済建設常任委員長報告）

令和３年第４回定例会付託議案第３号

名寄市工場立地法準則条例の制定に

ついて（経済建設常任委員長報告）

令和３年第４回定例会付託議案第４号

名寄市地域経済牽引事業の促進によ

る地域の成長発展の基盤強化に関する

法律第９条第１項の規定に基づく準則

を定める条例の制定について（経済建

設常任委員長報告）

日程第４ 行政報告

日程第５ 議案第１号 名寄市体育施設の管理に

係る関係条例の整備に関する条例の制

定について

日程第６ 議案第２号 名寄市手数料徴収条例の

一部改正について

日程第７ 議案第３号 名寄市立学校設置条例の

一部改正について

日程第８ 議案第４号 名寄市水道事業及び下水

道事業の設置等に関する条例の一部改

正について

日程第９ 議案第５号 名寄市農業後継者育成奨

学金貸付条例の廃止について

日程第10 議案第６号 令和３年度名寄市一般会

計補正予算（第１１号）

日程第11 議案第７号 令和３年度名寄市国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）

日程第12 議案第８号 令和３年度名寄市介護保

険特別会計補正予算（第４号）

日程第13 議案第９号 令和３年度名寄市食肉セ

ンター事業特別会計補正予算（第２

号）

日程第14 議案第１０号 令和３年度名寄市後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）

日程第15 議案第１１号 令和３年度名寄市立大

学特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第１２号 令和３年度名寄市病院

事業会計補正予算（第２号）

日程第17 議案第１３号 令和３年度名寄市水道

事業会計補正予算（第２号）

日程第18 議員第１４号 令和３年度名寄市下水

道事業会計補正予算（第２号）

日程第19 議案第１５号 令和４年度名寄市一般

会計予算

議案第１６号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計予算

議案第１７号 令和４年度名寄市介護

保険特別会計予算

議案第１８号 令和４年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算

議案第１９号 令和４年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算

議案第２０号 令和４年度名寄市立大

学特別会計予算

議案第２１号 令和４年度名寄市病院

事業会計予算

議案第２２号 令和４年度名寄市水道

事業会計予算

議案第２３号 令和４年度名寄市下水

道事業会計予算

日程第20 議案第２４号 名寄市教育委員会委員

の任命について

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員
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２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまより令和４年

第１回名寄市議会定例会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は１８名であります。定

足数に達しております。直ちに本日の会議を開き

ます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

４番 佐久間 誠 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ 会期の決定

について、お諮りいたします。

今期定例会の会期は、本日より３月１７日まで

の２５日間といたしたいと思いますが、御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、今期定例会の会期は、本日より３月１

７日までの２５日間と決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 令和３年第

４回定例会付託議案第２号 名寄市企業立地促進

条例の制定について、令和３年第４回定例会付託

議案第３号 名寄市工場立地法準則条例の制定に

ついて、令和３年第４回定例会付託議案第４号

名寄市地域経済牽引事業の促進による地域の成長

発展の基盤強化に関する法律第９条第１項の規定

に基づく準則を定める条例の制定について、以上

３件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

経済建設常任委員会、山田典幸委員長。

〇経済建設常任委員長（山田典幸議員） おはよ

うございます。ただいま議長から指名をいただき

ましたので、これより令和３年第４回定例会で経

済建設常任委員会へ付託されました議案第２号

名寄市企業立地促進条例の制定について、議案第

３号 名寄市工場立地法準則条例の制定について

及び議案第４号 名寄市地域経済牽引事業の促進

による地域の成長発展の基盤強化に関する法律第

９条第１項の規定に基づく準則を定める条例の制

定について、１月１３日に委員会を開催し、慎重

に審査を行いましたので、その経過及び結果につ

いて一括して御報告いたします。

１月１３日の委員会では、審査に当たり説明員

から新旧対照表や図面などの資料を基に条例の内

容について説明を受けました。説明後は、質疑の

ほか委員会協議、採決を行いました。

委員会における主な質疑の概要ですが、議案第

２号では条例別表第３中で注釈がある常時雇用者

と注釈がない常時雇用者の表現が混在している理

由について質疑があり、説明員からは表現の違い

により矛盾やそごが生じることはないと考えてい

る。注釈がない常時雇用者は第２条で定義されて

いるので、問題はないとの答弁がありました。次

に、現行条例において定義されていた助成に関し

て改正案では定義をしていない理由について質疑

があり、説明員からは助成をあえて定義しなくて

も市が事業者に支援するということは伝わると考

えており、実際の助成の内容についてはそれぞれ

の項目の中でどのような支援をするのかをうたっ

ている。条文の組立てについては、他の自治体の

例なども十分参考にしたとの答弁がありました。

その他対象となる産業分類の範囲などについて質

疑が行われました。

議案第４号では、地域未来投資促進法第９条第

１項に規定する工場立地特例対象地域について敷

地面積に対する緑地面積と環境施設の割合を下限

の１％と定めた考え方などについて複数の委員か

ら質疑があり、説明員からは法に基づく国の定め

る緩和基準の範囲の下限を採用したが、国の基本

方針に基づき策定した名寄市の基本計画において
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は、環境保全への十分な配慮や周辺住民への説明

等の項目が定められており、最終的に事業が承認

されるには周辺住民の理解もセットになってくる

と考える。事業者が負うべき責務を果たし、地域

や環境との調和をしながら進んでいくものと考え

ているとの答弁がありました。

委員間協議の主な概要ですが、議案第２号の常

時雇用者の表記の考え方と助成に関しての条文で

の定義の２点について協議を行い、複数の委員か

ら条文の内容にそごは生じておらず、条例全体と

して大きな問題はないのではないかなどの意見が

出されました。

本委員会では、採決の結果、全会一致で原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。

以上をもちまして令和３年第４回定例会付託議

案第２号 名寄市企業立地促進条例の制定につい

て外２件の審査の経過及び結果の報告を終わりま

す。

〇議長（東 千春議員） これより委員長報告に

対する質疑に入ります。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

正副委員長は自席にお戻りください。

お諮りいたします。令和３年第４回定例会付託

議案第２号は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、令和３年第４回定例会付託議案第２号

は委員長報告のとおり可決されました。

お諮りいたします。令和３年第４回定例会付託

議案第３号は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、令和３年第４回定例会付託議案第３号

は委員長報告のとおり可決されました。

お諮りいたします。令和３年第４回定例会付託

議案第４号は委員長報告のとおり決定することに

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、令和３年第４回定例会付託議案第４号

は委員長報告のとおり可決されました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時０７分

再開 午前１０時０８分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第４ これより行政報告を行います。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 本日、令和４年第１回定

例会の開会にあたり、これまでの主な行政事項に

ついて、その概要を御報告申し上げます。

初めに、令和４年度の予算編成について申し上

げます。

本市の令和４年度各会計予算は、骨格予算とな

りますが、総合計画の将来像の実現に向けて、継

続事業を中心とした様々な施策や事業を盛り込み、

予算を編成しました。

主な事業では、南保育所を改築する認定こども

園等整備事案業、なよろ温泉サンピラー整備事業、

智恵文小中学校整備事業、豊栄西１２条仲通道路

改良舗装事業などの道路新設改良事業、栄町５５

団地改修工事などの市営住宅環境整備事業など、

また、ソフト事業では、再生可能エネルギー導入

計画の策定業務委託、中学校における部活動改革

推進事業、スクールソーシャルワーカー配置事業

などを計上しました。

一般会計の予算案は、前年度予算と比べ１０．

８パーセント増の２３６億７，７８９万７千円と

なりました。

また、５つの特別会計予算は８８億８，９１９

万１千円、企業会計予算は１７０億２３６万６千

円、全会計の総額では４９５億６，９４５万４千

円となりました。
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なお、予算編成の主な財源として、財政調整基

金で４億９，３１２万９千円、減債基金から３億

８，２００万円、公共施設整備基金で３億５，０

００万円を繰入し、収支の調整を図りました。

引き続き、限られた財源を有効活用し、行財政

改革に取り組むとともに、財政規律を遵守し、健

全な財政運営に努めてまいります。

次に、市民主体のまちづくりの推進について申

し上げます。

令和４年度に行う名寄市総合計画（第２次）後

期計画の策定に向けて、課題を整理するとともに、

市民満足度の変化を把握するためアンケート調査

を実施し、郵送やＦＡＸなどでの回答１４０件、

ＷＥＢでの回答８６２件、合計１，００２件の回

答をいただきました。

中期計画策定時に実施したアンケート調査では

回答６３０件のうち、５０代以上が７割を占めた

のに対し、今回、新たにＷＥＢでの回答を加えた

ことにより、回答数が大幅に増加するとともに、

とりわけ若い世代の回答が増加し、年代による偏

りなく回答をいただくことができました。

次に、広報・広聴事業について申し上げます。

動画による本市の魅力発信に取り組むため１２

月から名寄市公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルを開

設しました。２月７日現在までにふるさと応援寄

附に係るＰＲ動画をはじめ８本の動画を発信して

おり、チャンネル登録者数は６４０人となってい

ます。

今後においても魅力発信につながる内容を研究

し、随時発信していくとともに、ホームページや

ＳＮＳなどを活用しながら周知にも取り組んでま

いります。

また、魅力発信の取組としては、１月８日、９

日に開催された成人式において、郷土愛の醸成に

つながることを期待し、新成人が楽しんで撮影で

きるようフォトブースを設置しました。撮影され

た写真はＳＮＳなどで拡散され、本市のＰＲにつ

ながりました。

さらに、１１月から実施した「なよろの冬の魅

力」をテーマとしてフォトコンテストには、３９

５点の応募があり、１次選考を通った１８作品を

市内各所に展示するとともに、ＳＮＳによる発信

に取り組んでいます。

次に、男女共同参画社会の形成について申し上

げます。

１月２２日に、フリーアナウンサーの佐藤麻美

さんを講師とした男女共同参画セミナーを開催し、

参加した４６人の市民が、性別に関わらず誰もが

意欲に応じてあらゆる分野で活躍できる社会づく

りについて理解を深めました。

次に、交流活動の推進について申し上げます。

国内交流については、山形県鶴岡市、東京都杉

並区との交流において、なよろ観光まちづくり協

会と連携して、年末用の切り餅やじゃがいもなど、

本市特産品の斡旋販売を行い、地域の魅力をＰＲ

しました。

国際交流については、姉妹都市カナダ国カワー

サレイクス市リンゼイとの交流事業において、交

換学生派遣の代替事業として、名寄・リンゼイ姉

妹都市友好委員会が１月８日、９日の２日間、市

内高校生を対象に「Ｎａｙｏｒｏでプチカナダ留

学」を開催しました。イングリッシュネイティブ

の外国人講師による英語しか通じない「外国」を

疑似体験する中で、英語を楽しみながら学び、国

際感覚を磨く機会となりました。

また、友好都市ロシア連邦ドーリンスク市との

交流事業では、友好都市提携３０周年を記念し、

１２月１６日にオンライン会談を開催しました。

市、市議会、友好委員会などが参加して、変わら

ぬ友情とさらなる交流を確かめ合いました。

さらに、台湾との交流では、１２月２１日に名

寄産業高等学校と台湾国立中山大学西湾学院との

オンライン授業交流を行い、互いの文化について

認識を深めました。

次に、移住・定住について申し上げます。

「名寄市移住促進協議会」では、１２月１１日
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に「北海道オンライン移住相談会」に参加し５件

の相談を受けました。相談者の中には移住体験ツ

アーに参加している方もおり、引き続き関係性を

維持してまいります。

また、１２月２７日には、「なよろ移住者交流

会」を開催しました。本年度移住された４人の方

を含む１４人が参加され、移住者や地域住民との

つながりが生まれる場となり、参加者からも定期

的に開催を希望する声があったことから、継続し

て実施し定住促進につなげてまいります。

そのほか、本市の暮らしの魅力を発信するプロ

モーション動画については、冬の撮影を終え、年

度内に公開を予定しています。

次に、健康の保持増進について申し上げます。

新型コロナワクチン接種については、２月８日

現在の満１２歳以上の記録住民２４，０７７人に

対し、２回目の接種を終えている方が２１，７６

９人で、接種率は９０．４パーセントの状況です。

３回目のワクチン接種については、昨年１２月

から市立総合病院において医療従事者への接種が

開始され、本年１月からは高齢者施設の入所者及

び従事者、２月１３日からは一般高齢者への集団

接種を開始したところです。

今後も市内医療機関の御協力をいただきながら、

希望される市民への接種を進めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。

市立総合病院の令和３年４月から１２月までに

おける、患者取扱い状況については、入院患者数

が延べ６万５，９０１人で前年比２８４人、０．

４パーセントの減少となっています。また、外来

患者数は、１６万６，１４２人で前年比６，４７

０人、４．０％の増加となっています。

入院収益については、４０億８，１６７万円で

前年比１，３８６万円、０．３パーセントの増加

となっています。また、外来収益は１９億８，４

４９万円で前年比６，５２７万円、３．４パーセ

ントの増加となっています。この結果、収益の合

計額は、６０億６，６１６万円となり、前年比７，

９１３万円、１．３パーセントの増加となってい

ます。

また、令和４年度の診療体制については、診療

科２２科に医師６４人と研修医６人の合計で７０

人を配置、このほか医療技術・看護スタッフなど

で４２８人の体制を予定しています。

今後も、医療スタッフの確保に努めるとともに、

地方センター病院として、圏域内の病院や診療所

と連携し、新型コロナウイルス感染症対応や救急

医療、急性期医療を中心に対応してまいります。

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

１２月１日に、こどもの遊び場「にこにこらん

ど」をオープンしました。コロナ禍のため利用定

員を制限していますが、１２月は一日平均約１３

０人の御家族の来所があり、１月以降も連日多く

の子育て中の家族に利用していただいています。

引き続き、利用者の声を反映しながら、気軽に

利用していただける施設として運営してまいりま

す。

子育て世帯臨時特別給付金については、児童手

当対象世帯１，０１７件１，８５４人（うち高校

生分１６０人）に対して昨年１２月２８日に１０

万円を一括給付しています。また、１月２０日に

は、公務員等世帯７７６件１，３４８人（うち高

校生分３２２人）に対して一括給付しています。

単身赴任等で別居のため対象となる児童の住民

登録が本市にない場合などは、申請が必要なこと

から、広報や新聞などを通じてお知らせしてきて

います。

また、新生児については、出生届提出時にこど

も未来課にて手続きの説明を行い申請していただ

いています。

今後も関係機関と連携しながら、子育て支援の

向上を図ってまいります。

次に、地域福祉の推進について申し上げます。

第３期名寄市地域福祉計画については、昨年１

２月２日に名寄市保健医療福祉推進協議会より計

画書素案の答申を受け、１２月２７からパブリッ
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ク・コメントを実施しました。

また、昨年１０月頃から高騰が続いている原油

価格に対して、冬期用暖房燃料を購入することで

生活費に大きな影響がある収入の低い世帯などを

対象とした「名寄市暖房費用緊急支援事業」を実

施しています。広報なよろ１月号に申請書を折込

み、２月８日現在、７１１世帯から申請があった

ところです。

今後も、子ども、高齢者、障がい者など、全て

の市民が安心して健やかに暮らしていくことがで

きる「自立と共生」の地域社会づくりを進めてま

いります。

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

名寄市医療介護連携情報共有ＩＣＴネットワー

クについては、昨年７月に本格運用を開始し、１

月末現在の参加施設数は５６施設で利用者登録数

は９００件を超えており、参加する医療機関・介

護事業所担当者の御理解・御協力により着実に利

用者が拡大しています。

運用による効果については、医療情報・薬剤の

調剤データ情報の取得が容易になり利用者に適切

な介護サービスを提供することができたことや、

介護情報をリアルタイムに提供することで利用者

の状態を連携する医療・介護担当者が速やかに把

握できたことのほか、医療から介護に移行する場

合もスムーズな対応ができたことなど、患者や利

用者にとって効果的できめ細かいサービスの提供

につながっています。

また、市と事業所における手続き、情報開示、

報告などのペーパーレス化による業務改善や経費

節減が図られています。

今後も運用面での課題整理や改善を行い、各関

係機関の御協力をいただきながら住民周知などを

行い、利用拡大を進めてまいります。

次に、環境との共生について申し上げます。

本年度から３年計画で公共施設照明のＬＥＤ化

を進めています。

省エネルギー化による温室効果ガスの排出抑制

を図りながら、公共施設の維持管理費の削減と快

適な環境整備の推進に努めてまいります。

次に、再生可能エネルギーの活用について申し

上げます。

信金中央金庫創設７０周年記念事業である地域

創生推進スキーム「ＳＣＢふるさと応援団」を活

用した事業について、実施する準備が整いました。

内容については、物流事業者が活用している充電

式保冷輸送機材の電力を、太陽光発電へ転換し、

発電機材の規模や発電量の季節変動などの検証を

行うもので、再生可能エネルギーの活用や本市に

おける普及につながるよう官民連携し取り組んで

まいります。

なお、関連する補正予算案を本定例会に提出さ

せていただきますので、よろしく御審議をお願い

いたします。

次に、消防事業について申し上げます。

令和３年中の火災件数は、１１件で前年と比較

して２件の増となり、死傷者が２人発生していま

す。

また、火災種別では、建物火災８件、車両火災

１件、そのほか２件となっています。

救急出動件数については１，１０９件で前年と

比較して１０７件の増となり、事故種別では急病

７４９件、一般負傷１３６件、転院搬送１１３件、

交通事故４５件、そのほか６６件となっています。

救助出動件数は３５件で前年と比較して１９件

の増となり、事故種別では、交通救助１１件、建

物救助１０件、雪害３件、そのほか１１件となっ

ています。

火災予防については、一般社団法人全国消防機

器協会の住警器等配布モデル事業により、住宅用

火災警報器や防炎品が贈呈され、名寄市町内会連

合会や名寄市消防設備協会などの協力を得て、住

宅用火災警報器の設置、家庭用消火器や防炎エプ

ロンなどの配布を行い、住宅防火対策の推進が図

られました。

また、危険物施設や防火対象物における立入検

令和４年２月２１日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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査については、全国平均を上回る査察実施率を維

持しており、昨年１２月に大阪市で発生した、ガ

ソリンを用いた放火火災への対応として、類似施

設及び給油取扱所に緊急特別査察を実施し注意喚

起を行い、市民が利用する施設の安全について確

認しました。

次に、交通安全について申し上げます。

本年度更新された国及び北海道の交通安全計画

に連動し、第１１次名寄市交通安全計画を策定し

ました。

今後も計画に基づき、官民一体となった交通安

全施策を推進してまいります。

次に、消費生活の安定について申し上げます。

１月２７日に風連瑞生大学との共催で、道北法

律事務所の笠原裕治代表社員弁護士を講師とした

消費生活セミナーを開催し、参加した６４人の市

民が詐欺被害防止策などについて理解を深めまし

た。

次に、住宅の整備について申し上げます。

名寄市耐震改修促進計画策定業務は昨年５月に、

名寄市公営住宅等長寿命化計画策定業務は昨年６

月にそれぞれ着手し、本年３月に計画策定が完了

する予定です。

また、栄町５５団地改修工事は、第２期１０戸

の住宅改修を３月に完成をし、順次、入居者の住

み替えを進めてまいります。本年度は合計で１８

戸の改修をし、次年度には残り２４戸の住宅改修

を予定しています。

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事

については、東３条仲通他１老朽管更新工事が１

２月に完成しています。

配水管網整備工事については、北２丁目通配水

管網整備工事ほか１路線が１２月に完成していま

す。

次に、下水道事業について申し上げます。

公共下水道ストックマネジメント計画に基づく

名寄処理区下水道管渠更生工事については１２月

に完成しています。また、施設整備については、

昨年度から着工している名寄下水終末処理場の雨

水ポンプ設備１台が２月に完成しています。

個別排水処理施設整備事業については、１２基

の合併浄化槽の受付があり、このうち１０基が２

月までに完成しています。

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めてい

る南１０丁目右仲通は１月に、北３丁目通、豊栄

西１２条仲通は２月に、本市単独費により整備を

進めている南１丁目通は１２月に完成しています。

また、八千代橋の修繕工事は１２月に、ラカン

沢５号橋は２月に完成しています。

次に、市道の除排雪について申し上げます。

本年度の除排雪対策については、除雪延長４３

５キロメートル、排雪延長１４９キロメートルを

対象に進めており、排雪については、委託により

２月末には生活道路の作業を完了する予定です。

幹線道路では、積雪状況に応じて継続的に対応す

るとともに、道路センター職員により交差点のカ

ット排雪や道路の狭い箇所での拡幅作業などを実

施してまいります。

また、除雪グレーダー１台の更新を行っており、

効率性や作業性が上がるものと期待しています。

引き続き、安全で安心な冬期間の道路交通網を

確保するとともに、円滑な事業の推進に努めてま

いります。

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに主要農作物の状況について申し上げま

す。

水稲については、もち米３６万１千俵、うるち

米２万５千俵、合計３８万６千俵の豊作となり、

合併以降最高の出来となりました。

畑作については、干ばつの影響などを受け、多

くの作物で収量や品質の低下がみられましたが、

スイートコーン・馬鈴薯・玉ねぎなどの品目では、

平年より販売価格が高く、全体としてはまずまず

の年であったと受け止めています。
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次に、基盤整備について申し上げます。

道営事業のちえぶん地区において、昨年１１月

に智恵文１３線排水路の改修工事が着手され、令

和６年度の完成に向けて工事が進められています。

次に、米政策について申し上げます。

令和４年産米の生産の目安については、前年度

より１５１トン減少し、うるち米１，４７６トン、

もち米１０，９５９トンとされ、作付面積に換算

すると、うるち米２６３ヘクタール、もち米１，

９５０ヘクタールとなりました。

国の経営所得安定対策では、水田活用直接支払

交付金において、交付対象水田の要件が見直され、

今後５年間に一度も水張りが行われない農地を対

象外とする方針が示されました。市内においては、

長年にわたり生産調整に協力し転作が定着してお

り、現場では作物や輪作体系など課題となる点も

多いことから、市、ＪＡ道北なよろ、関係機関、

生産者で構成する名寄地域農業再生協議会におい

て、検討を進めているところです。

次に、薬用作物振興について申し上げます。

薬用作物の産地化に向けた取組は、本年度から

小林製薬株式会社から企業版ふるさと納税による

寄附を受けて、新たな事業を進めています。この

間、農業振興センターにおいて培養苗供給事業に

必要な施設を整備し、生産者への供給に向けて培

養苗の作成に取り組んでおり、病害虫による減収

に対応してまいります。

次に、多様で持続可能な農業経営の促進につい

て申し上げます。

地域農業への貢献が期待される複数戸法人につ

いては、これまで設立に向けた支援に取り組み、

本年１月に智恵文地区において農家７戸を構成員

とする法人が設立されました。

地域農業の中心として期待を寄せるとともに、

引き続き必要な支援を検討してまいります。

次に、地産・地消の推進について申し上げます。

「なよろ産業まつり」の代替企画として、一般

向けには農畜産物などをテーマとした写真や絵手

紙、幼児向けには塗り絵コンテストを実施しまし

た。市内外からフォトコンテストは２部門で４９

点、絵手紙コンテストは６７点、幼児向け塗り絵

コンテストは６３点の応募があり、各部門の最優

秀賞１人のほか、入選者１００人には特産品を贈

呈するとともに、応募いただいた作品は、展示や

ＰＲ用素材として活用する予定です。

また、例年１月に行っています「輝け！新春な

よろもちつき大会」についても、代替企画「２０

２２新春！なよろ餅つきクイズ」を実施し、全問

正解者の中から抽選で１００人の方に、もち米商

品の引換券を発送しています。

今後も、地場農畜産物の情報発信に取り組んで

まいります。

次に、森林保全と林業の振興について申し上げ

ます。

名寄市森林整備計画は、市内における森林整備

のマスタープランとなる計画で、「森林法」によ

り北海道が策定する地域森林計画と適合を図り、

森林整備のルールを定めることとされています。

国は、充実した森林資源の活用と同時に計画的

に再造林すべき段階にあることなどを踏まえ、昨

年６月に、全国森林計画の見直しを閣議決定し、

北海道が「上川北部地域森林計画」を変更したこ

とを受けて、現在、本市では、年度内の「変更計

画」に向けて作業を進めています。

次に、商工業の振興について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響に対する経済

対策として、昨年１０月２５日から販売を開始し

た「プレミアム付き商品券事業」については、市

民や事業者からの強い要望を受けて、販売期間を

１月１４日まで、有効期間を２月２０日まで延長

して実施し、販売総数は８万４，６８２セットで

あったと実行委員会から報告を受けています。本

事業により４億２，３４１万円の消費効果があり、

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経

済の回復と活性化に一定の効果があったと認識し

ています。
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引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況、

国や道の施策、市の経済状況を注視しながら必要

な対策を講じてまいります。

昨年の第４回定例会で全部改正を議決いただい

た名寄市中小企業振興条例に関しては、同条例に

基づく支援メニューについて、事業者のニーズに

沿った使い勝手の良い制度となるよう、同条例施

行規則の改正作業を進めているところです。

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における１２月末の雇用

情勢について、求職者に対し求人数が上回る状況

が継続しています。

今春の新規高等学校卒業予定者の状況について

は、管内卒業予定者５３０人のうち、就職希望者

は１１９人で前年比１６人の減、うち管内就職希

望者は６９人となっています。１２月末の就職内

定者数は１１２人、就職内定率は９４．１パーセ

ントで前年比４．３パーセントの減となっていま

す。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係

る雇用対策については、昨年１２月１日の稼働停

止後、ハローワーク、上川総合振興局及び本市に

よる離職予定者への説明会や地元企業が参加した

企業面接会を開催しました。その後、ハローワー

クでの離職手続き、地元定着推進事業の登録申請

が進んでいるところです。

また、１月２８日にＪＡ道北なよろや市内旅客

運送事業者で構成される「なよろ地域づくり事業

協同組合」の創立総会が開催されました。人口減

少や人材不足が進む中、地域の仕事を組み合わせ

ることで年間を通じた仕事を創出し、地域の担い

手確保、移住・定住の促進につながると期待して

いるところで、国のスキームに沿って支援してま

いります。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と

連携し、新型コロナウイルス感染症や工場の稼働

停止が雇用情勢に与える影響に注視しつつ、雇用

の安定と促進に努めてまいります。

次に、観光の振興について申し上げます。

名寄ピヤシリスキー場については、初めての試

みとして、１２月４日と５日の土日にプレオープ

ンを実施し、その後、積雪の関係から、１２月１

５日に本格オープンしました。昨シーズンに引き

続き、新型コロナウイルス感染対策を徹底し、安

全で快適に御利用いただけるよう指定管理者とと

もに努めてまいります。

なよろ温泉サンピラーの改修については、シャ

ワールーム改修工事は、２月１５日に入札を実施

し、契約後、工事に着手しています。温浴施設改

修工事については、３月１日に入札を実施し、工

事請負契約の締結について、今定例会での提案を

予定しています。

冬の最大イベントである「なよろ雪質日本一フ

ェスティバル」及び「ふうれん冬まつり」は、新

型コロナウイルス感染防止の観点から規模を縮小

して開催しました。７０回目の節目を迎えた雪質

日本一フェスティバルは２月１１日から１３日ま

で、イルミネーションやステージのライトアップ

を行ったほか、過去の雪像などの写真を展示し、

懐かしみました。ふうれん冬まつりは、２月１２

日から１３日まで雪像コンクールを実施したほか、

前夜祭として１２日に打ち上げ花火を観覧してい

ただきました。

名寄市観光振興計画（第２次）については、１

月１１日から２月１１日までパブリックコメント

を実施し、今後、結果をとりまとめ、議会に報告

させていただき、年度内に策定します。

１月２１日には、本市出身のカーリング選手で、

現在コンサドーレ札幌カーリングチームに所属し、

国内外で活躍されている谷田康真さんを名寄観光

大使として委嘱しました。今後の活躍と本市の知

名度向上への力添えに期待しています。

次に、小中学校教育の充実について申し上げま

す。

確かな学力を育てる教育の推進については、１

月２０日に、名寄市教育改善プロジェクト委員会
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から、令和３年度の研究内容である「学校におけ

る働き方改革の推進」や「次代を担う人材の育

成」「ＩＣＴの効果的な活用」などについて答申

を受けました。

１月２５日には、名寄市教育研究集会を開催し、

名寄市教育改善プロジェクト委員会の各研究グル

ープと名寄市教育研究所の理科班、体育・保健体

育班が、１年間の研究の成果を報告しました。ま

た、教育講演会では、東京学芸大学准教授の髙橋

純氏から「学びの質を高める学習指導とＩＣＴ活

用」と題して御講演をいただき、多くの示唆を得

ました。

豊かな心を育てる教育の推進については、１２

月７日に、風連中学校を会場に心の教室相談員等

交流会を開催し、「生徒との関わり方の工夫」や

「保護者や関係機関との連携」などについて協議

し、生徒の悩みや不安を受け止めてストレスを和

らげるなど、心の安定と問題行動の未然防止に資

する研修を深めました。

健やかな体を育てる教育の推進については、名

寄市教育研究所の体育・保健体育班が各学校で実

施した新体力テストの結果を分析し、今後の授業

改善の方向性などについて検討しました。

学校給食では、地場産物として餅や寒締ほうれ

ん草などを使用した季節感のある献立を提供して

います。

また、３学期には、児童生徒へのアンケートに

より上位に入った献立を「アンコール献立」とし

て取り入れ、児童生徒に喜ばれています。今後も

地産地消の推進と給食献立の充実を図ってまいり

ます。

特別支援教育の推進については、１１月８日に

市立総合病院においてことばの教室研修会を開催

し、児童の適切な支援方法などについて学びまし

た。また、本年度も名寄市特別支援教育専門家チ

ームを幼稚園や小・中学校などに派遣し、障がい

などのある児童生徒への望ましい教育的対応や適

切な支援のあり方などについて、協議を深めまし

た。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進に

ついては、１２月２３日に智恵文中学校、２月２

日に名寄東中学校で、主権者に関する教育の一貫

として、市長・教育長と児童生徒が懇談する「ふ

るさと未来トーク」を実施しました。

次年度は、名寄小学校や風連中央小学校などに

おいても実施し、地域への愛情や誇りをもち、ふ

るさとに根付く子どもたちを育ててまいります。

信頼される学校づくりの推進については、名寄

市立小中学校働き方改革推進会議と名寄市教育改

善プロジェクト委員会の教育経営の充実に関する

研究グループが連携し、各学校が共通して取り組

む学校における働き方改革の指標について協議す

るなど、実感を伴う働き方改革の取組の一層の充

実を図っています。

また、令和６年４月の智恵文義務教育学校の開

校に向け、名寄市立学校設置条例の一部改正につ

いて、本定例会に提案しますので、御審議のほど

よろしくお願いいたします。

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学では、大学設置基準に基づきＦＤ

活動（ファカルティ・ディベロップメント）及び

ＳＤ活動（スタッフ・ディベロップメント）を推

進するためＦＤ・ＳＤ委員会を置き、各種研修を

実施しています。これは、組織的な研修・研究の

実施を通じて、教員の教育及び研究力量の向上を

図ること、また、教職員の研修を通じて、能力・

資質の向上を目指すとともに、教育研究活動など

の適切かつ効果的な運営を図ることを目的として

います。

４月には、本年度から配属となった教職員を対

象に本学教員が講師となり大学の特色ある教育に

ついて新任教職員研修を行い、９月には、コロナ

禍の中で学生が同じ内容の授業を対面やオンライ

ンなど複数の方法で受講できるよう、ハイフレッ

クス講義のあり方について本学教員が講師となり

全教員を対象に実施してきました。
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また、１２月には、北海道立総合研究機構から

理事長を講師としてお招きし、民間企業出身者か

ら見た道総研と今後の役割について、全教員を対

象に講演を行い、時代の流れ環境の変化への対応

について大学として何をすべきか、また、その実

現に向けた支援は何かについて学んできています。

入学試験については、１１月１８日に学校推薦

型選抜試験（受験者数１２８人）及び社会人選抜

・編入学試験（受験者数８人）を本学で行い、１

２月１日に合格者を発表しました。

さらに、本年１月１５日、１６日には、本学を

会場として大学入学共通テストが実施され、合計

で１１１人の受験があり、２月の一般前期入学試

験へとつながっていくことになります。

今後も、地域に根ざした教育活動の展開、名寄

市立大学の特色と専門性を生かした学びの提供と

学生確保を継続するべく、各種取組を進めてまい

ります。

次に、生涯学習社会の形成について申し上げま

す。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により延

期していた「生涯学習フェスティバル２０２１

ｉｎ なよろ」を１月２３日に開催しました。出

会いの広場には１団体が出演、展示ブースには５

団体が出展しました。

次に、市立図書館について申し上げます。

１２月２８日に本館で、１月７日には風連分室

で冬休み企画「冬休みの工作」を開催し、合わせ

て１４人の参加がありました。

また、１月７日から本館で、おみくじと福袋の

形式で本を紹介する企画を行い、子どもから大人

まで多くの利用がありました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

年末年始にかけ、天文台の市民講演会「テンモ

ン・カフェ」を開催しました。１２月１９日には、

昨年の天文にまつわる話題を振り返り、１月２１

日には、注目すべき天文現象について解説を行い

ました。

次に、生涯スポーツの振興について申し上げま

す。

スポーツ施設の整備については、令和４年度か

ら市内スポーツ施設の一元管理を行い、さらなる

スポーツ振興を図ることを目的として、名寄市体

育施設の管理に係る関係条例の整備に関する条例

を本定例会に提案しますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。

スポーツ振興事業については、昭和４６年に設

立された風連町卓球スポーツ少年団が、競技の普

及や競技力向上に貢献されたことが認められ、令

和３年度文部科学大臣表彰生涯スポーツ優良団体

を受賞されました。

長年にわたり、地域のスポーツ振興をはじめ、

青少年の健全育成に御尽力されてきたことに心か

ら敬意を表するとともに、地域のために活動され

てきた指導者、関係役員の皆様に心から感謝を申

し上げます。

スキー、スノーボードなどの普及とピヤシリス

キー場の利用拡大を目的とした市民スキーの日を

１月２３日に開催しました。

新たに幼児を対象としたスノーランニングバイ

クレースや、スノーマラソンを同スキー場で開催

するなど、ウィンタースポーツの普及とスキー場

の賑わいづくりに努めました。

スポーツ合宿推進事業については、昨年１２月

１８日の第２７回クロスカントリー名寄大会を皮

切りに、ピヤシリジャンプ大会、全日本コンバイ

ンド選手権、北海道スキー選手権などが開催され

ました。

また、１月１１日からは６日間の日程で北海道

カーリング選手権も開催されており、冬季スポー

ツの拠点であるピヤシリヘルシーゾーンに全国各

地から多くのアスリートが集結しました。

直前合宿や大会を受け入れていただいた競技団

体の皆様をはじめ、地域の皆様の御協力に感謝を

申し上げます。

Ｎスポーツコミッションでは、食・健康・スポ
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ーツをテーマにした料理レシピの開発プロジェク

トに取り組みました。

この取組は、北海道味の素株式会社、株式会社

西條、名寄市立大学コミュニティケア教育研究セ

ンター及び同大学の栄養学科教員と学生有志が加

わり、産学官連携によりレシピ開発が行われまし

た。

開発したレシピを基に商品化された４品の料理

は、２月と３月に株式会社西條様の店頭で販売さ

れるほか、レシピの普及を図るとともに市内飲食

店における商品化を目指しながら、市民の健康づ

くりやスポーツ合宿の誘致拡大にも活用していき

たいと考えています。

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

名寄市公民館では、１２月２７日に冬休み子ど

も料理教室を開催し、１７人の児童の参加があり

ました。参加した児童は北海道栄養士会名寄支部

の講師から「冬の彩りお弁当」の作り方を学びま

した。

１月６日には、新春子ども書き初め広場を開催

しました。参加した約３０人の児童は手本を見な

がら、筆を走らせていました。

１月８日には、新成人１２０人の参加により、

昨年から延期となっていた令和３年の成人式を、

９日には、新成人１５９人の参加により、令和４

年の成人式を、それぞれ実行委員会の主催で開催

し、人生の大きな節目を祝いました。成人を迎え

た皆様は、社会を支える一員としての自覚と責任

を感じながら、友人との再会を喜び合いました。

今回で１０回目となった東京都杉並区との小学

生名寄自然体験交流事業が、１２月２５日から２

７日まで開催され、杉並区の小学生１５人と引率

者１０人が本市を訪れました。

市内児童７人とスノーシュートレッキングや雪

遊びで交流を深めるとともに、カーリングや天体

観測など名寄の冬の自然や文化、スポーツを体験

していただいたところです。

次に、地域文化の継承と創造について申し上げ

ます。

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により延

期していた第６４回市民文化祭展示発表を１２月

３日から５日と１０日から１１日の２回に分けて

開催しました。サークルや個人の作品を２１７人

の方々が鑑賞しました。

次に、北国博物館について申し上げます。

１２月１７日から２月１７日にかけて、特別展

「アイヌと植物 命をつなぐ保存の知恵」を開催

しました。自然との共生の中で、保存食として利

用した植物や料理の方法などを紹介し、アイヌ文

化を学んでいただく機会となりました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し

上げ報告といたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で行政報告を終わ

ります。

〇議長（東 千春議員） 日程第５ 議案第１号

名寄市体育施設の管理に係る関係条例の整備に

関する条例の制定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１号 名寄市体育

施設の管理に係る関係条例の整備に関する条例の

制定について、提案の理由を申し上げます。

本件は、名寄市総合計画（第２次）の重点プロ

ジェクト等の推進を図り、本市の自然と施設環境

の強みを生かしたスポーツによるまちづくりを目

指すため、スポーツ施設と体育施設管理の一元化

による効率化及び相乗効果を高めていく必要があ

ることから、市内体育施設の管理に係る関係条例

１３本を一括で改正する本整備条例を制定しよう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

山崎真由美議員。

令和４年２月２１日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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〇３番（山崎真由美議員） 議案第１号の条例制

定に関わりまして質疑させていただきます。

この条例制定により冬季スポーツ関係施設だけ

ではなく、名寄市全域の体育施設管理を市長部局

で行うということです。スポーツ施策の一元化を

行い、より効果的かつ効率的な市民サービスの向

上による施設利用者、スポーツ参加者の増加を目

指すとともに、冬季スポーツ拠点化プロジェクト

のさらなる推進を図るという条例制定の趣旨につ

いて、この施設管理とスポーツ振興の考え方につ

いて、再度詳細についてこの御判断に至った経緯、

御説明お願いします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今御質問いただ

いた質問のお言葉の中に、目的については議員お

っしゃったとおりの目的で今回のこの条例制定の

運びとなったところです。考え方ということです

けれども、名寄地区、風連地区、それぞれ築き上

げてきたものがこれまであると思います。そうい

ったものを大切にしながら、現状スポーツに関わ

っていただいている方々の御協力もいただきなが

らしっかりとこの一元化によってさらなる裾野を

広げていきたいというふうに考えておりますので、

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 今の御答弁いただき

ました上で、今まで教育部風連生涯学習担当が担

っていた風連地区のスポーツ振興業務についても、

それも含めて名寄市全体のスポーツ振興業務とい

うことでスポーツ・合宿推進課が担っていくとい

うことで解釈してよろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） そのとおりでご

ざいまして、ハード、ソフト、今回一元化という

提案をさせていただいておりますけれども、そう

いったこと、相乗効果がしっかりと発揮できるよ

うに我々はしっかり努めていきたいというふうに

考えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 趣旨について説明い

ただきました。そこに期待もするところではあり

ますが、ちょっと確認させていただきたいのは、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律、この

法律の中の第２１条、教育委員会の職務権限のと

ころにスポーツに関することということが記載さ

れておりまして、この条例制定後はこの第２３条

の職務権限の特例というところを適用して、スポ

ーツに関することの管理運営を進めていくという

考え方になっていくのかどうか。

そして、その際には名寄市教育委員会行政規則、

教育委員会規則になるのですけれども、この規則

も規則として制定をしていくということでありま

すので、この中、第５条関係の別表第２というと

ころがあるのですが、この別表第２の名寄市風連

Ｂ＆Ｇ海洋センターという名称は今後どのように

なっていくのか。管理とスポーツ振興というとこ

ろの考え方からこの整理はどうされていくのかお

知らせいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今回の御提案は、

ソフト、ハードそれぞれ一元化して、より相乗効

果を発揮するということが目的で、それ以外市民

の皆様方の利便性を損なわず、混乱をさせない、

今回混乱をさせるような結果にならないようにし

ますので、名称等についても引き続き同じ名称の

施設として使っていただきたいというふうに考え

ております。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。
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これより採決を行います。

議案第１号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第２号

名寄市手数料徴収条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２号 名寄市手数

料徴収条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、長期優良住宅の普及の促進に関する法

律等の一部改正により長期優良住宅建築等計画の

認定等の手続が変更されたため、認定事務に係る

手数料を改定するなど本条例の一部を改正しよう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 議案第３号

名寄市立学校設置条例の一部改正についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３号 名寄市立学

校設置条例の一部改正について、提案の理由を申

し上げます。

本件は、智恵文小学校校舎を智恵文中学校校舎

に隣接をさせることにより小中一貫教育をさらに

深化させることを目的に、智恵文小学校及び智恵

文中学校を令和６年３月３１日で閉校をし、同年

４月１日から義務教育学校として智恵文小中学校

を開校することから、本条例の一部を改正しよう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 議案第４号

名寄市水道事業及び下水道事業の設置等に関す

る条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第４号 名寄市水道

事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正について、提案の理由を申し上げます。

名寄市公共下水道事業は、名寄処理区、風連処

理区それぞれが北海道の事業認可を取得をし、整

備を進めてまいりましたが、本年３月末をもって

認可期限を迎えることから、事業期間の延伸並び

に事業区域及び計画人口の変更を行うため、本条

例の一部を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第４号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 議案第５号

名寄市農業後継者育成奨学金貸付条例の廃止に

ついてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第５号 名寄市農業

後継者育成奨学金貸付条例の廃止について、提案

の理由を申し上げます。

この条例は、旧名寄市において将来農業経営者

を志す者に対し高等学校、大学等で修学をするた

めの奨学金を貸し付け、就農後に貸付金相当額を

補助金として交付をし、次代を担う農業後継者の

育成、確保を目的としておりましたが、合併前の

旧名寄市において平成１７年度をもって新規貸付

けを終了し、合併後は補助金の交付のみを行って

きたところでありますが、本年度の予算執行をも

ちまして条例で定める全ての事務が終了したため、

本条例を廃止しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第５号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 議案第６

号 令和３年度名寄市一般会計補正予算（第１１

号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第６号 令和３年度

名寄市一般会計補正予算について、提案の理由を

申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものであり、

歳入歳出それぞれ５億１，７６７万９，０００円

を減額をし、予算総額を２３０億４，７０９万７，
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０００円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。２款

総務費におきまして減債基金積立金１億３，２６

５万７，０００円の追加は、地方交付税の再算定

にて臨時財政対策債の償還に充てるため基金を積

み立てるよう交付をされた額について積立てしよ

うとするものでございます。また、ふるさと応援

事業費７２４万９，０００円の追加は、ふるさと

納税寄附金の増額に対応し、寄附記念品発送業務

委託料などについて補正しようとするものでござ

います。同じく２款総務費におきまして再生可能

エネルギーによるマチの活力ＵＰ事業費１，１０

０万円の追加は、宅配事業者が使用している充電

式輸送用保冷器のエネルギーを再生可能エネルギ

ーへと転換をする実証実験に対し、令和２年度に

いただきました企業版ふるさと納税寄附金の寄附

者の意向に基づき負担金を支出しようとするもの

でございます。

４款衛生費におきまして名寄東病院振興基金積

立金１億９，６４７万２，０００円の追加は、地

方交付税の算定結果に基づき積立てをしようとす

るものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴う国庫支出金、道支出金、市債

などの特定財源の調整を行うほか、２０款繰入金

におきまして財政調整基金繰入金を減額をし、収

支の調整を図ろうとするものでございます。

次に、第２表、継続費補正につきましては、な

よろ温泉整備事業１件を追加をし、栄町５５団地

改修事業１件の事業費について変更しようとする

ものでございます。

第３表、繰越明許費につきましては、年度内に

完了しない議会運営事業費ほか計２件を繰越しし

ようとするものでございます。

第４表、債務負担行為補正につきましては、ポ

スター掲示場設置等業務委託料ほか計７件を追加

をし、名寄市体育施設指定管理委託料ほか計２件

の期間及び限度額を補正、なよろ温泉サンピラー

温浴設備改修工事１件を廃止しようとするもので

ございます。

第５表、地方債補正につきましては、農業農村

整備事業ほか計２０件の限度額を変更しようとす

るものでございます。

以上、補正の概要について申し上げましたが、

細部につきましては総務部長より説明をさせます

ので、よろしく御審議くださいますようお願い申

し上げます。

〇議長（東 千春議員） 追加説明を渡辺総務部

長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは一般会計の

補正予算につきまして、市長より申し上げた分の

重複を避けて追加説明をさせていただきます。

初めに、歳出から説明させていただきます。議

案第６号の３０ページから３１ページをお開きく

ださい。２款総務費、１項８目企画振興費におけ

る名寄市地域間幹線系統応援給付金６７８万６，

０００円の追加は、新型コロナウイルス感染症の

影響を受けている地域間幹線バスの事業者に対し

沿線自治体で協議の上、給付金を給付しようとす

るものであります。３２ページから３３ページを

お開きください。同じく企画振興費における地域

振興基金積立金１，７３８万円の追加は、皆様方

からいただいたふるさと納税寄附金を地域振興基

金に積み立てようとするものであります。

４０ページから４１ページをお開きください。

３款民生費、１項７目障害者福祉費における介護

給付事業費３，２７５万円の追加は、障害介護給

付費の不足が見込まれる額を追加しようとするも

のであります。

４２ページから４３ページをお開きください。

３款民生費、２項３目保育所費における保育士等

処遇改善臨時特例事業費２２１万６，０００円の

追加は、民間保育所における保育士等の処遇改善

に係る補助であり、財源として同額を国庫補助金

にて計上しております。

５８ページから５９ページをお開きください。
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７款商工費、１項３目スキー場費における名寄振

興公社職員派遣負担金９５８万８，０００円の追

加は、名寄振興公社に派遣している職員の人件費

相当分について負担しようとするものであります。

次に、歳入について申し上げます。１０ページ

から１１ページにお戻りください。１１款２項１

目新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補填

特別交付金６，０６７万８，０００円の追加は、

地方税法の特例による固定資産税、都市計画税の

軽減措置によって生じた市税収入の減収に対して

国庫にて補填される交付金を計上しようとするも

のであります。

１２款１項１目地方交付税におきまして普通交

付税２億７，９９２万９，０００円の追加は、地

方交付税法の一部改正による再算定によって追加

交付されたものを追加しようとするものでありま

す。

１２ページから１３ページをお開きください。

１６款２項１目総務費補助金におきまして新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金８，

３９３万円の追加は、国から通知がありました交

付限度額から次年度への繰越しを希望する額を差

し引いた交付予定額のうち予算未計上分を追加し

ようとするものであります。

１６款２項２目民生費補助金におきまして子育

て世帯臨時特別給付金給付事業費補助金２億５２

７万５，０００円の追加は、令和３年第４回定例

会にて追加提案し、御議決いただいた給付事業に

ついて国庫補助金が年度内に交付される見込みと

なったことから、追加しようとするものでありま

す。

以上、追加説明とさせていただきます。よろし

く御審議くださいますようお願い申し上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それでは、１点確認

をさせていただきたいと思います。

３３ページになります。先ほど市長のほうから

御説明がありました再生可能エネルギーによるマ

チの活力ＵＰ事業費に関わってであります。行政

報告の中で市長のほうから物流事業者が活用して

いくというふうな中身の御説明がありました。そ

の後に本市における普及につながるようにという

ふうな御説明がありました。本市につながるよう

な普及の中身について少しお知らせをいただけれ

ばというふうに思いますが。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今回企業版ふる

さと納税を活用させていただいた実証実験、体制

が整いましたので、予算として提案させていただ

きましたけれども、この目的が現状物流機材で利

用されているエネルギーを再生可能エネルギーの

ほうへ転換するという実証実験をするということ

で、今後そういった再生可能エネルギーを多く活

用した流れをここで実証で証明して、なおかつゼ

ロカーボンシティ宣言もさせていただいておりま

すので、ここがそういった機材等のエネルギー供

給基地になれるような、そんな構想も持ちながら

各関係物流事業者等に働きかけていきたいという

流れで考えておりまして、普及という意味ではそ

ういったことを想定しております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 本市における普及と

いうことでしたので、市内の皆さん方にも波及さ

せていっていただけるのかなという期待を込めて

いるところです。今御説明ありましたように、ゼ

ロカーボン宣言されています。やっぱり再生可能

エネルギーに対する関心も期待も大きいかと思う

のです。

そこで、ちょっと確認なのですが、エネルギー

の地産地消という考え方があるかと思うのですけ

れども、そういった部分では今回のこの実証実験

のところでは関わりはないというふうに捉えたほ

うがいいのか、そこにも波及していくというふう

に捉えたらいいのか、お考えをお聞かせください。
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〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） ゼロカーボンシ

ティ宣言の最終的なやっぱり目標到達地点という

のは、これはそれぞれ自治体、地域における地産

地消エネルギーによるレジリエンスの強化、これ

が一番なのだろうというふうに私たちも考えてお

ります。今回まずは皆様方の生活を支えるための

エネルギーの地産地消というところまではなかな

か絵を描き切れないというか、それは行政だけで

はなかなかやり切れない部分もありますので、そ

ういった期待も込めながら一つの、いわゆる二酸

化炭素の排出量でいうと火力発電が全体の４０％、

物流事業者が３０％強と言われている、非常に多

くの温室効果ガスを出している事業体であります

ので、こういったところを巻き込みながら、議員

おっしゃっていただいたとおり、市民の皆様にも

ここは情報発信をしっかりしながら普及啓発とい

う意味でもしっかりと取り組んでいきたいという

ふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 今回は物流事業者の

方々のということでありますけれども、やはり先

ほども申し上げたように、再生可能エネルギーに

対する市民の皆さんの関心も高くなっています。

ここがどういうふうに発展していって、私たちに

どんなメリットがあるのか、そんな期待もたくさ

ん聞いていますので、ぜひその部分も考えながら

先に未来をつくっていただきたいなということを

申し上げて、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） ほかに質疑はございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 以上で質疑を終結いた

します。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第６号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 議案第７

号 令和３年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第７号 令和３年度

名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ２，１７０万５，０００円を追加し、

予算総額を２７億４，５４５万７，０００円に、

また直診勘定におきまして歳入歳出それぞれ４２

３万１，０００円を減額をし、総額を２億１，６

５２万４，０００円にしようとするものでござい

ます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。２款保険給付費３，５３９万５，００

０円の追加は、療養給付費等保険給付で見込まれ

る不足額を追加しようとするものでございます。

３款国民健康保険事業費納付金におきましては、

各納付金の確定に伴い７１０万６，０００円を減

額しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。２款国庫支

出金におきまして災害臨時特例補助金５３万円の

追加は、新型コロナウイルスに関する保険税の減

免補助金を追加しようとするものでございます。

３款道支出金におきまして普通交付金３，５３

９万５，０００円を追加し、特別交付金４２０万

５，０００円を減額しようとするものでございま

す。
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５款繰入金におきましては、一般会計繰入金５

６３万円を追加、国民健康保険支払準備金基金繰

入金２，７４０万円を減額をし、収支の調整を図

ろうとするものでございます。

次に、直診勘定の補正の内容について歳出から

申し上げます。各事業費の確定に伴い、１款総務

費におきまして人件費等で２０３万円を減額し、

２款医業費では１５０万円、３款施設整備費では

７０万１，０００円をそれぞれ減額しようとする

ものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１款診療収

入におきまして１，５９３万６，０００円を追加

をし、４款繰入金において一般会計繰入金で１，

９８３万２，０００円を、事業勘定繰入金で７６

万１，０００円を減額をし、収支の調整を図ろう

とするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第７号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 議案第８

号 令和３年度名寄市介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第８号 令和３年度

名寄市介護保険特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして歳入

歳出それぞれ５，７８６万９，０００円を追加を

し、予算総額を２７億７，３２４万７，０００円

に、サービス事業勘定・名寄におきまして歳入歳

出それぞれ８７２万７，０００円を減額をし、予

算総額を３億６，７２８万１，０００円にしよう

とするものでございます。

補正の主な内容を保険事業勘定の歳出から申し

上げます。２款保険給付費４，６０５万円の追加

は、居宅介護サービス給付費の追加等保険給付費

で見込まれる過不足の調整を図ろうとするもので

ございます。

４款基金積立金におきまして介護給付費準備基

金積立金に１，５７５万３，０００円を追加しよ

うとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。各事業費の

追加及び確定に伴い国庫支出金、道支出金、一般

会計繰入金などの特定財源の調整を行うほか、基

金繰入金４，０００万円を減額をし、収支の調整

を図るものであり、９款繰越金におきましては令

和２年度決算剰余金の繰越し分として４，４４９

万８，０００円を追加しようとするものでござい

ます。

続きまして、サービス事業勘定・名寄について

申し上げます。歳出では２款事業費におきまして

施設設備更新費の確定に伴い備品購入費５９４万

４，０００円を減額をするほか、事業の確定に伴

う事業費の調整を行おうとするものでございます。

次に、歳入におきまして一般会計繰入金及び市

債を減額をし、収支の調整を図ろうとするもので

ございます。

第２表、地方債補正につきましては、事業費の

確定に伴い介護施設整備事業の限度額を変更しよ

うとするものでございます。
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よろしく御審議くださいますようお願いを申し

上げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第８号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１３ 議案第９

号 令和３年度名寄市食肉センター事業特別会計

補正予算（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第９号 令和３年度

名寄市食肉センター事業特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、食肉センター周辺環境整備に要

する経費を補正しようとするもので、歳入歳出そ

れぞれ８９万１，０００円を減額をし、予算総額

を８，３２５万１，０００円にしようとするもの

でございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款衛生

費におきまして施設周辺環境整備工事費の確定に

伴い８９万１，０００円を減額するとともに、支

出科目の整理をしようとするものでございます。

次に、歳入につきましては、１款繰入金におき

まして８９万１，０００円減額をし、収支の調整

を図ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第９号は原案のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。

〇議長（東 千春議員） 日程第１４ 議案第１

０号 令和３年度名寄市後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１０号 令和３年

度名寄市後期高齢者医療特別会計補正予算につい

て、提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、歳入歳出それぞれ３３４万８，

０００円を減額をし、予算総額を４億４，１６７

万８，０００円にしようとするものでございます。

補正の内容を歳出から申し上げます。１款総務

費におきまして郵便料２０万円を追加し、２款後

期高齢者医療広域連合納付金におきまして事務費

負担金の確定により３５４万８，０００円を減額

しようとするものであります。

歳入におきまして、２款繰入金にて事務費繰入

金１１８万６，０００円、保険基盤安定繰入金２

１６万２，０００円を減額をし、収支の調整を図

ろうとするものでございます。
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よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１０号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１５ 議案第１

１号 令和３年度名寄市立大学特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１１号 令和３年

度名寄市立大学特別会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末に当たり事業の確定に伴

う事業費や人件費などの調整が主なものであり、

歳入歳出それぞれ１億７，９６６万５，０００円

を減額をし、予算総額を１７億８，８５９万１，

０００円にしようとするものでございます。

補正の主なものを歳出から申し上げます。１款

教育費におきまして決算見込みによる人件費の減

額や事業費の確定による減額をしようとするほか、

いただいた寄附金を積み立てるため、名寄市立大

学奨学金基金積立金に１７２万６，０００円を追

加しようとするものでございます。また、教材・

教具等整備事業費における備品購入費５００万３，

０００円の追加は、コロナ禍における対面授業の

収容人数を確保するため講義用机等の追加整備に

係る費用を追加しようとするものでございます。

次に、歳入について申し上げます。５款寄附金

において大学に対する寄附金６７万７，０００円

を追加しようとするものでございます。

６款繰入金では、一般会計繰入金で１億８，１

６９万８，０００円を減額をし、収支の調整を図

ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１６ 議案第１

２号 令和３年度名寄市病院事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１２号 令和３年

度名寄市病院事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の各収支を見通し、必要

な調整を行うものでございます。

補正の主な内容について収益的収入から申し上
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げます。１款病院事業収益では、医業収益におき

まして入院及び外来患者数の減少により入院収益

で９億７，６９７万円、外来収益で１，２３６万

３，０００円を減額をし、他会計負担金で５５３

万３，０００円、その他医業収益で１，２８０万

３，０００円をそれぞれ追加しようとするもので

ございます。

次に、医業外収益におきまして他会計補助金で

５７５万４，０００円、その他医業外収益で３万

３，０００円、保育施設収益で３８５万９，００

０円、長期前受金戻入で１７万９，０００円をそ

れぞれ減額し、他会計負担金で４，９９２万３，

０００円、新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援交付金事業補助金の追加により補助金で５億３，

９５２万６，０００円、受託料で８，９２２万３，

０００円を追加しようとするものでございます。

次に、特別利益におきまして過年度損益修正益

で２，７９６万９，０００円を追加をし、収益の

総額を１０８億６，２４４万１，０００円にしよ

うとするものでございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

病院事業費用では医業費用におきまして給与費で

１億７０万５，０００円、材料費で１億４，１６

５万９，０００円、経費で７，３３５万１，００

０円、減価償却費で５０６万４，０００円、研究

研修費で２，０２４万９，０００円をそれぞれ減

額をし、資産減耗費で１，１００万円追加しよう

とするものでございます。

次に、医業外費用におきまして支払利息及び企

業債取扱諸費で３５万１，０００円、保育施設費

で９２６万９，０００円、雑支出で１億１，６９

８万８，０００円、消費税及び地方消費税で３３

３万６，０００円を減額しようとするものでござ

います。

次に、特別損失におきまして過年度損益修正損

で２，０００万２，０００円、その他特別損失で

３０万円それぞれ追加をし、費用の総額を１０９

億６，７３７万３，０００円にしようとするもの

でございます。

次に、資本的収入について申し上げます。３款

資本的収入におきまして企業債で６，３５０万円、

他会計出資金で５，１４２万６，０００円それぞ

れ減額をし、寄附金で２６５万円、貸付償還金で

５９５万円、道補助金で２，２２５万６，０００

円、国庫補助金で２４７万４，０００円をそれぞ

れ追加をし、総額を１０億１，１８３万２，００

０円にしようとするものでございます。

次に、資本的支出について申し上げます。４款

資本的支出におきまして資産購入費で１８６万４，

０００円、リース債務支払額で１７９万２，００

０円、施設費で２，８５１万円、企業債償還金で

３３９万７，０００円、貸付金で２８１万円をそ

れぞれ減額をし、総額を１５億１，３６０万円に

しようとするものでございます。

なお、資本的収支の不足額につきましては、過

年度損益勘定留保資金で補填するものでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１７ 議案第１
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３号 令和３年度名寄市水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１３号 令和３年

度名寄市水道事業会計補正予算について、提案の

理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し、予算の

調整を行おうとするものでございます。

まず、収益的収入について申し上げます。１款

水道事業収益では、主に給水収益７０５万２，０

００円の追加やその他営業収益３１７万１，００

０円の追加、その他特別利益１，４５６万円の追

加により収益全体で２，４１３万円を追加をし、

総額を７億６，２９３万３，０００円にしようと

するものでございます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

水道事業費用では、事業費の確定に伴う各費目の

調整を行い、費用全体で１，４９９万３，０００

円を減額をし、総額を６億９，６３５万３，００

０円にしようとするものでございます。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では１，６９６万３，０００円を減額を

し、総額を３億２２１万４，０００円に、また４

款資本的支出では２，６３５万７，０００円を減

額をし、総額を６億２，３６６万１，０００円に

しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１３号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１３号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１８ 議案第１

４号 令和３年度名寄市下水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１４号 令和３年

度名寄市下水道事業会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

今回の補正は、年度末の収支を見通し予算の調

整を行おうとするものでございます。

まず、収益的収入について申し上げます。１款

下水道事業収益では、主に下水道使用料２０７万

９，０００円の追加や他会計補助金３，３４９万

９，０００円の減額、その他特別利益で４９８万

７，０００円の追加により収益全体で１，４０１

万５，０００円を減額をし、総額を１２億２，５

６４万２，０００円にしようとするものでござい

ます。

次に、収益的支出について申し上げます。２款

下水道事業費用では事業費の確定に伴う各費目の

調整を行い、費用全体で９３３万円減額をし、総

額を１１億８，３８９万５，０００円にしようと

するものでございます。

次に、資本的収入及び資本的支出について申し

上げます。事業の確定に伴う調整を行い、３款資

本的収入では１，９５７万９，０００円を減額を

し、総額を４億１５４万６，０００円に、また４

款資本的支出では３，３８６万７，０００円を減

額をし、総額を８億２，９２５万１，０００円に

しようとするものでございます。
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よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第１４号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１４号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１９ 議案第１

５号 令和４年度名寄市一般会計予算、議案第１

６号 令和４年度名寄市国民健康保険特別会計予

算、議案第１７号 令和４年度名寄市介護保険特

別会計予算、議案第１８号 令和４年度名寄市食

肉センター事業特別会計予算、議案第１９号 令

和４年度名寄市後期高齢者医療特別会計予算、議

案第２０号 令和４年度名寄市立大学特別会計予

算、議案第２１号 令和４年度名寄市病院事業会

計予算、議案第２２号 令和４年度名寄市水道事

業会計予算、議案第２３号 令和４年度名寄市下

水道事業会計予算、以上９件を一括議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第１５号 令和４年

度名寄市一般会計予算及び議案第１６号から議案

第２３号までの各特別会計予算並びに各企業会計

予算について、提案の理由を申し上げます。

各会計予算案は、令和３年１１月１日付市長訓

令に基づき、新型コロナウイルス感染症対策、名

寄市総合計画や総合戦略の具現化、ポストコロナ

を見据えた事業の取組、持続可能で健全な財政運

営の維持といった基本的な考え方に基づき予算を

編成いたしました。

一般会計予算案は、前年度と比較をし１０．８

％増の２３６億７，７８９万７，０００円となり

ました。令和４年度は市長選挙が行われる年度で

あることから、骨格予算として編成をいたしまし

たが、南保育所を改築する認定こども園整備事業、

智恵文小中学校整備事業といった多額の事業費と

なる継続事業の計上が主な増額要因でございます。

なお、収支不足を補う財政調整基金の取崩し額は

４億９，３１２万９，０００円を計上してござい

ます。

次に、特別会計について申し上げます。令和４

年度国民健康保険特別会計外計５特別会計の予算

総額は８８億８，９１９万１，０００円となって

おります。増減の大きなものとして、介護保険特

別会計では保険給付費の増などにより前年度比３．

５％の増となりました。

次に、企業会計について申し上げます。病院事

業会計では前年度比６．９％増の１３６億３，７

７９万円、水道事業会計では前年度比０．９％減

の１３億４，４０１万２，０００円、下水道事業

会計では前年度比１．７％減の２０億２，０５６

万４，０００円となりました。

以上によりまして、令和４年度全会計の予算総

額は４９５億６，９４５万４，０００円となりま

した。

地方自治法第２１１条及び地方公営企業法第２

４条の規定に基づき提出いたしますので、よろし

く御審議くださいますようお願いを申し上げます。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議案第１５号外８件については、本会議質疑を

省略し、全議員をもって構成する予算審査特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査したいと思

いますが、御異議ございませんか。



－27－

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１５号外８件については、全議

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することに決定いたしまし

た。

ただいまの決定に基づき、予算審査特別委員会

の委員に全議員を指名いたします。

正副互選のため暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時５１分

再開 午前１１時５９分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

正副委員長の互選が行われましたので、結果を

報告いたします。

予算審査特別委員会委員長に東川孝義議員、副

委員長に倉澤宏議員、以上であります。

〇議長（東 千春議員） 日程第２０ 議案第２

４号 名寄市教育委員会委員の任命についてを議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２４号 名寄市教

育委員会委員の任命について、提案の理由を申し

上げます。

名寄市教育委員であります梅野新氏が本年５月

１５日をもって任期満了となりますが、本件は同

委員を再度教育委員に任命をいたしたく、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項

の規定に基づき議会の同意を求めるものでござい

ます。

なお、任期は４年でございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２４号はこれに同意することに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２４号は同意することに決定い

たしました。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日２月２２日から３月６

日までの１３日間を休会としたいと思いますが、

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日２月２２日から３月６日までの１

３日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ０時０１分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

令和４年２月２１日（月曜日）第１回３月定例会・第１号
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署名議員 佐久間 誠

署名議員 塩 田 昌 彦
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令 和 ４ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年３月７日（月曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２５号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第４ 議案第２６号 令和３年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

日程第３ 議案第２５号 工事請負契約の締結に

ついて

日程第４ 議案第２６号 令和３年度名寄市国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

３番 山 崎 真由美 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） ここで、市長より発言

を求められておりますので、これを許します。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） おはようございます。議

長よりお許しをいただきまして、発言の機会をい

ただきましてありがとうございます。

去る３月２日午前８時頃、私の運転する自家用

車が一時停止にもかかわらず左右をしっかりと確

認をせずに交差点内に進入をしてしまい、左右か

ら来た車両２台を巻き込む接触事故を起こしてし

まいました。事故に遭われたお二人、そして御家

族には心からおわびとお見舞いを申し上げますと

ともに、御心配をおかけしました関係者の皆様に

重ねておわびを申し上げます。私は、地域におい

て交通事故防止、安全運転、あるいは防災を推進

する立場にありながらこのような事故を起こして

しまったことは大変申し訳なく、深く反省をして

おります。今後このような事案を起こさないよう

自身を強く戒め、信頼回復に努めてまいります。

大変申し訳ございませんでした。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

未婚農業後継者の結婚支援について外１件を、

清水一夫議員。

〇９番（清水一夫議員） おはようございます。

議長から御指名をいただきました。通行順に従い、

大項目２点にわたって質問させていただきます。

大項目１、未婚農業後継者の結婚支援について。

日本の農村における農業後継者の結婚難が指摘さ

れるようになったのは、昭和３０年代からだと言

われています。その後高度経済成長期には農村か

ら人口流出を受け、農業後継者の結婚は公的組織

が対応すべき課題と認識されるようになり、昭和

５６年に日本青年館結婚相談所が企画した釧路の

酪農青年と東京の未婚女性との交流がＮＨＫの

「明るい農村」で放映され、多くの反響を呼びま

した。また、昭和６０年には山形県朝日町で未婚

農業後継者の配偶者対策としてフィリピンから花

嫁を呼び、自治体が国際結婚を先導するという取

組が行われ、公的機関による未婚農業後継者の結

婚支援は全国的に注目を集め、全国各地に地域協

議会等が設置されるようになりました。最近従来

の参集型のイベント運営は、結婚の意思のある人

は確実にいるはずなのに交流会を開催しても思う

ように参加者が集まらないという状況であります。

一部の団体では、参加者確保のノウハウについて

蓄積のある大手民間企業を含めた専門業者に委託

しております。また、コロナ禍、イベントがオン

ライン開催に切り替わったり、イベントの開催で

はなく、データマッチング型のサービスの導入に

支援の方向を転換するなど、また農学部の現役大

学生が開発した農業特化型婚活アプリを活用して

いる人もおります。

ここで本市の取組として小項目３点についてお

伺いします。小項目１、未婚農業後継者について。

智恵文地区、名寄地区、風連地区に未婚農業後継

者の対象者は何人いるのかお聞きします。

小項目２、未婚農業後継者への支援事業につい

て。どのような支援事業を行っているのか具体的

にお聞きします。

小項目３、支援事業の問題点とその対策につい

て。支援事業の問題点をどのように把握され、対
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策はどのように取り組んでいるのかお聞きします。

大項目２、冬季スポーツ施設等の整備について。

本市の２０２１から２０２２の冬季スポーツ競技

会は、まず１２月１８日の第２７回クロスカント

リー名寄大会に始まり、今月の８日から１３日に

かけてジュニアオリンピックカップ２０２２、全

日本ジュニアスキー選手権大会兼ねて全日本小中

学生選抜スキー大会、また１６日から２１日の間

に第４０回ＪＳＢＡ全日本スノーボード選手権の

開催が予定されており、その大会数は１６を数え、

道内外から選手、役員等が来名され、交流人口に

大きく貢献しています。これに関連して、冬季ス

ポーツ施設等の整備について小項目３点について

お伺いします。

小項目１、ピヤシリスキー場の第４ロマンスリ

フトの運行再開について。全日本スノーボード選

手権北海道地区大会並びに第４０回ＪＳＢＡ全日

本スノーボード選手権のアルペン系大回転、回転

では東側斜面のジャイアントコースを使用します。

選手がスタート位置に行くには第１、第２、第３

のペアリフトを乗り継ぎ、樹氷コースを滑降して

スタート位置に着きますが、第４ロマンスリフト

が運行していれば乗り継ぎすることなく、一本で

スタート位置に到着します。選手のこと、選手フ

ァーストを考えますと残念でなりません。このこ

とは、アルペン競技の大会及び合宿受入れにも同

様であります。今後も第４ロマンスリフトの運行

はしないのか、またある時期が来たら運行を再開

するのか、お考えをお聞かせください。

小項目２、クロスカントリーコースと健康の森

管理棟施設の整備について。今シーズンのコース

整備は、１２月６日から行いました。ある程度雪

が積もったならばしっかりと下地整備をしますが、

コース上に水が流れているところ、水がたまって

いる箇所があり、側溝を掘り、木の枝を入れて、

簡易暗渠を施してからスノーダンプで雪を入れて

整備しています。また、コースの上り急カーブが

あり、そのところの雪の乗りが悪く、これもスノ

ーダンプで雪を入れて整備しています。また、コ

ース上の木の枝に大きな雪玉ができ、選手が滑走

中にその雪玉が落ちてけがしないようにと木には

しごをかけて雪玉の枝を切っております。これも

選手のこと、選手ファーストを考えて整備してい

ます。また、放送設備等の問題と救護施設、タイ

ム計測所はプレハブを設置して対応していますが、

管理棟を増設して一か所で対応できないものかな

どの問題点を大会主催、主管する名寄地方スキー

連盟関係者と施設管理者とで現場で問題点を共有

し、改めて相互に協議する場を設けてもらいたい

と思いますが、見解をお伺いします。

小項目３、人工降雪機の導入について。業者は、

昨年１０月１日から今年の１月９日にかけてピヤ

シリスキー場第１リフトの上と下に気象観測機を

設置し、気象データを収集しました。そのデータ

を基に人工降雪機の設置も含めてどのような整備

がスキー場の運営、冬季スポーツ拠点化の推進に

効果的か研究しておられるものと思いますが、そ

の検討結果についてお伺いします。

以上で壇上からの質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） どうもおはようござ

います。ただいま清水議員からは大項目で２点御

質問いただきました。大項目の１につきましては

私のほうから、大項目の２につきましては産業振

興室長からそれぞれ答弁となりますので、よろし

くお願いいたします。

それでは、大項目の１、未婚農業後継者の結婚

支援について、小項目の１、未婚農業後継者につ

いて、小項目の２、未婚農業後継者への支援事業

について、小項目の３、支援事業の問題点とその

対応について関連がございますので、一括して申

し上げたいと思います。本市の未婚農業後継者へ

の結婚支援につきましては、名寄市、ＪＡなどの

関係機関及び団体で構成します名寄市農業者後継

者対策協議会における支援事業や名寄市結婚相談

センターにおける相談支援などを通じて取り組ま
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れており、市といたしましても構成団体としては

もとより、財政支援なども含めて活動を支えてご

ざいます。結婚支援の対象となる未婚の農業後継

者についてでありますが、ＪＡ青年部の調査によ

りますと名寄智恵文地区、風連地区の２０代から

３０代の農業者のうち４０名から５０名程度とさ

れておりまして、これに４０代以上の未婚者が加

わることとなります。これまでの支援事業につき

ましては、農業後継者対策協議会において婚活サ

ポートセンターが主催をします北海道婚活情報コ

ンシェルに掲載される婚活事業や北海道農業公社

が実施をします北海道ふれあい交流会への参加費

用に対する支援、未婚農業後継者と参加希望され

た女性とのパーティー形式による出会いの場の提

供などが計画されてきたところでございます。し

かしながら、婚活サポートセンターや北海道ふれ

あい交流会の参加につきましては、新型コロナウ

イルスの感染拡大の影響を受けまして、残念なが

らここ数年希望者がいない状況となってございま

す。一方、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い

まして支援事業の柱でありますパーティー形式の

実施が困難となる中で、オンラインによる事業を

実施し、令和２年度の実績は３名となりましたが、

参加者からオンライン形式に対する問題点なども

指摘され、令和３年度の開催については見送るこ

とといたしました。また、名寄市結婚相談センタ

ーでは、毎週金曜日に相談窓口を開設し、相談員

による結婚希望者への情報提供、相談などが行わ

れており、農業者も複数登録されていると伺って

ございます。

支援事業の問題につきましては、地元の未婚農

業後継者の参加が減少傾向にあり、また支援事業

の開催形態につきましても開催場所に地元スタッ

フはいないほうがよいなどの声もあり、プライバ

シーへのさらなる配慮と今後の課題も浮上してご

ざいます。今後の対応についてでございますが、

参加者が減少傾向にあることや開催形態などへの

指摘もございますことから、先般改めて関係機関、

団体で協議を行い、これまでの結婚支援事業をき

っかけに成婚をされました実績と成果から事業継

続の必要性と当事者の意向に沿った見直しなどを

進めることを確認したところでございます。具体

的には、名寄近郊を含めた地元女性との出会いの

場の創設や未婚農業後継者の支援事業に対する意

識調査、各種事業への参加を円滑にするセミナー

などの取組が必要ではないかとの御意見などもい

ただいたところでございます。今後の結婚支援に

当たり未婚農業後継者の結婚への意識や婚活事業

に対するニーズが多様化していることから、実態

把握に努め、取組を検証し、見直しをしながら進

めてまいりたいと考えてございます。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目の

２、冬季スポーツ施設等の整備についてお答えい

たします。

まず初めに、小項目の２、ピヤシリスキー場の

第４ロマンスリフトの運行再開について申し上げ

ます。ピヤシリスキー場のリフトは、第１ペアリ

フトが平成５年、第２ペアリフトが平成６年、第

３ペアリフトが平成１５年にかけ替えられ、第４

ロマンスリフトは昭和６１年に設置されており、

老朽化した施設、設備が多い中、年次的な計画を

作成し、整備を進めております。第４ロマンスリ

フトについては、平成２９年度、シーズン前の点

検整備で判明した故障により運休し、平成３０年

度に整備して運行したものの、令和元年度は人員

不足のため運休しました。以降機能を維持しなが

ら経費節減も必要であることから、できるだけ利

用者の皆様に不便のないよう検討し、運休させて

いただき、これまでの検証を踏まえ、コースを未

圧雪ゲレンデ、いわゆるサイドカントリーコース

として御利用いただくことで多様なニーズにお応

えし、好評いただいております。最も古い第４ロ

マンスリフトは、運行再開に当たっての点検整備

には多額の費用がかかることが想定され、さらに
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通常のシーズン後及びシーズン前の点検整備のほ

か、ランニングコストも必要となることから、今

後につきましては利用者の安全、安心、スキー場

の機能の維持、費用対効果など様々な観点から検

討するとともに、指定管理者である名寄振興公社

をはじめ、ピヤシリスキー場で活動し、協力いた

だいている関係団体と意見交換するなど総合的に

判断してまいります。

次に、小項目の２、クロスカントリーコースと

健康の森管理棟施設の整備についてお答えいたし

ます。冬季スポーツ拠点化プロジェクトにおいて

スポーツ合宿や大会誘致は重要な事業の一つであ

り、なよろ健康の森周辺のスポーツ施設は一年を

通じて重要な役割を果たしていると認識しており

ます。現在スポーツ施設の整備につきましては、

スポーツセンター等老朽化した施設の長寿命化を

図るための整備を中心に進めているところです。

健康の森管理棟を含む周辺施設の整備につきまし

ては、冬季スポーツの利用のみならず、夏季スポ

ーツの利用の側面からも慎重に検討するとともに、

整備に係る財源確保と市全体の公共施設の整備計

画とのバランスを図りながら進めてまいりますの

で、御理解願います。

次に、小項目の３、人工降雪機導入について申

し上げます。ピヤシリスキー場における人工降雪

機導入については、事前の調査研究の一環として

令和２年１２月２０日から２１日にかけて人工降

雪機の導入実績があり、アルペンスキーの合宿、

大会の先進地であるＦＩＳ公認国設阿寒湖畔スキ

ー場を視察いたしました。その結果、本市の既存

の気象データを基に人工降雪機を導入した場合、

例年より一定程度早期かつ安定的にオープンでき

る可能性がある一方で、ゲレンデ整備を実施した

上で人工降雪機を導入したほうがより効果的であ

ることが分かりました。また、先進地スキー場に

おける合宿による経済効果は、スキー大会の開催

と合宿がセットで効果を発揮するもので、本市の

場合１２月中下旬は既にジャンプ、クロスカント

リー大会が開催されており、宿泊施設や大会運営

スタッフの確保など課題も確認されました。さら

に、令和３年度は人工降雪機メーカーの協力の下、

１１月から第１ゲレンデの上部と下部の２地点の

気象データを収集しており、速報によりますと安

定的に例年より早期にオープンできるとの結果と

は言えず、人工降雪機の設置に当たっては多額の

費用がかかることから、夏期のゲレンデ整備を中

心に冬季スポーツ拠点化の推進に効果的なスキー

場整備について指定管理者である名寄振興公社を

はじめピヤシリスキー場で活動し、協力いただい

ている関係団体と意見交換するなど、検討してま

いります

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 答弁ありがとうござい

ます。再質問させていただきます。

まず最初に、未婚農業後継者への結婚支援につ

いてであります。答弁いただきまして、対象者支

援事業の問題点をお聞きしますと、深刻な問題と

私は思いました。なぜならば、本市の基幹産業は

農業であります。その農業を守り、さらに発展さ

せ、そして地域のコミュニティーを維持していく

ためにはこの問題を解決しなくてはならないと思

います。未婚農業後継者の婚活をしっかり支援し

ていくことと改めて強く感じました。実を言うと、

私は全国農業新聞に昨年５月７日頃に掲載されて

いた別海町の未婚の酪農後継者の婚活について取

組を知り、コロナが下火になった１１月１０日、

別海町に行きまして、別海町産業振興部農政課担

い手対策担当者から未婚酪農後継者の結婚支援に

ついてお聞きしました。聞き取りの内容は、まず

経緯について説明します。町内の酪農家に嫁いだ

大阪府枚方市の出身の女性が里帰りした際に市長

を表敬訪問し、別海町の魅力や酪農家のパートナ

ー対策の必要性を伝えたことがきっかけで両市町

は昭和６２年に友好都市宣言を締結しました。４

０年近く続く交流事業の菊と緑の会、未婚の農業
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後継者の配偶者対策であります。主催は別海町産

業後継者対策相談所、これは町やＪＡをはじめ地

域に関わる全ての機関によって構成されておりま

して、関西圏の未婚女性を別海町に招く形で開催

しております。交流日程は３泊４日で、参加費は

男女一律３万円、昨年は１１月５日から８日に開

催され、未婚女性が７名の応募があり、６名を選

考して、別海町では未婚の酪農後継者が７名参加

しました。その成果は、マッチングは５組成立し

たと伺っております。枚方市は、市のホームペー

ジ、ラジオ、新聞などで募集協力をしています。

特筆すべきところは手厚いフォロー体制で、開催

後に後継者対策相談所専任相談員が希望する酪農

後継者を連れて関西に赴き、会に参加した女性た

ちと交流する事後交流や年に数回過去に会に参加

した女性に会い、来町の意思や今後の意向につい

て意見を聞く場を設けて活動しております。３７

回開催し、参加した男女合わせて６９８名、９３

組の結婚が成立しています。

ここで、本市は東京杉並区と交流自治体協定を

提携していることから、この別海町の取組を大い

に参考にして、例えば杉並区の協力を得て関東圏

の未婚女性に参加募集してはいかがでしょうか。

行政とＪＡが中心となり、しっかりとスクラムを

組んで取り組むべきものと思いますが、御見解を

お伺いします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農業後継者の結婚支

援ということであります。議員が言われたように、

農村の維持という観点から必要な部分だと思いま

すし、一方では本人の幸せということもあります

ので、いわゆる公というものと私という分のこの

両立をしながら進めなければいけないということ

なのだと思います。名寄市の結婚支援についてと

いうことでありますけれども、ここ先ほどお答え

のとおり、名寄市後継者対策協議会が中心に取組

を進めさせていただいているということでありま

す。新型コロナウイルスの影響などもあって、参

加者の減少、あるいは参加する農業者の意識の変

化などもありまして、今後のあるべき姿について

まさに今これから検討していかなければいけない

のだというふうに思っています。

今議員から提言のありました東京杉並区との交

流を機に事業を取り進めるべきではないかという

御意見についてであります。別海町の事例をお聞

きしましたけれども、相手先をある意味関西に絞

っているところが１つ、そこを縁に実績というか、

人間関係もつくられてくるのかなという感じがし

ますし、来られる方も当然知っている方が別海に

いるということであると、それが動機になること

もあるかもしれませんし、その後の交流会の後の

フォローについてもしっかりしているという事例

だったというふうに思いますので、こういった取

組についても一つの方策として私ども受け止めさ

せていただきたいと思います。今後名寄市農業後

継者対策協議会において可能性についてしっかり

と調査をさせていただきたいというふうに思いま

す。いずれにしても、先ほど申し上げましたよう

に、地域農業の持続という視点からこの支援事業、

重要な取組だというふうに考えてございますので、

協議会の中で、市としては協議会の活動を支えな

がら今後も必要な取組について進めてまいりたい

と考えておりますので、御理解をいただければと

思います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） よろしくお願いいたし

ます。

引き続きまして再質問させていただきます。第

４ロマンスリフトの運行再開について。答弁は結

論的にランニングコスト、安心、安全の検討、総

合的に判断するということでありましたけれども、

この件につきましては人工降雪機の再質問のとこ

ろで併せて質問させていただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。同じく小項目２のク

ロスカントリーコースと健康の森の管理棟施設の

整備について、最後の私の質問の中の大会を主催、
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主管する名寄地方スキー連盟関係者と現場での問

題点を共有して、改めて相互に協議する場を設け

ていただきたいと、こう質問しましたけれども、

その回答がございませんでした。再度再質問させ

ていただきます。よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 現場での問題点

等の協議の場ということでありましたけれども、

まずはジュニアオリンピック、主催が名寄市とい

うことで、地元スキー連盟の皆様方には最大限の

御協力いただいておりますことに改めて感謝申し

上げます。我々としても大会役員、クロスカント

リーの現場の役員の方々とも現状意見交換はでき

ているという認識ではあります。改めてそういっ

た場が必要だということであれば、これは決して

拒んでいることは一切なくて、必要があれば随時

担当の者とお話をしていただける環境があるのか

なというふうに考えておりますし、また１回目の

答弁でも述べさせていただきましたけれども、い

わゆるスポーツ振興のための施設等の考え方につ

いては各種団体、いろいろな競技団体がございま

して、それぞれがいろいろな課題を抱えながら日

々振興していただいておりますので、そういった

各団体との全体的なバランス、それから冬季スポ

ーツでいうとまだジャンプ台とかいろいろ大きな

課題もありますから、そういった中で総合的に優

先順位をつけながら今後も施設整備等判断してま

いりたいというふうに考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） クロスカントリーのコ

ース整備をしている人の労苦、これは理解してい

ただいたということは大変うれしく思います。し

かしながら、その後しっかりと場を設けて、大会

を主催、主管する連盟の関係者と、現場は現場、

改めて場を設けて、現場の人、そして連盟の人の

上いますよね。理事長、事務局長もおられます。

現場でコース整備しているのは、クロスカントリ

ーの部長であります。だから、施設関係者らとト

ップ同士の場をしっかり協議を設けていただいて、

改善するということを要望をします。ひとつよろ

しくお願いいたします。

最後に、人工降雪機について再質問。今答弁の

中で、夏期のスキー場整備が大事であるという回

答であったと思いますが、では夏期にどのような

整備をするかお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 人工降雪機の設

置に当たっての検討ということで、これは安定的

に早期にオープンできればということでの検討も

ありましたけれども、その検討、研究する中で調

査結果の速報もありましたとおり、さほど早期の

オープンできる結果となっていなかったことから、

スキー場の整備、それは早期オープンできるため

の草刈りですとか、あるいは水がつかないような

整備ですとか、これまでやっていたことをさらに

早期にオープンできるような形で現場の方々と検

討しながら進めていくというようなことを考えて

おります。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 夏期の整備について私

のほうから一案を申し上げて、要望したいなと思

います。

ピヤシリスキー場の斜面を横断している排水溝

がございますが、そこらを暗渠化していただきた

いなと思う。なぜなら、そこを暗渠化して平らに

して、夏期の機械での草刈りができるようにして

いただきたいなと、こう思っています。また、斜

面の土をむき出しにしているところには草の種を

まいて、草地化していただきたいと思います。な

ぜなら、草は直接土からの地熱、これを防止しま

す。雪の乗りが大変よろしい。今現実は、斜面が

小石というか礫です。昨年バックホーで掘ったも

のは、ちょっと空洞化になっています。そこを雪

入れて整地するには相当体力がかかります。それ

がしっかり夏のうちから整備していれば、まだ早
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いオープンも可能かと思います。そのための予算

も必要でありますけれども、その点について改め

てお聞きします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） ただいま議員か

ら御提案をいただきました。これまでもゲレンデ

整備につきましては暗渠化ですとか草刈りなどに

ついて予算をつけてやってきておりますし、今後

も現場の声を聞きながら、必要な箇所の暗渠化で

すとかを要望いただきながら検討し、予算を我々

も要望上げさせていただいて、整備をしていきた

いと考えております。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） よろしくお願いいたし

ます。

最後に、札幌オリンピックの招致に関連して、

人工降雪機の導入についてお話しさせていただき

ます。人工降雪機が導入され、早い時期のオープ

ンが可能となる。それと併せて第４ロマンスリフ

トが運行していれば、札幌オリンピックの練習会

場としての招致もしやすくなると思いますが、そ

のお考えをお伺いします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 人工降雪機を導

入しての早期のオープンということについて議員

の御提案をいただいたところです。第４ロマンス

リフトについても先ほど答弁させていただきまし

たが、今現在数シーズン運休をしているところで

ございます。さきにも全日本スノーボードの北海

道地区大会が開かれまして、そのときも同じよう

に３つのリフトを乗り継いできております。その

ときにもこれといって大きな御不満といった声は

なかったところを考えますと、これまでの関係団

体の皆様との御協議も含めて一定程度、今この状

態で第４ロマンスリフトが運休し、３つのリフト

について全てのコースを滑るというところについ

ては一定のコンセンサスを得ているものなのかな

と考えているところでございます。第４ロマンス

リフトが運行されれば、札幌五輪招致された際の

練習会場ということについては御提案として受け

止めさせていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 清水議員。

〇９番（清水一夫議員） 以上で質問を終わりま

す。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で清水一夫議員の

質問を終わります。

人口減少が顕著な地区のコミュニティー維持対

策について外１件を、佐久間誠議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 議長から御指名いた

だきましたので、通告順に従い、大項目２点につ

いて質問いたします。

まず、大項目の１、人口減少が顕著な地区のコ

ミュニティー維持対策についてお伺いいたします。

小項目の１、安全、安心な通信網や無線基地局装

置の整備について伺います。携帯通信網の整備に

関して、本市の郊外地区にはいまだ電波が弱い地

区があります。改善には新たな無線基地局装置の

整備、小型化した鉄塔などの整備が必要になって

きます。郊外の農村地区の中では近年の労働力不

足を補うＩＣＴを活用したスマート農業が進んで

おりますが、これらには欠かせない一定の強さの

電波の必要性が指摘されております。郊外の山間

部で電波の入りが弱いところに居住されている地

区の方からは、通信はもとより、農畜産業での利

用がひとしく図れるよう電波受信の改善ができな

いものかとの声が寄せられております。民間事業

者の供給に期待できないことから、行政の支援に

よる無線基地局装置整備の考え方についてお伺い

いたします。

次に、小項目（１）の①でありますが、郊外地

区における公衆電話の設置状況について伺います。

公衆電話は、非常時には携帯電話よりもつながり

やすいこともあり、重要な連絡手段としての役割

を果たしております。公衆電話は、全ての国民に

対して公平な利用環境を提供するユニバーサルサ

ービスに位置づけられており、市街地で５００メ
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ートルに１台、それ以外の地区では１キロ四方に

１台置くことが現段階の省令によって定められて

いるわけですが、名寄市の郊外地区における公衆

電話の設置状況についてどの程度設置されている

か、把握されていることなどについてお伺いいた

します。

次に、２つ目でありますが、過疎地域の持続的

発展の支援に関する特別措置法に基づく手だてに

ついて伺います。令和３年法律第１９号として改

正された過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法に基づいて本市においても市町村計画が

策定されているわけですが、集落の整備などの事

業に山間部特有の電波障害などの改善策を盛り込

んでいく必要があるのではないかと考えますが、

行政としての見解を伺います。

小項目（２）、コミュニティーの人口減少対策

について伺います。人口減少の著しい町内会の維

持と費用負担などへの支援について市町村計画、

集落整備の事業ではコミュニティー施設への支援

も考えられ、計画されていると思いますが、どの

ような内容を考えられているかお知らせいただき

たいと思います。

また、過疎の進む集落では、人口減少に伴い町

内会組織を維持するための費用負担も大きくなっ

ております。市街地にない多面的機能の維持、さ

らには景観維持に努力されており、これらの観点

から行政としての手だてについてお伺いいたしま

す。

大項目２、農業の振興について、小項目（１）、

水田活用の直接支払交付金要件の見直しによる影

響について伺います。農林水産省が新年度より米

から他の作物に転作した農地に対して支払われる

水田活用の直接支払交付金の条件を見直すとの方

針を示していることに対し、農業者に不安の声が

広がっております。とりわけ国による減反政策に

協力してきた北海道にとって大きな影響をもたら

すことになり、最悪の場合農業者の離農に拍車を

かけることにならないか懸念するものであります。

小項目（１）の①、本市における交付対象水田

面積と直接支払交付金要件が見直された場合の影

響額についてどの程度の金額になると考えられて

いるか伺います。

２つ目に、農地の評価額下落と流動化への影響

について。これまで交付金をもらい、稲作をやめ

て牧草などに切り替えた農地では、長年の牧草の

作付で形状も変わり、畑地化して米作りに戻すの

は容易でないところも見受けられます。稲作もで

きない、転作も補助金頼りだったものがなくなる

ことによって作れなくなると農地が荒れ、売り物

にならなくなる事態が想定されます。農地の資産

価値が下がり、土地を担保に借入金で運営してい

た農家は営農が難しくなっていくのではないか、

そうした指摘もあり、農業の衰退につながること

が懸念されております。この辺りをどのように分

析されているかお伺いいたします。

小項目（１）の３点目ですが、税制への影響に

ついて伺います。本市にこれまで見込まれていた

税収にどんな影響があるか、税収がどの程度減る

と考えられるかお伺いいたします。

大項目２の小項目（２）、本市としての取組に

ついて伺います。小項目（２）の１つ目として、

地元ＪＡと連携した国に対する要望活動の考え方

について。北海道は、地域農業再生協議会にアン

ケートを取り、国への要望を取りまとめるなど準

備を進めているとの報道もされているところであ

りますが、本市としても関係機関、団体などと連

携しての働きかけなど、現在まで検討され、行動

されていることなどについてお伺いいたします。

小項目（２）の②、米の消費拡大と激変緩和措

置の働きかけについて伺います。コロナ禍による

外食産業等の低迷による米のだぶつきなども背景

にあることから、基幹産業が農業である本市とし

て改めて米の消費拡大のキャンペーン運動などを

北海道やＪＡなどと連携して取り組んでいっては

どうか。あるいは、本市独自の取組もできればや

ってみてはどうかと考えます。また、生産者を直
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接下支えするために本市として可能な支援はやっ

ていくべきではないかと思いますから、この辺り

についてもお考えをお聞かせください。

さらに、今後５年に一度も水稲を作付しない場

合は除外をするという新たに示された条件につい

ても生産者への激変緩和措置を設けることなど国

に働きかけを強めるべきと考えますが、本市とし

ての見解をお尋ねいたします。

以上、壇上からの質問といたします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 佐久間議員から

は、大項目で２点にわたり御質問いただきました。

大項目１については私から、大項目２については

経済部長からの答弁となりますので、よろしくお

願いいたします。

大項目１、人口減少が顕著な地区のコミュニテ

ィー維持対策について、小項目１、安全、安心な

通信網や無線基地局装置の整備について申し上げ

ます。携帯電話については、通話機能をはじめ電

子メールやインターネット、さらには災害時など

の緊急時における通信手段としても利用されるな

ど今や日常生活になくてはならないツールとして

広く普及しています。総務省の公表では、令和２

年度末における携帯電話サービスエリアの居住人

口カバー率は９９．９９％となっており、国内の

居住エリアの大部分で携帯電話が利用できる状況

にあります。しかしながら、地理的条件や事業採

算性の問題により利用できない居住エリアが依然

として存在しており、地域間格差の解消が急務と

なっているところです。本市におきましては、郊

外地域の一部において携帯電話の不感地域がある

状況であり、市では毎年携帯電話事業者に対して

不感解消について要望していたところ、地域にお

いて携帯電話事業者により衛星回線を利用したア

ンテナが設置され、昨年３月から供用開始となり、

不感地域の解消につながったところです。また、

本年３月までに携帯電話基地局の設置に必要不可

欠な光ファイバーが郊外地域にも敷設されること

となりました。このことは、不感地域の解消に向

けて大きな一歩となったものと認識しているとこ

ろです。国においては今後の本格的なＩoＴ時代の

到来を見据えて５Ｇ基地局の整備促進の方針を示

しており、２０１９年４月に一部携帯電話事業者

から提出された２０２３年度末までにエリア外人

口を解消する旨を盛り込んだ第５世代移動通信シ

ステムの導入のための特定基地局の開設計画を認

定しました。これにより現在携帯電話事業者によ

り基地局整備が進められており、エリア外人口の

解消に一定のめどが立ったとの認識が示されてい

るところです。なお、行政として基地局整備を行

う場合においては、国の補助事業である携帯電話

等エリア整備事業の活用が見込まれますが、イニ

シャルコストのみに対する補助となっており、整

備する基地局の規模にもよりますが、多くのラン

ニングコストが自治体の負担となり、本市の財政

状況や費用対効果などを鑑みますと現状では難し

いものと考えておりますので、御理解ください。

今後は地域の観光地や農林業従事者の作業エリア

等、さらには災害時における緊急輸送道路や避難

路などの安全、安心の確保の観点から居住エリア

のみならず非居住エリアについてもエリア化を進

めることが必要と考えており、国による強靱化に

期待をするところであります。また、過疎地域の

持続的発展の支援に関する特別措置法に基づく手

だてにつきましては、令和３年第３回定例会にお

いて議決いただきました名寄市過疎地域持続的発

展市町村計画におきまして集落の整備の対策とし

て集落の快適な生活環境の整備、充実に努め、居

住環境の向上を図ることを明記しております。本

市としましては、携帯電話が日常生活になくては

ならないツールとなっている現状において山間部

における電波障害の改善についても生活環境の整

備の一つとして捉えているところであります。し

かしながら、山間部の電波障害の改善には基地局

設置が必須であり、新たな光ファイバーの敷設な

どを含むイニシャルコストやランニングコストに
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ついても市街地と比較すると高額となることから、

本市の財政状況を考えますと整備は難しいものと

考えており、国や携帯電話事業者による整備に期

待しているところでありますので、御理解くださ

いますようお願いいたします。

次に、郊外地区における公衆電話の設置状況に

ついて申し上げます。公衆電話の設置につきまし

ては、社会生活上安全及び戸外における最低限の

通信手段を確保する観点から市街地においてはお

おむね５００メートル四方に１台、それ以外の地

域においてはおおむね１キロメートル四方に１台

という総務省の基準に基づき、ＮＴＴ東日本及び

ＮＴＴ西日本により設置されております。市内の

設置状況につきましては、ＮＴＴ東日本の公表に

よりますと、名寄地区に２９台、風連地区に３台、

計３２台が設置されている状況にありますが、い

ずれも市街地の人の往来が多い場所への設置とな

っており、郊外地区には設置されていない状況に

あります。公衆電話については、携帯電話の普及

とともに需要や利用率が低下し、売上げの減少に

より採算が取れなくなったことから、設置台数を

減らしている状況にあり、総務省においては今年

度内に設置基準の緩和に関する省令の改正が行わ

れ、これにより設置台数がさらに減少することが

想定されます。しかしながら、ユニバーサルサー

ビスとしての役割を担っていることから、今後も

設置台数は減少傾向とはなるものの、最低限必要

数は維持されるものと考えているところです。

次に、小項目２、コミュニティーの人口減少対

策について申し上げます。全国的に人口減少や少

子高齢化が進展している中、本市においては人口

減少に歯止めをかけるために日本最北の公立大学

である市立大学を設置するとともに、市立総合病

院を圏域の高度医療を担う中核医療機関として整

備を進めるなど、本市のみならずこの圏域にとっ

て必要な生活機能を確保するため独自性のある施

策を推進し、人口流出の抑制に最大限努めてきま

した。これら施策の効果もあり、本市の人口減少

は緩やかではあるものの、近年は出生率の低下と

市外への転出者の増加が一層進んでおり、人口減

少の加速化が危惧される状況にあります。このよ

うな状況の中、名寄市過疎地域持続的発展市町村

計画では、集落の整備に係る自治活動支援事業と

して地域活動の拠点となるコミュニティー施設へ

の支援などを行うこととしております。コミュニ

ティー施設への支援内容としましては、町内会が

所有または管理する町内会館の新築、改築、増築

及び修繕等に要する費用の一部について名寄市町

内会館建設費等補助金交付規則に基づき支援を行

ってきております。また、町内会が実施する環境

美化活動、防犯活動、子供やお年寄りをはじめと

する地域住民の見守り活動など町内会の主体的な

活動に対しては、町内会自治活動交付金により支

援を行ってきているところです。今後におきまし

ては、地域連絡協議会やコミュニティ・スクール

など小学校区単位の枠組みによりスケールメリッ

トを生かした地域課題解決の方策を検証してまい

りたいと考えております。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、農業の振興について、初めに小項目の１、

水田活用の直接支払交付金要件の見直しによる影

響について申し上げます。

国による水田活用直接支払交付金制度につきま

しては、米政策改革の定着と水田フル活用の推進

に向けて食料自給率、自給力の向上に資する麦、

大豆、飼料作物などの戦略作物の本作化とともに、

地域の特色を生かした魅力的な産地づくり、高収

益作物の導入、定着などを支援することを目的に

これに取り組む各地域協議会を通じて生産者へ交

付金を支払う制度となってございます。主な支援

内容につきましては、水田を活用し、国が戦略作

物として指定する麦、大豆、飼料作物、加工用米

などの作付面積に対する支援と市町村ごとに設置

する地域協議会が作成をします水田収益力強化ビ
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ジョンに基づく産地づくりの取組に対する支援と

なっておりまして、本市におきましては水田を活

用した施設野菜やアスパラ、スイートコーン、カ

ボチャ、バレイショなどの高収益作物のほか、小

豆、薬用作物などを中心に本市農業の特色でござ

います多様な作物を対象として支援を行ってござ

います。国の令和４年産に向けた水田農業の取組

方針では、令和３年産における課題として主食用

米からの作付転換のうち飼料用米が全体の７割を

占め、麦や大豆など他の品目を増やせなかったこ

と、一時的な作付転換で今後主食用米に戻る可能

性もあり、作付転換が定着できていないとされて

ございます。また、令和４年産に向けた取組方針

では、各産地の作付転換の推進に当たり特に留意

すべき事項として、麦、大豆、加工業務用野菜な

ど定着性、収益性の高い品目や輸出用米など将来

の需要増が見込まれる品目への転換をまずは検討

すること、その際転換作物が固定化している水田

については畑地化を検討すること、中長期的にど

のような産地を目指すのか、主食用米に後戻りし

ないよう着実に作付転換を進めていく計画をつく

ることとされてございます。これを受け、水田活

用直接支払交付金制度における交付対象水田の見

直しとして、地域において転換作物が固定してい

る水田の畑地化を促すとともに、水稲と転換作物

とのブロックローテーションの構築を促すため現

場の課題を検証しつつ、今後５年間で一度も水張

りが行われない農地については交付対象水田とし

ない方針が示されたところでございます。

御質問のありました交付金の見直しによる影響

額についてでございますが、今後５年間の水張り

の有無により変動するため一概に申し上げること

はできませんけれども、本市における交付対象水

田は約５，４５０ヘクタール、このうち過去５年

間水張りが行われていない面積は約１，６００ヘ

クタールで、全体の約３割となってございます。

仮にこの面積全てにおいて今後５年間水張りがな

いと仮定をし、令和３年度の交付単価をもって試

算をしますと、その影響額は約６億４，０００万

円となります。しかし、実際に全ての面積が交付

対象外となることは現実的ではないことをお含み

いただきたいと思いますけれども、地域における

影響の大きさには変わりがないものと受け止めて

ございます。

次に、農地の評価額下落と流動化への影響につ

いてでございますが、交付対象水田から外れるこ

とに伴いまして農地価格への影響も危惧されると

ころであり、これに伴い今後の農地流動化へどの

ような影響を及ぼすのか、農業委員会なども含め

まして注視していく必要があると考えてございま

す。また、交付対象水田から外れることに併せて、

畑地化と土地改良区からの脱退も予想され、用水

路など農業施設の維持管理への影響など水田農業

全般への影響も危惧されるところでございます。

次に、税収など本市への影響についてでござい

ますが、農業収入の減収に伴う住民税の影響と畑

地化により地目変更が行われる場合には固定資産

税への影響も想定されるところです。住民税につ

きましては、収入額から経費などを差し引いた額

が課税対象額となるため、実際には先ほどの影響

額がそのまま課税対象となりませんけれども、仮

に課税標準額をさきの６億４，０００万円とし、

税率６％を乗じますと３，８４０万円となります。

また、固定資産税につきましては、現地目が田か

ら畑へ変更された場合、評価額が１平方メートル

当たりおおむね１０円下がりますので、仮に先ほ

どの面積全てが変更されたとすると、約２２４万

円の減額が見込まれるところでございます。

次に、小項目の２、本市としての取組について

申し上げます。まず、今回の交付金の見直しに対

する国への要望につきましては、国が現場の課題

を検証しつつ進めるとしており、北海道を通じて

地域の課題や要望などの意見反映を行うとともに、

ＪＡなど関係団体や自治体間で連携を取りながら

各種要望活動を通じて意見反映を進めてまいりた

いと考えてございます。これまでの具体的な動き
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といたしましては、昨年１２月に北海道農業再生

協議会からの調査がございまして、同再生協議会

からは今後５年間水稲作付ができない事例として、

アスパラガスの収穫期間が１０年から１５年に及

ぶことや既に水田を挟まないブロックローテーシ

ョンが取り組まれていることなどの地域実態や地

域農業への影響といたしましては、農地価格の下

落と米の生産目安の超過、過度な加工米作付への

危惧など交付要件見直しに係る地域の実態と課題

について報告をしてございます。今後市内各地で

農業者への制度見直しの説明会を予定しておりま

して、出された意見や課題などを踏まえ、見直し

に伴う激変緩和も含めまして引き続き意見反映に

努めてまいります。

また、北海道段階におきましてもＪＡ北海道中

央会や道市長会などの関係組織による水田活用の

直接支払交付金の見直しに関する関係機関連絡会

議が設置されておりまして、現在様々な検討が行

われております。今後の対応としては、令和４年

度において各地域協議会の検討に必要な方向性を

示し、現場の課題を把握するとともに、その内容

を踏まえ新たな水田農業の展開に向けてオール北

海道で対応することとし、国に求めていく対応、

道が実施をする対応、地域の取組、この３つに分

けて対応していくこととされておりますので、道

のロードマップに合わせまして必要な検討、意見

反映を行ってまいります。

次に、米の消費拡大に向けた取組についてでご

ざいますが、主食用米の需給見通しでは年々需要

量が減少しており、人口減少に加えて食生活の変

化などにより１人当たりの消費量が減少している

ことが要因として挙げられます。また、コロナ禍

による外食需要の低迷も影響していると考えられ

るところであります。米の消費拡大に対する取組

について、北海道においては様々な御飯食機会を

提案する北海道米プロモーションを年間通じて展

開しており、ホクレンでは新米の増量キャンペー

ンなどの取組が進められているところであります。

市独自の取組といたしましては、もっともち米プ

ロジェクトとして広報やホームページを活用した

モチ米や加工品の紹介などにより市民へのＰＲに

努めているところであります。今後も多様な機会

を生かしながらさらに消費拡大、地産地消の取組

を推進してまいります。

次に、交付対象水田から外れた生産者を支える

市の取組についてでございますが、国に代わる支

援策は自治体としては困難でありますけれども、

農業の基本に立ち返り、農作物の生産においてさ

らに収益性を高め、農業所得を確保することが一

層重要になると考えてございます。そのためには

収量、品質向上に向けた肥培管理の実践や土地改

良などの取組が必要となることから、農業振興セ

ンターを中心に農業改良普及センター、ＪＡと連

携し、必要とされる指導や情報提供など一層の支

援に努めるとともに、振興作物など今後の地域戦

略についてもＪＡと連携して検討してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） それぞれお答えいた

だきましたから、再質問をしていきたいと思いま

す。

それで、先ほど石橋部長のほうからそれぞれ人

口減少が顕著なコミュニティーの維持対策含めて

通信網だとか無線局装置の整備についてお話伺い

ました。それで、携帯の電波については９９．９

９％とか言いましたけれども、かなり改善は図ら

れておりますけれども、しかしながら電波障害を

受けている山間部、特に農業地帯でありますから、

畑作だとか酪農だとかやっておりまして、そこで

は一定のかなり強い電波がないとなかなかスマー

ト農業に結びつくような改善策ができないという

ことで、この間市長のほうにも農業団体から、関

係各団体から要請なども入っているというふうに

思うのですけれども、やっぱり情報通信基盤が脆

弱で、やりたくてもやれないというのは、これか

なりのハンディキャップに農業者にとってはなり
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ます。それで、特に今、近年労働力不足を補うと

いう観点からドローンを使った消毒だとか追肥、

それから無人による自動操舵トラクターだとかい

ろいろやられているわけですが、実際に使われた

り、実証段階であったり、期待されていることが

行われておりまして、酪農では分娩監視システム

ということで、牛の群れ、牛群管理システムだと

か、あるいはセンサーによる牛の行動のモニタリ

ング、スマートフォンで簡単に作業や個体の記録、

閲覧だとか共有、データの可視化というようなこ

とで、これ生産者の作業効率を高める、働く環境

をより快適に向上させられるということで、こう

した情報通信基盤の整備というのは大変大事だと

いうふうに思っております。それで、先ほど来お

話しいただいたのですが、それぞれ努力されてい

ると思うのですけれども、やっぱりそうしたこと

から名寄市のどの地区に住んでいても大差のない

同様な電波通信環境を担保するということが必要

ではないかというふうに思いますから、この辺ま

ず考え方共有できるかどうか改めてお伺いしたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 再質問ありがと

うございます。現状皆さん手にしているスマート

フォン、これが機能が日々向上して、サービスも

高度化していっているといったときに、やはりサ

ービスエリアにあるかないかによって情報格差と

いうのは国内で著しく差が出てきているという状

況にあるのかなというふうに認識しています。そ

のことを受けて、ちょっと先ほど答弁にも入れさ

せていただきましたけれども、居住エリア、それ

から非居住エリアについても、ここについては広

くエリアを広げていかなければならないという方

針が国の中の考えで示されておりまして、居住エ

リア、人の住んでいるところについては、先ほど

ちょっと難しい言葉いっぱい並べてしまったので

すけれども、いわゆる５Ｇ、この電波帯の総務省

が認可を出したこの時点のときです。この時点の

条件として、居住エリア、人の住んでいるところ

の電波のカバー率を１００にしなさいといったの

が、これは一部キャリアに条件としてつけられた

ということで、今日に至っています。ですので、

私のほうである程度、一定程度めどがついたとい

う表現をさせていただきましたけれども、実際い

わゆる大手のキャリアについてはそういったこと

で人の住んでいるところについては最低限電波を

通すという義務が発生しているというような状況

ですので、引き続き要望、あとスピードの話にな

ってきますので、要望していきたいというふうに

考えております。

それから、１次産業のお話もいただきました。

先ほどの畜舎のお話、センサーのお話もございま

したけれども、こういったところは例えば光ケー

ブルを今回敷設させていただいていますので、そ

ういった中でＷi―Ｆiという環境を使いながら対

応できるものもあるのかなと思っておりますし、

先ほどの非居住エリアの考え方ですけれども、日

本という国は衛星写真で見るとほとんど山で、本

当に山の合間を縫って人々、都市が張りついてい

るというような国ですので、電波の状況からする

と非常に厳しい環境なのかなと思っております。

ここを、先ほど人口カバー率のお話ししましたけ

れども、本来でいけば面積カバー率というところ

で上げていかないと、強靱化という表現しました

けれども、例えば登山している方が事故に遭って、

通報するときに電波が届かない、こういったとこ

ろ解消していこうというのが今の国の考え方です。

ただ、キャリアの方と意見交換すると、単純に基

地局を一生懸命張り巡らせて面積をカバーしてい

こうすると、これは不可能であるという話であり

ました。それは、電源、それからいろいろな燃料

だったり、当然光ファイバーも引っ張らなければ

ならないと。そんなことで、現実的には無理とい

う話でしたので、では今何が起きているかという

と、これは今衛星から、衛星を上げて、上から面

積、面でサービスをカバーしていくといったよう

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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なことがもう実証実験が行われていますので、今

後国内の通信網というのは、５Ｇは光ケーブルを

敷設して基地局を設置しなければサービスできま

せんけれども、いわゆる４Ｇレベルの回線であれ

ば衛星からのサービスも近い将来面としてサービ

スのエリアが広がってくるものと認識しておりま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 今それぞれ再答弁い

ただきました。国も努力して、衛星含めて今後の

展開が期待されるところでありますけれども、私

も衛星が一番早く改修になるのかなと思いながら

も、しかし人工衛星が飛んで、それでカバーされ

るまでといったら相当な長い時間かかるのではな

いかというふうに思われますから、私も調べてま

いりましたけれども、北海道でも北海道の過疎地

域持続的発展方針というのをこれ示しておりまし

て、令和３年から７年ということで、特に注目し

たのは情報化推進に向けた環境づくりというとこ

ろの項目で、一つは携帯電話の不感地帯の解消と

いうのをうたっています。それと、もう一つは情

報通信基盤の整備と老朽化に伴う更新の推進とい

うことで、これは積極的にやっていくのだと。進

化したデジタル技術を浸透させて、人々の生活を

よりよいものに変革する、いわゆるデジタルトラ

ンスフォーメーションを進めていくのだというよ

うなことで載っておりました。それと、もう一つ

は北海道総合通信局の重点施策、これ携帯電話等

エリア整備事業ということで、どういうことにな

っているのかなということで、地理的条件、不利

な地域において地方公共団体が携帯電話等の基地

局施設、鉄塔だとか無線設備、これを整備する場

合に設置費用の３分の２が国、１５分の２は都道

府県、そして５分の１が市町村負担ということで、

これ早くから、平成３０年ぐらいからずっと、多

分これで光ケーブルも設備されたのかなと思って

いるのですけれども、少しずつ改善されていると

いうことは私も重々承知の上で、しかしながらや

っぱりまだ求める声もありますということで、例

えば鉄塔を１つ、無線局装置、基地局整備するの

に仮に１，０００万円かかるとしたら、この計算

でいくと市の負担は２００万円程度かなというふ

うにも思うのです。だから、たくさんのことをい

っぱいやらなければなりませんから、全てに予算

がつくわけでないですけれども、ここら辺もう一

度ＩＣＴをどういうふうに使いこなして、快適な

労働環境をつくっていくか、これも大切なことで

ありますので、そこら辺もう一回おさらいの意味

で御答弁をお願いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 非常に地域をよ

くしようということで御意見いただいております。

ありがとうございます。今お話しいただいた郊外

の部分で、いわゆる１次産業のＩＣＴ化、この中

で実は一番今課題があるのは山林であります。山

林のＩＣＴ化については、なかなか電波が届かな

いという状況もありながらということですけれど

も、今お話しいただいた鉄塔等、地方自治体が整

備をしてということですけれども、１回目の最初

の答弁でお話ししましたけれども、基本的にはこ

ちらは当初のイニシャルコストのみの補助金とい

うことで、実は建てて終わりということではなく

て、その後サービス提供する間自治体所有物です

ので、ランニングコスト、メンテナンス費用が多

額に発生してくるということが一番のここはネッ

クなのかなというふうに考えておりますので、そ

の部分含めてやっぱり慎重に検討していかなけれ

ばならないかなというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。メン

テナンスコストもかかるということでありますけ

れども、いずれにしても少しずつ環境をよくして

いくという前向きな気持ちは共有できるというふ

うに思いますから、ぜひよろしくお願いしたいと
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思います。

公衆電話の関係についてちょっとお聞きしたい

と思うのですけれども、先ほど第１種公衆電話の

関係でも御答弁いただきまして、名寄と風連と公

衆電話も大分減ってきておりますけれども、合わ

せて３２台ですか、という御答弁いただきました。

それで、ちょっと私も分からなかったので、お聞

きしたいのですが、特にユニバーサルサービスと

いうことで、今令和４年度としては一つの電話番

号に対して毎月２円、これユニバーサルサービス

の負担金ということで、番号単価ということで一

人一人払っているわけでありまして、令和２年度

はこのユニバーサルサービスに係るコストが５４

６億円の赤字で、そのうちの６８億円は赤字額の

一部として国が補填をすると、こういうようなふ

うになっているようであります。この公衆電話の

関係ですけれども、先ほど申し上げましたように、

通信事業者が設置するのですけれども、省令に沿

ってこれは設置することで市街地は５００メート

ルに１台、郊外には１キロ圏に１台というふうに

現状の省令ではなっているのですけれども、この

辺りというのは例えば市街地にたくさん公衆電話

があったってみんな携帯持っているから、そして

困るときはそこそこ、商店に駆け込んだり、いろ

んな人に助けを求めるということできるのですが、

一番困るのは郊外地走っているときに例えば携帯

電話の電池が切れただとか何か連絡、通信手段が

なくなっただとかいうことになったときにやっぱ

り一番困るので、ここら辺って公衆電話を先につ

けるときに自治体なんかには相談とかあったので

しょうか。この地区に、この箇所につけたいよだ

とか、そういうところについてどういうふうにな

っているのかちょっとお聞きしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私の記憶してい

るところによると、そういったなくなったりとか

つけたりというところの相談は自治体にはないと

いうふうに認識しております。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。先ほ

どお話ししたように、やっぱり必要なところに配

置されているというのが一番いいというふうに思

っておりまして、これからどんどん減らす一方だ

というふうに思いますから、多分新規には公衆電

話というのはつけないものだというふうに私も認

識しているのです。そして、今後規制というか、

通信事業者の審議会で議論しておりまして、ここ

ら辺の市街地５００メートルに１台というものが、

郊外地１キロに１台というのが、これが市街地に

ついては１キロに１台、郊外地においては２キロ

に１台ぐらいの、そういう網の目に制度が緩和さ

れるという格好になりましたから、だからやっぱ

りこれ少し町内会館だとか、そういったところに

対する別な形で補助をして、例えば通常の電話に

なるかもしれないけれども、基本料金は負担をす

るだとか、そういう形でやれないものかどうか、

この辺りについてお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 今議員からお話

しいただいている電話の話は多分、公衆電話とい

うのは第１種、それから第２種ということで種別

が２種類あって、今回の面積によって台数の基準

が出ているのはいわゆる第１種の公衆電話という

ことだと思います。第２種というのが例えば名寄

庁舎にもありますけれども、そういった必要とす

るところは自分たちで設置するというのが第２種

という扱いになっていますので、第２種という部

分で設置が、例えば町内会館等で必要だというこ

とであれば、それは町内会連合会事務局もうち持

っていますので、そういった中での意見をいただ

きながら検討していくことはできるのかなという

ふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） ぜひ御検討お願いし

たいと思います。そして、私もちょっと調べてみ

ますと、道内、たくさん調べません。調べていな
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いのですけれども、登別市なんかではこれ町内会

の様々なことに対して助成、補助金を出しており

まして、ここでは光熱水費、電話料、それから燃

料費、くみ取り料金及び管理手当の実績額を確認

して相当額を助成するというようなことで、電話

料もやっぱりこれ助成しているところあるのです。

だから、やっぱりここら辺少し検討いただきたい。

特に私これから農業の大規模化、集約化、ここが

進んでいくとかなり郊外地区の人口というのは減

っていくという可能性があるかなというふうに思

っているのです。特にまちの中に移り住む、ある

いは他の中核都市に流出するという、こういった

現象が今後出てくるのではないかと。そうすると、

郊外地区のコミュニティーを維持していくという

のは大変になりますから、ここら辺をやっぱり少

し改善を図るというような形の組立てをぜひでき

ればやっていただきたい。それは、また別の機会

に議論したいというふうに思っております。

次に、農業の振興の関係で、先ほどそれぞれお

話しいただきました。今後５年間で一度も水張り

のないところということで、交付金の関係であっ

たのですけれども、それぞれ水張りは全体で５，

４５０ヘクタール、そしてそのうち５年間一度も

水張りがなかったのが３割程度、１，６００ヘク

タールですか、ということで水張りしていないと

いうことで、それから影響額についても６億４，

０００万円ほどのトータルの影響があるのではな

いかというふうにお話ありました。かなり名寄の

中で心配される影響がはらんでいるなというふう

に思っているのですが、質問なのですけれども、

特に心配されるのは交付金がなくなると、特にこ

れまで牧草を作っていた農家が転作田で他の作物

に転換することが想定されるのではないか。そう

すると、自給粗飼料の減収や牧草の価格が上がっ

ていくことが懸念されないかと。そうなってくれ

ば、畜産農家のダメージも大きくなっていくので

はないかということで、負の連鎖が続くのではな

かろうかという心配しているのですが、この辺り

について少しお考えをお聞かせいただきたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今回の制度の見直し

に伴う酪農家への影響ということで御質問いただ

きました。今回の交付金の見直しでありますけれ

ども、牧草についても見直しがされるということ

であります。これまでは毎年反当当たり３万５，

０００円交付されるものが播種を行った年につい

ては３万５，０００円で維持されますけれども、

収穫のみの年については１万円の交付になります

ので、２万円の減額となるということです。御存

じのとおり、草地ですから、１０年単位でなけれ

ば更新を行えませんので、途中随伴はあるかもし

れませんけれども、ですので１万円の年が多くな

るということですので、まずそこの影響があるだ

ろうというふうに思っています。

それと、酪農家の皆さんの中には自己所有地以

外に賃貸をしていたり、あるいは作業の受委託の

中で牧草の確保されている方がおられます。ここ

議員が心配されているように、交付金を前提に契

約をしていると。しかも、その契約の内容につい

ても個々で随分中身が違いますので、この交付金

の減少に伴ってどのような事態が起きるかについ

ては私どものほうについても調査をしていかなけ

ればいけないだろうというふうに思っています。

しかし、自給飼料の確保という面で申しますと、

先ほど申し上げたように、自己所有地の関係です

とか賃貸、あるいは作業受委託の中で一定程度面

積などを確保されていると思いますので、粗飼料

についても一定程度確保はされるだろうと、その

ように考えているということで御理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 今結構海外の牧草の

高騰も言われておりまして、昨年同月比２１％、

これ粗飼料が上がっているということで、日本で

輸入しているのは１８８万トン、年間これぐらい



－46－

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号

のようですけれども、そこら辺の心配が、それぞ

れ玉突きではないですけれども、この辺で海外輸

入物を使っているということはないのです。都府

県で結構肉牛あたりに使っているみたいですから、

しかしＡ地区で足りなくなったらＢ地区から持っ

てくるというのはこれ相場でありまして、そこら

辺が少し心配されます。

それで、臼田部長のほうにお伺いしたいのです

けれども、これまで転作作物、助成されていた交

付金がなくなっていくと、生産の目安が今後守ら

れずに、主食用米を作付する生産者が増加してい

くのではないかというふうに私は思うのです。そ

うすると、需要と供給のバランスが崩れて、過剰

米が発生して、米の適正価格が維持できなくなっ

ていくのではないか、そういう心配がされるので

すけれども、今後どこが生産調整の役割を担って

いくのかどうか、この辺りについてお伺いしたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 米の需給バランスに

ついての再質問だというふうに受け止めています。

かつては米については国のコントロールの下に生

産が行われていたり、あるいは転作面積の配分だ

ったり、生産数量が配分ということだったのです

が、現状はこれはまさに生産者であったり、地域

にそこのところは委ねられていると。国は情報提

供し、その下に地域の中で生産数量を配分しなさ

いという状況に変わっているということでありま

す。言われるように、転作に対する交付金が少な

くなることによって水張りの意向が増えるのでな

いかということについては、私どももそこについ

ては心配しているところでありますが、今現在地

域での検討に限って申しますと、これまでもそう

でありましたけれども、地域再生協があります。

この中では、国が示された数量に関する情報です

とか、あるいは加工用米の契約数量、あるいは飼

料米、新規需要米などありますけれども、これら

で見込まれる数量の中で各生産者に配分しようと

いうことで今検討しているところということで御

理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 佐久間議員。

〇４番（佐久間 誠議員） 分かりました。本当

適正な価格で流通、農業者が安心して生産できる

ということが一番大切だというふうに思いますの

で、ぜひ行政のところもそこら辺のコントロール、

采配のところも連携してお願いしておきたいと思

います。

最後に、臼田部長にお聞きしたいのですが、農

業生産者が安心して今後営農できるシステムを構

築していかなければ後継者も育たないし、それか

ら安定的な主食用米の生産もできないということ

になろうかと思います。それで、今後の農業政策

について臼田部長の思うところをお聞きしたいと

いうふうに思います。特に先ほど来ありましたよ

うに、お答えもいただきましたけれども、今後の

名寄市の産業全般が疲弊していく、これからどう

いうふうに再生していくかという中にあって、基

幹産業、農業、これは大きなダメージ受けるとい

うことは、やっぱりどうしてもこれは農業を守っ

ていかなければならないというようなことで考え

ておりますし、先ほど来住民税のお話も聞きまし

た。３，８４０万円ぐらい、あらあらですけれど

も、これ計算したらこういった影響も出てくる可

能性もありますよということでありますから、そ

こら辺も含めて今後どういうような農業政策を構

築していくのか、ここら辺についてお考えをお聞

かせいただきまして、私の質問を終わりたいと思

います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） なかなか具体的なこ

とで申し上げることはできないのかもしれません

けれども、私も議員の言われたとおりしっかりと

農業者が安心して営農のできるシステムが必要だ

ろうというふうに思っています。農業は、今回の

交付金もそうですけれども、国の政策で大きな影

響を受けるとよく言われておりますので、まず国
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の中では食料・農業・農村基本法というのを制定

して、その中で基本理念や基本方向を示してござ

います。中を見ると、農業、農村へ期待される食

料の安定供給の確保、多面的機能の十分な発揮、

その基盤となる農業の持続的な発展と農村の振興、

これが基本理念だというふうに言っていますので、

この基本理念の下にしっかりとしたシステムを国

がつくることがまず必要だろうというふうに思っ

ています。その一方で、地域の中でこういった制

度の活用ですとか地域の課題に向けて知恵を絞っ

ていくことが必要だというふうに思っています。

幸いにこの地域についてはモチ米日本一であった

り、国内有数のアスパラがあったり、市場から高

いカボチャ、バレイショ、スイートコーンなども

最近出てきていますので、まさにこういったもの

が地域の経済に大きく貢献したというふうに思っ

ておりますので、今後もいろんな課題があったり、

期待される部分は当然あってしかりだと思ってい

ますので、１市１ＪＡの強みですとか、この間築

かれた信頼であったり、ソフト、ハードの財産、

これを生かしてそれらの役割を担っていくものだ

というふうに思っています。次年度市においては

農業・農村振興計画、ＪＡでは振興計画を策定し

ますので、この２つの計画がしっかりと連携し、

今後の農業の姿について検討していくところだと

いうふうに思いますので、ぜひ御理解いただけれ

ばと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で佐久間誠議員の

質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時４３分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

障がい者福祉の推進について外１件を、遠藤隆

男議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 議長より御指名をいた

だきましたので、通告順に従い、順次質問をさせ

ていただきます。

まず、大項目の１、障がい者福祉の推進につい

て３点、最初に小項目の１、障がい者就労の現状

と支援体制についてお伺いいたします。近年本市

においても人口減少や少子高齢化が進む中で、障

がいのある方の増加、高齢化、また障がいの重度

化も見られ、障がい者福祉のニーズは多様化して

おります。障がいのある方が自らの望む地域で自

立した生活を営むことができるよう生活と就労に

対する支援はより一層の充実を図るとともに、新

たな対策や取組も必要になってきている時期では

ないかと考えるところです。本市において障がい

者就労の充実を図るための様々な取組がされてい

ますが、一般就労及び福祉的就労の現状、就労支

援体制についてお伺いいたします。

次に、小項目の２、社会的企業、ソーシャルフ

ァームについてお伺いいたします。障がい者の一

般就労については、障がいに関係なく希望や能力

に応じて誰もが職業を通じた社会参加のできる共

生社会実現の理念の下、障がい者の法定雇用率に

より義務づけられておりますが、企業側が努力し

ても人数には限りがあり、一般就労が可能な方で

も福祉的就労の場を選択しなければならない方も

おり、障がいのある方の増加に伴い今後は福祉的

就労の場である就労継続支援事業所への負担がさ

らに増すことも予測されます。また、コロナ禍に

より運営にも支障を来している事業所もあり、本

市においても早めの対策や取組が必要であると考

えます。また、今後は障がい者は障がい者、高齢

者は高齢者といった縦割りの就労支援ではなく、

包括的な支援が必要であり、その壁をなくすこと

により働きづらさを抱えている人の選択肢を増や

すことにつながるとも考えるところです。障がい

のある方をはじめ、働きづらさを抱える就労困難

者を受け入れる福祉的就労でも一般就労でもない

第３の雇用の場と言われる社会的企業、ソーシャ

ルファームが注目され、近年日本国内においても
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徐々に増えてきている状況であると思いますが、

社会的企業、ソーシャルファームの本市での可能

性を含めたお考えをお伺いいたします。

次、小項目の３、障がい者理解の促進について

お伺いいたします。本市における障がい、障がい

者への理解度は高いほうであると認識をしており

ますが、障がいのある方もない方もお互いに障が

いの有無にとらわれることなく、支え合いながら

社会で共に暮らしていくことが日常になるために

は、あらゆる課題に対応しつつ障がい、障がい者

への理解度をさらに深める必要があると考えます

が、本市の障がい者、障がいへの理解を深めるた

めの取組内容についてお伺いいたします。

次に、大項目の２、地域農業について３点、小

項目の１、本年度の地域農業の総括についてお伺

いいたします。本年度は水田を中心とした春作業

は順調にスタートできたと思いますが、融雪の遅

れた地域においては播種時期の継続的な降雨によ

る植付けの遅れや７月、８月の高温少雨による干

ばつ、収穫時期の降雨、また中国人技能実習生が

２年連続入国できなかったこともあり、作付を含

め作物によっては影響があった一年であったと思

いますが、本市の地域農業を総括して気候変動、

人手不足、コロナ禍の需要減による影響を含め、

本年度の農畜産物の状況についてお伺いいたしま

す。

次に、小項目の２、担い手の育成と確保につい

てお伺いいたします。新規就農者は毎年確保され

てはいるものの、高齢化等による離農者数は増え

ている状況であり、地域農業を守るためにも今後

は農外からの新規参入を含め新規就農者へ対する

さらなる支援及び体制整備が必要であると考えま

すが、新規就農者の現状及び担い手の育成と確保

の実現に向けた今後の考え方についてお伺いいた

します。

また、地域おこし協力隊、農業支援員について

は３年ほど採用に至っていない状況であり、本年

度は報償等の見直しが行われ、改善がされていま

すが、地域おこし協力隊、農業支援員の現状と改

善されたことによる効果についてお伺いいたしま

す。

最後に、小項目の３、農業振興センターでの新

年度実証試験等について。農業振興センターは、

本市農業の多様な作物作りを支え、新たな技術の

検証を農業者に代わって取り組むＪＡと共同で運

営する拠点施設として試験栽培、土壌試験、施肥

設計、組織培養設備を活用した優良種苗の提供な

どに取り組まれておりますが、本年度は特に気象

条件への対応に苦労された一年であったと思いま

す。新年度も年間の作物状況等の評価も踏まえ、

振興作物のさらなる収益性の向上、農業経営の効

率化を図るため継続した実証試験等が行われると

思いますが、新年度の試験内容等についてお伺い

いたします。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま遠藤議

員から大項目で２点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１は私から、大項目２は経済部長か

らの答弁となりますので、よろしくお願いいたし

ます。

大項目１、障がい者福祉の推進についてお答え

いたします。初めに、小項目１の障がい者就労の

現状及び支援体制についてですが、障がい者の一

般就労につきましては、北海道労働局が発表して

いる令和３年６月１日現在の民間企業における障

がい者の雇用率を見ると、ハローワーク名寄管内

における実雇用率が２．８０％となっており、障

がい者雇用促進法で義務づけられている法定雇用

率２．３％を上回っている状況にあります。また、

全国平均が２．２０％、全道平均が２．３７％と

いうことから、ハローワーク名寄管内については

障がい者の雇用率が比較的高い状況になっている

ところです。本市における障がい者の就労に向け

ては、障がい福祉サービスとして一般企業などへ
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の就労を希望する方へは就労移行支援で、一般企

業などでの就労が困難な方へは就労継続支援によ

り働く場の提供と就労に必要な知識及び能力向上

のための訓練を行っているところであります。ま

た、就労継続支援は雇用契約を結んで賃金が支払

われるＡ型と雇用契約は結ばず、工賃が支払われ

るＢ型の２通りがあります。本人の状況や希望に

応じてサービスを利用することとなっております。

本市の利用状況は、令和２年度実績で就労移行支

援を利用した方が１５人、就労継続支援を利用し

た方が１０４人となっています。いずれも就労を

希望する方は、相談支援事業所を通じて減額や体

験などを行い、サービスの利用に向けた調整をし

ております。就労後においても定期的な状況確認

を行いながら、必要に応じた支援を継続している

ところであります。今後も障がい者の方々の希望

がかなうよう関係機関と協力、連携を図りながら

障がい者の就労支援の充実に努めてまいります。

次に、小項目２の社会的企業、ソーシャルファ

ームについてですが、現在日本においては明確な

定義がありませんが、厚生労働省が行った研究調

査では障がい者の雇用を前提とし、障がい者だけ

ではなく、労働市場において不利な立場にある人

々を３割以上の多数雇用し、健常者と対等の立場

で共に働く環境を整え、安定的な雇用と賃金を確

保するという社会的な目的を持って活動している

企業や組織とされており、１９８０年代にヨーロ

ッパを中心に広がりを見せた企業の形態になりま

す。特徴としては、障がい者に限らず高齢者や難

病患者、認知症やひきこもり生活を続けてきた方

など就職することが難しい方々にとって働きやす

い場所であること、企業の事業収入を主な財源と

して運営されることなど通常のビジネスとして成

立しながら、一般的就労や福祉的就労とは違う第

３の就労と呼ばれております。日本においても、

実質的にソーシャルファームのような性格を持っ

た事業所が存在してきたものと推測されます。令

和元年１２月に全国で初となるソーシャルファー

ム条例が東京都で創設され、昨年３月にはソーシ

ャルファームとして認証された企業が公開されて

きております。実質的な性格を持った事業として

は、就労継続支援Ａ型やＢ型などがその一つと考

えられます。地元の農産物や特産品を使ったお弁

当などの加工品作りや公園、建物などの清掃業務、

農福連携などによる労働力の提供など障がいサー

ビスを実施する事業所がソーシャルファームの性

格に近いと言えます。ソーシャルファームを進め

ていく上で、一定程度の需要と供給する企業の経

営基盤が重要です。企業的な収益性の確保、商品

の開発力や販路の確保なども求められます。また、

働く方々の環境整備も重要であると考えておりま

す。現時点におきましては、ソーシャルファーム

を推進していくことは難しいものと考えますし、

国内でもあまり推進されていない状況にあります

ので、今後の国や北海道の動向を注視してまいり

ます。

次に、小項目３の障がい者理解の促進について

ですが、障がい者の理解については第３次名寄市

障がい者福祉計画においてノーマライゼーション

の理念に基づき障がいのある人もない人もそれぞ

れがかけがえのない個性を持った一人の人間とし

て尊重されなければなりません。障がいや障がい

のある方の特性、必要な配慮などについての理解

は、市広報やホームページ等での情報発信と理解

啓発に係る研修会の開催を継続するとともに、あ

らゆる機会と媒体を活用した啓発広報活動を行っ

てきているところであります。また、名寄市障害

者自立支援協議会では仕事講座を開催し、市内に

住む障がい者へは一般就労に関する知識や理解を

深めてもらい、障がい者雇用に関心のある企業へ

は雇用についての知識を普及させるため当事者と

企業の方の講話や働いている場面などを撮影した

動画を上映することで障がいに対する理解と知識

を深める機会を設けてきております。さらには、

障がい者を雇用している企業を訪問し、雇用する

きっかけやポイントなどを聞き取り、地元紙で紹
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介する取組も行ってきております。ほかにも支援

が必要な方への早期介入方法としてひきこもりに

関する研修会の開催や障がい者啓発週間に合わせ

た発達障がいに関するコラムの掲載や障がいの個

性あふれる作品を展示したアール・ブリュット展

を開催するなど理解啓発に向けた様々な事業を行

ってきております。今後も障がいや障がいのある

方へのさらなる理解の深化に向け取組を進めてま

いります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 続きまして、大項目

の２、地域農業について、初めに小項目の１、本

年度の地域農業の総括について申し上げます。

本年度の農作業につきましては、融雪が平年よ

り早く、播種、移植はおおむね平年並みで進みま

したが、高温少雨の影響を受けて作物によって収

量や品質の低下が見られたところです。主な作物

の出荷状況では、モチ米で反収が１１俵と昨年を

上回る豊作となり、合併以降最高の出来となりま

した。畑作物では、大豆については収量、品質と

も平年より低下が見られたものの、小麦につきま

しては平年作となりました。青果物では、アスパ

ラガスについてはＪＡの出荷量は昨年と同水準で

ありましたが、２Ｌなどの高規格品の割合が高く、

価格も高めで推移をいたしました。カボチャ、バ

レイショ、スイートコーンでは、干ばつの影響を

受け収量、品質の低下が見られましたが、販売単

価の上昇により収入が補われる面もございました。

畜産につきましては、干ばつの影響により牧草の

収穫量の減少と品質低下となりましたが、乳量に

つきましては前年度実績を上回るとともに、年末

年始の需要減少の影響を受けることなく、順調な

生産が続いてございます。また、昨年４月から運

営が開始されました哺育・育成センターにつきま

しては、おおむね計画どおり進捗しており、優良

後継牛の育成が図られるとともに、酪農家におけ

る育成作業の負担軽減につながってございます。

本年度は記録的な高温少雨な気象条件の下、作物

により収穫量や品質などに差が出ることとなりま

したが、ＪＡにおいては今年度の販売計画に達す

る見込みと伺っており、全体としては大きな災害

や事故などもなく、本市農業にとってまずまずの

一年であったと受け止めているところでございま

す。

次に、小項目の２、担い手の育成と確保につい

て申し上げます。本市の販売農家戸数につきまし

ては、農林業センサスによりますと平成２２年で

７１３戸あったものが５年後の平成２７年度には

５９３戸に、さらに５年後には４７４戸とこの１

０年間で約３４％減少してございます。一方、法

人の雇用就農を除く平成２４年からの新規学卒や

Ｕターン、新規参入などの新規就農者につきまし

ては平成２６年度は少なかったものの、令和元年

度までは毎年１０名前後が就農しており、ＪＡ青

年部の部員数は平成３０年度に１４１人と過去最

高に達したと伺ってございます。しかし、令和２

年度は御夫婦１組を含む４名、令和３年度は御夫

婦１組となっており、次年度の新規就農者数も現

時点では３名程度と想定されており、ここ数年は

少ない状況が続いてございます。このうち市外か

らの新規参入を促す地域おこし協力隊につきまし

ては、議員が言われますように、平成３０年度以

降問合せや相談はあるものの、応募に至っていな

かったことから、令和３年度より報酬の増額や通

信回線料、農業経営に必要な免許取得費用の支援

など、大幅な見直しを行ってございます。コロナ

禍において募集イベントなども中止や面談からオ

ンラインでの対応になるなど就農希望者と直接会

う機会が少なくはなりましたが、待遇改善や移住

交流推進機構のホームページへの募集情報の掲載、

北海道の就農相談窓口であります北海道農業公社

からの紹介により今年度の電話やオンラインでの

相談件数は８件、応募が３件とこれまでより増加

してございます。この応募いただいた３名につい

て、残念ながら１名は採用に至りませんでしたが、
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１名はこの３月に委嘱済みであり、既に静岡県か

ら家族３名で移住され、地域おこし協力隊農業支

援員として農業研修並びに地域活動を開始してお

り、残る１名につきましても現在保留としており

ますが、名寄市への移住について前向きに御検討

をいただいている状況であります。また、本市に

おける新規就農のもう一つのスキームであります

名寄市新規就農者条例を活用して農業研修生１名

が令和５年度の独立就農を目指し、現在北海道指

導農業士のもとで研修に励んでいるところでござ

います。今後とも引き続き地域おこし協力隊農業

支援員を中心に就農希望者の確保に努め、関係機

関や団体、集落支援によるサポート体制の充実と

就農後の早期安定に向けた支援を行ってまいりま

す。また、農家後継者に対しましても将来の経営

継承に向けて農業用機械や設備取得への支援、技

術習得を目的とした先進地視察研修への助成など

就農への意欲や誘導につながるようＪＡと協調し、

支援内容を検証しながら支援を継続してまいりま

す。

次に、小項目の３、農業振興センターでの新年

度実証試験などについて申し上げます。農業振興

センターにおいては、本市農業の特色である多様

な作物作りを支えるため、ＪＡと共同で栽培に必

要な技術や営農情報などを提供する拠点施設とし

て位置づけ、運営しており、実証展示圃における

栽培試験、土壌診断と施肥設計及びそれに基づく

指導のほか、組織培養設備を活用した優良種苗の

提供などに取り組んでございます。新年度におけ

る実証試験についてでありますが、水稲では昨年

に引き続き省力化栽培技術であります密苗栽培の

地域適性の検証、スイートコーンでは肥料の比較

や先端不燃対策資材の効果検証、カノコソウでは

病害虫対策としてセンチュウ対策資材や緑肥、土

壌消毒などの効果検証と収量増加や省力化に向け

た栽培技術の検討に取り組んでまいります。また、

大雨や干ばつなど気象変動への対策として土作り

や輪作体系の構築が重要となるため、土作りでは

哺育・育成センターの堆肥を活用し、物理性の改

善や収量への影響について今後数年かけて調査に

取り組みます。輪作体系の構築では、飼料作物と

して需要の高まりを見せる子実用コーンは、土壌

の物理性改善や緑肥効果も期待されることから、

当地における栽培適性を検証してまいります。土

壌診断につきましては、適正施肥に欠かせない重

要な取組としてＪＡと協力し、農業者への働きか

けを強化するとともに、水田をはじめ市内の土壌

傾向をまとめた資料を作成し、今後の参考として

いただけるよう取り組んでまいります。組織培養

につきましては、カノコソウの病害虫対策であり

ます優良種苗の供給に向けて培養苗の作成に取り

組んでまいります。今後とも地域農業に必要な栽

培技術の向上と普及に向けて農業振興センターを

核にＪＡ、農業改良普及センターなど関係機関、

団体と連携しながら試験、研究に取り組み、生産

者への的確な情報提供と指導に努めてまいります。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 今御丁寧に大変詳しく

御答弁をいただきましたが、確認事項等を含め何

点かお聞きをいたします。

初めに、障がい者福祉の推進についてでありま

すけれども、障がい者就労の現状と支援体制につ

いて御答弁をいただきましたけれども、名寄管内

において一般就労の部分では法定雇用率に対し雇

用率が高いということは認識をしております。こ

れは、企業側等の障がいに対する御理解、また名

寄市障害者自立支援協議会、また名寄市独自のジ

ョブコーチの取組などといったところを含め、本

市の就労体制支援が確立されつつあるというふう

に思っております。一般就労の部分においては、

法定雇用率の部分もありますけれども、引き続き

関係機関と協力、連携を図りつつ一般就労を希望

される方々の願いがかなうような支援をお願いを

いたします。

続きまして、福祉的就労の部分についてですが、
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本市には障がい者福祉施設、就労継続支援事業所

も数多くある状況であると思いますが、事業所を

利用する方は本市のほかに市外からも利用する方

がおり、利用者の増加傾向に加え、長期化するコ

ロナ禍での安定した経営、運営上にも影響がある

と考えるところであります。そこで、お伺いいた

しますけれども、利用者の増加、またコロナ禍に

よる運営状況含め、就労継続支援事業所における

影響について現在どのように捉えられているのか。

また、今後将来的に障がいのある方の生活と就労

の充実を図る支援、対策等についてどのように進

められていくのかお考えをお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今の就労の継続

支援等々、事業所のコロナ禍における影響という

話でありますけれども、具体的な調査とかしてい

ませんので、影響額とか、そういったもの把握は

しておりませんけれども、受け入れる企業側と障

がい者とのマッチングという状況もありますし、

このコロナ禍の中では大変厳しい状況になってい

て、就労する場もやっぱり減少傾向にあるのかな

というのもちょっと推察しているところでありま

す。本市においては、議員も御承知のとおり、障

がい者事業所、数多くあって、地方からも多く障

がいのある方を受け入れている状況があって、そ

ういった面では受ける企業側の数も多いかなとい

うふうに思っています。ある面ではほかの自治体

よりも企業のそういった意識が高まり、そういっ

たものがあって、障がい者も受け入れても障がい

者がそういった支援を受けられる。賃金はお小遣

い程度かもしれませんけれども、そういった環境

を整えている状況があるかと思っております。今

後においてもそういった企業を一つでも多くして

いきたいというふうに思っていますし、現状では

やっぱり人材がこれ農業も含めて不足している状

況があるかと思います。障がい者もトータル的な

仕事はできなくても一つやっぱり自分のできる業

務というのもありますから、そういったものをし

っかり能力を見いだして、企業とのマッチングを

しながら、企業側にとっては労働力不足の解消で

あったり、障がい者にとっては自立に向けた仕事

ができる、そういった環境をより追求していきな

がら福祉の向上に努めてまいりたいというふうに

考えているところであります。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ありがとうございます。

環境整備のほうについては引き続きよろしくお願

いをいたしますとともに、今現在名寄市において

は、障がい者の生活の場であるグループホームの

部分なのですけれども、民間の福祉施設の御尽力

によりここ数年本当に増えたなというふうな感じ

をして受けております。福祉施設というのは道北

管内では旭川に次ぐ２番目ぐらいだったですか、

たしか、ともお聞きしますけれども、すごく大き

くなってきているなというふうに感じております。

障がい者福祉施設、グループホームも増えて、本

市における障がいのある方の就労と生活という部

分で環境整備は本当に整ってきているなと感じて

おります。その分本市を希望する市外からの利用

者も増えてきているという状況であるというふう

にも私は思っております。これからは住み慣れた

地域に加えて、やはり障がい者、障がいのある方

が自らの望む地域で、自立した生活を営むことが

できるような生活と就労に対する支援の充実、状

況に即応した対策が必要であると考えますので、

引き続き、先ほど部長が御答弁されたように、福

祉の充実に向けて継続していただきたいというふ

うに思います。

次に、社会的企業、ソーシャルファームについ

て。障がい者就労の現状で、一般就労の部分では

本市は法定雇用率より高い雇用率という状況では

ありますけれども、やはり企業側が幾ら努力して

も人数には限りがあり、一般就労が可能な方でも

福祉的就労の場を選択しなければならないという

のが現状であるというふうに私は思っております。

そういった方は、就労継続支援事業所Ａ型の就労
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になるというふうに思っておりますけれども、現

状として本市にはＡ型の事業所は１か所、Ｂ型の

事業所が就労の場となっている方もおり、就労継

続支援事業所への負担等、安定的な経営運営にも

影響が出てきているのではないかと考えるところ

であります。本来Ｂ型からＡ型、そして一般就労

へと流れていくのが理想ではありますけれども、

現実は厳しい状況にあると感じております。法定

雇用率の部分を含め一般就労にも限りがあるわけ

ですから、これからは一般就労のみを最終目標と

するのではなくて、Ａ型、Ｂ型で就労している方

たちがよい形で生活して自立できるより一層の環

境づくりといいますか、また障がい者は障がい者、

高齢者は高齢者といった縦割りの就労支援ではな

く、包括的な支援をすることによりその壁をなく

すことが働きづらさを抱えている人の選択肢も増

やすことができるというふうに考え、今回障がい

のある方をはじめ働きづらさを抱える就労困難者

を受け入れる福祉的就労でも一般就労でもない第

３の雇用の場と言われる社会的企業、ソーシャル

ファームの本市での可能性を含めお考えをお伺い

したところであります。先ほどの御答弁では、や

はり本市においては難しい、国や道の動向を注視

していくという御答弁でありました。確かにソー

シャルファームにはメリットがある反面、直接的

な国等の補助金がないため事業収益を確保する部

分であったり、必要な施設、設備の整備をはじめ

課題が多々あることは理解をしております。しか

し、これからは本市においてもソーシャルファー

ムであったり、またそれに近い福祉的就労の場な

ど考える時期が来ていると考えるところでありま

す。本市にはあらゆる分野において可能性があり、

本市の地域資源を有効に活用することによってさ

らに幅が広がっていくのではないかと考えるとこ

ろです。これは例えばですけれども、今進められ

ている木質バイオマス発電事業が実現化すればそ

の熱を利用し、温浴施設を造り、野菜や果物等を

栽培し、その温浴施設で提供する。また、市内高

等学校の再編統合により名寄産業高校酪農科学科

の圃場といいますか、農場が空くわけですから、

それらを活用した農福連携を発展させた営農、そ

ういったものに本市にしかない第３の雇用の場を

設けることができる可能性が広がるのではないか

と考えるところであります。そういった部分を含

め、本市における第３の雇用の場の可能性につい

て再度御見解をお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 第３の雇用、就

労ということですけれども、障がいがあってもな

くても、高齢なっても働くということは日本人と

して生きがいを持って生活できることかなという

ふうに思っています。そういった面では、それぞ

れの個々の能力であったり、それぞれの状態に応

じた就労する場所をどう提供できるか、それは労

働力を提供する側と受ける企業側がやっぱり何ら

かのマッチングするような、そういった機会も必

要かというふうに思っています。そういったこと

で本当に生きがいを持って市民が働き続けること

によって健康増進にもつながってまいりますし、

名寄の発展にもつながっていくかなというふうに

考えているところであります。先ほども言いまし

たけれども、ソーシャルファームにつきましては

なかなか国の定義がはっきりしないという、どう

いう方がそれに該当するのかというのも難しい状

況にあります。そういった面では、国においてし

っかり一定程度の定義を持たせながら、さらには

障がい者雇用のような補助金制度、支援制度もや

っぱり想定するべきだというふうに思っています。

そうしなければ、なかなかこれは進まない状況に

あるかなというふうに思っています。ただ、各企

業の中でそれぞれ多くの方を労働者雇用している

わけですけれども、働く職員の中ではやっぱり心

身の状態が悪くなったり、何らかの都合で就労が

しづらくなった方もいるかと思います。そういっ

た方は、企業でしっかり切らないで、やっぱりそ

の方に合った仕事等も見いだしながら雇用を継続
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する、そういったところからしっかり企業も努力

をしていただければというふうに考えているとこ

ろであります。この課題は、なかなか正直言って

難しい状況にあるかと思います。当然企業は収益

もこれは見いだしていかなければならないところ

でありますから、そういった意味で国にも働きか

けながら、やっぱり一人でも多くの方が就労して

自立した生活ができる、そういった環境というの

は今後も追求をしていきたいというふうに考えて

いるところであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 分かりました。確かに

ソーシャルファームというのはかなり難しいと思

います。本市において本当に向いているのかどう

かといえば、私もなかなか考えるところがあるの

ですけれども、やはり福祉的部門で、福祉的就労

をちょっと発展させてといいますか、そういった

形で持っていけば、本市にしかない第３の雇用の

場というのはつくれるのではないかというふうに

私は考えております。また、本市にも本当障がい

のある方がどんどん増えて、事業所も結構あるの

ですけれども、やはりだんだん、だんだんニーズ

も増え、そういった経営上、運営上にも問題が出

てきている状況ではないかと考えているところで

あります。今後も本市を選ばれてくる利用者の方

というのは必ず増えてくると私は考えております。

なぜかといえば、それだけ福祉的環境、そういう

のが整ってきておりますので、周りにはない、旭

川に次ぐ２番目の、それだけの環境が整っている

わけですから、今後ますます増えてくるのではな

いかというふうに私考えているところであります。

といった部分で早めの対策であったり、早めの取

組というのは必要であるというふうに考えますの

で、できれば、先ほど、例えばですけれども、言

いましたけれども、本市の地域資源を有効に活用

するといった部分を含めて名寄市障害者自立支援

協議会就労支援部会等での調査研究をぜひしてい

ただくとともに、さらにそれが実現化するように

検討していただくことをここは要望をいたします。

よろしくお願いいたします。

次に、障がい者理解の促進についてですが、研

修、啓発事業など様々な取組がされているという

御答弁でありました。障がいは多種多様で、同じ

障がいでも一律ではなく、外見だけでは分からな

い障がいというものもあります。障がいの理解が

浸透しなければ、障がい者が地域で生活する上で

様々な生きづらさや誤解、偏見等によるトラブル

が発生しやすいとも言われております。知的障が

い者や自閉症の方は物事を理解したり、表現した

りすることが苦手なために不審者だったり、犯罪

者にされたり、逆にトラブルに巻き込まれ、被害

者になることもあり、共生社会を実現するために

は障がいへの理解をさらに浸透させ、地域におけ

るよき理解者、サポーターといった方々を増やす

ことも必要であるというふうに私は考えておりま

すけれども、共生社会の実現に向けた今後の進め

方を含めて本市の考え方、再度お伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 障がいがあって

もなくても共に、共生社会ということでお互いに

理解し合いながら、支え合いながら生活をしてい

くことが重要というふうに思っています。本市に

おいては、議員も御承知のとおり、幼児教育、保

育施設から小中学校、高校、大学まで連携した特

別支援連携協議会等がかなり活発に活動されてお

ります。そして、特別支援教育においても、ちょ

っとほかの地域はあまり見たことないのですけれ

ども、名寄大学の支援も借りながらかなり先進的

に取り組まれているというふうに考えています。

地方から来た先生も名寄は充実しているという話

も聞きますので、そういった面では子供たち、そ

して保護者も障がいがあってもなくてもそういっ

たことをお互い理解して、お互い助け合いながら

それぞれの能力を生かして生活できる、そういっ

たことというのは、意識づけというのはやっぱり
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ほかの地域よりも進んでいるかというふうに自負

しているところであります。障がい、健康福祉に

おいても、先ほど申し上げましたけれども、自立

支援協議会なども通じながら市民に対する講演会

をやったり、いろいろアール・ブリュット展の展

示をやったり、やっぱり市民への啓発活動を定期

的に行ってきているところであります。そういっ

た活動を地道に進めていきながら市民への理解を

深めていきたいというふうに思っています。先ほ

どから出ていますとおり、知的障がい者含めて名

寄市は多くの子供たち、障がい者を事業者が抱え

ていただいているということであれば、やっぱり

そういった方と触れる機会も市民は多いかという

ふうに思っています。それも含めてやっぱり市民

の理解も深まってきているというふうに思ってい

ますので、そういったことをさらに進めながら、

今後取組を強化していきたいというふうに考えて

おります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 本市の取組、事業内容

については、私もすばらしいなというふうには思

っております。しかし、障がいの種類や一般的な

障がいに対する対応というのは研修等で学ぶこと

ができますけれども、知的や自閉症の障がい者を

理解するためには同じ障がいであっても個々に違

いがあって、個々の特性を把握できなければ理解

することは難しいというふうに私は考えておりま

す。実際親や兄弟でも理解が困難な場合もありま

すので、これは約２０年前になりますけれども、

私の次男が小学校の頃を思い出せば、本当に障が

いに対して理解が高かったのは当時の親、兄弟で

はなく、学校で次男と接していた同級生の子供た

ちだったように思います。もしかしたらその当時

その子供たちというのは障がい者として捉えるの

ではなくて、個人の特性、個性として捉え、接し

ていたのではないかなというふうに考えるところ

でもあります。本市の特別支援教育の部分出まし

たけれども、本市の特別支援教育は教育長はじめ

教育関係者の皆様の御尽力により本当によい形で

進展されていると私は思っております。また、本

市の学校教育での障がいのある児童生徒に対して

は、障がいとして捉えるのではなく、個々の特性

として捉え、対応しているということを以前小野

参事から伺ったことがあります。そういった考え、

対応が障がい、障がい者への理解とつながり、自

然に児童生徒へも浸透していくのではないかなと

いうふうに考えているところであります。いずれ

にしろ、障がい、障がい者の理解を浸透させるに

はなかなか難しいことですが、そういった考え方

の下、子供たちから徐々に大人たちへと理解を浸

透させていくことも必要であると考えております。

時間はかかると思います。引き続き共生社会の実

現に向け関係機関等と連携をされながら進められ

ることをお願いをいたします。

次に、地域農業について。農業総括の部分から

本年度は記録的な高温少雨といった気象条件の下、

作物により収穫量や品質などに差が出る結果とな

ったものの、モチ米については昨年を上回る豊作、

干ばつの影響を受けた青果物についても販売単価

の上昇により補われて、畜産の乳量においても需

要減少の影響を受けることがなく、全体的にはま

ずまずの一年であったとの御答弁がありました。

本年度も中国人技能実習生が入国できない状況と

なり、雇用者の確保には御苦労されたと思います

けれども、名寄市立大学生の有償ボランティアは

じめ一日農業バイトアプリの活用、派遣会社等の

御協力もあり、計画に近い作付をすることができ

たと伺っております。そこで、１つ確認をさせて

いただきたいのですが、現在外国人技能実習生の

状況についてはどのようになっているのかお聞か

せください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 外国人の技能実習生

の状況についてということで、再質問いただきま

した。この外国人の技能実習生ですけれども、外

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号



－56－

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号

国人とすると技能を学べると。その一方で、受け

る側からすると作業に協力いただけるということ

で、非常にウィン・ウィンの形でこの間続けられ

てきたということだと思います。これまでは年間

に５０人ぐらいの受入れの希望などもあったので

すけれども、今現在次年度に向けて私どもが知り

得ている範囲でいいますと受入れ農家で７戸、実

習生で１１名の希望ということですので、これま

でから見ると少ない人数になっているのかなと思

います。手続的には、特定監理団体でありますＪ

Ａにおいて入国の申請手続が進められているとい

うことでありますけれども、国の水際対策の関係

があって、１日当たりの入国者が３，５００人か

ら５，０００人に引き上げられたという状況には

ありますけれども、なかなかまだ入国の時期につ

いては目鼻がつかないというか、今のところまだ

未定の状況ということで御理解いただければと思

います。

なお、一方でこの間２年続けて技能実習生の受

入れができなかったということですので、農業団

体、あるいは生産者のほうでは派遣事業の活用で

すとか、あるいは知り合いなどを通じて労力を確

保するなど、そういったリスクに対する対応も取

られているところだと思いますので、国などの支

援制度もあるようですし、先ほど議員が言われた

大学生の有償ボランティアなどもありますので、

こういったもののさらなる定着に努めていきたい

と思っていますので、御理解いただければと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 新年度においても人手

不足は予測されると思います。人手確保について

は、昨年同様農業者、ＪＡ等で対策は取られると

思いますけれども、引き続き連携を図られて、行

政としての支援の部分についてもよろしくお願い

をいたします。

次に、地域農業の総括の御答弁にもありました

が、干ばつの影響という部分で、干ばつの影響を

受け収量、品質が低下した作物があったというこ

とでありました。気候変動による高温少雨により

本市においても畑作への影響が続いている状況で

あると思っております。新鮮でおいしい野菜など

を安定的に供給するためには水が重要な役割を果

たしており、近年は気候変動により自然の雨に頼

るだけでは安定的な供給が困難な場面も見受けら

れ、今後もこのような状況が続くことは予測され

るというふうに思っております。本市の畑作にお

ける農産物は多々あります。干ばつ対策における

水の確保に困難な地域もあり、今後地域農業、特

産物を守るためにも干ばつ対策を進め、必要なと

きに必要な量の水を畑作物に供給するシステム、

畑地かんがい等を考える時期に来ているのではな

いかと思うところですけれども、干ばつ被害の未

然防止を含め、今後の対策支援のお考えについて

お伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 干ばつ対策について

ということでありました。議員が言われるように、

近年本当に異常気象と言われて、大雨だったり、

あるいは干ばつだったり、自然の影響によって農

作物も大きな影響を受けると、そんな状況にあり

ます。今現在もこういった影響を緩和するという

意味で基盤整備事業に対する引き続きの支援など

も行わさせていただいておりますし、先ほど農業

振興センターの事業でも少し触れましたけれども、

土壌改良などの試験などについても取り組んでい

るということであります。御質問いただいた、特

に干ばつに対するということでありました。農家

さんが、これは事例として、スプリンクラーなど

で対応している状況など私どもも認識していると

ころであります。しかしながら、畑地かんがいと

なりますとかなり大がかりな事業になるというこ

とと経費、あるいは期間的にもすごくかかるもの

だというふうに思っていますので、現状まだ生産

者から直接的な要望は受けておりませんが、対応

については必要だというふうに考えております。
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次年度、農業・農村振興計画、中間の見直しにな

りますので、この中で具体的にどのような対応が

できるのか、可能なのかも含めて検討させていた

だきたいと思っています。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 今後の名寄市農業・農

村振興計画の部分での見直しの際に検討していた

だけるという前向きな御答弁と理解をいたします。

確かにかんがい施設はその地域の農業者の皆さん

のニーズ、財政面を含め様々な課題はあると思い

ますけれども、畑地かんがいは干ばつの被害を防

ぐだけではなく、水の持つ様々な役割を活用しな

がら多様な水利用を進めることにより干ばつ防止、

病害虫防除などの作物生産効果、地温調節、作物

氷結保護などの農業の合理化やハウス栽培の導入

など作付品目の拡大効果にもつながり、新規就農

者の意欲誘導にもつなげることができるとも考え

ますので、ぜひ農業者、ＪＡの御意見等を聞きな

がら調査研究をしていただきたいというふうに思

います。

次に、担い手育成と確保についてですが、本市

の販売農家戸数も１０年で約３４％減少し、新規

就農の部分では１０年間で毎年新規就農者はいる

ものの、ここ数年は厳しい状況であると。しかし、

その中でも平成３０年度ですか、ＪＡ青年部の部

員数が１４１名、過去最高人数に達したとの御答

弁でありました。今後も離農者数に対し就農者数

が追いつかない状況は続くと考えられます。地域

農業を守っていくためには特に新規就農、農家後

継者の支援、サポートの部分を充実させていくこ

とが重要であるというふうに考えております。新

規就農者のサポート支援、また農家後継者に対す

る就農意欲や誘導につながる支援を継続して行っ

ていくという御答弁もありましたので、引き続き

ＪＡと連携しつつお願いをいたします。

次に、地域おこし協力隊、農業支援員について

ですが、コロナ禍でイベントは中止になったもの

の、電話、オンラインでの相談件数が８件、応募

が３件と増加しているということでありましたの

で、見直しによる効果があったと思います。また、

御家族３名で来られているということでありまし

たので、大変喜ばしいことだと思っております。

そこで、名寄市に来て本当によかったと思っても

らえることが重要でありまして、第一印象が非常

に大事だというふうに私は思っております。そこ

で、１点お伺いいたしますけれども、３月に来て

いただいた方の入り口の部分であります通信環境

含めた居住環境と出口といいますか、農地等を含

めたスムーズな就農の部分について整備状況をお

伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 地域おこし協力隊は

遠くからこの地に来られるわけですので、議員が

言われたとおり、まず入り口の体制整備が非常に

重要だというふうに思っています。その一つは住

宅だというふうに思っておりますので、私どもも

この間風連地区の日進、東風連、新生町、３か所、

合わせて６戸の専用住宅を用意させていただいて、

いつお越しいただいても受入れが可能なようにと

いうことで体制を取らせていただいております。

また、通信についても非常に大切だと思います。

遠くから来られているので、当然連絡を取らなけ

ればいけない、あるいはこれに先立っての質問の

中でも農業を営む上での通信の必要性も言われて

おりましたけれども、そういった意味では今光回

線が農村部含めて予定されていると。令和２年に

着工し、今年度内で工事を終え、その後供用開始

と聞いていますので、地域おこし協力隊について

は通信料についても支援をするということになっ

ていますので、ぜひこういったものの支援も活用

いただきながら、しっかりと安心して暮らしてい

ただき、かつ営農に役立てていただきたいなとい

う思いであります。

それと、入り口の中で、この間地域おこし協力

隊来られましたけれども、マスコミのなぜ名寄を

選んだのですかという質問にお答えしたのが受入
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れ態勢、そこの人がすごくよかったという、安心

ができたのだというようなお話をされていました

ので、入り口のところでは今我々の対応のほうも

担当が一生懸命頑張ってやっておりますので、そ

ういったところについても十分充実していきたい

と思っていますので、御理解いただければと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） まだ来られたばかりで、

御心配されることも多々あると思いますので、名

寄市に来て本当によかったと思ってもらえるサポ

ートを引き続きよろしくお願いをいたします。

次に、農業振興センターでの新年度実証試験に

ついてですけれども、水稲、スイートコーン、カ

ノコソウにおける検証、収量増加に向けた栽培方

法や省力化、栽培体系の検討などに取り組まれる

という御答弁がありました。また、大雨や干ばつ

の気象変動の対策として哺育・育成センターの堆

肥を有効活用した土作りの調査、輪作体系の構築

の部分での検証等について御説明をいただきまし

た。少ない人員での試験、また時間を要する調査

となると思いますけれども、大変だと思いますが、

よろしくお願いをいたします。

次に、カノコソウの部分で、新年度の実証試験

の御答弁の中にもありましたけれども、薬用植物

の産地化に向けて企業版ふるさと納税による寄附

を受け、新たな事業が進められていると思います

けれども、新たな事業内容について少し詳しくお

聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） カノコソウの新たな

事業についてということでありました。カノコソ

ウについては、高収益作物として所得が期待をさ

れるということであります。地域では平成２５年

から薬用作物の研究会というのが発足し、さらに

は追いかけるように２７年からは生産組合が組織

をされて、今地域の中で栽培に取り組まれている

ということであります。ここにきて一つ課題が出

てきたのが病害虫対策ということで、これがちょ

っと生産のほうに影響があるということで、この

間の課題として挙げられておりました。このこと

から、農業振興センターの中で病害虫のリスクの

少ない苗を供給できないかということで計画をし

ていたところでありますが、この事業の実施に当

たりまして今年度小林製薬様から企業版ふるさと

納税による支援をいただいたということでありま

す。議会にも補正予算の議決などいただき、今年

度体制を整備して進めさせていただいているとこ

ろであります。具体的に事業の内容を申しますと、

農業振興センターにおいて病害虫リスクの少ない

３年物の苗を作るということであります。４年目

に生産者のほうに提供すると。１年目については、

培養技術を活用して苗の作成を行います。２年目

には、その苗をハウス内で育苗します。３年目に

は圃場で増殖をし、先ほど申しましたように、４

年目に生産者のほうに提供する形になります。

新年度につきましては２年目の取組となりますの

で、今年度作成した苗のハウス内での育苗と併せ

てまた新たな苗の作成を行うこととなります。こ

のほかにも圃場における栽培試験なども取り組ん

で、生産振興に供するように取り組んでいきたい

と思っておりますので、御理解いただければと思

います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） 組織培養事業、農業振

興センターにおいて勤務させていただいたときに

お手伝いさせていただいたこともありますけれど

も、本当細かな作業で、本当に大変だと思います。

圃場においても本当手間がかかり、少ない人員で

の管理、検証となると思いますけれども、優良種

苗の培養、収量増加、省力化を含め、産地化とな

ることを、取組になることを期待しております。

よろしくお願いいたします。

次に、土壌診断の部分と、あと農業振興センタ

ーの市民へのＰＲという部分でお伺いいたします。

土壌診断の部分では、圃場の状況を把握する重要
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な取組であり、水田をはじめ市内の土壌傾向をま

とめた資料を作成するという御答弁をいただきま

した。農業振興センターでの土壌診断といえば、

農業者の方がメインに依頼されてくるという部分

ではありますけれども、ここ最近コロナ禍で家庭

菜園をする方が増えてきており、その中には野菜

作りの難しさを実感し、家庭菜園についてもうち

ょっと勉強したい、知識を増やしたいといった方

が増えているとも言われております。本市の家庭

菜園をしている方々からなかなか野菜をうまく作

れないのだよなというようなお声を度々お聞きす

ることがあります。

そこで、１点目、土壌診断の部分で農業振興セ

ンターで家庭菜園をしている市民に対する土壌診

断、アドバイスは可能なのか。

また、２点目に、農業振興センターのちょっと

ＰＲという部分で、農業者の皆さんは農業振興セ

ンターについて当然知っておりますけれども、農

業者以外の市民の方々には存在さえ知らないとい

った方が結構多くおりまして、そういうことから

も農業にやっぱり興味を持ってもらうという観点

からもＰＲをしたほうがいいのではないかなと思

うところです。市民に近い存在にすべきではない

かなというふうに思うところであります。この２

点についてお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農業振興センターを

市民の皆さんにも十分活用、あるいは理解しても

らうべきだろうという御提言だったと思います。

貴重な提言として受け止めさせていただきたいと

思います。私どももどうしても農業生産に関わる

施設という思いが強いものですから、なかなか市

民に広くというところについてはこれからも留意

をしていかなければいけないというふうに思って

います。御提案いただいた土壌診断のところにつ

いてであります。家庭菜園をやっていただくとい

うことは、我々が目指している農業、農村を理解

いただける部分と通じる部分があるというふうに

思っていますし、これは都市ではなかなか体験で

きない、いわゆる名寄市であるからこそそういう

のに取り組めるのだというふうに思っております

ので、これについては時期的に少し制約があると

きはあるかもしれませんけれども、ぜひ市民の皆

様にも大いに活用いただけるように我々のほうで

もＰＲなどさせていただければというふうに思い

ます。

また、振興センター自身の市民の皆さんに対し

てというところもありましたので、ちょっと今現

在何を具体的にというところについては申し上げ

ることができませんけれども、ぜひ市民の皆様に

も農業振興センターでどんな取組が行われている

のか理解いただけるようなＰＲに努めてまいりた

いと考えておりますので、御理解をいただければ

と思います。

〇議長（東 千春議員） 遠藤議員。

〇８番（遠藤隆男議員） ぜひ市民の皆さんにＰ

Ｒとなるようによろしくお願いいたします。

最後になりますが、コロナ禍の生活がしばらく

続き、いつ誰が本当新型コロナウイルスに感染す

るか分からない状況でもあります。新型コロナウ

イルスの一日も早い終息を願うとともに、日々新

型コロナウイルス対応をしていただいている関係

者の皆様に感謝申し上げ、質問を終わりたいと思

います。ありがとうございます。

〇議長（東 千春議員） 以上で遠藤隆男議員の

質問を終わります。

農業を取り巻く社会環境の課題に関わってを、

今村芳彦議員。

〇６番（今村芳彦議員） 議長より発言の許可を

いただきましたので、通告に従い、順次質問させ

ていただきます。

大項目１、農業を取り巻く社会環境の課題に関

わって、小項目の１番、国策に伴う市内農業の影

響についてお伺いをいたします。昨年１２月３日、

金子農水大臣の記者会見において水田活用の直接

支払交付金事業の厳格化を進め、５年間の水張り
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を行わなければ交付対象としない旨を述べられま

した。主食用米の消費減少を起因とし、高収益作

物への転換がその目的であり、現場の課題を検証

し、定着性の高い作物の転換へ見直すとのことで

ありました。本市農業の根幹は水田でありますが、

夏の田園地帯を眺めますと麦、大豆といった畑作

物はもちろん、スイートコーンやアスパラガスに

代表される野菜、サンダーソニアやハナユリなど

の花卉、近年ではブルーベリーなどの小果樹に至

るまで多種多様な農作物にあふれています。田園

風景に彩りを与えるだけではなく、水田一辺倒の

リスクを打開した安定的な経営の柱としても、ま

た本市が誇る特産品として揺るがない位置を誇る

それぞれの畑作物や青果物でありますが、この大

部分は水田の転作作物として振興してきた経緯が

あります。従来から本市を含む北海道の米政策は、

生産目標を守ることで需給バランスの調整に大き

く寄与をしてまいりました。今回の５年間一度も

水張りが行われない農地は交付の対象としないと

大臣が述べたことを踏まえると、作りたい水田を

作らなくても再生産が可能であった水田転作作物

を軸とした経営から水田一本化への単一経営へ向

かってしまうのではないか、本市農業が誇る特産

品が逸失してしまうのではないかと危惧をしてい

るところであります。今回の水田活用の直接支払

交付金の運用見直しについて、その影響をどう捉

えているのか改めてお伺いをいたします。

小項目２、未来の農業者育成に向けて質問いた

します。本市には、以前名寄農業高校がありまし

た。道内はもちろん、日本各地から農業を志す学

生が集まり、多くの人材を輩出いたしました。進

学先である農業系の大学、あるいは専門学校から

は名門との呼び声も高く、現在の本市農業者の中

にも同校の卒業生が少なくはありません。令和５

年に開校予定である新設校には、新たなステージ

の幕開けとして大きく期待を寄せているところで

はありますが、依然として本市を含む近隣市町村

の基幹産業は農業であり、農業後継者の安定的か

つ継続的な育成を行うことが必要不可欠でありま

す。そこで、名寄産業高校に現在も残っている施

設や設備を活用し、新たに農業を志す若者へ向け

た研修施設として再活用する道はないのか、ある

いは名寄市振興センターの機能強化を図るサテラ

イト施設として活用すべきではないか提案をさせ

ていただくものであります。本市としての見解を

お示しください。

小項目３、安定的な物流構造についてお伺いい

たします。本市の農産物集出荷施設は大きく３か

所、名寄市大橋にあるＪＡ青果センター、曙地区

の上川ライスターミナル、風連緑町にある米麦乾

燥調製施設があります。既に御承知のとおり、大

橋地区への集荷まで主要道路となっている昭和通

は、主に名寄市の西側地域及びバイパスを経由し

た智恵文地区からの青果物が頻繁に搬入され、繁

忙期には多くの交通量が見受けられます。しかし

ながら、その路面は大変脆弱であり、荷崩れによ

る劣化や落下事故の可能性が簡単に予測可能であ

り、なおかつ狭隘な路線であることから、見通し

が悪く、歩行者に対する交通事故の可能性も高い

と認識をしております。近隣は住宅地でもあり、

歩行者も多いことから、何かしらの対策が求めら

れると考えております。本市の道路整備に対する

お考えをお伺いいたします。

以上、小項目３点にわたり質問させていただき

ました。これからも名寄市の産業が発展し、未来

の子供たちへ残したいまちであり続けられるよう

期待を込めて、壇上からの発言とさせていただき

ます。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） ただいま今村議員か

らは農業を取り巻く社会環境の課題に関わって御

質問いただきました。小項目の１及び２につきま

しては私のほうから、小項目の３につきましては

建設水道部長から答弁となりますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、小項目の１、国策に伴う市内農業の影
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響について申し上げます。国においては、米政策

改革の定着と水田フル活用の推進に向け食料自給

率、自給力の向上に資する麦、大豆、飼料作物な

どの戦略作物の本作化とともに、地域の特色を生

かした魅力的な産地づくり、高収益作物の導入、

定着などを支援することを目的に水田活用直接支

払交付金制度を講じています。本市におきまして

は水張り志向が強く、水稲作付を基本としながら

も米の生産調整へ協力し、水田活用直接支払交付

金制度を有効に活用して麦、大豆をはじめとする

畑作物やアスパラガス、施設園芸など多様な作物

の生産振興を図り、日本一のモチ米産地をはじめ、

道内有数のアスパラガスやカボチャなど地域特性

を生かした産地づくりを進めてまいりました。し

かしながら、今回令和４年産に向けて交付対象水

田の見直しとして、地域において転換作物が固定

化している水田の畑地化を促すとともに、水稲と

転換作物とのブロックローテーションの構築を促

すため現場の課題を検証しつつ、今後５年間で一

度も水張りが行われない農地は交付対象水田とし

ない方針が示されました。交付対象水田の要件見

直しに伴う影響についてでありますが、長年にわ

たり米の生産調整に伴う水田転作が定着しており、

施設園芸やアスパラガスなど多年生作物の作付地

では５年間で転換することによる生産性の低下や

経営規模の拡大に伴い輪作体系を５年間で組むに

は期間が短いことなど、今後５年間で水張りを実

施するには課題が生じることとなります。また、

農業者によっては改良区賦課金や畦畔など湛水機

能の要件は満たしているものの、田植機などの作

業機械や設備がなく、実際の水張りに対応できな

いことで交付対象水田から外れるなど現場の課題

も多く想定され、結果として交付金の対象外とな

る水田が発生することとなります。また、議員が

申されましたように、今回の要件見直しにより現

在水張りを行っていない農業者を含めて水稲作付

の意向が強まることも考えられ、生産過剰や価格

への影響、あるいは需給状況により生産数量や加

工米の配分が対応できず、生産者の意向に沿えな

い場合なども十分想定される状況でございます。

このほかにも交付対象水田から外れることで農地

価格への影響や今後の農地の流動化に対する影響

についても注視していく必要があると考えており

ます。農業者においては、今後の５年間の中で新

たに水張りに取り組むか畑地化に取り組むかを選

択することとなりますので、その選択に必要な情

報提供に向けて現在市、ＪＡ、関係機関、生産者

で構成します名寄地域農業再生協議会におきまし

て課題の洗い出しと検証、対策について検討を進

めているところであります。今後農業者の皆さん

に対する地域説明会を開催し、現段階での情報提

供と現場の課題把握に努め、その課題を整理する

とともに、今現在国から詳細が示されていない部

分もありますことから、改めて名寄地域農業再生

協議会を開催して、Ｒ４年度の対応について確認

を行い、生産者の皆さんへ周知を図ってまいりま

す。

次に、小項目の２、未来の農業者育成に向けて

申し上げます。昭和１６年２月、北海道庁立名寄

農業学校として開校以来、北海道立名寄農業高等

学校から北海道名寄農業高等学校へと改称し、平

成２３年３月には農業高校として７０年の歴史に

幕が下ろされました。現在は名寄産業高校酪農科

学科として農業の専門教育や育成を担っていただ

いておりますが、少子化や多様な進路選択により

生徒数は減少し、令和４年度を最後に名寄産業高

校の入学が停止となります。これまで市内や近隣

市町村はもとより、道内外から多くの入学生を受

け入れ、名寄市や道北地域をはじめ優秀な生産者

や経営者などとして多くの卒業生が御活躍されて

おり、農業高校として地域や農業の発展に大きく

寄与しております。校舎などの活用に関しまして

は、令和３年１１月に北海道教育委員会より今後

活用されない校舎などの財産利用希望について照

会があり、当該施設の利活用について全庁的な検

討を行ったところでありますが、有償譲渡であり、
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総合計画や中期財政計画、公共施設等総合管理計

画などとの整合性の観点から現段階では希望ない

ものとして回答をしたところでございます。御質

問のありました未来の農業者育成に向けての施設

の活用につきましても、農地や施設の一部を研修

農場や農業振興センターの機能強化として活用す

ることなども考えられますが、先ほど申したとお

り、現状ではそれらを見込んだ計画を有していな

いこと、また費用対効果などの面からも慎重な検

討が必要と思われますが、今後も北海道教育委員

会の動向を注視してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 東建設水道部長。

〇建設水道部長（東 聡男君） 私からは大項目

１、農業を取り巻く社会環境の課題に関わって、

小項目３、安定的な物流構造についてお答えいた

します。

本市の道路整備計画は、名寄市総合計画（第２

次）の中で大きく幹線道路の整備と生活道路の整

備の２つのカテゴリーに分類をしています。幹線

道路の整備については郊外幹線道路と都市計画道

路の整備を、生活道路については幹線道路以外の

市街地と郊外地の道路整備計画としています。ま

た、郊外地の老朽化した舗装面を改修する道路の

整備については、名寄市舗装個別施設計画に基づ

き再整備も行っております。この名寄市総合計画

（第２次）の期間内において、市街地の道路につ

いては交通量の多い住宅地などの舗装率５％向上

を目標とし、国土交通省所管の社会資本整備総合

交付金や起債などの財源を活用しながら防じん道

路や道路排水の整備がされていない未改良道路を

中心に整備する計画としております。しかし、近

年は国からの交付金が要望額どおりに配当されな

い状況から、計画どおりに道路整備が進まないこ

とを踏まえ、名寄市立地適正化計画に基づく個別

支援補助の活用を視野に入れた道路整備について

も新たに計画をしているところです。議員から御

指摘のあります道路は、国道４０号から北に向か

う東８号通を下水終末処理場から東に折れる１１

線道路沿いの大橋流通団地を経由し、道道美深名

寄線につながる路線として幹線道路の分類となり、

都市計画道路名称では昭和通となります。この区

間についてが各方面から農産物集出荷施設や大橋

流通団地にアクセスする主要道路であることから、

大型車やトラックをはじめ交通量が多いことに加

え、凍上や経年劣化により舗装面が損傷すること

から、部分補修等の対応が多い区間にもなります。

現道は車道が安全で、交互交通が可能な片側１車

線の幅員が確保された車道が整備されており、下

水終末処理場から道道美深名寄線までの東西の区

間には住宅の張りつきがないため歩道は未整備で

すが、南北に縦断をする市道１７線から大橋の商

工団地までに至る沿線には病院や小中学校、住宅

などが張りついており、通学する子供たちや、通

院する高齢者など歩行者の安全施設としての歩道

も整備済みの道路となっています。私どもにも農

産物を搬入されている農家の方から抜本的な車道

舗装面の改修要望もいただいており、農産物集出

荷施設への重要なアクセス路線として認識をして

ございますけれども、当該区間の整備には道路の

路盤の入替えを含めた改良舗装工事が必要なため

多額の事業費を必要とすることや市街地内にはほ

かの未整備の幹線道路がいまだ多く残っている現

状から将来的には整備を行いたい区間として計画

しておりますけれども、早急な整備については難

しく、当面はこれまでと同様に段差や穴ぼこの解

消に努める維持補修での対応としてまいりますこ

とに御理解願います。

以上、私からの答弁といたします。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） それでは、順次再質問

させていただきたいと思います。

午前中から農業関係の質問がちょっと相次いで

おりまして、私も頭の中を整理しながらというこ

とになりますので、御理解をいただければと思い

ます。まず、国策に伴う水田活用の直接支払交付
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金という部分、非常にセンセーショナルな発表の

され方だという認識を持っておられる方非常に多

いのかなと思いますが、実はこれ決してそうでは

なくて、前回平成２８年の改正のときにはもう既

に見直すよという文言が記載をされておりました。

なかなか実際に取り組まれなかったという部分も

踏まえて、恐らく今回厳密に運用するという言い

方に至ったのかなというように考えているところ

であります。この影響、端的に農業者への影響と

いうわけではなく、消費者が一番影響を被る部分

であると。その理由として、さっきも述べました

けれども、名寄市の野菜の多くは水田転作を基本

として作付されているという状況があるというふ

うに認識をしている。そのため、特に風連地区で

生産されておりますスイートコーン、あるいはア

スパラといったものはまさに水田の転作として今

まで発展してきた野菜でありますので、これがな

くなってしまうのかなという危惧を正直しており

ました。先ほどの答弁の中で、国策でもあります

し、まだまだ細かいこと決まっていないという部

分ではありますが、それでもこの５年間で作付が、

水張りがない場合には交付をしないというルール、

恐らく変わらないのではないかなという認識をし

ております。先ほどの答弁でもありましたけれど

も、水張りか畑地化かを選択をしなければならな

いということで、では水張りをこれから突然行う

といった場合の影響、特に直近でどういう影響が

あるのかという部分について把握されている部分

があったら教えていただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 交付金制度の見直し

に伴って水張りを行うに当たっての課題というこ

とで再質問がございました。具体的には、先ほど

の答弁の中でも申し上げたように、この後直接生

産者の皆さんに説明をし、意見をいただきたいと

思っていますので、その中でまさに現場からの課

題が我々もじかに聞けるのだろうなと思っていま

す。今現在私どものほうである程度想定している

こととすると、課題とすると一つ一番大きいのは、

先ほど佐久間議員とのやり取りの中にもあったよ

うに、もともと水張り志向が強い地域であります。

交付対象とするために水を張りたいという方が増

えるだろうということは予想されるわけです。そ

うなったときに需給のバランスがどうなるのかと

いうのもありますし、地域の中で数量を確保でき

るのかというのもありますので、一つは水張り志

向がもし強くなったときに、増えたときにどう対

応するのかというのが一つだと思います。基本的

には、先ほど佐久間議員の答弁でお答えしたよう

に、需給のバランスを守るということは将来にわ

たって安定生産や価格を維持するという意味では

土のあるやっぱり生産が必要だと思いますので、

そこは守りつつそういった意向にどう対応してい

くのかというのがありますので、そこへの対応が

一つ課題になるかなというふうに思っています。

もう一点とすると、これは国の要綱の中で認め

られている部分でありますけれども、転作をする

ときに作業効率を上げるという意味で、復旧が前

提でありますけれども、畦畔などについては仮に

取ってもいいという、取っていいということでな

いですけれども、取ることも、そのケースを想定

されて、国の要綱があるわけでありますが、実際

に水を張るとなると畦畔を復元しなければいけな

いことがありますし、場合によっては生産性を上

げるということで田畑寄せなどする場合もあるか

と思いますので、そういったときの対応をどうす

るのかというのがもう一つの課題として出てくる

のかなと思います。ほかにも課題はたくさんある

のだと思いますけれども、そこはまた説明会の中

でしっかりと把握をさせていただきたいと思いま

すので、御理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 確かに水張り志向、非

常に強い地域であるという認識は私も持っており

ます。主食米の作付面積の数量、目標を、昨年は

６万ヘクタールでしたでしょうか、かなり強く削
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減をしながら、またさらに今回の事業の中で国は

深掘りをしたいと言っている。その反面、では現

場に来ると逆に水張りが増えてしまうのではない

かというちょっと相反した事態になりつつあると

いうのは私も非常に危惧をしているところではあ

ります。その一方、本市で生産されているのは主

食米といいましてもモチがメインだということも

ありますから、モチなら関係ないのではないのみ

たいな、そういう空気もちょっとあるわけなので

す。ですから、水田だけに関して言えばそれは変

わらないと。今回は水田から畑に、転作を行った

場合に影響するという部分がメインになりますの

で、その他、モチについては私は進めて、広げて

いってもいいのかなと思うところはありますが、

先ほどおっしゃったように、需給のバランスとい

うのは非常に重要なものでありますので、この点

北海道等の上位組織ともしっかりと連携取りなが

ら正確な主食米の面積というのを求めていってほ

しいなというように思います。

また、農地価格への反映というところでちょっ

と御質問したいなと思ったのですが、さっきの佐

久間議員のお話の中でこれについても注視をした

いということでありました。水田から畑に変える

からという、地目を変更するという必要はないな

というように認識はしておりましたが、その点現

状で分かっていることあれば教えていただきたい

と思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今回の見直しはあく

までも交付金制度の見直しということであります

ので、農地の地目そのものを変えるか変えないか

については基本的には生産者の皆さんの意向によ

るということでありますので、今村議員が言われ

るように、本人が作る品目は例えば畑作であって

もそこの地目を水田のままということも一つは当

面はあるかなというふうに思いますが、ただ農地

そのものについては現況主義というのがあります

ので、長期間の中ではどうするのかというところ

については、そこは少し調査をさせていただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） ぜひ調査を進めていた

だきたいと思います。さっきの答弁の中で田畑寄

せという話がありました。これ今後の基盤整備、

あるいは国営、道営というところで行われた場合

に特に畑寄せの場合でしたら目標値を定めて、１

割以上畑地を増やすような条件づけもあったかに

記憶をしております。そういうところを考えます

と、今水田が張れないからといって気軽に畑地化

をしてしまうと今後地域全体で基盤整備を行った

ときに地域全体の水田が減ってしまうという可能

性、もちろんこれ含んでおりますので、この点に

ついてはぜひ関係機関と協議しながら水田の面積

を維持できるような取組というのを進めていただ

きたいというように思います。

続いて、畦畔の再造成、あるいは水田化へ向け

た整備が必要だというところで、これはこの段の

認識は私とも一緒なのかなというように思います。

確かにずっと畑だから水田に戻す必要がないとい

う前提で畦畔の撤去を行ったり、圃場を広く使っ

ている方というのも中には見受けられるわけです

けれども、では今回その人たちが水田にしたいと

いった場合に機械を利用する、あるいはどこか土

木の業者にお願いをすることになろうかと思いま

すけれども、そういう状況の中で例えばそういう

工事に対してある程度補助を行うような考えとい

うのはないのかもしれませんけれども、あるかど

うかだけちょっと確認をさせてください。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 水を張るためには、

当然湛水機能が必要ですので、畦畔を仮に取って

いるので、復元をしなければ水が張れないという

ことだというふうに思います。これそれぞれのケ

ースでどういう手をかけるのかというのも違うと

思いますので、ここは先ほど申し上げたように、

これからまさに地域説明会をさせていただきます
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ので、その中の声をしっかりと反映をさせていた

だき、決して畦畔だけということではなくて、そ

こで挙げられた課題については再生協議会の中で

検討していきたいというふうに考えておりますの

で、理解をいただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 取りあえず直近でとい

うことでありますので、理解をさせてもらうとこ

ろであります。

今度中長期的にどうなるのか、これからの水田

農業がどういう形になるのかというような予想と

いいましょうか、展望みたいなものをこれから名

寄市農業振興計画をつくる中でどうお考えなのか

という点についてお伺いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 今回の制度の見直し

についても、先ほど申し上げたように、詳細まで

決まっていないということでありますので、それ

が決まった段階で改めて今後の地域農業について、

水田農業について考えていかなければいけないの

だろうというふうに思っています。そういった意

味では、幾つか考えられるのでしょうけれども、

先ほど今村議員が言われたように、米の数量の関

係について、確かに現状のお米だけでは難しいの

かもしれませんけれども、今村議員がまさに取り

組まれている酒米の関係があったり、飼料用米な

どの取組がありますので、さらには国は海外の輸

出なども積極的に進めたいという考えを持ってい

るようですので、既存の数量だけではなくて、新

たな需要を掘り起こして数量が獲得できないかと

いうような考え方も一つあるのかというふうに思

いますので、そういった部分の検討が必要かとい

うふうに思っています。また、それらを生産する

上で数量が決まっているとすると、コストを下げ

るというところがあります。では、コストを下げ

るにはどうするのか。先ほど今村議員が言われた

ように、基盤整備のところもありましたけれども、

そういったものでコストを下げ、さらに生産性も

上げるという考え方もあると思いますので、そう

いったものも含めて、これは第２次の農業・農村

振興計画、次年度検討することになっていますし、

併せて農協の振興計画の検討の年になっています

ので、制度が確定した上でこういったものについ

ての検討も必要かと思っています。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 確かに現状、過去から

もそうなのですけれども、飼料作物への転換です

とか新規用途米への作付を誘導して、自主的に主

食用米の削減を図るという手法が取られてきたと

いうわけでありますが、今回課題になるというの

があくまで水田転作の部分であるということなの

で、今度高収益作物へ支援をするということも同

水田活用の直接支払交付金の中では産地交付金の

中でもうたわれておりますし、また水田リノベー

ション事業といった部分で水田から畑作に、さら

に畑作物をしっかりともうけられるような取組を

地域で押し上げてくださいというように書いてあ

るというふうに認識をしております。この高収益

作物への支援についてお考えがあればお伺いをし

たいのですが、例えば独自の作物を新しく探す、

開発するですとか、そういったようなお考えにつ

いてどう思っておられるでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） いろんな調査をしな

ければいけないのだというふうに思っていますが、

例を挙げますと今も農業振興センターの中で同じ

作物であってもいろんなメーカーから例えば種苗

が出ていると。そういったものの比較なんかもし

ていますし、作物自身も新たな作物の定着ができ

ないかという試験などもさせていただいておりま

す。さらには、肥料の効果の成分ですとか、様々

な栽培におけるより有利な生産につながるような

試験などもさせていただいておりますので、まず

は振興センターを活用しながら生産者の皆さんに

とって有利な情報提供をさせていただくことがま

ず第一歩かなというふうに考えていますので、御
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理解いただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） まさにおっしゃるとお

りなのかなというような感覚であります。今回の

改正というのは、私も前段述べましたけれども、

正直どうしようもない部分が非常に強いと認識を

しております。だからといって仕方ないではなく

て、これは非常に大きなチャンスであるという捉

え方をぜひしていただいて、水田は水田でも水田

農業者の中で技術はしっかり確立している。それ

を補完するためにそのほかの高収益作物、どうい

う作物があって、どういう作り方をしたらこの地

域で最も効果的な収穫量を上げることができるの

か、どうやってもうけられるのかというのをやは

りこれＪＡ並びにほかの関係機関とも協力しなが

らしっかり考えていただかないと、現状生産者が

独自に始めている活動を追認するようなやり方も

一部あるようですけれども、自ら先頭に立って新

しい情報について貪欲に吸収していくという姿勢

も必要なのかなと思いますので、この点ぜひそう

していただけるよう私からお願いをしたいなとい

うように思って、ちょっと今小項目の１番につい

ては以上にしたいと思います。

続いて、小項目の２番目であります。未来の農

業者育成に向けてというところで、正直非常に難

しいだろうというようなお話を受けたのかなと思

っております。実際まだ学校あるわけですから、

なかなかこの話も私もちょっとどうかなと思いま

したけれども、それでも特に農業関係の施設、該

当の地区には先ほど遠藤議員の話でもありました

ウイルスフリー苗の培養に使うクリーンベンチで

すとか、あとガラスの温室があります。この温室

はやはりボイラー回っていますので、一冬使わな

ければ恐らくもう使い物にならないのではないか

なという認識があります。そして、それ以外にも

ちょうど立地条件を考えますと山際から圃場があ

って、名寄公園に隣接するというような、立地条

件であります。恐らく誰も管理しないと鹿が出て

きてしまう、あるいはそれ追って今度熊が出てき

てしまうといった可能性、十分に考えられると思

います。この点まだまだ決まっていないこともた

くさんあろうかと思いますが、まず管理をしっか

りしなければならないだろうなと。幾ら名寄市が

必要ないとはいえ、名寄市にある部分というのは

無視できないところもあるのかと思いますが、ち

ょっと私のほうで提案をさせていただいたのが研

修施設ということで、山形県の鶴岡市に農業者育

成学校ＳＥＡＤＳと読むのでしょうか、そういう

取組があります。こういうほかの自治体の取組に

ついて、展開されております。非常に名寄市の農

業にも合致した取組なのかなというように感じて、

今回提案させてもらったわけなのですけれども、

この点何かお考えがあれば、お伺いしてもよろし

いでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 山形県の鶴岡市で農

業経営者育成学校に取り組んでいるということで

あります。ここの宿泊施設に遊休となった市の宿

泊施設を活用しているということで、この農業経

営者育成学校についてはその前からあったという

ことでありますけれども、そこに遊休施設をうま

く活用してということで今進めているようです。

私どもも交流都市でもありますので、勉強させて

いただいている部分がありますが、全国的に担い

手不足という中ですばらしい取組だというふうに

思っています。カリキュラムの内容も座学から始

まって、先進農業者でのもとで学ぶと。さらには、

就農に向けての伴走などもするということであり

ますので、入り口から出口までカリキュラムを用

意し、支えるという仕組みだというふうに思って

います。ここに関わっている機関について見ます

と、市、ＪＡはもとよりでありますけれども、山

形大学をはじめとする複数の教育機関などがここ

に関わっているというのもありますし、民間も参

画してという取組のようです。それぞれの自治体

がそれぞれの地域の条件を生かして担い手対策を
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進めているということだと思います。名寄市の条

件と比べたときに必ずしも一致するわけではあり

ませんので、同一の取組が組めるかというとなか

なか難しい部分はあると思いますけれども、我々

も担い手の確保については非常に重要だというふ

うに思っていますので、今現在も関係機関、団体

による支援チームをつくって、農業者のもとに行

って様々なアドバイスなどをさせていただいてい

るというのがあります。あるいは、農業振興セン

ターの中では農業振興センターで持っている知識

などをその方たちにお伝えをしているというのも

ありますし、就農に向けても関係機関がそれぞれ

の持つ情報や、あるいはノウハウ、そして制度も

活用しながら進めさせていただいております。そ

ういった学校ということでありませんので、人数

は限られますけれども、少人数ではありますけれ

ども、その人たちにしっかりと寄り添って、我々

は親切、丁寧な育成、対応に努めていきたいと思

っておりますので、御理解いただければと思いま

す。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） なかなか学ぶ場所とい

いましょうか、箱については非常に難しいという

ところで理解をさせていただいております。先ほ

どの遠藤議員の答弁でもありましたが、新規就農

者、大分減ってきているという部分とかなりＵタ

ーンも含めてほかの産業から名寄市に来て、農業

を始めたいという意向の方が非常に多いのかなと

思います。もちろんこれそれぞれ研修施設等で研

修はしておられると思うのですが、やはり研修先

の技術のみを勉強してしまっていると、それをこ

っちに持ってきてコピペをしてしまうとなかなか

うまくいかないといった状況もあります。それ以

前の農業って何だろう、植物って何だろうといっ

た総論からきちんと学べるような場所というのは

私は必要ではないかなと思います。これについて

は、今現状の振興センター、あるいは農業改良普

及センターといったところがそこに該当するのか

なと思いますので、ぜひその辺としっかりと協力

を取りながら、例えば夜間、あるいは土日でも構

いませんけれども、どこか空いた時間でまとめて

集中して勉強できるような取組、講義を行うとか、

そういったことも考えて、農業者に向けた育成を

してほしいなというように思います。

そして、もう一点なのですが、先日の農業新聞

等でも取り上げられておりましたが、風連地区の

若い女性の団体、結婚してすぐの方たちの団体が

独自に集まって勉強会を開催したりといった事例

がありました。非常にすばらしい活動だなと感じ

ております。年齢的にも近い、また住所も近いと

いうことで、日頃の営農、農業に関する問題のみ

ならず、子供のことですとか家庭のこととかもい

ろいろと女性同士で相談しながら乗り越えると言

ったら変な話ですけれども、ふだん生活されてい

るという非常に珍しくかつ斬新な取組になるのか

なと思います。これ私これからぜひ応援をするべ

き事業ではないのかな、名寄市としても進めてほ

しい事業だなと思っているのですけれども、その

点御見解があればお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 農業の若手の奥様、

御婦人というのでしょうか、が自主的にグループ

をつくって、様々な活動をしているということの

ようです。私も新聞で見ましたし、担当のほうに

も相談があったようですので、そこからも少しお

話は聞いていますけれども、非常にうれしい、朗

報だというふうに私ども受け止めています。ぜひ

こういった団体の取組、これまでも女性グループ

があって、活動はしていますけれども、こういっ

た若手の人が自主的にという部分は、これからも

ぜひそこに刺激を受けて増えていくことを望んで

ございます。具体的に行政としても団体に対する

支援というのはなかなか難しいのですけれども、

実際に農業女性に対する助成制度などもあります

ので、具体的な活動に対しては我々も支援ができ

たり、あるいは情報提供などもできますので、ぜ
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ひ気さくにと言ったら変ですけれども、決して我

々のところ敷居が高いわけでありませんので、日

頃からぜひ顔を出していただいて、いろんなお話

を逆に我々に聞かせていただいて、双方で学び合

えるような、そんな体制が取れると非常に喜ばし

いかなと思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） 大変前向きな御回答だ

ったかなと思います。ぜひ気軽に寄れる農務課と

いうのを目指して進んでいただきたいなというよ

うに思っております。

では、続きまして小項目の３点目、安定的な物

流構造ということで、昭和通について直らぬのか

という話をさせていただきました。難しいという

ところでありまして、これ以前私も取り上げた部

分ではありまして、やはり同じように名寄市内で

はまだ舗装がされていない道路があるというとこ

ろも踏まえて、ただしそれでも状況を把握してい

ますので、いつかは直るだろうというところのお

話でありました。これ今すぐやれという話もここ

で私はする気はありませんので、ぜひ前向きに進

めていただきたいというように思います。

この道路整備における優先度というところで、

先ほど言いました舗装の考え方とかあるようです

が、今後物流構造というところで高規格道路が今

建設途中にはなっておりますけれども、今後開通

していくるだろうと。そういった場合にこの農産

物の集出荷に対してどういう影響があるのか、ち

ょっと今の施策展開も踏まえてお話しできる部分

あればお聞かせいただきたいと思いますが、よろ

しいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 高規格道路完成

がもたらすものということだと思いますけれども、

これまでも幾度と物流の拠点化についてお話をさ

せていただいてきております。道外へ向けての流

通で考えると、苫小牧が玄関口とすれば、２０２

４年の労基法改正に伴うドライバーの残業時間と

いうか、時間の規制が厳しくなったときの日帰り

ができる北限がこの名寄ということになるという

ことで、優位性がさらに高まるというお話ですけ

れども、この高規格道路が完成すると、北限地域

である名寄に物がさらに道北地域から集まる場合

にさらに北につながればつながるほどここへ搬入

しやすくなるということと名寄から本州へ出荷、

流通をするときにさらに時間的にも有効性、有利

性が出てくるということですので、そういった部

分については非常に効果が高いと考えております

し、さらには物流だけではなくて、医療提供であ

るとか、そういった部分でもかなり圏域にお住ま

いの皆様方にいろいろな意味でこの都市機能を提

供していけるような環境が整っていくのかなとい

うふうには考えております。

〇議長（東 千春議員） 今村議員。

〇６番（今村芳彦議員） まさに名寄に北から物

が集まるというのは、この高規格道路の最も目標

とするところなのかなと思っております。農産物

のほとんどが恐らく名寄市で農産物を作ったら南

に出荷をされていくと思うのです。なかなか北へ

出荷ということは正直考えられません。なぜかと

いいますと、これはキャベツ、あるいはハクサイ

といった重量系の生鮮野菜が作付が非常に少ない

という背景があります。どうしても日もちがしな

い野菜、例えばレタスなんかですと、朝収穫した

ものが東京で午前中に売られるかどうかといった

群馬県の嬬恋村でしたでしょうか、そういうとこ

ろの取組、非常に有名ですけれども、なかなか物

流を考えますと苫小牧まで１日以上かかる、さら

にそこから先、大消費地までまだまだ時間がかか

るといったところで、非常にこの輸送コストを考

えますと、これからの農業構造の変化に対応する

にはまた新たな取組というのが求められてくるの

かなと思います。その中で、以前もちょっとお話

をさせてもらったかもしれませんが、物流拠点化

計画の中で例えば冷蔵の電源を地産地消で行うと
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いうような部分ですとか、それ以外のところもあ

ったと思いますけれども、そういう物流構造の構

造改革といいましょうか、新しい構造、物流拠点

化に向けた取組というのが本当にこれから重要に

なってくると考えております。ちょっと実例とい

いましょうか、過去の経験ではありますが、焼尻

島にカボチャを持っていくと１個１，０００円で

も売れるのです。北のほうに持っていくと、やは

り取れない地域ばかりですから、そういったよう

なところの新しい販路の開拓にももちろんつなが

ってくる部分なのかなと思いますので、これにつ

いては農作物の需要の変化に伴いまして新たな拠

点化に向けて考えていただきたいと、これお願い

をさせてもらいます。

ちょっと時間は余りましたけれども、最後、以

前から外的要因になるべく左右されない強固な経

営基盤であってほしいということを一般質問を通

して再三にわたり訴えてきたという部分でありま

すし、農業者の利益だけを追求しているわけでは

なく、農業が基盤となって名寄市の経済全てがき

ちんと回っていくという構造、今変わっていない

と思いますので、本市経済がしっかりと向上して

いくように取り計らっていただきたいと。先ほど

の佐久間議員の最後と同じになってしまうのです

が、臼田部長にこれからの農業がどう明るい未来

になっていただけるのか、思いの丈を語っていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いしまし

て、終わりたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 臼田経済部長。

〇経済部長（臼田 進君） 御配慮いただいての

御質問かというふうに思いますが、先ほど佐久間

議員のところでも申し上げたので、重複は避けた

いと思いますけれども、明るい農業ということで

ありましたので、私を見ても明るくありませんけ

れども、まさに今地域の中核として活躍されてい

る今村議員、あるいは山田議員、実際にこういう

農業者の方が議場にいて、様々な提言をいただい

ている、あるいは現場で様々な若い人が活躍して

いる、まさにこういった姿が明るい農業に資する

のだろうなというふうに思っています。私もこの

間この議場で農業について多くの意見交換、議論

をさせていただきましたけれども、そういったも

のの一つ一つがまさに私どもの血肉になって、行

政の施策、あるいは農協とのやり取りの中でも生

かせてきたというふうに思いますので、私のこと

にとどまりませんけれども、私の後任などにもぜ

ひ厳しい御意見をいただいて、育てていただけれ

ば幸いだというふうに思いますので、その人に怒

られるかもしれませんけれども、以上を申し上げ

まして、明るい農村、明るい農業を目指してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

〇議長（東 千春議員） 以上で今村芳彦議員の

質問を終わります。

１５時５分まで休憩いたします。

休憩 午後 ２時５１分

再開 午後 ３時０５分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

名寄市立大学の運営状況について外２件を、塩

田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議長より御指名をい

ただきましたので、通告順に従い、順次質問して

まいります。

大項目の１、名寄市立大学の運営状況について

お聞きをいたします。平成２８年度から社会保育

学科を保健福祉学部内に設置をし、４学科による

運営が始まって６年が経過します。

そこで、小項目の１、大学運営の状況及び地方

交付税措置単価の現状と今後の見通しについて。

平成２６年度に設置した名寄市立大学再編構想調

査特別委員会において歳入歳出の推計方法による

大学運営費の収支見込みについて示しております

が、現在の運営状況並びに今後の見通しについて

お知らせください。
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なお、大学運営において歳入の根幹となる地方

交付税措置単価の推移は重要であり、推計による

と平成２６年度単価をベースに毎年２％減少する

ものとし試算をしていましたが、現在の措置単価

及び今後の見通しについてお知らせください。

次に、小項目の２、受験生の現状と将来予測に

ついて。新聞報道によると、前期日程では各学科

において受験倍率は高くなっているものの、社会

保育学科では定員の３名オーバーにとどまってお

ります。なお、後期日程では全ての学科において

高い受験倍率になっている状況にありますが、少

子化に伴い今後において受験生や入学生の確保が

難しくなることが予想されますが、学生確保の安

定対策等の取組についてお知らせください。

次に、小項目の３、２０２３年度スタートする

旭川大学公立化の影響について。（仮称）旭川市

立大学が２０２３年４月からスタートしますが、

名寄大学の学科と競合する看護、管理栄養、社会

福祉学科における今後の影響について。また、社

会保育学科については短大として継続することの

ようですが、影響についてお知らせください。

なお、名寄市立大学は国家資格の合格率は非常

に高く、優秀な学生を輩出している魅力ある大学

と認識しておりますが、報道にあった助産師課程

の設置など差別化に結びつけるさらなる取組につ

いてお知らせをいただきます。

次に、小項目の４、大学院導入の検討について。

２月２１日に新聞報道がありましたが、大学院の

設置に向けた検討状況についてお知らせください。

次に、大項目の２、コロナ禍における企業の継

続支援について。新型コロナウイルス感染が始ま

って２年、いまだ終息のめどが立たない状況が続

いています。この間新型コロナウイルス感染防止

対策に伴いまん延防止等重点措置及び緊急事態宣

言が発出され、現在もまん延防止等重点措置が継

続され、地域経済の疲弊が続いております。名寄

市においてもオミクロン株による第６波の感染が

拡大、人流抑制の影響もあり、まちに人が来ない、

まちに人が出ない状況が続いており、市内の飲食

店や商店街、企業にとって厳しい状況にあり、個

店主や事業者の声を聞くと移転、廃業も視野に入

れているとの声が聞かれます。

そこで、小項目の１、企業の経営維持につなが

る名寄市独自支援についてお尋ねをいたします。

これまで名寄市では、新型コロナウイルス感染対

策として中小企業特別融資制度を新設し、中小企

業の資金繰りを支援してきており、中でも多くの

支援給付事業を展開し、地元企業を支えておりま

すが、これら支援事業は売上げ減少の補填対策と

なっています。国はコロナ支援対策の第１弾とし

て持続化給付金制度を創設をし、昨年１１月から

第２弾として事業復活支援金事業を展開していま

すが、支援の対象は売上げ減少企業となっていま

す。したがって、売上げの減少が国が示した一定

程度の減少に満たない事業者には支援が届かない

制度となっており、何らかの支援が必要と考えま

す。また、市内の飲食店や商店街、企業は営業を

続け、売上げを維持するため努力しているものの、

資機材等の高騰によるコスト高で利益が減少する

など厳しい経営が続いています。名寄市の事業者

が意欲を持って事業を継続してもらうためにも名

寄市独自の支援策を講ずる必要があると思います

が、お考えをお聞かせください。

次に、大項目の３、地域のインフラ整備に関わ

ってお尋ねします。世界の状況は原油の高騰など

社会経済が不安定な状況にあり、多くの品目に影

響が出ています。先行きが見通せない不透明な状

況が続いています。１月２３日の北海道新聞によ

ると、札幌市発注の建設工事において入札不調が

相次いでいるとの記事が掲載されました。業界で

は人手不足などに加え、資材価格の高騰も続き、

民間工事でも入札が滞るケースが出ており、地域

のインフラを担う建設業の経営安定につながる取

組が必要と指摘をしています。名寄市において、

南保育所の建て替え工事など複数の建設工事が予

定されています。今後においても各種計画に伴う
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公共工事が予定されると推測をされます。

そこで、小項目の１、公共建設工事における入

札不調の懸念について。前段でも触れたとおり、

燃料や建設資材、鋼材の高騰、資機材調達など先

行きが見通せない状況にあることから、名寄市が

発注する建設工事の入札に影響、特に複数年にま

たがる施工に係る入札の影響についてお聞かせく

ださい。

次に、小項目の２、名寄市中小企業振興条例改

正と公共工事の発注に関わって。名寄市中小企業

振興条例が抜本的に見直され、本年４月に条例が

施行されます。条例改正に伴い市の施策の基本と

なる中小企業振興施策を総合的に推進することに

なりますが、条例の趣旨、理念、目的に照らして

未来を担う中小企業の振興は名寄市の発展に欠か

せない存在であり、地域循環型経済を構築する上

で公共事業の果たす役割は大きいと思いますが、

公共工事の発注に伴う基本的な考え方をお聞かせ

ください。

以上、この場からの質問とさせていただきます。

よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 塩田議員か

らは大項目で３点にわたり御質問いただきました。

大項目１について私から、大項目２については産

業振興室長から、大項目３については建設水道部

長からそれぞれ答弁いたしますので、よろしくお

願いいたします。

まず初めに、小項目１、大学運営の状況及び地

方交付税措置単価の現状と今後の見通しについて

お答えいたします。平成３０年度から令和２年度

までの直近３か年における名寄市立大学特別会計

の収支状況については、各年度とも学生の定員数

が確保されていることから、歳出と歳入の均衡が

保たれており、さらには施設整備、学務・図書館

システムの更新などに備え名寄市立大学振興基金

の積立ても行っており、本学に関わる地方交付税

措置額を上回る金額を繰り入れる状況にはなって

おりません。しかし、直近５年間の地方交付税措

置単価を見ますと、平成２９年度からトップラン

ナー方式の導入により令和３年度までの５年間の

単価が減額されておりまして、平成２９年度の１

８４万４，０００円、平成３０年度が１８３万円、

令和元年度が１７７万６，０００円、令和２年度

１７２万２，０００円、本年度、令和３年度が１

６６万８，０００円と毎年度約３％減少しており

ます。今後の交付税単価の動向についての情報は

まだ入っておりませんので、情報収集に努めてま

いります。

次に、小項目２、受験生の現状と将来予測につ

いてお答えいたします。直近３か年の学校推薦型

選抜試験の受験者数の状況については、令和元年

度が栄養学科が２．９倍、看護学科が３．５倍、

社会福祉学科が１．９倍、社会保育学科が１．８

倍、保健福祉学部全体で２．５倍となり、令和２

年度が栄養学科が１．４倍、看護学科が２．６倍、

社会福祉学科が１．３倍、社会保育学科が１．３

倍、保健福祉学部全体で１．６倍となりました。

また、本年度につきましては栄養学科が２．１倍、

看護学科が２．４倍、社会福祉学科が１．０倍、

社会保育学科が１．４倍、保健福祉学部全体で１．

７倍となりました。

次に、一般選抜試験の受験者数の状況について

は、後期日程は４学科とも高い倍率になっており

ますが、前期日程の状況については令和元年度は

栄養学科が３．０倍、看護学科が４．９倍、社会

福祉学科が２．８倍、社会保育学科が３．７倍、

保健福祉学部全体で３．６倍となり、令和２年度

は栄養学科が２．６倍、看護学科が２．４倍、社

会福祉学科が２．４倍、社会保育学科が２．５倍、

保健福祉学部全体で２．５倍となりました。また、

本年度につきましては栄養学科が２．４倍、看護

学科が３．２倍、社会福祉学科１．８倍、社会保

育学科が１．１倍、保健福祉学部全体２．１倍と

なりました。これらの受験者数の状況を見ますと、

少子化による受験者数全体の減少、さらには近年
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新型コロナウイルス感染症により受験生が希望す

る学科の志向の変化や居住地から通学を志向する

など特異的な傾向が見られるなどの影響もあり、

受験者数全体が減少傾向になっており、これらの

要因と、さらには旭川大学の公立化などの影響を

鑑みると厳しさは増していくことが予想され、本

学の特徴を積極的にＰＲするなどの広報活動をは

じめとした学生確保策を講じる必要があると考え

ております。

続いて、小項目３、２０２３年度スタートする

旭川公立大学の影響についてお答えいたします。

２０２３年４月から公立化となる旭川大学は、経

済学部と保健福祉学部の２つの学部と短期大学部

から構成されております。本学の４学科と同じ分

類に該当する学科として、保健福祉学部にコミュ

ニティー福祉学科と保健看護学科を有しておりま

して、２年制の短期大学に生活学科食物栄養専攻

と幼児教育学科を設置しております。本学への影

響については、学ぶという観点では４大と短大と

の違いによる卒業時の国家資格に関わる受験資格

などの違いはありますが、同系列の専門分野や技

術を学ぶ点では競合することになります。

次に、学生生活という観点については、旭川市

を含める周辺市町村において自宅から大学に通学

できる優位性は高く、大学選択動機の一つになる

と考えております。本学における旭川市を含む上

川南学区の高校からの直近３年間の入学者数を見

ますと、栄養学科が平均で７．０人、１７．２％、

看護学科が平均で７．７人、１５．０％、社会福

祉学科が９．３人、１７．８％、社会保育学科が

６．７人で１２．７％となっておりまして、全体

で平均で３２人、１６．３％であることから、影

響は大きいと予想されております。

新しく公立化する旭川大学が開学することから、

受験生にとっては道北地域における選択肢が増加

することになる反面、大学にとっては厳しい学生

確保に取り組むことになります。本学のように質

の高い職業人を育成する大学では、特に資格を身

につけるという点が大学を選択する際の重要なキ

ーポイントとなり、さらには国家資格合格率の高

さも受験生の関心事となっております。これまで

本学の教員による長年の努力の積み重ねにより本

学においては高い合格率を維持しておりますが、

これらの合格率は一朝一夕では達成できないこと

から、これらの取組についてはこれまで以上にＰ

Ｒポイントとして強調していきたいと考えおりま

す。現在看護学科では、学部の教育課程において

看護師、保健師の受験資格の取得に加えて、本学

の卒業でも進学先としてニーズが高い助産師課程

の導入に向けて現在検討を行っているところであ

り、令和５年４月からの助産師課程に係るカリキ

ュラム導入を目指しており、さらには大学院設置

に向けた検討もされていることなど学習に関わる

特徴も周知していきたいと考えております。

次に、小項目４、大学院導入の検討状況につい

てお答えいたします。大学院の設置については、

地域の抱える様々な課題について研究し、それら

を解決することによって地域の新しい未来を開く

ためにより高い研究、教育を行う道北地域の研究、

知の拠点としてコミュニティケア教育研究センタ

ーや関係機関と協働した研究を行い、また学部と

連続した教育を行うなど道北地域の発展に寄与し

ていくために必要であると考えております。一昨

年度７月から昨年１２月までの間に大学院設置検

討会議を１３回開催し、この間検討を進める上で

の参考データとするために大学院への進学に関す

る意向調査として本学の在学生及び卒業生、名寄

市の近郊で本学の学科に関連した職場で勤務して

いる社会人に対してアンケートを実施いたしまし

た。また、今年度は文科省への大学院設置に係る

申請の際に高いハードルの一つである教員の組織

編成について、現在在籍している教員において大

学院での修士論文を指導、補助できる教員数を確

保するための業績予備審査について委託調査を実

施いたしました。当初は、本学の４学科について

専攻科を設置することで検討を始めてまいりまし
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たが、委託調査の結果を踏まえ、大学院設置の際

に新たに採用する教員を最小限にし、大学院のニ

ーズなども考慮した結果、名称は仮称であります

が、健康科学研究科健康科学専攻として１研究科

１専攻でまずは検討を進めていくこととなりまし

た。この１研究科１専攻で取得可能な学位につい

ては、栄養学と看護学の２つの修士を取得するこ

とを想定しており、入学定員は毎年度１０名程度

と考えております。今後は、カリキュラム編成な

ど具体的な教育内容に関した検討を進めていく予

定でありますので、段階的に決定した検討事項に

ついて随時議会に報告してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 私から大項目の

２、コロナ禍における企業の継続支援について、

小項目１、企業の経営維持につなげる名寄市独自

支援について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響は、昨年９月

末に緊急事態宣言が解除されて以降落ち着きを取

り戻しつつありましたが、オミクロン株の全国的

な感染拡大により北海道では本年１月２７日に再

びまん延防止等重点措置が発出されました。そし

て、道による飲食店等に対する時短営業等の要請

がなされ、その後市内で感染が拡大するなど市内

経済は厳しい状況が続いています。コロナの影響

を受けている事業者に対する給付型の支援として、

国はこれまで持続化給付金、一時支援金、月次支

援金を実施し、いずれも５０％以上の売上げ減少

を給付要件としてきましたが、昨年１１月から本

年３月までの５か月間を対象期間として現在申請

を受け付けている事業復活支援金は、５０％以上

売上げ減少に加え、３０％から５０％の売上げ減

少も支給要件とされました。道は、国の一時支援

金や月次支援金の補完に相当する特別支援金を実

施し、直近の月次支援金に対応する特別支援金で

は３０％から５０％の売上げ減少を給付要件とし

ました。また、時短営業や休業等の要請に応じた

飲食店等への協力支援金も実施しています。こう

した国や道による支援を見据え、本市としては簡

素で迅速に対応することを強みにこれまでに５度

の給付金による支援を実施し、給付要件として３

０％以上売上げ減少を基本とし、４回目の売上げ

減少事業者支援給付金及び５回目の地元企業サポ

ート給付金では連続する２か月で２０％以上売上

げ減少を対象要件に加え、より幅広い支援を実施

してまいりました。現在国の事業復活支援金とま

ん延防止等重点措置の期間を対象にした道の協力

支援金による支援がある中、国や道による支援で

はカバーされない事業者を支援する方策を検討す

るため、先般産官金連携なよろ経済サポートネッ

トワークを開催したところであり、商工会議所、

商工会、そして市内金融機関とこれまでに行った

市の支援策の検証と市内の経済状況などについて

意見交換を行ったところでございます。今後会議

所、商工会と連携して幅広い観点から調査するな

どして状況を把握し、長引くコロナの影響などを

受ける事業者に対し市としてどのような支援の方

策があるか引き続き産官金で連携し、検討してま

いります。

以上で私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 東建設水道部長。

〇建設水道部長（東 聡男君） 私からは大項目

３、地域のインフラ整備に関わってについて小項

目を一括してお答えいたします。

小項目１、公共建設工事における入札不調への

原因について申し上げます。建設業界を取り巻く

情勢は、人員不足による労務単価の上昇や世界的

な新型コロナウイルスの影響による原材料の価格

高騰など、建設業界においては特に民間工事にお

いて経営の先行きが見えず、工事受注量の減少が

続いています。世界的な原油価格の高騰によりガ

ソリンや灯油、重油などの価格は高止まりの状況

が依然として続いており、政府主導による石油元

売への補助金支給が実施されましたが、不安定な

世界経済情勢により一層の原油価格高騰を招くお
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それが懸念されています。また、建設資材につい

ても新型コロナウイルス感染拡大によって資材の

需給バランスが崩れ、昨年の春から価格上昇が顕

著となり、入札不調や資材入手困難による工事の

ストップなど道内自治体の公共工事に影響を及ぼ

した事例も見られています。このような不安定な

状況にあることからも本市の発注工事につきまし

ても国や北海道と同様ではありますが、公共工事

の健全な事業運営に向けた対応を行っているとこ

ろです。工事設計の予定価格の作成については、

発注時期の直近における国や北海道と同様の単価

を使って積算を行っております。このため、賃上

げの状況や燃料、資機材価格の高騰などを含み、

市場における労務費及び資機材等の最新の実勢価

格を適切に反映をさせ、適正な予定価格になるよ

う努めております。また、工事期間中に変動をす

る労務単価や資材単価への対応については、工事

の工期が数か月の中規模の建設工事においては当

初設計時に最新の単価を採用していることから、

入札に対する影響は少ないと考えます。また、調

達資材の半導体等の不足による影響などについて

は、事前にメーカー聞き取りを行ったり、納入遅

延を工期の延長とすることができるのかどうなの

かなどの検討を行い、対応をしています。

近年の状況から複数年工事となれば価格変動の

上昇が想定されるため、入札に影響があるのでは

との御指摘かと存じます。本市では建築工事など

で実施していますが、これらの工事の予定価格査

定に使用する単価は発注段階において北海道の営

繕単価表から入札直前の単価を採用しております。

また、受注後において主要価格や賃金変動に対し

ては工事請負契約書において特別な要因により単

価が著しく変動した場合にこの工期が１２か月を

超えた後に適用することができるいわゆる全体ス

ライドや単年度工事であっても特別な要因による

鋼材や燃料価格の著しい価格変動に対応すること

ができる単品スライド、また資材単価に加え、労

務費や天災不可抗力による影響を想定したインフ

レスライドなど適用対象条件は異なりますが、請

負代金の変更を行うことのできるスライド条項を

定めており、経済情勢の激変に対し請負代金が著

しく不適当にならないよう受注者との協議等によ

り運用に沿って対応をしてまいります。

次に、小項目２、名寄市中小企業振興条例改正

と公共事業の発注に関わってについてお答えいた

します。本市は、これまでも公共工事の発注につ

いては工事目的物の品質確保のため透明性、公正

性、十分な競争性の確保を前提としつつ、受注者

の技術力や体制を踏まえ、入札等審議委員会にお

いて入札に参加できる業者選定基準等を協議し、

入札により公共工事の発注を行ってまいりました。

このことを踏まえての地元企業への受注機会の拡

大については、名寄市指名競争入札参加指名基準

において市内業者を優先的に指名することにより

中小企業の発展及び地域経済の活性化を図るもの

とすることとして訓令を発しております。また、

市が行う契約の基本的な在り方を示した名寄市公

契約に関する指針においても地元企業への受注機

会の拡大について配慮し、地元企業を育成するこ

とや、安定した雇用環境を確保することを基本目

標としております。工事や物品購入、それぞれの

競争入札の条件や契約図書などにおいて入札参加

資格に市内限定条件を付すなど市内事業者への受

注の機会の拡大により市内業者の育成と市内経済

の活性化に寄与するよう努めており、工事契約や

物品購入契約の分野における市内事業者の受注率

は高い水準を保っているところです。議員が言わ

れますように、令和４年４月１日から施行される

名寄市中小企業振興条例において、市の責務とし

て市の工事に当たり中小企業者等の受注の機会の

増大に努めるとする条項を盛り込んでおります。

このことを受け、条例で掲げる基本理念に沿うよ

うこれからも市内事業者への受注機会の拡大に一

層配慮するとともに、企業が安心して受注し、市

内での資材調達やそこに働く市民等の安定した雇

用環境の確保なども含めて地域循環型経済に資す
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るよう努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） それぞれ御丁寧な答

弁ありがとうございます。確認含めて再度質問を

してまいりたいというふうに思います。

まず、名寄市立大学の運営の状況でありますけ

れども、今御答弁をいただきました。実際この近

年の運営状況はよいというふうなことでお聞きを

しておりました。御答弁があったというふうなこ

とで理解をさせていただきます。ただ、質問でも

させていただいたように、歳入の根幹であるこの

地方交付税措置単価、これが気になるところであ

りましたから、御質問させていただいたというと

ころでありますけれども、平成２６年の単価が１

９９万９，０００円だと思うのです。これをベー

スにして毎年おおむね２％ほどの減少を見込んで、

再編協議特別委員会を設置したときに御報告受け

ていたなというふうに思いますが、先ほどの御答

弁でいきますと、本年度の措置単価は１６６万８，

０００円ということで、２％減少で、同じく２％

ずつ減少していくということになると、それ以上

にこの措置単価が落ちているなというふうに実感

をしています。したがって、この部分がやはり運

営に影響するというふうなことにはならないかな

というふうな部分でいう危惧をしているところで

ありますけれども、先ほどの御答弁でまだ今後の

国のほうの考え方がきちっと示されていないとい

うことではありますけれども、この保健福祉学部

の、これは医療単価というふうな形で高い単価が

設定をされたというふうに思いますけれども、今

後におけるやはり運営ということを考えると、国

が定めることでありますから、まだ何とも言えな

いという部分ではありますけれども、何らかの今

までの流れを考える中で、今考えを再度お聞きを

したいと思います。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 先ほど御答

弁させていただきましたように、直近５年間の部

分の交付税単価についてはトップランナー方式の

導入を５年間やるということでしたので、それが

令和３年度までの交付税単価が平均して約３％減

少したということで、今後の見通しは分からない

ということで答弁させていただきました。地方交

付税の部分については国の動向を受けてからの対

応になるということになるのですけれども、もう

一方、歳入の根幹をなすものが学生のやっぱり授

業料ということになります。先ほど塩田議員のほ

うから平成２６年度からのということでありまし

たけれども、社会保育学科も当時は短大の２年制

ということで、現在は保育学科で４年制となって、

おかげさまで今のところは当時より２年間分の学

生が増えているということで学生数が確保されて

いるので、入学金、そして授業料の部分含めて、

その部分の収支が一定の確保されていることが今

の現状の中での先ほども答弁させていただいた歳

出、歳入が均衡保たれているというような条件に

なっておりますので、国の部分については、先ほ

ども言いましたように、どうなるか分かりません

けれども、まずは自分たちができるということに

なりますと、学生数の確保が重要になってくるの

かなということがありますので、そこの部分をき

ちっと今後も含めて対応させていただきたいとい

うことで考えております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ２９年からトップラ

ンナー方式で３％ほどの減額になっているという

ことで、ちょっと大きくなっているのかなという

ふうに思いますけれども、その辺やはり国の動向

を重視をしながら進めていただきたいというふう

に思います。

あと、これと併せて学生をしっかり確保すると

いうことが、定数を満たしていることがやはり絶

対条件だなというふうに思いますので、これまで

の過去３年間の状況、学生の受験数、受験率です

か、をお示しをいただきましたけれども、定数を
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割っているものは全然ないというふうなこともあ

りますし、この前期日程では、前期日程、後期日

程合わせて受験数は大きく倍率を上回っておりま

すから、安心するところでありますけれども、先

ほども旭川大学公立化に伴ってやはり競合すると

いうふうなことも含めて厳しい状況があるのかな

というふうにお答えをいただいたかなというふう

に思います。今の状況が少しずつ変化をしてきて、

志向が変わってきているだとか、やはり地域内と

いうか、あまり、コロナの影響なのか分かりませ

んけれども、身近なところでと言ったらおかしい

ですけれども、そういうふうな大学に通うという

ふうな状況もあるのかなというふうなところでち

ょっと危惧するところでありますけれども、実際

上川南というふうな部分でいうと、先ほど全体で

１６．３％今現在通っていると。この部分が旭川

が公立化することによって影響もあるかもしれま

せんので、やはりその辺の部分については注視を

していく必要があるのかなと。

昨年ですか、議会と、それから名寄大学の学生、

一部でありますけれども、意見交換させていただ

いて、その中でこの名寄大学を選択をした理由と

いいましょうか、いろいろ聞いているとやはり公

立大であるというふうなことですとか、名寄市だ

けではないのでしょうけれども、オープンキャン

パス開いて、これは学生、保護者、別々に開いて

いることなり、それから名寄は１学科５０人です

よね。したがって、少人数制になっているという、

これがいいのだというふうに言う学生もおりまし

たし、それから勉強する環境がいいというふうな

ことで、この大学を選んでよかったというふうに

言っておりますので、そういうところもしっかり

受け止めながら、やはりこれからの名寄大学の特

徴といいましょうか、それをしっかりつかみつつ

訴えながら進めていっていただきたいなというふ

うに思います。

その中で助産師課程の部分でありますけれども、

この部分については４人枠というふうなことで、

今回来年度に向けて今年度届出を行い、設置をす

るというふうなことで今進めていることなのだと

いうふうに思います。この部分について、４人と

いうふうな部分については、これは４人に決めた

部分って、最初御答弁いただいたかもしれません

が、４人にしたというふうな部分でいうと、その

辺どういう形で４人だったのかというふうなこと

でお答えいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 助産師課程

の部分については、一番ネックとなるのが助産師

課程に係る実習がネックとなります。１人普通分

娩の実習を１０症例受けなければいけないという

ことで、今少子化によって出産数も減っていると

いうこととあくまでも普通分娩の実習を受けると

いうことで、それぞれ病院に御協力いただかない

といけないということで、今現状で私どものほう

では名寄市立総合病院と稚内市立病院のほうでも

御協力をいただいて、何とか実習の部分が受け入

れていただける部分が４人確保できたということ

で、今現状として確保できた部分が４人というこ

とですので、これ以降実習の施設が確保できれば

人数を増やすことが可能なのですけれども、今現

状の中では確保の部分についてはこの２つの施設

の御協力という部分しか確定していないというこ

とで、その部分で４人ということになっておりま

す。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。やはり実習というふうなことで、実習環境が

結構厳しいと。稚内市立病院の協力も得て、実施

ができるようになったというふうな御答弁をいた

だきました。看護の関係について言えば、保健師

の資格を取ることができるということで、たしか

１５人枠があったと思うのですけれども、要する

に看護師資格、そして保健師資格、助産師資格と

あるのですけれども、これはこの４年間で非常に

厳しい状況になる、カリキュラム等厳しいという
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ふうな部分あるのかもしれませんが、これは３つ

とも例えば努力をする、取るというふうなことが

できるのかどうなのか、その辺についてお願いい

たします。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 今カリキュ

ラムのお話が、御質問がありました。今現状の中

では、本学の看護学科では看護師と保健師が資格

を取得できるということであります。保健師課程

の部分については、３年から希望する者１５名が

専攻されて、保健師課程を追加でカリキュラム受

けるということで、看護師のカリキュラムに加え

て保健師のカリキュラムを志望する学生について

は３年生から非常に過密なスケジュールの中で卒

業するということになります。助産師課程の部分

についても今の保健師課程と同様に予定としては

３年次に新たに助産師課程のカリキュラムを受け

るということで、基本的に看護師と助産師課程の

カリキュラムを受けるということになりますので、

それ以上のプラスで受けるというのはカリキュラ

ム的には、カリキュラムというか、時間編成的に

は無理だということであります。ですので、本学

の看護学科の卒業生のパターンとしては、看護師

の資格を取得する者と２つ目が看護師と保健師の

資格を取得する者と３つ目が看護師と助産師の資

格を取得する者のその３つのパターンの卒業生が

出るということになります。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 時間的に厳しいとい

うふうなことでありますので、今の要するに名寄

大学の看護を卒業される方は３つのパターンで資

格取得をすることができると、受験できるという

ふうな状況になるということで理解をさせていた

だきました。

この助産師資格なり保健師資格という部分で、

看護師のほかにこういうふうな資格が取れるとい

うことはやはり仮称でありますけれども、旭川大

学が公立化来年からされますけれども、そことの

部分としてはこれ名寄大学の特徴というふうに捉

えていいのかどうなのか、そこをもう一度お願い

いたします。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 今現状の旭

川大学の中では先ほどもお話ししました保健看護

学科というところがありまして、こちらについて

は看護師と保健師の資格を取得することが可能と

いうことで、助産師の部分については現状の旭川

大学では取得することができないということです

ので、私どものほうの本学のほうで助産師課程の

カリキュラム編成が導入できれば、そこが少し優

位なところなのかなということで思っております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 大学関係でいうと最

後、大学院の導入の関係でありますけれども、先

ほどるる説明をいただきました。この在学生なり

卒業生、そしてこれに関連する方たちに調査をし

たというふうな部分でありますけれども、その辺

の部分についてもし差し支えなければ内容につい

てお聞かせいただければなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 水間大学事務局長。

〇市立大学事務局長（水間 剛君） 先ほども答

弁させていただきまして、大学院を検討する際の

参考とするデータといたしましてアンケート調査

を実施したというところであります。まず、在学

生については３年生と４年生の学生に対してアン

ケートさせていただきました。回答が大体４００

人中２２０人から回答がありまして、これ９月に

したアンケートですので、そのうち大学院に進学

する、受験する者が６名、大学院の進学を検討中

とした者が９名ということで、２２０人中１５名

が大学院、何かしらの検討していると。大体約７

％近くなのですけれども、というお答えをいただ

きました。もう一つ、この在学生に対して名寄市

立大学に大学院があったら進学を考えるかどうか

というところの質問については、進学を考えると

いうか、検討すると答えた学生が４年生が２９人、
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３年生が１９人ということで、先ほどの現実的な

１５名というより大学にもしあったら検討すると

お答えした学生が計４８名で、先ほどの回答した

中の約２１．８％の学生が大学院を検討するとい

うようなお答えをいただきました。また、本学の

卒業生に対しても同窓会の御協力をいただきなが

らアンケートを実施して、２０２名から回答があ

りました。このうち大学院の進学を考えている、

また、進学を予定すると答えた方が２５名いらっ

しゃいました。いずれも一定の社会人を経験して、

平均で大体３０歳以降から具体的にそういったも

う少し勉強したいなとお答えしている卒業生の方

が約２５名いました。また、名寄市の近郊で本学

の学科に関連する施設で勤務している社会人に対

してのアンケート調査について、２０８人から回

答がありました。そのうち大学院の進学を考えて

いると回答した方については１３名がいたという

ことで、一定の、大学院のことを検討するという

方については一定数がいるということと、特に先

ほど言いましたように、在学生が自分たちの大学

の中に大学院があったら進学して、さらに上のこ

とを勉強すると考える学生が一定数多いというこ

とを含めますと、大学院があることによって本学

の受験動機の一定の要因にもなるのかなというよ

うなこともこの結果の中では考えられるのかなと

思っております。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。アンケート結果お聞きをしました。やはり希

望される方いらっしゃるということも含めて、今

後の設置に向けて前向きに努力をしていただきた

いというふうに思います。少子化の影響等々もこ

れからもあると思いますので、やはりこの名寄大

学の定員をしっかり守っていくというふうなこと

は大事な部分でありますので、それらについて鋭

意努力をしていただければというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。

それでは、続いてコロナ禍における企業の継続

支援、名寄市独自支援というふうなことで先ほど

御答弁いただきました。国、道、そして名寄市と

いろんな形で支援をしてきているというふうな部

分でありますけれども、今回町中でいろいろお話

を聞いたりしていく中で、国の支援でいきますと

５０％以上の売上げ減少、この事業復活支援です

か、この分については新たに３０％から５０％と

いうことでできていますけれども、これあくまで

も売上げ減少の支援ということでありますし、３

０％以上やはり売上げが減少した企業が対象とい

うふうなことになりますので、それ以下ではあり

ますけれども、大変な状況にあるというふうなこ

とで訴えをされる方もおります。したがって、名

寄市民であり、名寄の企業である企業を維持、継

続していただくためにも何らかの名寄市の支援と

いうのは必要なのではないかなというふうに思っ

ておりまして、それらを対象とした形の中で、と

いうことは３０％、名寄の独自支援でいうと売上

げ減少、それが地元企業サポートは２０％以上と

いうことですから、そういうふうに大分少しずつ

違ってきている部分はありますけれども、やはり

それ以下の部分については該当しないわけです。

したがって、そういうところもしっかり拾ってい

くというふうなことは必要ではないかなというふ

うに思いますので、その辺について今回独自支援

というふうなことでいうと考えてはいないのかと

いうふうなことでお聞きをしました。先ほども商

工会議所等々もこの実態調査といいましょうか、

市内の実態を調査しながら現状を把握をして、何

らかの対応は協議をするというようなことでちょ

っと私受けたのですけれども、再度その辺につい

て御答弁をいただきたいというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 市の独自支援と

いうことで御質問、再質問いただきましてありが

とうございます。先ほどの答弁にもありましたと

おり、今国のほうでは事業復活支援金、それから

北海道では協力支援金ということで給付型の支援
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があります。この国や道による支援ではカバーし

切れないところ、まさに塩田議員のところでは、

質問の中でもありましたが、売上げの減少という

もので見ているというところ、そこに満たなけれ

ば、条件に満たなければ支援が届かないといった

御指摘もありました。私どもも３０％以上の売上

げ減少というのを基本にしておりましたが、直近

２つについては２０％以上の月が２か月連続です

るといったことについても幅を広げてきたところ

です。ただ、これからまさにスピード感を持って

調査をしたいと思っておりますが、その中では売

上げの減少だけで窮状を拾えるのかといったこと

も含めて分からないかということを調査の中で検

討したいということも考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 実際にコロナになっ

て２年ということですので、相当つらい思いをさ

れている方おりますので、その辺の部分について

はこの調査の中で、アンケート調査になるかちょ

っと分かりませんけれども、調査の中で見えてく

るものがあるというふうに思いますので、その辺

をしっかり受け止めながら独自の対策を講じてい

ただければというふうなことでよろしくお願いし

ますということを要望して、終わります。

続いて、地域インフラ整備というふうな部分で

いうと入札の関係でありますけれども、これは実

際に私道新見てちょっとびっくりした、愕然とし

たという部分あるのです。それまで過去にはあり

ました。震災支援ですとか東京オリンピックが招

致をされて、インフラ整備するというふうな部分

で、相当労務単価含めていろいろ高騰したことに

よっていろんなことが起きました。そんなことを、

何か今いろんな形の中で高騰が続いているという

ふうなことで、同じように思い描いた部分があり

まして、危惧するところありましたので、ちょっ

と質問をさせていただいたというふうな部分であ

ります。御答弁いただいた中では、直近の単価、

当然労務単価については人件費になりますし、そ

れから土木等々についてはその他の単価、これ道

単がありますけれども、建築の関係についてはや

はり独自に３か月の平均の動向調査をしながら決

めていくというふうな部分もありますし、見えな

い部分というのはたくさんあると思うので、非常

に入札に際していろいろ問題が生じるのではない

かと。特に複数年にまたがる部分というのは当然

先が見えないというふうなこともあって、非常に

不安な状況で入札に参加されるというふうな部分

があるのかなというふうに思っています。

そこで、先ほど来いろいろなるべく直近のもの

を使って実施設計を、まず設計に伴う積算をして

いくというふうなことでありますから、実勢単価

に近いものが示された中での入札というふうなこ

とになると思います。したがって、ここの部分で

いうと最善の努力を払うというふうなことも含め

て入札不調というふうなことには至らない方向で

進めるというふうな理解でいいのかどうなのかと

いうことでよろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 東建設水道部長。

〇建設水道部長（東 聡男君） 今議員がおっし

ゃられましたとおり、まさに昨今の情勢、私ども

もこれ一体どうなるのだろうとちょっと予測つか

ない部分もございますけれども、これまでもあり

ましたとおり、震災のあった年には労務単価は基

本的には年１回の改定なのですけれども、あまり

動向が大きく開けば年度途中でも改定というふう

になれば、それについていくような形にもなりま

すし、年度またぎの工期の建築工事で多いのです

けれども、工期の中で大きな工事につきましては

過去にも南小、工事のときには、年度またぎの４

月のときには改定を行ったというような経緯もご

ざいますので、これからも今私ども準備できてい

るものについては引き続き同様の形で対応はして

まいりたいなというふうに考えておりますので、

御理解願いたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 塩田議員。
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〇１４番（塩田昌彦議員） ありがとうございま

す。

それから、複数年というふうな部分でいうと、

将来見通せないところもあって、やはり変動とい

うのは当然あると思います。その中では、契約条

項の中の２５条の適用もそれは考えていくと。実

際に請負側と調整を図りながら対応していくとい

う話ですので、スライド条項の適用を考えている

というふうなことで御答弁いただいたというふう

に思います。その辺しっかりした形を取るという

ことは、将来のこの後の工事の関係についても発

注に関しても影響することなので、その辺よろし

くお願いしたいと思います。

それから、地域経済の循環というふうな部分で

いうと、先ほど御答弁いただきました。官公需に

関する部分で受注の機会の確保ということで、市

内の企業を中心に考えているというふうなことで

強い御答弁をいただきましたので、よろしくお願

いをしたいということを申し上げて、質問を終わ

りたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 以上で塩田昌彦議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 議案第２５

号 工事請負契約の締結についてを議題といたし

ます。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２５号 工事請負

契約の締結について、提案の理由を申し上げます。

本件は、研修施設改修事業建築工事について、

３月１日、４社による一般競争入札を執行し、坂

下組・吉田組特定建設工事共同企業体が１億７，

１００万円で落札をし、これに消費税及び地方消

費税１，７１０万円を加え、１億８，８１０万円

で契約を締結しようとするもので、名寄市議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関

する条例第２条の規定に基づき、議会の議決を求

めるものでございます。

本工事は、研修施設の地階の温浴部分である浴

室と脱衣室、休憩ホールの内部改修、サウナ室及

び機械室の増築工事と既存エレベーターの不適格

部分改善のための更新工事を行うものであり、温

浴部分を１０月下旬に、エレベーターは令和５年

５月下旬に完成を予定しているところでございま

す。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２５号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２５号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第２６

号 令和３年度名寄市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２６号 令和３年

度名寄市国民健康保険特別会計補正予算について、

提案の理由を申し上げます。

今回の補正は、保険事業勘定におきまして２月

２１日に議決をいただいた補正予算の一部に錯誤

があることが判明をしたことから、歳出予算の調

整を行うものであり、予算総額の変更はございま

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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せん。

補正の理由を申し上げます。３款国民健康保険

事業費納付金におきまして医療給付費分２００万

円を追加をし、５款保健事業費におきまして特定

健康診査等事業費２００万円を減額をし、調整を

図ろうとするものでございます。

このたびの錯誤についておわびを申し上げ、今

後このようなことがないように適正な事務処理に

努めてまいります。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２６号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２６号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ４時１０分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 山 崎 真由美

署名議員 三 浦 勝 秀

令和４年３月７日（月曜日）第１回３月定例会・第２号
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令 和 ４ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年３月８日（火曜日）午前１０時００分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 一般質問

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員

市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君

令和４年３月８日（火曜日）第１回３月定例会・第３号
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

６番 今 村 芳 彦 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

を指名いたします。

〇議長（東 千春議員） 日程第２ これより一

般質問を行います。

通告順に従い順次発言を許します。

経済支援策について外１件を、三浦勝秀議員。

〇５番（三浦勝秀議員） おはようございます。

議長より御指名いただきましたので、通告順に従

い、質問させていただきます。

大項目１、経済支援策について。これまで新型

コロナウイルス感染症の影響を鑑み、本市の経済

支援策として５度の給付事業と３度のプレミアム

付商品券事業と切れ目のない支援を行い、市内経

済への影響を最小限に抑えているところでありま

す。また、２月まで期間延長したプレミアム付名

寄地域商品券事業では、感染状況に応じて臨機応

変に対応し、市民のニーズに沿っていたと考えま

す。しかしながら、依然感染の終息が見通しにく

く、北海道におけるまん延防止等重点措置も延長

されました。北海道から飲食店に対する協力支援

金においては、早期給付の受付をはじめ全道的に

も経済が逼迫していることを表していると感じま

す。市内飲食店に目を向けると、時短営業や休業

しているお店が多く、関連事業者の経営が厳しい

との声が聞こえます。

そこで、小項目の１つ目として、市内飲食店関

連事業者等の経営状況に対しどのような見解をお

持ちかお伺いいたします。

小項目の２つ目として、飲食店の関連事業者へ

の支援について食材や酒などの卸売業者、タクシ

ーや運転代行、燃料油販売業者、観光関連業者等、

飲食店の時短営業や休業の影響を受けている事業

者に対し本市の独自の支援についてお考えをお伺

いいたします。

次に、大項目２、環境に優しいまちづくりにつ

いて、小項目１、再生可能エネルギーの普及につ

いてお伺いいたします。政府は、２０５０年カー

ボンニュートラルや２０３０年の６４％排出削減

目標の達成に向け再生可能エネルギーの最大限の

導入などを掲げ、我が国の成長戦略の柱の一つと

しているところです。環境省も脱炭素社会、循環

経済、分散型社会への３つへの移行を推進し、今

までの延長線上ではない社会全体の行動変容を図

るとしています。こうした状況を踏まえ、本市に

おいても２０２１年１０月４日、２０５０年まで

に二酸化炭素排出量を実質ゼロとするゼロカーボ

ンシティを目指すということを表明しております。

名寄市ゼロカーボンシティ宣言文の中にもあるよ

うに、市民や事業者と一体となってこの目標を目

指すとあります。そこで、再生可能エネルギーの

普及に向け、市としてどのような取組を考えてい

るのかお伺いいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） おはようござい

ます。三浦議員から大項目で２点御質問をいただ

きました。大項目１は私から、大項目２は総合政

策部長からの答弁となりますので、よろしくお願

いいたします。

それでは、私から大項目１、経済支援策につい

て、小項目１、市内飲食店関連事業者等の経営状

況について及び、小項目の２、飲食店の関連事業

者等への支援についてを一括してお答えいたしま

す。新型コロナウイルス感染症は、オミクロン株

の全国的な感染拡大により北海道では本年１月２

７日に再びまん延防止等重点措置が発出され、そ
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れに伴い北海道による飲食店等に対する時短営業

や休業等の要請がなされ、要請に応じた飲食店等

に対する協力支援金が給付されることとなってお

ります。今回の協力支援金は、要請した全ての期

間において飲食店、遊興施設、結婚式場を対象に

北海道飲食店感染防止対策認証制度、いわゆる第

三者認証制度の認証店に対しては営業時間を５時

から２１時の間に短縮し、かつ酒類の提供を１１

時から２０時とするか、あるいは営業時間を５時

から２０時に短縮し、かつ酒類の提供を行わない

かのいずれか一方の要請に応じること、非認証店

に対しては営業時間を５時から２０時に短縮し、

かつ酒類の提供を行わない、そして認証店、非認

証店ともに同一グループ、同一テーブル４人以内

などの感染防止対策を実施するといった要請に応

じた場合に協力金を支給するというものです。こ

のほか、現在は国による事業復活支援金による支

援も実施されております。こうした状況を踏まえ、

国や道にカバーされない事業者を支援する方策を

検討するため、先般産官金連携なよろ経済サポー

トネットワークを開催したところであり、商工会

議所、商工会、そして市内金融機関との意見交換

では飲食店等の時短営業や休業による食材や酒な

どの卸売業者や観光関連事業者などへの影響のほ

か、コスト高の影響を懸念する声もあり、幅広い

影響があるものと認識をしております。今後会議

所、商工会と連携して幅広い観点から調査をする

などして状況を把握し、長引くコロナの影響など

を受ける事業者に対し市としてどのような支援の

方策があるか引き続き産官金で連携し、検討して

まいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

２、環境に優しいまちづくりについて、小項目１、

再生可能エネルギーの普及について申し上げます。

２０１５年１２月に合意されたパリ協定におい

て産業革命からの平均気温上昇幅を２度未満とし、

１．５度に抑えるよう努力するとの目標が示され、

日本においては２０２０年１０月に２０５０年カ

ーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す

ことを宣言し、その後経済と環境の好循環をつく

るグリーン成長戦略を策定、昨年４月には２０３

０年の温室効果ガス排出削減目標を２０１３年度

比４６％減少と新たな中間目標を掲げ、地域脱炭

素ロードマップを策定し、地方自治体のエネルギ

ー転移を推進する考えを示しています。また、北

海道では昨年３月に北海道地球温暖化対策推進計

画（第３次）、北海道省エネルギー・新エネルギ

ー促進行動計画（第Ⅲ期）を策定し、地域資源を

最大限活用しながら脱炭素化と経済の活性化や持

続可能な地域づくりを進めるゼロカーボン北海道

の実現に向けて取組を進めています。本市におい

ては、名寄市総合計画（第２次）基本目標Ⅲ、自

然と調和した環境に優しく、快適で安全なまちづ

くりにおいて主要施策に環境との共生を掲げ、複

雑化、多様化する環境問題に対応するため総合的

に施策を推進することとしております。平成２４

年度に名寄市新エネルギー・省エネルギービジョ

ン、平成２６年度に脱炭素まちづくり計画、平成

２９年度には公共施設における温室効果ガスの排

出量の削減に取り組む第３次名寄市地球温暖化防

止実行計画（事務事業編）を策定しており、地球

温暖化防止実行計画については今年度が計画期間

の最終年度のため、新年度からスタートする第４

次計画を２月に策定したところです。また、国や

北海道と協調し、二酸化炭素排出量実質ゼロを目

指すため昨年１１月に名寄市ゼロカーボンシティ

宣言を発出いたしました。今後計画策定を予定し

ている再生可能エネルギー導入計画、こちらにお

いて本市の再生可能エネルギーのポテンシャルや

将来のエネルギー消費の推計、再生可能エネルギ

ーの導入目標などを検討いたします。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） それぞれ御答弁いただ
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きました。改めて再質問させていただきます。

まず、大項目１の経済支援策についてですが、

こちら一つ一つちょっと本市が独自に行った支援

策について確認させていただきます。まず、１つ

目の消費喚起策としてプレミアム商品券、壇上で

もお話しさせていただいたのですが、こちら市内

飲食店以外で１７５店舗、飲食店が１２７店舗と

非常に多くの店舗の方々に御協力いただいた経緯

もありまして、このプレミアム商品券の事業のと

きとコロナの感染拡大が重なり、ちょっとタイミ

ング的には少し合わなかった部分もあるのかなと

思いますが、このプレミアム商品券の事業の効果

についてどのように捉えているのか考えをお聞か

せください

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 今３回目のプレ

ミアム付商品券事業についての御質問をいただき

ました。この事業は、販売の開始が１０月２５日

にさせていただきまして、利用期間としては昨年

１１月８日から、延長もさせていただきましたけ

れども、実行委員会のほうで延長しましたけれど

も、最終的には２月２０日までということでした。

スタートのときには、緊急事態宣言が解除された

りですとか、そういったところで時期に応じたと

思っておりましたが、その後感染の拡大が年をま

たいで広がり、そういったこともあって、なかな

か厳しい状況もあったと思います。ただ、先ほど

議員からお話ありましたとおり、多くの事業者さ

んの参加をいただきまして、この商品券は一部飲

食店限定というものをつけさせていただきました。

その飲食店、例えば蔓延防止等があるときには皆

さん足を控えたところだと思うのですけれども、

テークアウトだとかについても使えるようにして

いたところから、積極的に使っていただきたいと

思った思いで使っていただきました。２月２０日

で終了はしましたけれども、その後事業者さんか

ら実行委員会のほうに換金等もしていただいて、

ほぼ１００％近い換金率ともなっているという状

況を確認しておりますので、一定程度の経済効果

があったものと考えております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 一定程度の効果があっ

たということでお伺いさせていただきました。こ

の市内の事業者の皆様からコロナが終息した後も

経済活動に不安が残る、今までどおりの経済の循

環できるのかちょっと不安であるという声もあり

ますので、そういったときにまたこの一つの、経

済対策の一つとして本当にプレミアム商品券とい

うのは非常に効果のあった事業ではないかなと個

人的には考えているところで、こちらコロナが終

息した際にまた検討していただければなというふ

うにこちらは要望させていただきます。

２つ目の本市の支援策として、中小企業特別融

資制度がございました。こちら次年度の予算にも

計上されていることから、市内事業者からの要望

が多かったのではないかなというふうに推察され

ますが、そういった要望等、これまでの実績につ

いてどのように捉えているかお伺いいたします。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） コロナの特別融

資についての御質問いただきました。この制度は、

コロナの影響が始まった令和元年度の末から補正

を御議決いただきまして、制度がスタートしたと

ころです。最初は借換え等もできなかったのです

けれども、今年度借換えもできるといったことも

改正をさせていただいて、さきの答弁でもお話を

した産官金連携なよろ経済サポートネットワーク

においてもいわゆるゼロゼロ融資というものです

けれども、国も道も今はもう終了しておりますの

で、今市しかないということで、これは市内中小

事業者の皆さんの経営の維持に非常に効果的であ

るという評価もいただいているところでございま

す。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 今のお話からすると、

資金繰りに苦慮されているやっぱり市内事業者の
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方が多いのかなというふうに考えます。この融資

の支払いの時期もそろそろ迎えてくるのではない

かなという事業者さんもいると思うのですが、そ

ういった事業者、資金繰りに苦慮している事業者

の確認などはどのように行われているのかお聞か

せください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） この融資制度は

市の協調融資ということなので、私どもに相談を

いただいてということになりますが、産官金連携

なよろ経済サポートネットワークの中で金融機関

の皆様から利用状況なども確認させていただいて、

議員おっしゃりますとおり、やはり資金繰りが苦

しい事業者もいらっしゃるということで、しかも

今後その償還が始まるというところが厳しいなと

いう状況も伺っております。したがいまして、先

ほど議員からもありましたが、今年度当初予算に

おいても私どもとして提案をさせていただいてお

りますので、引き続きの利用について金融機関さ

んを通して各事業者さんの経営の維持に寄与でき

ればと思っているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 特に特別融資制度、借

換えができるというのが非常に優れている、本当

に市内事業者に寄り添った事業ではないかなとい

うふうに考えていますので、事業者のニーズがあ

れば今後も施策展開していただければなというふ

うに思います。

次に、３つ目として給付金事業、今田畑室長の

御答弁にもありました。昨日塩田議員のやり取り

の中にもありましたように、なよろ経済サポート

ネットワークが主体となり、調査するとの御答弁

でした。この調査内容についてもう少し詳細につ

いて確認させていただきたいのですが、調査した

上で必要な支援等をしていくという考えであると

思うのですが、調査内容として業種で調査するの

か、売上げで調査するのかなど、何か具体的な決

まっている詳細な調査内容分かればお伺いしたい

のですけれども。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） さきの産官金連

携なよろ経済サポートネットワークにおいて調査

をして、実態を把握するということを確認したと

ころです。まさに昨日塩田議員の質問にも答弁さ

せていただきましたけれども、スピード感を持っ

て調査もしたいと考えているのですけれども、今

現在調査の内容を精査しているところです。国や

道の支援ではカバーされないところをいかに市で

カバーできるかということをまさに検討したいと

思っておりまして、これまでも様々な調査に市内

の事業者の皆様には御協力いただきましたけれど

も、今回そういったこともあって、これから細か

いところは決めていくのですけれども、もしかす

るとこれまでよりも事業者の皆様に手を煩わせて

しまうかもしれないような調査になるかもしれな

いということは御理解と御協力いただければと思

っているところでございます。細かいところは、

これから今まさに現在調整しているところでござ

います。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 本当道や国の支援、先

ほど御答弁の中でもいろいろお話しいただきまし

た。そこに足りないところを市が補完していくと

いうのは多分共通の認識ではないかなというふう

に考えているところで、その調査内容、これが本

当制度設計が非常に難しいと思うのです。どこま

で細かく踏み込むのか、どういった内容で支援を

するものを決めるのか、本当に必要な人に必要な

支援が行き届くような制度設計にならなくてはい

けないなと思うのですが、これは本当に事務方の

皆さんもそうですし、事業者の皆さん相互に協力

してやっていかなければ難しいのかなというふう

に思いますので、特に壇上でもお伝えさせていた

だいた卸売業のお話をさせていただくのですが、

古いのですが、２０２０年の経産省のデータによ

ると、売上げ約７割ぐらいは卸売業、厳しいよと
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いうデータもある中で、今現状卸売業者にちょっ

と今スポットを当ててしまいますが、市内の卸売

業者の現状としてはどのように捉えているか、分

かればお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） さきの産官金連

携なよろ経済サポートネットワークにおいても金

融機関の皆様、あるいは会議所さんの皆様等から、

やはり今北海道から休業あるいは時短の要請が出

ていて、それにお応えしている事業者さんに協力

金が出るものですから、市内の事業者さん皆さん

それに応じてくださっているという状況にあると、

そこが止まっているものですから、酒の卸からも

いかないし、一方で先ほど壇上での三浦議員の質

問の中にもありましたとおり、運転代行業さんに

ついても本当そこから出口というか、お客さんも

いらっしゃらないといったようなこともあって、

そういった状況を確認しております。確認といい

ましょうか、認識しておりまして、そういった方

々に国は事業復活支援金というものがあって、一

方で道は協力支援金というちょっと性格の異なる

支援がある中で、それに拾われないというか、事

業者の皆様に支援するというのは相当難しい制度

設計になろうかと思うのですけれども、何とか考

えていきたいと思っているところでございます。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 今運転代行業や様々な

業種についてもお話しいただいたところで、本当

に制度設計も難しいことであると思うのですが、

ぜひやっていただけるというふうな御答弁をいた

だいたと思いまして、その給付金事業の確認させ

ていただきたいと思います。

また、この給付事業、事業者さんのお話を聞い

ているときにまた別のお話をいただいたのが、要

は休業されていることでアルバイト等、働きたく

ても働くことができない、そのようなことで家計

が苦しい、また今それこそ値上げ、いろいろなも

のが値上がりしている中で働きたくても働くこと

ができない方に対してこういったことは市として

調査されるのかお伺いしたいです。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） これから行う調

査の中には様々なことを盛り込みたいと思ってお

ります。休業を余儀なくされた場合にアルバイト

の皆様が働きたくても仕事がないといったような、

三浦議員の質問の中にもありましたけれども、こ

ういった対応については例えば国の制度もありま

すし、そういったものも紹介するですとか、厚生

労働省の制度もありますので、といったことは助

言させていただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） またあと、本市におき

ましても学級閉鎖や学年閉鎖されて、親御さん方

もそれこそ働きたくても働けないというふうな声

がありますので、事業者目線もそうなのですが、

雇用されている方々、それこそお父さん、お母さ

ん方の意見であったり、アルバイトのできない大

学生であったり、そういった方々の意見もしっか

りと取り入れて、事業者のみならず支援を必要と

されている方に行き届くような支援をお願いした

いと考えますが、このことについてお考えあれば

お聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 田畑産業振興室長。

〇産業振興室長（田畑次郎君） 雇用対策につい

ての支援については、厚生労働省のほうから様々

な角度からの支援がありますので、私どもとして

はそういった声に対してはまずはその制度の周知

を図りたいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 情報提供に尽力してい

ただけるということで、もちろん厳しい財政状況

であることは承知しておりますが、本当に市民が

困ったときにしっかり助けることで安心して住み

続けたいと思っていただけるようなまちづくり、

施策展開をお願いして、次の質問に移らさせてい

ただきたいと思います。

令和４年３月８日（火曜日）第１回３月定例会・第３号
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次に、再生可能エネルギーの普及についてです

が、これまでの取組について国際的な流れであっ

たり、国の流れ、あと本市の今までの歴史等お話

を伺いました。それこそ先ほどお話しいただいた

低炭素まちづくり計画において以前家庭用のソー

ラーパネルということもありまして、家庭用の太

陽光発電を取り入れればＣＯ２発生しない電気を家

庭でつくることができる。あと、災害にも強く、

でも初期費用が高いためなかなか導入できないよ

というお話もあり、こういった補助制度を以前の

ように再開する可能性についてちょっとお話をお

伺いできればなと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 太陽光、ソーラ

ー発電の導入の補助のお話ですけれども、ここは

時代背景も含めてちょっとお話ししなければなら

ないかなと思っています。太陽光、家庭用発電に

ついては２００９年以前は１キロワットアワー当

たり、電力会社が自主買取りをしていて、これは

２４円という価格でこれまで発電したものを引き

取っていただいたという流れから、２００９年１

１月から実はこれ金額が倍増して、４８円で買取

りが始まったと。家庭用なのですけれども。ここ

からいわゆる家庭用の太陽光発電というのが普及

し始めたと。世界的に見ても日本は非常に普及が

早かった。このおかげで一気に普及したという流

れを受けて、皆さんも御存じのとおり、ＦＩＴと

いう固定買取り価格制度、これが２０１２年から

スタートしています。この時点で家庭用の部分は

４２円ということで少し価格は下がったのですけ

れども、ここで大きく伸ばしたのがいわゆるメガ

ソーラーと言われる工業用の、産業用の太陽光が

広がって、ここが固定買取り価格ということがあ

ったものですから、しっかりとこの地域でも御存

じのとおり広がった。そこに合わせて本市として

も支援をしてきたという経過があります。しかし

ながら、家庭用の太陽光発電についてはこの２０

１２年以降毎年ＦＩＴの見直しが行われて、毎年

一度も上がることなく、ずっと下がり続けて、実

は２０２０年の買取り価格は１キロワットアワー

当たり１７円、ほぼ３分の１に落ちているという

ことであります。ここで言えるのは、当初は補助

を入れながら設備投資も含めて採算性、言い方悪

いですけれども、そういった魅力もなかなかあっ

た制度ではあったのですけれども、ここにきて導

入するに当たっての動機づけにはちょっと弱くな

ってきているということでありまして、方向性と

いたしましては今お話しいただいている木質バイ

オマス発電、それから地域電力会社、こういった

ものをどうにか具現化して、そもそもゼロカーボ

ンのエネルギーを提供できる、使っていただける

ような仕組みの中で官民一体となってゼロカーボ

ンシティ宣言の推進をしていけたらなというふう

に考えております。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） 考え方をお伺いいたし

ました。個人で再生可能エネルギーを使うという

よりかは市全体のスケールメリットを生かした発

電を市民に提供するほうがメリットが大きいとい

うふうな認識ということで確認させていただきま

した。また、今お話がありましたように、先日行

政報告の中でもありました再生可能エネルギーに

よるマチの活力ＵＰ事業について、こちらも関連

しているかなというふうに思いますので、こちら

の進捗状況、またスケジュール感などどのように

進められているのかお伺いしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） こちらは、令和

２年のとき信金中央金庫様の企業版ふるさと納税

制度を活用した事業募集があって、そこに信金本

部がある基礎自治体がエントリーできるというこ

とで、北星信金さんの力をお借りしながらエント

リーさせていただいて、採択をされて、１，００

０万円寄附をいただいた事業でありまして、実は

御存じだと思いますけれども、今年の２月１６日

にこの基金を活用しながら実証実験を行うための
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協議会を設立させていただいております。ここは、

いわゆる国内において温室効果ガスというのが火

力発電が４０％程度排出していると。物流が３０

％排出しているということで、この物流をゼロカ

ーボン化していけないかということで、実は物流

事業者もこれ真剣に取り組んでおりまして、そこ

の思惑が合致して、いろいろ調整した結果、協力

いただける事業者としてヤマト運輸さんがそこの

実証実験の協力をいただけるというところで話が

まとまりまして、何をするかというと、いわゆる、

お宅まで届けるものではなくて、幹線を輸送で動

かしてくるときに実は１０４センチ、１０４セン

チ、１７０センチという大きな冷蔵庫、クールボ

ックスというのがあるのですけれども、そちらが

充電式で、エネルギーを、充電式で動いているも

のを再生可能エネルギー、太陽光発電で発電した

電気に置き換えて、まずそういった備品からゼロ

カーボン化していかないかということで、今回名

寄の営業所の敷地内に設置をさせていただきなが

らそこのエネルギーを太陽光発電に置き換えてい

くという実証実験を行うことになりました。本来

であればもう少し早く着手したかったのですけれ

ども、御存じのとおり感染症の影響で世界的にサ

プライチェーンが崩れておりまして、半導体不足

の影響もあって、なかなか納期が未定だというこ

ともありまして、最大で６か月程度の部品の納期

待ちも想定されることから、もう既に補正予算可

決していただきましたので、発注もかけながらで

きるところから、まずは設置工事から雪解けと同

時に始めさせていただいて、部品が整い次第とい

うことで最短というか、一番かかって８月ぐらい

にはこの実証実験がスタートできればと考えてお

りまして、１年間程度いわゆる季節波動を見なが

らどの程度の能力が発揮できるのかといったとこ

ろを検証させていただきながら、その中でこの事

業を中心に再生可能エネルギーの供給基地として

の可能性だったりとか、新たな産業としての可能

性、それから雇用創出につながる可能性などを検

証させていただきたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 三浦議員。

〇５番（三浦勝秀議員） ありがとうございます。

こちらの事業、市民のみならず様々な分野におい

て本当関心度の高い事業であると捉えていますの

で、目的の達成されますことを期待させていただ

きたいと思います。

ちょっと時間も早くて、最後になりますが、こ

れからそれこそ環境問題に対して積極的に取り組

む地域が社会、世界的にも求められてくるものだ

と考えております。ゼロカーボンシティを目指す

に当たり市民の機運醸成も非常に大切になると思

います。本市が一体となって目標達成に向け、施

策展開いただくことをお願いし、質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で三浦勝秀議員の

質問を終わります。

人に優しいまちを目指して外１件を、山崎真由

美議員。

〇３番（山崎真由美議員） 通告順に従いまして、

大項目で２点にわたり質問させていただきます。

最初に、大項目１、人に優しいまちを目指して、

小項目１、授乳室及び授乳スペースの確保につい

て質問いたします。第２期名寄市子ども・子育て

支援事業計画の中に地域は子供にとって家庭に次

ぐ身近な生活の場であり、保護者にとっても身近

で重要な子育ての場です。地域社会全体で子育て

を見守る体制が必要ですとあるように、子育て中

の親子などが安心して出かけ、地域社会との連携

を深めていくためには子育て支援設備の整備が求

められます。公共施設などにおいては、スロープ

の整備、トイレ内のベビーチェア、授乳スペース

など整備が進められていますが、特に授乳室や授

乳スペースのさらなる整備により地域に見守られ

つつ子供が伸び伸び育つまち、安心して子育ての

できるまちを願うところです。整備についての考
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え方と計画についてお伺いいたします。

また、北海道では赤ちゃんのほっとステーショ

ンの登録施設、店舗の募集を行っています。民間

施設や店舗などの事業者への協力要請についてお

考えをお伺いいたします。

次に、小項目２、孤独死をなくす取組について

お伺いいたします。第８期高齢者保健医療福祉計

画・介護保険事業計画によると、総世帯数に占め

る高齢独居世帯数の割合は２０００年から２０１

５年にかけて７．５％から１２．７％に増加、高

齢夫婦世帯数の割合についても９．２％から１３．

６％と同様に増加している状況と記載されていま

す。このことから、現在も高齢独居世帯は多いも

のと推察いたします。この状況下にあって、市内

でも独り暮らしの中で人生に終止符を打たれた方

の情報が伝わってきます。名寄市においては、地

域見守りネットワーク事業や緊急通報システムの

活用による緊急時の対応など様々な手だてが取ら

れているところですが、残念ながら孤独死が依然

として発生していることから、その原因分析につ

いての見解をお伺いいたします。

緊急通報装置設置の際の緊急協力員確保など孤

独死を減らすため必要となる連携強化のさらなる

取組について対応をお伺いいたします。

次に、小項目２、スポーツによるまちづくりを

市民で共有するために。名寄市総合計画（第２

次）中期基本計画最終年を迎えるに当たり、その

基本目標と重点プロジェクトに沿った事業展開及

び名寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略とも関

連づけた成果と課題についてお伺いいたします。

小項目１、冬季スポーツ拠点化プロジェクトが

生涯スポーツの振興に果たす役割についてお伺い

いたします。本市の自然環境、施設環境の強みを

生かして取り組んできた事業の成果は成果指標か

らも推しはかることができますが、健康の保持増

進やレクリエーションを目的として、いつでも誰

でもどこでも気軽にスポーツに参加できる生涯ス

ポーツの観点から冬季スポーツ拠点化プロジェク

トが生涯スポーツの振興にどのような役割を果た

しているのか、市民にとっての事業成果をどのよ

うに評価されているのかお伺いいたします。

また、合宿誘致、大会誘致、大会運営などにお

いて準備、応援など間接的にでもスポーツに参加

する機会を持つことができれば冬季スポーツ拠点

化プロジェクトを身近に感じることができ、ひい

てはスポーツによるまちづくりを意識的に捉える

ことができるものと考えます。その積み重ねは、

市民皆スポーツによる健康づくりにもつながるも

のと考えます。見解についてお伺いいたします。

次に、スポーツによるまちづくりの中核を担う

Ｎスポーツコミッションの事業展開の中からジュ

ニア選手育成の成果と課題について状況をお伺い

いたします。

また、スポーツフードモッチートなどの開発プ

ロジェクトによる経済効果についてどのような状

況にあるのかお伺いいたします。

以上、壇上からの質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま山崎議

員から大項目で２点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１は私から、大項目２は総合政策部

長からの答弁となりますので、よろしくお願いい

たします。

大項目１、人に優しいまちを目指して、お答え

いたします。初めに、小項目１の授乳室及び授乳

スペースの確保についてですが、授乳室や授乳ス

ペースの整備についての考え方と計画については、

北海道福祉まちづくり条例第１７条において公共

的施設等の多数の者の利用に供する部分の構造及

び設備に関して必要な基準が定められており、当

施行規則第４条においては授乳及びおむつ替えの

場所としての基準が定められています。基準とし

ましては、建築物内には必要に応じ円滑に授乳及

びおむつ替えのできる場所を設けることとされて

おり、公共施設についてはこうした基準に照らし

合わせ、必要に応じて授乳できるスペースの確保
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に努めてきているところです。また、既存の施設

においても依頼があれば空いている会議室等を代

用して利用することは可能としているところであ

ります。民間施設や店舗などの事業者の対応とい

たしましては、大型の商業施設等の長時間滞在す

る施設では授乳スペースとして専用のスペースが

確保されているものの、個人商店などの店舗にお

いては確保が難しいものと思われます。子育て応

援の機運醸成に対する取組といたしましては、コ

ロナ禍の中、実施が難しい状況にはありますが、

地域の子育て、子育ちに関するボランティア団体

としてせわずき・せわやき隊、通称すきやき隊と

しての登録をいただき、親子お出かけバスツアー

や各保育所行事への参加などにおいて世代間交流

を図りながら子育て世帯の応援をしていただいて

いるほか、北海道におけるどさんこ・子育て特典

制度のどさんこ・子育て協賛店の協力の下、割引

の特典などのサービスも展開されているところで

あります。今後も地域全体が子育て支援をしてい

く機運を高めていくためにこうした制度の周知を

図ってまいりたいと考えておりますので、御理解

をお願いいたします。

次に、小項目２の孤独死をなくす取組について

ですが、市内において高齢独居世帯の方が死亡さ

れたという情報を受けた場合、市からの支援や各

種サービスの利用状況を確認し、それまでの支援

についてどうだったかということを担当係内で情

報共有、検証を行っております。実際の支援につ

いては、個人情報に当たることから、詳細は把握

できないのが現状であります。また、各種サービ

スを受けていない方やコロナ禍などにより外出を

控えている方で不安なことや相談したいことがあ

れば、直接地域包括支援センターが設置しており

ます総合相談窓口に御連絡をいただいたり、民生

委員児童委員、町内会役員などを通じて情報提供

を受け、対応を行っております。現在高齢者の見

回りには民生委員児童委員、社会福祉協議会との

共同事業として町内会が主体となって声かけ、見

守りなどを行う町内会ネットワーク事業を実施し

ております。また、緊急通報システム設置事業や

命のカプセル交付事業、配食サービス事業により

利用者の安否確認を行っております。さらに、協

力団体、協力業者等でつくるさりげない見守りや

声かけネットワークである名寄市地域見守りネッ

トワーク事業など関係機関と連携を図り、地域全

体で見守りさせ合う活動を実施しております。最

近の例では、配食サービスで配達した際に利用者

から応答がなく、市に連絡を受け、関係機関立会

いの下、自宅に入ったところ、動けなくなってい

て、病院に搬送し、助かった事例や市外に住む身

内の方からの電話で連絡がつかない方の自宅に向

かい、倒れているところを発見、対応したことで

貴い命を守ることができた事例もあります。緊急

通報システムにつきましては、重度の疾病などに

より日常生活に支障が認められる方が急病や災害

のときに迅速かつ適切な対応を取ることができる

よう緊急協力員の登録や装置の貸与を行う福祉サ

ービスでおおむね６５歳以上の独り暮らしの高齢

者で重度の持病などにより日常生活に支障がある

方が対象となっております。現在１２７台が設置

され、近くに住む方の協力を得て緊急協力員にな

っていただき、非常通報時において安否確認や援

護をしていただいており、安全の確保や利用者の

不安解消につながっております。今後も地区の民

生委員児童委員、町内会、生活関連事業者と連携

を図るとともに、協力事業者の拡大を進めながら

日常的な地域の見回り活動の体制づくりに努めて

まいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私からは大項目

２、スポーツによるまちづくりを市民で共有する

ために、小項目１、冬季スポーツ拠点化プロジェ

クトが生涯スポーツの振興に果たす役割について

申し上げます。

冬季スポーツ拠点化プロジェクトは、平成２８
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年度から３年間地方創生推進交付金を活用して名

寄市まち・ひと・しごと創生総合戦略、冬季スポ

ーツ拠点化推進事業として冬の自然環境と競技施

設を生かして合宿受入れ人数、新規冬季スポーツ

大会誘致等をＫＰＩに掲げて、スポーツに関連し

た事業に取り組みました。また、名寄市総合計画

（第２次）では、冬季スポーツ拠点化プロジェク

トとして重点プロジェクトに位置づけ、冬季スポ

ーツ大会誘致やスポーツ合宿の誘致、ジュニア世

代の育成、親子参加型スポーツイベントの参加人

数を目標値に掲げて各種事業に取り組んでいると

ころです。冬季スポーツ拠点化プロジェクトが生

涯スポーツに果たす役割については、一人でも多

くの市民がスポーツを通じて豊かな生活を営むこ

とや、またＮスポーツコミッションが掲げるビジ

ョンの一つでもある身体的、精神的、社会的に良

好な市民が暮らすまちの実現を目指すことが役割

だと考えております。生涯スポーツの振興に関し

ては、Ｎスポーツコミッションでスポーツオブラ

イフというライフステージごとに市民とスポーツ

との関わりが分かる相関図を作成しており、スポ

ーツに無関心な方々をいかにしてスポーツに取り

組んでもらえるかを考えながら、スポーツイベン

トの開催などに取り組んでおります。代表的な取

組としては、食と運動をテーマにしたノルディッ

クウオーキングのイベント開催や商店街と運動、

健康をテーマにした街なか運動会の開催、街なか

健康ステーションを開設するなど異分野とスポー

ツの掛け合わせで無関心層の取り込みを行ってお

ります。また、幼少期に親子でスポーツに触れ合

うことが生涯にわたりスポーツと関わりを持ち続

けることに大きな影響を与えることから、憲法ハ

ーフマラソンや街なか運動会、スポーツフェステ

ィバル、市民スキーの日など既存のスポーツイベ

ントに親子で楽しめる機会を設けております。市

民皆スポーツによる健康づくりを目指した取組で

は、市内には２つのスポーツ協会、さらには総合

型スポーツクラブがありますが、それぞれの団体

では一年を通じて幅広いスポーツを通した健康づ

くり事業を実施していたいただいており、これら

の活動を支援しているところであります。また、

スポーツイベントの開催に当たっては見る、応援

することも意識しながら実施しており、スポーツ

をする、見る、支えるといった幅広い機会を増や

していくことが市民皆スポーツにつながると考え

ておりますが、今後の課題としては参加者が固定

化することで一定数の参加者を確保できますが、

さらに新しい視点でイベントを構築し、新規の参

加者を増やしていくことが今後の課題となってお

ります。

次に、Ｎスポーツコミッションが実施している

ジュニア育成についてお答えいたします。Ｎスポ

ーツコミッションでは、ジュニア育成の取組とし

てジュニアスポーツアカデミーの開設やスポーツ

セミナーの開催、トレーナー派遣を実施しており

ます。ジュニアスポーツアカデミーは、基礎体力

の向上や動ける体づくりを目的に月２回のペース

で実施しており、１年間の成果を確認するための

体力測定や名寄市立総合病院の協力を得てメディ

カルチェックを実施しており、個々の体力向上や

スポーツ医科学に関する知識を広めており、アカ

デミー生はそれぞれの競技で活躍しているところ

です。Ｎスポーツコミッションの事業だけではな

く、競技団体の皆様との関わりの中で見えてきた

ジュニア育成の課題ですが、共通しているのは指

導者に関することで、人材の確保が一番の課題で

あると認識しております。時代の変化とともにス

ポーツ指導におけるけが、事故等における責任が

強まり、スポーツ指導に対する周りの理解など社

会的な責任が大きくなっていることが要因の一つ

になっていると考えております。

次に、スポーツ健康フード開発についてお答え

いたします。Ｎスポーツコミッションでは、これ

までエネルギー補給食品としてふうれん特産館の

御協力をいただき、名寄産モチ米を使用したモッ

チートやモッチートようかんの製造、販売を行っ
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ております。また、アスリート用として地元野菜

を使った食事メニューも開発し、カラダメシとし

て市内でお弁当の予約販売を行ってまいります。

これらの商品については、スポーツイベントで活

用しており、売上総額１２９万円となっておりま

すが、経済効果と言えるまでの大きな成果は得ら

れていないのが現状です。引き続き販売ルートの

開拓、開発したレシピを市内の飲食店等で展開で

きるよう努めてまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それぞれ丁寧な御答

弁をいただきましたので、再質問に移らせていた

だきます。

最初に、人に優しいまちを目指しての授乳室及

び授乳スペースの確保についてでありますが、先

ほど石橋部長から御答弁いただきましたスポーツ

によるまちづくりにも関わるところではあります

が、公共施設の中に授乳室、授乳スペースが基準

として設けられるようにも設定されているという

ことでありましたが、名寄市の場合、公共のスポ

ーツ施設の中に専用の授乳室があるところは道立

のサンピラーパークだけになっていると思います。

名寄の中にある一番大きなスポーツセンター、そ

れから風連地区でありましたらＢ＆Ｇの海洋セン

ター、それに附属しています改善センター等、小

さい子供たちもそこを使って活動をするようにな

ってきている中で、そういう名寄市のまちづくり

ともつながっている施設に授乳室がないと思って

いますが、その点どのように捉えていらっしゃい

ますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 公共施設での授

乳室の設置というお話でした。御存じのとおり、

市の公共施設、かなり古い、昭和４０年、５０年

度の建物が多い状況にあります。その時期、当時

についてはあまり授乳施設という、授乳室、スペ

ースの確保というのはなかったという状況で、設

置はされていない状況にあります。私図書館にち

ょうど行ったときにそういった公共施設の授乳室、

スペースということで話が出てきまして、図書館

には会議室のスペースを利用して、ちょっとカー

テン等を張りながらそういったスペースを設けて

おります。市においては、基本的貸し館施設、ス

ポーツ体育施設もそうですし、文化センターとか

よろーなとかもそうですけれども、そういったと

ころについては利用される方が必要に応じて会議

室であったり、空きスペースを用意して、授乳室

の確保してもらうというようなちょっと考え方で

いるところであります。ただ、図書館なり、そう

いった滞在する時間で貸し館施設のないところで

長時間滞在が必要な施設については、できるだけ

そういった授乳スペースを確保しながら対応して

きている状況であります。今後、先ほど言いまし

たとおり、公共施設の配置計画も進めながら随時

建て替えとかされていくかというふうに思います。

その中では、当然そういった授乳スペースなりお

むつ替えのスペースか、そういったことに配慮し

た建て替えというふうに今後進んでいくなという

ふうに考えていますので、御理解をお願いいたし

ます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 今後の見通しについ

てはもちろんそのように進めていただけると思っ

ているのですが、今現在使われる予定の公共施設

の中でなかなか厳しい状況にあるなというふうに

思います。かといって、大きな予算で建て替える

ということには当然なりませんので、やはり授乳

室というよりはまずは授乳スペースを確保してい

ただきたい、そんなふうに思っています。先ほど

も申し上げましたように、北海道では赤ちゃんの

ほっとステーションという事業できちっとプレー

トも配付する形で啓発をされていると思います。

実は名寄市にも道立サンピラーパークの１階の授

乳室、ここはきちっとした部屋を確保していただ

いています。そのドアには、きちっと北海道の、
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北海道赤ちゃんのほっとステーションという掲示

がされているのです。見せていただいたときにと

てもうれしい気持ちになったのですが、やっぱり

そういうところで気軽に出向いて子供たちを遊ば

せたいときに今若いお母さん方、下のお子さんも

連れて動かれます。そのときにお兄ちゃんやお姉

ちゃんが遊んでいるときに下の子に授乳したいと

いうケースはよくあることですから、ぜひその取

組を進めていただきたいと思いますが、いかがで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 公共施設でいけ

ば道立のサンピラーパーク等はそういった親子の

方が集まって、長時間滞在していろんな交流をす

るというところでは、しっかりとそういった授乳

スペース等が必要と思うし、先ほど言いました北

海道の条例の中でもきちっと表示をして、やっぱ

り皆さんが分かるようなということも記載されて

いますので、当然そういうところが必要だという

ふうに思っています。先ほど申し上げましたけれ

ども、市としましてもそういった交流して長時間

乳幼児を連れてくるような施設については、やっ

ぱりそういった授乳スペースが必要だというふう

に考えております。そういった意味では、先ほど

申し上げましたとおり、図書館、ただ表示の部分

がどうだったかちょっと忘れましたけれども、た

だ利用する方が分かるように、また職員もしっか

りそういう方について配慮できるような、そうい

った体制も整っていますので、そういった市民の

ニーズ、乳幼児を連れて長時間滞在する施設につ

いてもし必要なところがあれば、また場所等も確

保していきたいというふうに考えておりますけれ

ども、先ほど言った体育施設とか、そういった部

分についてはそういった乳幼児連れた方が多く来

て、そこで長時間滞在する、状況ちょっと把握で

きていない部分がありますので、今後もそういっ

た市民ニーズを捉えながら適切な対応というのは

必要かというふうに考えておりますので、御理解

をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 前向きに動いていた

だけるというふうに認識しています。あるお母さ

んが、小さい子供を抱えて来られたお母さんなの

ですが、この子が笑わないのですとおっしゃった

のです。この長引くコロナ禍の中で、その子は生

まれてからずっと家庭の中で家族はマスクを外し

た顔を見ていますが、外に出て、マスクをしてい

る人の顔しか見ていない。子供が笑わないという

ことを訴えられたお母さんの気持ちを思うと、と

ても切ない気持ちになったのですけれども、この

ことを市長はどのように感想としてお持ちになり

ますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） このコロナ禍がもう２年

以上続いて、一番やっぱり心配されるのは、今議

員がおっしゃるように、子供たちへの影響だとい

うふうに思います。一定の国の感染症の対策、支

援策にのっとる形で我々も対策をしていかなけれ

ばならないということでありましょうが、やっぱ

りここで教育現場だとかいろんなところで子供た

ちも制約を受けながら学習や社会活動を行ってい

る、そのことのこれからの反動というのを本当に

心配するところです。できるだけ……先生方、本

当に御努力して子供たちに寄り添って、いろんな

活動していただいているというふうに思います。

そのことをしっかりと継続していくということと

併せて、今後もずっとマスクをしながらいろんな

制限を行っていかなければならないのだろうかと

いう疑問もあるところでありまして、この辺は北

海道の市長会だとかいろんな場面で今後のこの感

染症の取り扱い方ということについても議論がな

されていくものと思いますし、我々としても現場

の状況をしっかりと捉まえた上で提言できること

はしていくということになるのかなというふうに

思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。
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〇３番（山崎真由美議員） 突然市長に感想を求

めたということで、後ろの席からもちょっとざわ

めく声がありましたけれども、本当に小さなこと

かもしれませんけれども、やっぱり家庭の中で起

きている大きな悩みだと思うのです。本当に若い

お母さん、子育てにも慣れない中で一生懸命やっ

ていらっしゃるお母さん、我が子が笑わないとい

うのはこの上もない悩みであると捉えました。そ

の部分をぜひ共有していただきたいなと思って、

思いを聞かせていただきました。１人だけではな

いということを伝えておきたいと思います。

本題のほうに戻りますけれども、そういうお母

さんたちがいらっしゃる中で、やっぱりきちっと

した地域の中にマスクを外して我が子におっぱい

をあげられる、そういう安心できる空間というの

は必要だと思いますし、早急な整備が必要である

と思います。いま一度気軽にお母さんたちがちょ

っとおっぱい飲ませたいのでどこか場所ありませ

んかというふうに施設の担当者、管理者の方に声

をかけられるような周知をお願いしたいと思いま

す。できればプレートをかければその部屋はそう

いう使い方ができるような、そんな取組をお願い

したいと思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほども答弁さ

せていただきましたけれども、乳幼児の方を連れ

て長時間そこに滞在して交流するところについて

は、当然そういった配慮が必要だというふうに思

っておりますので、それぞれのそういった該当す

るような施設についてはそういった配慮するよう

な対応して、掲示についてもそういったものは簡

単に作れたりしますので、設置している施設につ

いてはもっと分かりやすいような設置するような

対応等はしていきたいというふうに考えています

ので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） ぜひ取組を進めてい

ただきたいと思います。この後まちの中が少し変

わったなと思えるぐらいの取組を求めたいと思い

ます。よろしくお願いします。

高齢者のほうの孤独死をなくす取組のほうに移

らせていただきますが、先ほど緊急通報システム、

１２７台という御答弁をいただきました。名寄市

ではおよそ２００台が用意されていると思ってお

りますが、この１２７台というのは残りまだ７３

台あるわけです。必要がなく動いていないという

ことでしょうか。申請がないというふうに捉えた

らよろしいでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 緊急

通報システムについて再質問いただきました。現

在システム、議員おっしゃったように、２００台

用意しておりまして、１２７台が今設置をされて

おります。この緊急通報システムにつきましては、

先ほど答弁させていただいたとおり、必要な方に

対して申請をいただいて、設置をしているという

ことで、設置に関しましては直接本人だったり、

御家族であったり、それからケアマネさんだとか

民生委員さんだとか、いろんな方から設置の希望

がありましたということで申請をいただいて、申

請書に基づいて設置が可能かどうかということで

判断をさせていただいております。それによって

設置をしているところなのですが、申請について

は随時いただいておりまして、審査後設置をする

というような形でありまして、今のところその条

件に合致して設置されているのが１２７名という

状況でございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 設置についての手順

はしっかり踏んでいただいているというふうに思

っていますが、この設置基準について、基準をさ

らに枠を広げるような声というのは届いていない

でしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支
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援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） この

設置の基準、一定程度重篤な疾病を持っているだ

とか、緊急時に支援できないような状況にある方

については設置をしておりますけれども、基本的

に必要な方への支援ということでございますので、

一定の利用の基準に基づいて設置をしているとい

うことで、ただ独居であればということでは、状

況でありませんので、申請をいただいた時点でど

ういう状況かというのを判断させてもらって、一

定の条件満たさないけれども、それに近いような

状況であれば認めている場合もございますけれど

も、申請あったから全て該当ということにはなら

ないのですけれども、そういった状況、そういう

条件の中で合致された方だけ設置をしているとい

うような状況でございます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 上川北部消防事務組

合緊急通報装置設置要綱ということで、この設置

要綱の中に対象者等も書かれていますので、そこ

と連携を取りながら健康福祉部のほうで廣嶋室長

の下で進めていただいていると思います。具体的

にこれをつないでいく方たちは福祉関係の方たち

だと思いますが、その方たちとの連携というのは

具体的にはどのように取られているのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） この

制度につきましては、いろんな場でこういった制

度ありますよということで、例えば民生委員さん

であったり、いろんな関係機関の方にはお話をさ

せていただいておりまして、申請がありましたら

市のほうに御相談いただくようにということで、

随時情報提供なりを行っているところでございま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） この対象者の中に独

り暮らしの重度身体障がい者で、緊急時に機敏に

行動することが困難な方、それから身体病弱のた

め緊急時に機敏に行動することが困難な方という

ような文章での記載がございます。これは、申請

を上げてから必要だ、必要ではないという判断で

はなく、もっと、例えば重度身体障がい者でとい

うところの重度を取り外す中で、必要な方という

ところの枠を広げることができないかと思ってい

ますが、その点はいかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） おお

むね６５歳以上の方で独り暮らしの高齢者という

のが大前提なのですけれども、重度疾患の治療と

いうことで一応何区分か、心臓であったり、血圧

が高いだとか呼吸器だとかいろいろ条件を設定を

させていただいておりますけれども、ただ先ほど

言いましたように、同等と認められる場合も援護

が必要であれば、特に市長が認めた場合はという

ことでの、一定のそういった条項もございますの

で、実際に判断する中では重度ではなくても一定

程度援護が必要な者ということで設置になる場合

もございますので、そこは多少幅といいますか、

状況を見ながら設置については決定をさせていた

だいております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 必要があればという

ことで、本当にこれ命に関わるところでの必要性

を確認いただくということですので、今の言葉の

中で連携されるそれぞれの立場の方の、繰り返し

ますが、連携の中でしっかり必要な方に必要なサ

ポートが届くようにお願いしたいというふうに思

います。この緊急通報システムも特に大事になる

のが緊急協力員の方だと思います。先ほど町内会

の地域見守りネットワークですとか、それから民

生委員さん、町内のその方を取り巻く人間関係と
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いいますか、協力員の方だったりという話も出て

まいりましたが、緊急協力員の方のつながりとい

いますか、そういう、個人情報にもなりますので、

それぞれのリストではないですが、一人の方を取

り巻いたときの見守りのシートのようなものはも

う出来上がって、動いているのかどうか。ちょっ

と状況について確認させてください。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 緊急

通報システムの申請いただくときに実際に緊急協

力員の方を必ず選んでいただきまして、御本人さ

ん、住んでおられる方の隣の方だったり、御近所

の方だったり、中には民生委員さんになっていた

だく場合もあるのですけれども、このシステムを

運用していく上で緊急協力員さん、どうしても必

要だということで御協力いただいておりますので、

そこは一定の申請書の中に緊急協力員であったり、

地区の民生委員さんであったり、その人の支援に

関わる協力していただける方々については申請の

中にうたっていただいて、それをうちのほうのシ

ートとして確保して、実際何かあったときについ

てはそこに連絡を入れるというような形の体制は

出来上がっております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 私が考えるぐらいの

ことはもう実際進めていただいているというふう

に認識いたしました。でも、孤独死が起きている

のです。去年も本当に私の周りでも具体的に起き

てしまいました。申し訳ない気持ちと自分に何が

できただろうかという反省といろんな思いを持っ

ているところですが、この先そういうことが起き

ないようにと願うばかりです。先ほど小川部長か

らの御答弁の中にやっぱり日常的な見守り活動の

大切さ、配食サービスですとか、それぞれ御協力

いただいている事業者の方との連携も含めて、そ

の部分については人と人との関係ですから、常に

小さな取組から順次積み重ねていただくしかない

と思っていますが、この後名寄市で孤独死が出て

こないように取組を進めていきたいと思いますし、

お願いしたいと思っています。

人とのつながりということからすると、大項目

２のほうの再質問に移らせていただきますが、や

はりスポーツをする、特に歩くということで地域

の人と顔を合わせるということはとても大事だと

思います。先ほど石橋部長から生涯スポーツの関

係にもつながるノルディックウオーキングの御答

弁もいただきましたけれども、もっともっと広が

っていいのではないかと思いますが、いかがでし

ょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 私ももっともっ

と広がっていいと思っております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） そこで、やっぱり意

識というものが大きいと思うのです。あしたから

名寄市では本当に大きな大会が開かれます。子供

たちが全国から集まってきてくれます。そこに市

民の皆さんがどのぐらい意識を持っていらっしゃ

るかということが非常に気になるのですが、部長

はどのような認識を持ちでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） この大会運営す

るに当たっての実行委員会の中でおもてなし委員

会という組織も実は立ち上げておりますけれども、

その役割としては市民の皆様方にどのようなお知

らせをして、参加していただくかという役割も入

っていたわけでありますが、実際ちょっと今回、

去年とコロナ禍ということもあって、そこについ

てはなかなか難しい状況にあったというのが正直

な感想でありまして、ぜひともコロナが明けた後

さらに知恵を絞りながら、どのような市民の皆さ

ん方に意識づけできるのかということも含めてや

っていきたいと思います。１つだけ言うとしたら、

去年企画して、結局コロナの影響で開催ができな
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かった事案としては陸上競技場の中のクロスカン

トリーコースの隅にちょっと大型の滑り台を作っ

て、子供たちを連れてきていただいて、そこで外

遊びをしながら観戦いただいて、応援していただ

くといったようなことも企画していたわけであり

ますけれども、残念ながら感染症の影響で去年は

見送らせていただいたということもあることをち

ょっと報告させていただきます。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 本当にコロナ禍の中

でよく進めていただいていると思いますし、でき

ないことへの悔しさと御苦労というのは共有させ

ていただきます。その上で改めてコロナ禍であっ

ても進めてきていただいていますので、余計に、

そばには行けないですが、大会が終わった後でも

会場に行って、自分も歩くスキーを楽しんでみる

とか、会場でこういうことが行われていたのだな

ということが後からでも分かるような、つまりま

ちの中でジュニアオリンピックが行われます、行

われています、行われていました、そういう目に

つくものがもっと欲しいと思うのです。ポスター

は確かに掲示されています。そして、広報なよろ

の３月号にもパンフレットを頂きました。いろん

なタウン誌でもこういう選手が出場しますという

紹介もしていただいています。でも、まちの中に

のぼりはありませんし、駅前を見ても特別ジュニ

アオリンピックという様相に変わっているところ

はないと思いますが、部長はどのように捉えられ

ますでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 終わった後の話

もいただきました。そういったところについては

どうやって生かしていくのかといった話になりま

すので、そこの部分についてはしっかりと持ち帰

らせていただきながら、今後の展望、どういう意

味を持たせていくのかといったところも含めて、

これはいわゆる総合政策部スポーツ・合宿推進課

の中でも、それからＮスポーツコミッションの中

でもそういった議論をさせていただきながら、さ

らに付加価値をつけていけるのかどうかというこ

と含めて議論をさせていただければと思います。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） それこそがスポーツ

によるまちづくりに直結していくものだと思って

います。一つの事業、たくさんやっていただいて

います。今のジュニアオリンピックもそうですし、

街なか運動会もそうですし、マラソンもそうです

し、たくさんいろんな事業をやっていただいてい

るのですが、そのことが広がっていかない。これ

私の思いです。考えですので、そうではなくて、

広がっていっていますと思っていらっしゃるなら

そのように御答弁いただきたいのですが、もっと

もっと広げていきたい。それでないと、スポーツ

によるまちづくり、市民にとってのスポーツが浸

透していかないというふうに思っているのです。

この点いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 議員の熱い思い、

受け止めさせていただきます。しかしながら、我

々も広めたくないわけではなくて、広めたい思い

でやっておりますので、そういったところでしっ

かりとまた御評価いただけるような対応が、成果

として残るような対応ができるようまた議論を深

めてまいりたいと考えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） まだまだ頑張ってい

る途中だということではもちろん思っていますの

で、当然批判とか、そういうことではなくて、一

緒にやっていきたい気持ちも大いにあるというこ

との中での質問をさせていただいているというと

ころは申し上げておきたいと思います。ちょっと

残念ながら北海道のまん延防止等重点措置が延び

てしまいましたので、その中でのあしたからの大

会ということになります。心配する声も聞こえて

きておりますので、感染防止対策、ちょっと確認

させてください。



－100－

令和４年３月８日（火曜日）第１回３月定例会・第３号

〇議長（東 千春議員） 石橋総合政策部長。

〇総合政策部長（石橋 毅君） 質問要旨から大

分離れてきているなという認識がありまして、議

論を深めるための答弁がここで私が今御用意でき

るかどうかちょっと分かりませんけれども、私が

分かっている範囲でお答えさせていただきますの

で、そこは御了承いただければというふうに思い

ます。

大会の感染対策については、昨年実行委員会を

立ち上げさせていただいて、実は実行委員会を立

ち上げる前に旅館組合、それから商工会議所、そ

れからスキー連盟で開催の可否について議論をさ

せていただいて、今日に至っているという経緯が

ございます。その中でＳＡＪのほうとも調整をさ

せていただきながら、いかにこの大会を開催して

いくかという調整をした結果、抗原体の定性キッ

ト、こちらを無料配付して、選手、コーチ、チー

ム関係者、それから大会の運営する側、当日来る

役員、これには全員この検査キットで受検をして

いただいて、その結果を来場される初日に持って

きていただいて、そこが陰性であればビブなりＩ

Ｄをお渡しして、そのビブ、ＩＤがある方しか通

行できない、出入口を完全に１か所にまとめてし

まいましたので、だからというか、観客とチーム

関係者というのを動線を完全に分ける形で管理を

させていただくということになっております。そ

れから、抗原体の定性検査のキットを提出すると

きに併せて２週間前の健康観察チェックシートを

出していただくのと、それプラス来る日、その都

度、その都度その日の健康観察のチェックシート

を提出していただくということで、少しでも風邪

の症状、検査結果、陽性、陰性かかわらず調子が

悪い、風邪ぎみであった場合にはその時点で宿舎

に帰っていただくということで、そこでその大会

は参加できないというような厳しめの対応を考え

てというか、やらせていただきます。

それから、あとは宿舎側なのですけれども、た

しか３月２日に旅館組合のほうとも調整をさせて

いただいて、客室の隔離方法なども含めて確認を

させていただいて、それぞれの協力、参画する団

体の中でやれる範囲のことをしっかりやっていこ

うということで、打合せのほうは済ませながら大

会を迎えていきたいというふうに考えております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 大きな大会ですから、

やっぱり市民全体の中にも影響が広がっていくと

いうことを考えれば、決してスポーツによるまち

づくりに関係のないものではないと思っています

ので、感染対策については十分過ぎる措置を取っ

ていただきたいというふうには思っています。し

かしながら、去年も大会を運営されていて、整然

と大会運営がなされていたところも現場で見せて

いただいています。応援に来る方もほとんど外で

もありますが、声は出されていませんでした。そ

ういう積み重ねもあっての安心できる大会のため

の必要最大限の抗原検査等も含めてやっていただ

いているというふうに思いますが、本当に市民の

皆さんがスポーツによるまちづくりに賛同する気

持ちにつながっていくような大会運営をやってい

ただきたいと思っています。

市長にお伺いしたいと思いますが、以前から何

度も議論させていただきまして、最初市長はフィ

ンランドのボカティーを訪問して、研修された方

たちもいらっしゃる中で、ボカティーのような名

寄の日進地区の合宿の村、合宿の里、例えばです。

大会誘致、市民、それから外から来られる方たち

の活動の場所、そういうものを思い描かれていた

のではないかなというふうに何度かのお話の中で

私は思わせていただいていました。その中で、ち

ょっとこれはなかなか厳しいところもあると思い

ますが、冬季ナショナルトレーニングセンターの

話も出ていました。スキートンネルの話も市長の

口からは出ていました。総合的に判断して、スポ

ーツによるまちづくりがどの程度進んできたとい

うふうに自己分析されているのかお伺いしたいと

思います。
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〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 冬季ナショナルトレーニ

ングセンター構想というのは、国のほうで明確に

こうしたことをやるというふうには言ってはいな

いのですけれども、そういう動きがあるようなお

話がありましたので、いち早く我々のほうとして

もそういうもし国の動きがあるのならぜひそこに

挑戦してみたいというようなことで、これまでも

いろんなところで公言をしてきた経過があります。

名寄は、そんなに施設をたくさん造らなくてもス

キー場とジャンプ台とクロスカントリーコース、

屋内カーリング施設とそれなりの冬季スポーツ施

設がもう既にあって、これをさらに有効に活用す

る一つの手段としてこのナショナルトレーニング

センターというのを生かして、そうした構想と合

致できるのでないかと、そんなような思いもあり

まして、ここをいま一度、これまでも冬のスポー

ツというのはずっと取り組んできたと思いますけ

れども、さらに一段押し上げていきたいと、そん

なことで拠点化構想を打ち立てて、様々な計画や

戦略に掲載をしてきたというところであります。

ボカティーに行ってきて、すごい施設も見てきた

わけでありまして、なかなかその施設を市が直接

主体的につくっていくというのは非常に難しいの

だなということは感じているところでありますが、

一方でそうした機運をやっぱり高めていくことで

地域挙げてスポーツを通じたまちづくり、そのこ

とが北海道や国に認められて、そうした施設の誘

致につながっていく可能性もあるのだろうと。そ

うしたことから、もっともっと身近に冬のスポー

ツ、あるいはスポーツを通じたまちづくりを裾野

広げていかなければならぬなというようなことも

痛感しているところでありまして、この間Ｎスポ

ーツコミッションという組織を３年前に立ち上げ

て、現在に至っているというようなことだと思い

ます。様々なソフト面で今までと違った展開や動

き、市民の皆さんと一緒になってスポーツを、体

を動かす、そのことのまちづくりというのは進め

てきているというふうには思いますけれども、そ

れぞれの体育施設を有機的に活用していくことで

あるとか、そのことによってさらに市民の皆さん

の皆スポーツというのを高めていくだとか、まだ

まだ途上ではあるなというふうに思っています。

その先にはさらなるスポーツを通じたまちづくり、

あるいは冬季スポーツ、さらにこの地域がいろん

なところから注目をされて人が集まるまちになっ

ていくものというふうに確信をしていますが、ま

だその途上にはあるというふうに思っていて、引

き続きこれを進めていきたいと。市民の皆さんの

理解いただくべく様々な運動を展開していきたい

ということで答えになっていますか。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） いろいろな構想を持

っていただいて、多くの市民はそこに期待をしま

した。その厳しさも分かりながら、共有しながら

名寄市のまちづくりに関心を持ってきているとい

うことであります。やはり区切り目のところでは

検証も必要であると思っていますので、今いろい

ろな取組をしていただいたことが市民の皆様にど

の程度浸透しているというふうに市長御自身は捉

えていらっしゃるでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） どの程度ってちょっとど

の程度だとなかなか言いづらいです。Ｎスポーツ

コミッションの動きや活動や、あるいはウオーキ

ングだとか様々な町中での、ステーションでの健

康プログラムの開催だとか、いろんなところで皆

さんに周知はされているものというふうに思いま

すが、それをさらに広げていくということもまだ

まだ必要ではないかというふうに思っていて、そ

れはいろんな形で評価をしていただいて、そこは

真摯に受け止めながら、しかし前にさらに進めて

いきたいというふうに考えているところでありま

す。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） 少し言葉を濁された
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といいますか、答えにくいところがそのまま今の

現状であろうと私は捉えています。関係されてい

る方たちは本当に評価をされていますし、例えば

街なか運動会、すばらしい内容であると思います。

全国的にも注目を浴びていると思います。市長も

参加して、走ってくださっています。当然そのこ

とを身近に感じて、親しくスポーツを共に楽しん

でいるという認識いただいている方もいらっしゃ

いますけれども、全く知らない人たちもいる。そ

のギャップの大きさをぜひ認識いただきたいと思

っています。

最後になってしまって恐縮なのですが、副市長

にお伺いしたいのですが、Ｎスポーツコミッショ

ン、自走化と言ってきました。しかし、名寄市か

ら多額の予算が入っています。副市長が予算、決

算を預かられているところも含めて副市長が考え

られるＮスポーツコミッションの自走化、どのよ

うなものを考えておられるのかお聞かせください。

〇議長（東 千春議員） 橋本副市長。

〇副市長（橋本正道君） 若干市長のお答えの中

と少し重複するかもしれませんが、自走化に至る

までの道筋はやはり非常にいろんな山あり谷あり

で、様々ハードルがあると思っています。もとも

とスポーツでのまちづくりというのは非常に大き

な概念でありまして、議論しているところはまず

例えば健康づくりだとか市民の皆さんのそういっ

たスポーツへの取組の関係、そして大会などのや

ることによる経済的な問題だとか、様々なものが

ここには含まれていると思います。自走化という

ことはＮスポが自分でお金を稼いで、自分で事業

を展開していくということでありますので、その

きっかけになるものを今模索している最中だと思

っております。ですので、例えば今ありました体

にいいメニュー作りですとか、あるいは今中で議

論されていると思いますけれども、スポーツツー

リズムですとか、あるいは今までやってきた中で

のイベント、合宿大会での経済効果、様々あると

思いますけれども、一つずつやっていかなければ

ならないのは間違いないのですが、私個人として

はそれを市民の皆様がやっぱりやっているのだな

というところをしっかりと訴えていくということ

も一つ大切なことだと思っておりますので、それ

がうまく交互に循環しながらいい形になればと思

っております。

〇議長（東 千春議員） 山崎議員。

〇３番（山崎真由美議員） きっかけを今つくっ

ている、模索中であるという言葉をしっかり受け

止めておきたいと思います。

以上で終わらせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 以上で山崎真由美議員

の質問を終わります。

１３時まで休憩いたします。

休憩 午前１１時３５分

再開 午後 １時００分

〇議長（東 千春議員） 休憩前に引き続き会議

を開きます。

ワクチン接種体制について外１件を、高橋伸典

議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 議長の御指名をいた

だきましたので、通告順に従いまして、質問して

まいりたいと思います。

まず、一番大きい項目１番目、ワクチン接種体

制についてお尋ねをいたします。昨年第５波の最

中に全国１日１００万回の１００万人の接種を進

める中、ワクチン接種が８，２００万回に達し、

７９％に達した折、８月から９月頃から新規感染

者、重症者、入院者が下がり、１１月には感染者、

入院患者も減少し続ける中、日常活動が平常化と

なり、新型コロナワクチンの効果が実証されまし

た。現在名寄は、新型コロナウイルス感染状況が

ピークにかかっております。その意味でも現在行

われている３回目ワクチン接種を早期に進める体

制が必要と思われます。追加接種の速やかな実施

のため接種券の発行、予約の空き状況と６か月接

種間隔で一般対象者の接種、また職域接種は１，
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０００人以上から５００人に減少しました。実費

補助の引上げ、接種が１回当たり１，５００円に、

事務連絡があったと思います。名寄市３回目接種

の体制とスケジュール、周知、広報について理事

者の御見解をお願いをいたします。

小さい項目２つ目、小児ワクチン接種について

であります。厚生科学審議会予防接種・ワクチン

分科会では、小児ワクチン接種は小児、５歳から

１１歳の１回、２回目の接種に関して緊急の蔓延

予防のため実施するという趣旨を踏まえ、今後流

行する変異株の状況、ワクチンの有効性、安全性

の一定の知見、諸外国の小児への接種状況を勘案

し、ファイザー製薬ワクチンを用いて特例臨時接

種が行われます。公的関与の規定では、努力義務

の規定は行わず、発症予防効果、重症化予防効果

を踏まえ、接種奨励とされております。小児ワク

チン接種が進むことにより同世代における重症者

の発生を抑えるだけでなく、家庭感染の抑制や中

高年世代を含む特に高齢者、基礎疾患の感染者数

や重症者数を減少させる効果があります。また、

小児におけるファイザー社ワクチンの発症予防効

果は９０．７％と特に高い有効性を示された報告

があります。今回第６波は職場等でかかり、親が

家庭で子供にうつし、子供が学校で友人にうつし、

別家庭に広まった傾向があります。小児ファイザ

ーワクチン接種を進めることにより抗体免疫効果

や発症予防効果、入院予防効果、重症化予防効果

があります。そのため、早期に小児ワクチン接種

を進めることが重要と思われます。小児ワクチン

接種は集団接種、または前回と同じ市立総合病院

の医療機関の個別接種なのか、職域接種なのか。

１２歳から１５歳までは看護師の接種で進められ

ましたが、５歳から１１歳は医師が行うほうがよ

いと厚労省の資料では書かれております。小児へ

のワクチン接種の接種体制、スケジュール、病院

小児科医の対応と市民周知について理事者の御見

解をお願いをいたします。

大きい項目２つ目、高齢者の支援の充実につい

てであります。認知症の取組の施策について。人

生１００年時代を迎え、住み慣れた地域で安心し

て老後を過ごせる環境づくりは名寄市においても

重要な課題の一つと思われます。認知症を発症し

た家族を持つ当事者として、進行を遅らせること

に加え、家族のケアがとても大切であることは見

て実感しております。高齢化社会の進展とともに

認知症患者数も増加しており、日本における認知

症高齢者人口将来推計に関する研究では２０２０

年、６５歳以上の高齢者の認知症有病率は１６．

７％、６０２万人になっており、６人に１人程度

が認知症有病者といいますが、２０２５年には７

００万人、５人に１人まで増加すると言われてお

ります。

その意味で、１つ目は、国は令和元年６月、認

知症施策推進大綱を発表いたしました。認知症基

本法案の成立が進められております。この大綱で

は、新たに共生と予防を両輪としているのが特徴

です。認知症の発症を遅らせ、認知症になっても

希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指すと

あります。これらの国の推進大綱を踏まえ、名寄

市の認知症に対する取組状況について理事者の御

見解をお願いいたします。

小さい項目２つ目、地域包括支援センター、認

知症支援推進員を中心に支援体制や見守りとして

町内会のＳＯＳネットワーク、認知症初期集中支

援チームの早期診断、早期対応、認知症カフェな

どの事業を行っておりますが、先ほど認知症施策

推進大綱でも共生が求められております。認知症

の方が外出しても安心してお住まいに戻れるよう

に他市町村ではどこシル伝言板を導入している自

治体が増えております。認知症の方が衣類にＱＲ

コードラベルを身につけ、誰かが発見するとその

発見者が自分のスマートフォンでＱＲコードシー

ルを読み取り、自動的に家族に直接かつ迅速に連

絡が取れ、本人のヒアリングが不要で、心理的な

負担を最小限にできる特徴があります。市民全員

が認知症の方の見守りをすることが認知症の理解

令和４年３月８日（火曜日）第１回３月定例会・第３号
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にもつながると考えますし、認知症のＱＲコード、

どこシル伝言板を導入すべきと考えますが、理事

者の御見解をお願いします。

小さい項目３つ目、国の認知症施策推進大綱で

は５つの柱の一つの普及啓発ですが、生活上困難

が生じた場合でも重症化を予防しつつ地域の中で

自分らしく暮らし続けることができる社会にする

ためにも地域の理解と協力が大変に重要だと思わ

れます。新たな認知症基本法の下、また名寄市第

８期高齢者保健医療福祉計画の下、さらなる名寄

市の施策を進められていると思いますが、今後の

住み続けるための普及活動の考え方、取組につい

て理事者の御見解をお願いします。

以上、壇上での質問とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま高橋議

員から大項目で２点にわたり御質問いただきまし

たので、私から答弁をさせていただきます。

初めに、大項目１、ワクチン接種体制について、

小項目１の３回目接種についてですが、新型コロ

ナワクチンの追加接種、３回目につきましては昨

年１２月から医療従事者への接種を開始し、続い

て高齢者施設の入所者及び介護従事者への接種、

そして２月１３日からは一般高齢者への集団接種

を開始してきています。高齢者接種については、

１、２回目の予約時に電話や窓口が混乱したこと

を踏まえ、３回目接種は接種日時を指定する方法

で御案内し、２月末現在４，３７２人の希望する

方への３回目の接種を終えたところです。また、

国からいわゆるエッセンシャルワーカーの方々へ

の接種を早めるよう通知があり、本市におきまし

ては消防、警察をはじめ上下水道やごみ収集、さ

らには教職員、幼児教育、保育施設等の職員への

接種も進めています。３回目接種には、ファイザ

ー社製と武田モデルナ社製のワクチンが国から供

給されています。どちらのワクチンについても重

症化予防の効果があることを国が示していること

から、本市においては接種券送付時に両者の説明

書及び国の作成したチラシを同封し、接種を希望

される方への情報提供としています。現在の高齢

者接種では、潤沢に供給されている武田モデルナ

社のワクチンを優先的に使用しておりますが、フ

ァイザー社製のワクチンも国から供給されている

ことから、来週３月１３日にファイザー社製のワ

クチン接種を行うこととしています。今月末には

市立大学での職域接種が開始され、４月中旬には

一般接種の方への集団接種も開始する予定となっ

ています。今後も希望される方が速やかに接種で

きるよう努めてまいります。

次に、小項目２の小児ワクチン接種についてで

すが、５歳から１１歳への小児への新型コロナワ

クチン接種につきましては、２月２１日付で予防

接種に関する省令等が改正され、ファイザー社製

の小児用ワクチンを用いた接種が行われることと

なったところです。本市におきましては、現在１

２歳から１５歳への接種につきましても市立総合

病院の小児科において接種を行っていることから、

５歳から１１歳も同様に市立総合病院の小児科に

て接種を行うことで準備を進めております。ただ

し、今回の小児用ワクチンについては接種量や希

釈量等が大人用のものとは異なるため、接種日や

時間帯を分けるというような工夫により接種誤り

を避ける必要があることから、体制の整備にはも

う少し時間がかかることを御理解願います。５歳

から１１歳への小児ワクチン接種につきましても

接種券を個別に郵送することとなりますので、ワ

クチンの説明書や国の作成した接種案内チラシな

どを同封し、保護者の方にワクチンの効能や副反

応についてお知らせし、情報提供としたいと考え

ております。

次に、大項目２、高齢者支援の充実について、

小項目１の認知症の取組についてですが、認知症

対策の取組につきましては認知症の人やその御家

族への理解を深め、できる範囲で手助けができる

よう平成２０年度から認知症サポーター養成講座

を開催し、平成３年３月末現在２，２６３人の養
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成をしてまいりました。さらに、平成２８年度に

は認知症サポーターの発展的な取組を目指すため

に認知症サポーターの会の立ち上げや市民向けに

認知症に係る講演会を改正するなど認知症の普及

啓発を行ってきました。平成２９年度からは、認

知症の人やその家族を支える活動として認知症カ

フェ、にこにこカフェを開催し、事業の運営の一

部に認知症サポーターの会の会員に協力をいただ

いております。また、認知症の方やその家族が適

切に医療や介護サービスの利用につなげるための

流れを示した認知症ケアパスの作成や平成３０年

度からは認知症初期集中支援チームを配置し、認

知症の早期診断、早期治療に向けた支援体制を構

築するなど認知症施策の推進を図ってきておりま

す。

次に、小項目２のどこシル伝言板の導入につい

てですが、高齢者が認知症による見当識障がいの

ため行方が分からなくなったときには関係機関と

連携しての捜索や早期発見のため認知症高齢者等

ＳＯＳネットワーク事業を行っています。認知症

高齢者等ＳＯＳネットワークは外出し、自宅に戻

ることが困難になったり、行方不明になる可能性

がある方が事前に本人の特徴や顔写真等を市に申

請し、登録することで行方不明になった際に家族

等の同意を得た上で警察へ情報提供することによ

りいち早く発見に結びつけられるよう取り組んで

います。また、認知症高齢者等ＳＯＳネットワー

ク事業に登録がされていない方が迷ったり、認知

症のため自分の住所が言えない状況で発見された

場合においては、発見者や警察から市に連絡が入

り、市で保有する情報等から本人確認を行うなど

の対応をしてきております。このような捜査等は

年に数回発生しており、警察等と連携し対応に当

たっていますが、これまでに身元が分からなかっ

た事例はない状況です。市民の皆さんが迷ってい

る様子の方の手助けができるよう引き続き認知症

サポーター養成講座や認知症への理解を深めるこ

とを目的とした市民向け講演会を継続していくこ

とや事前に認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク事

業に登録していただくために事業の周知を図って

まいります。

また、行方不明や捜査に係る対応機器について

は、現在のところ市として導入の予定はありませ

んが、各メーカーから様々な機器が出ていること

は承知しております。いずれの機器においても迷

ってしまうことが想定される本人がその機器を持

ち歩いたり、機器が取り付けられている状態でな

ければ効果がないものであることや全体が認知症

への理解がなければ機器の利用の浸透が進まない

ことが考えられます。こうしたことから、認知症

の高齢者等が迷って帰宅できない状況になった場

合に早期発見できるようにするためには市民の理

解や協力も重要です。どこシル伝言板を含め、他

自治体の取組を参考にして本市にとって有効で効

果的に対応できるよう工夫、改善を加えながら対

応してまいります。

最後に、小項目３の住み続けるための普及活動

についてですが、認知症施策推進大綱における５

つの柱の一つであります普及啓発、本人発信支援

のうち普及啓発につきましては、これまで取り組

んできております市民向け講演会や認知症サポー

ター養成講座を継続して実施し、認知症の理解を

より深められるよう取り組んでまいります。また、

地域で暮らす認知症の人の困り事の支援と認知症

サポーターを結びつけるためのチームオレンジの

取組について検討してまいります。さらに、名寄

市立総合病院精神科、心療内科に設置されている

認知症医療疾患センターとの連携強化を図ること

や地域見守りネットワーク事業における協力事業

者等生活に関わる機関や団体、事業者との連携を

図りながら認知症になっても安心して生活するこ

とができるまちを目指し、取り組んでまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ありがとうございま

した。再質問をさせていただきます。
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まず、子供の小児ワクチンの接種は４月になる

ということで、非常に遅いのでないかなという思

いがあるのですけれども、今旭川だとか士別はも

う進めているところもありますし、来週から進め

られるというところもあるのですけれども、名寄、

この４月からやるって半月間遅れるような状況な

のですけれども、何か薬が遅れただとか、そうい

う部分で接種、先ほど遅れるのは体制の整備とい

うことで言われていましたけれども、体制の整備

で半月以上遅れてしまうということなのでしょう

か。お聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） すみません。答

弁の前に、先ほどの登壇しての答弁の中で一部ち

ょっと誤りがありましたので、訂正させてもらい

ます。

大項目２の高齢者支援の充実について、小項目

１の認知症の取組についての中で、平成２０年度

から認知症サポーター養成講座を開始し、実績で

すけれども、令和３年３月末というところを平成

３年３月末とちょっと言ってしまいましたので、

平成を令和に訂正させていただきます。大変申し

訳ありませんでした。

それで、今高橋議員から質問がありました小児

ワクチンの接種であります。３月段階から自治体

での接種が進められている自治体が出てきている

ところであります。本市においても当初の３月か

らの接種も計画をしていたところでありますけれ

ども、高齢者の接種であったり、特に福祉施設だ

ったり、そういったエッセンシャルワーカーの方

々の感染も出ているという状況の中では、３月中

においては一般高齢者の部分とエッセンシャルワ

ーカー、そして３月末には基礎疾患といったとこ

ろ、しっかり接種をやって、そして４月の中旬か

ら６４歳以下と小児等のワクチン接種を開始した

いということで考えております。いろいろな年代

をちょっとふくそうしてしまうと、この間病院か

らも連日医師を派遣していただいていますので、

病院の医療体制等いろいろ状況ありますので、そ

ういった状況も勘案して、着実にきちんとスムー

ズに打てる体制ということで、４月中旬からとい

うことにしていきたいというふうに考えておりま

すので、御理解をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。ぜひ、

本当はきっと皆さん早くやっているのは始業式が

始まる前にある程度１回目を終了させたいという

部分でスタートさせたというふうに考えています。

昭和大学の医学部の二木客員教授がこのように言

っています。ステルスオミクロンの波につながる

影響はあまり心配していない。ワクチン接種を受

けて、マスクを着用するというのが基本的な予防

策である。これまでオミクロン株でもＢＡ．２で

も変わりませんでしたし、またワクチン効果も差

はないとされている。ワクチン接種を打てる人は

一日でも早く打ったほうがいい。本人のためにも

家族のためにも社会のためであります。私見です

が、オミクロン株が最終的ではなく、あと１回か

ら２回特殊的な変異ウイルスが出現し、ウイルス

がどう変化するか読めない。監視を強めていくこ

とは重要ですが、変異株といっても基本的にはワ

クチン接種を打っていれば効果は全くないわけで

はないということで言われています。本当に先ほ

ど小川部長が言われたように、今回高齢者接種は

日時を設定してのはがき配送した部分で、高齢者、

大変安心していました。前回も何人も予約を電話

で取ったのですけれども、それもなく、こちらか

ら今回は指定で来ますのでと言ったら安心しまし

たということで言われていました。私も消防の優

先接種で６日の日に１０時ぐらいに打たせていた

だきまして、本当にスムーズな流れで接種をさせ

ていただき、今まだ筋肉痛が残っておりますけれ

ども、本当よかったなという思いがあります。そ

して、旭川だとか札幌の場合、一般の方、６か月

過ぎたら接種するということで、予約枠なしで進

めている自治体もあるのですけれども、名寄は予
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約枠なしというのはしないで完全日時指定でこの

３回目接種を進められるのかちょっと教えていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 一般の方のワク

チン接種につきましては、高齢者の方については

日時とワクチンの種類も指定させていただきまし

た。そういったことによって、ほかのところを見

ていますと、予約制にするとやっぱりファイザー

に殺到して、モデルナが埋まらないということで、

状況ですけれども、名寄市は市民の皆さんに御理

解をいただいて、一部、ほんの僅かの方はファイ

ザー打っていますけれども、基本的に皆さんモデ

ルナを打っているということでは接種率はかなり

上がっているかというふうに思っています。今後

の４月以降の６４歳以下につきましては、これ働

いている方が多いですので、こっちで日時を指定

するというのはなかなか難しい。職場でもやっぱ

り副反応ありますから、まとめて何人の方が打っ

てしまうと仕事が回らない状況もありますので、

昨年同様ラインとかウェブでの予約ということで、

それもワクチンもファイザー、モデルナ、それぞ

れ指定、選んで、接種する日を選んでいただいて、

やるようなことで進めてまいりたいというふうに

思っています。昨年もそういったことで実施しま

したが、６４歳以下につきましてはそんなに混乱

なくできていますし、そしてワクチンについても

一定程度見通しは立っていますので、接種受けら

れる予定人数の分の予約日も確保できるというこ

とで考えておりますので、混乱なく、前回と同様

の形で６４歳以下については進めていきたいとい

うふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。本当

予約なしの部分は必要ないということで、ぜひこ

の３回目、昨年の１１月のように名寄も社会活動

がしっかりできる体制を速やかに進めていただき

たいというふうに思います。

その二木客員教授がもう一つ言っています。子

供への感染拡大は、ワクチン未接種が大きな要因

と言われております。特に小学校低学年ぐらいま

では子供同士の距離が近く、マスクの着用や手洗

いなどもおろそかになりがちで、徹底は難しいの

だと思います。家庭内感染は家庭の誰かが家庭に

ウイルスを持ち帰るわけですから、あまり症状が

出ない場合が多い。気がつかないうちに高齢者や

基礎疾患がある方に感染させます。部屋数の多く

ない日本の住宅事情では、家庭内で感染が出たら

隔離は困難です。現在は検査も十分できず、これ

はまずいと思ったときには家族は感染してしまっ

ておりますということで、本当名寄も今その状況

だと思いますし、実はうちの札幌にいる自衛隊の

孫が、孫の話をさせていただきます、かわいい孫

の。１月１７日の始業式に学校に小学２年生が行

きました。そして、１８、１９とお休みで、２０

日に３９度４分の熱が出てしまいました。病院に

連れていって、すぐオミクロンですと。陽性です

と言われまして、そして帰ってきて、娘と孫の小

学生は２階に、そして１歳と５歳と自衛隊の旦那

さんは下で暮らしていたのですけれども、３日目

に検査に残りの４人が行きました。全員かかって

いたのです。そんな中で、きっと名寄もそういう

形でかかって、学校に行ってかかってという状況

が続いてしまったのかなというふうに思うのです

けれども、そのときに本人たち外出できないです

から、買物できないですから、札幌市から箱ティ

ッシュだとかトイレットペーパー、Ｓの御飯、サ

トウのごはんなのですけれども、Ｓの御飯、おか

ゆ１０個だとか、カップヌードルだとかインスタ

ントみそ汁だとか洗剤、スポーツドリンク、消毒

液、市のごみ袋、レトルト食品、野菜ジュース、

ゼリー飲食、ミカンゼリー、ウィダーインゼリー、

ソーセージ１２本、喉あめ、サバ缶だとか、３つ

の箱に入って、それ１人分なのです。送られてき

ました。そして、１週間後に残り４人分来たので
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店できるぐらい食品が入っていたのです。名寄、

私がちょっと計算した部分でいえば約６３０人ぐ

らい１月下旬からかかっているみたいなのですけ

れども、この６３０人の体制って市でできたので

しょうか。お聞かせをいただきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 陽性になった場

合の食料品、日用品のそういった支援というのは、

保健所を設置している自治体が行っています。札

幌は保健所をを持っていますので、札幌とか旭川

とか、そういったところはそれぞれ自治体がやっ

ています。名寄市は北海道が設置していますので、

北海道が同じような内容で大体１人につき３箱、

４人家族いれば１２箱送られてきております。た

だ、ちょっと一時陽性者が多かった時期は最初二、

三日の予定が５日、６日というような状況があっ

たようでありますけれども、それについてはそれ

ぞれ保健所を設置しているところが責任を持って

対応しているということで御理解を……だから名

寄市としてはやっていません。名寄市で陽性者が

誰かというのも基本的には把握していませんので、

そういうことで保健所を通してやっているという

ことで御理解願います。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。安心

しました。

次に、先ほども言われていましたけれども、国

立生育医療センターが昨年の９月に国内の親子を

対象に実施した調査によりますと、接種をすぐ受

けたいと答えた小学校１年生から３年生の子供が

約５０％、受けさせたいという保護者が７１％、

小学校４年生から６年生までの子供が受けたいと

いうのが４２％、受けさせたいという保護者が７

６％の回答がありました。気持ちが揺れている人

もなかなかいると思うのです。今回ワクチンのい

ろんな部分が出たという部分が報道されたり、そ

ういう部分で対象の親子に説得してもらうなり、

きっと小川部長が言っていたのはこのチラシだと

思うのです。これ厚労省が作ったチラシをつけた

と思うのですけれども、やはりそれ以上に情報提

供をしっかりやっていただいて、リーフレットの

ほかの周知方法というのはどんなふうな形で進め

ているのか。本当外国では接種の副反応というの

は接種箇所の痛みというのが１回目だとか２回目

が７４％、７１％、でも発熱は２．５％だとか、

６．５％しかないというふうに厚労省から言われ

ておりますし、海外ではイスラエルだとかカナダ、

オランダ、５歳から、中国は３歳から、インドは

６歳から、キューバは２歳から、キューバとコス

タリカ、２歳、５歳なのです。ここも強制でやら

れているところもあります。日本の場合は接種奨

励ですから、本当に親と子供が納得した形で接種

していただくというのが決められていますので、

そういった意味で本当にこの揺れている子供に今

回のような名寄の６３３名みたいなことが起きな

いように入院抑制だとか発症予防効果があるとい

う部分を、しっかりやっぱり自治体として訴えて

いって、少しでも多く接種していただける体制を

整えていただきたいなという思いなのですけれど

も、今パンフレットだけの部分なのか、名寄市と

しても違う方法でこういう周知をしていますよと

いうことがあれば、教えていただきたいというふ

うに思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ワクチン接種に

つきましては、基本的にこれは任意で自分の判断

で打つものであります。ワクチン接種の効果に対

して副反応については、インターネットで調べる

といろんな方がいろんな見解で話をされていて、

どれを見て、どれによっても判断するか大変難し

い状況があります。そういった意味では、市とし

ては厚生労働省が出していますワクチンに関する

お知らせ、５歳から６歳についてはまた別に厚労

省も作っていますので、こういったものを同封し

ますし、それぞれワクチン製造メーカーのほうで

作っているワクチンの取扱いについても含めてや
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っていきます。昨年もそうですけれども、基本的

にワクチンの接種を高めるために個別の追加での

督促するとか案内するとか、そういうことは基本

的に考えておりません。最初の接種券は送付いた

しますけれども、あとは自己判断においてやって

いただく。市からそういうふうにやりますと強制

的な部分になるかというふうに思いますし、やや

もすると打っている人、打っていない人の差別に

もつながる状況がありますので、しっかり情報は

提供いたしますけれども、そういった別建ての勧

誘、接種に向けてのというのは特段考えては今の

ところおりません。本当に小児の方につきまして

は子供の体に対する影響等いろいろ心配もあるか

と思いますので、そういった面では１５歳以下と

同様に本市では市立総合病院の小児科にお力添え

をいただいて、そこで心配事もきちんと専門医の

先生に相談をして、そして接種をすることを決め

てもらうということで体制を整えて、進めてまい

りたいというふうに考えておりますので、御理解

をお願いします。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。ぜひ

接種、安全な体制で進めていただくことをお願い

します。本当今回のように家庭内感染が非常にや

っぱり大きい状況にあります。やっぱり今回オミ

クロンでは高齢者の死亡率すごく多いのです。こ

れは本当にやっぱりそういう子供が家に戻ってき

て、それでうつって、衰弱になって、そしてたん

が絡んで、そして重症化するという部分が大変多

いというふうに言われていますので、家庭内感染

させないためにもこの小児ワクチンの接種の奨励

を言われておりますので、ぜひ推進をお願いいた

します。

次に、認知症対策のほうに移らさせていただき

ます。第８期の名寄市高齢者保健医療福祉計画の

中に認知症を遅らせて、認知症になっても地域の

中で自分らしく暮らし続けることができるように、

本当にいろんな政策が進められています。その中

で、アンケートの中でやっぱり物忘れが多いと感

じる、４７％、そして認知症がある、または家族

に認知症の症状がある割合が１１％いるというこ

とで、約１，１００人ぐらいのアンケート取りま

したから、物忘れが多いと感じるというのが５０

０人以上、また認知症の症状があるのではないか

という人が約１５０人ぐらいなのですか、それぐ

らいになってしまっています。そういった意味で

在宅介護、見る方や何かの負担というのが相当や

っぱりこれから出るという部分があるのです。在

宅介護やる方の配偶者が２２％、そして子供が４

７、そして介護の年齢になると５０代が約１８％、

そして６０代が２７、７０代が１４．３、８０代

で１６％ということで、約８０％が、この６０か

ら８０以上の方が、介護等して、そういう方々見

なければいけないのですというアンケートが出て

います。その部分で名寄としてもいろんな施策が

あると思うのですけれども、この政策の中で市民

の皆さんがもうちょっとやってほしいという部分

がないのかどうかちょっと話がありましたらお聞

かせをいただきたいなというふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 議員

言われたように、認知症になる方、非常に増えて

おりまして、先ほどパーセンテージもございまし

たが、今名寄市の要支援、要介護認定者数が大体

１，８００人ぐらいなのですけれども、大体その

６割ぐらいが認知症というような診断なりを受け

ているということになっております。自分も含め

まして誰もが認知症になり得る可能性があるとい

うことで、それを見据えてやはり認知症に関わる

施策については充実の必要があるというふうに考

えております。現在行っている取組につきまして

は、先ほど答弁をさせていただいたとおりでござ

いますけれども、国のほうのオレンジプランの中

でも事業の充実ということで言われておりまして、

今回の第８期計画の中でもチームオレンジという
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ことで地域で暮らす認知症の方々、家族の困り事

の支援のニーズだとか、それから先ほど養成をし

ておりました認知症サポーターとを結びつける、

そういった取組を国でも進めなさいということで

大綱の中でうたっておりますので、第８期計画の

中ではその部分を強化していきたいなというふう

に考えております。具体的な個々のニーズについ

てはそれぞれ相談業務の中でお聞きしております

ので、それが支援につながるような形で進めてい

きたいというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 分かりました。ぜひ

この認知症サポート、チームオレンジを成功させ

ていただきたいなというふうに思います。先ほど

廣嶋室長が言われたように、認知症約１，８００

人の６割といったら約１，０００人ぐらいおられ

ますし、そしてサポーター養成講座を持っている

方が２，３６３人ですから、約１人が４人見なけ

ればいけないという状況になるのですか。そうい

う計算になると思いますけれども、このチームオ

レンジは今年始動、これから始動、それとももう

推進はされているのですか。接点というか、この

認知症の方をこのサポーターにつけてお世話して

いただいているだとかというのは、進められてい

るのでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 先ほ

どの答弁の中にもありましたが、認知症カフェも

実際に実施しておりますけれども、サポーター養

成講座を受けられた方、サポーターの会の会員に

も御協力いただいて、市の担当者だとかと一緒に

なってサポートしているというのは従来から実施

をしておりますし、コロナの関係もありまして、

なかなかサポーター養成講座も従来のように大々

的に今できない状態になっておりまして、ちょっ

とここ数年は養成講座の養成数も少し低い状況に

なっているのですけれども、このコロナの分も踏

まえて実際に動きがこれから動き出してくるかな

と思ってはいるのですけれども、具体的にまだ取

り組み切れていないのですけれども、そこを目指

して今準備を進めている状態でありまして、従来

の取組も含めて充実しながらこの部分強化してい

きたいなというふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひこのチームオレ

ンジ、しっかりと進めていっていただくことをお

願いします。

それと、福祉計画の中に高齢者福祉施策、先ほ

ど廣嶋さんが言ったように、なかなかオミクロン

で会合等が開催されていないという部分がありま

す。高齢者の施策の進め方には高齢者が孤立しな

いで地域等のつながりを強化するのがという回答

が最も多く寄せられていると思うのですけれども、

このオミクロンの関係でなかなか会合、町内会の

会合もそうですけれども、できていない状況で、

市としてそれに似た取組というのはやっているの

です。よく何とか体操を配信しているだとかとい

う部分はやっているみたいですけれども、孤立さ

せない取組の強化について何か別な方法で行政と

してやられているのかどうかちょっと教えていた

だきたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） 特に

認知症の方についてはそういった形、なかなか町

内会の介護予防教室に出てもらうだとかというの

は難しいかなというふうには考えておりますけれ

ども、市内の中でいろんな支援、サポートしてい

ただいている団体だとか民生委員さんだとかいろ

んな地域の方々から情報をいただいた中で、ちょ

っと何かこの方おかしいというか、認知症ではな

いのかとか様子がおかしいとかというような情報

をいただいたときには、実際にその御家庭に入っ
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ていくという形もありますし、突然市の職員がぽ

んと家に行ったときに何で来たのだろうかという

こともありますので、例えば定期的に各地域を回

っているのですみたいな形で声かけをしながら入

っていったりというようなことも認知症だけでは

なくて、支援が必要な家庭があればそういった入

り方も市のほうで対応しておりますので、そこは

このコロナ禍の中でなかなか従来の事業し切れな

いですけれども、そういった取組もしながら関わ

りを持って進めているところでございます。大き

な事業にはなっていないですけれども、そういっ

た小さい取組も含めて関わりを持っていくという

ような体制を取っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひよろしくお願い

します。

先ほど部長言われたＳＯＳネットワークの部分

で、認知症の方や何かが登録、どこシル伝言板で

は今やっていなくて、名寄はＳＯＳのネットワー

クに登録を進めて、写真を撮って、確認を進めて

いるのだという状況だった。先ほど認知症は約１，

８００人中の６割というふうに言われて、１，０

００人ぐらいいるのですけれども、このＳＯＳに

はその１，０００人の方が登録されているのでし

ょうか。

〇議長（東 千春議員） 廣嶋こども・高齢者支

援室長。

〇こども・高齢者支援室長（廣嶋淳一君） ＳＯ

Ｓネットワーク事業については、今現在、今年の

１月現在では登録者数８２名となっております。

１，０００人いらっしゃるということなのですけ

れども、それは実際に施設に入ったりだとか支援

されている家族もいらっしゃったりだとか、特に

今のところ症状が重たいだとかというところで、

ちょっと家族が目を離した隙にいなくなってしま

うだとかというような重たい部分でいけば、こう

いう登録もしていただいているということであり

ますけれども、現状では８２名ということで、登

録数については年々増えているのかなというふう

に考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） 全員が自宅にいるわ

けでないですから、うちも清峰園にいますので、

入院されていたり、そういう老人ホームにいる方

もおられますから、分かります。

そして、認知症の部分でどこシル伝言板でなく、

名寄市として部長は全体的な理解を得て、そして

協力を得ながら進めているというふうに、早期発

見につなげるために進めていると言われました。

この全体の理解というのは町内会だけなのでしょ

うか、それとも市民全体に対してこういう認知症

の方にはこういうふうに名寄市等もやっています

ので助けをお願いしますというふうな部分を推進

されているのかちょっとお聞かせをいただきたい

というふうに思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 認知症で自分の

帰宅する場所が分からなくなったり、そういった

方の対策なり対応するについては、市民全員、全

体、基本的には全員がやはり認知症というものを

知っていただいて、対応していかなければならな

いかなというふうに思っています。この間もちょ

っと行方不明になって、捜索していますけれども、

やっぱりどこに行っているか全く分かりませんの

で、いろんな、今コンビニとか、そういった方に

も協力願っていますけれども、もっともっと広い

範囲で理解をいただいて、対応していく。そして、

認知症の人を見て、なかなか難しいですけれども、

ぼうっとして座っていて、本当に自分でも何して

いるか分からないような、そういったことに気づ

くというのもこれ難しい話ですけれども、そして

声をかけるということもこれ大変な話であります

けれども、そういったことも徐々にやっぱり浸透

させていきながら対応していければなというふう
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に思っています。コロナ禍の前、平成３０年と３

１年には徘回高齢者ＳＯＳネットワーク模擬捜査

訓練ということで、これ北新区と豊栄区でもやら

せていただいたのですが、実際に市の職員が徘回

する役を演技しながらどのように声かけたらいい

かと、そういったことを町内会の役員であったり、

民生委員さんにも実際に参加してもらって、声の

かけ方、そういったこと訓練して、そしてそうい

ったやりながら市のほうとしてもそれを検証して、

それをどういうふうに広めていくかというのを検

証し始めたところで、コロナ禍になって、ちょっ

とこれは中断しているのですけれども、本当に一

気には進められませんけれども、いろんな活動、

そういった訓練なりも通じながらやっぱり市民に

一人でも多くの方にそういったこと認識してもら

って、声かけられるようなまちというか、人に気

遣いをできるまち、そういったふうに将来的にな

っていけばなというふうに思いながら今後もいろ

んな事業を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 高橋議員。

〇１３番（高橋伸典議員） ぜひその事業を進め

ていただきたいなと思います。本当認知症になる

方は自分が認知症という理解は絶対しないと思う。

うちの母もそうでしたから。だから、そういう部

分で周りが本当理解してあげるというのが必要な

のかなというふうに思いますし、そういう方々が

やっぱり住み慣れたこの地域でしっかり一生涯生

活できる、アンケートにも自分の家で介護を受け

たいという方が３５．９％おりますし、自分の家

で、自宅で介護サービスを受けたいという方が４

８．６％もいますので、そういう方々のためにし

っかりとした政策をつくっていただいて、住み続

けられる名寄市の施策をお願い申し上げたいとい

うふうに思います。

また、このオミクロンの影響で大変な思いをし

ている名寄市立総合病院、またそこで働いている

看護師の皆様に感謝を申し上げ、質問を終わらせ

ていただきます。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） 以上で高橋伸典議員の

質問を終わります。

新型コロナウイルス感染症対策に関わって外２

件を、川村幸栄議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 通告順に従いまして、

大項目３点にわたって質問をさせていただきます。

まず、１つ目に新型コロナウイルス感染症対策

に関わって伺います。オミクロン株の感染拡大が

続いています。市立総合病院のクラスター発生も

あり、市民は不安を抱えています。最も効果的で

確実、必要な支援が求められるところであります。

感染拡大から市民を守るための対策について伺い

ます。

小項目１、感染状況について直近の状況をお知

らせください。

小項目２、陽性者への対応について伺います。

保健所との連携が重要であります。入院体制、宿

泊療養について伺います。自宅療養者への対応に

ついては、ただいまの高橋議員への御答弁があり

ましたので、この点についての答弁は結構であり

ます。

小項目３、ＰＣＲ検査等の体制について伺いま

す。

小項目４、３回目のワクチン接種状況について

伺います。市立総合病院での患者さんなどの増大

によってワクチン接種のための医師、看護師の確

保が大変になっているかというふうに察するとこ

ろであります。その状況は、どのようになってい

るのかお伺いをしたいと思います。

小項目５、コロナ関連情報の分かりやすい発信

を引き続き行っていただくことを求めたいと思い

ます。

以上、大項目１についてお伺いをしたいと思い

ます。

大項目２点目、デジタル化の取組について伺い

ます。情報通信などデジタル技術の進歩は、人々
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の幸福や健康に資するものでなくてはならないと

考えます。地方自治法においても、地方自治の発

展や住民の福祉の増進のためにこの技術を有効に

活用していくことが求められます。

小項目１、個人情報を守る取組について伺いま

す。国民の暮らしに役立つデジタル化は、否定す

るものではありません。新型コロナウイルス感染

症防止のためにデジタル技術を活用することは避

けて通れません。２０２０年版の情報通信白書に

よると、企業などが提供するサービスを利用する

際に個人データを提供することについて８割が不

安を感じると答え、インターネットを利用する際

に感じる不安については個人情報や利用履歴の漏

えいの割合が８８．４％に上っています。個人デ

ータの活用について便利、快適性を重視すべきで

あるがどちらかというとと合わせて２２％にとど

まり、安心、安全性を重視すべきであるがどちら

かというとを合わせて７９％にもなります。自治

体が持つ膨大な住民の個人情報を守るための取組

についてお伺いをしたいと思います。

小項目２、自治体行政の標準化、共通化につい

て伺います。自治体システムの統一を政府は２０

２５年度末までとした工程表を示しています。窓

口がＡＴＭのようになってしまい、対面サービス

の減などで市民サービスの低下になるのでは、職

員の削減につながるのではなど危惧されるところ

であります。デジタル機器を使いこなすことが困

難な人や経済的事情でＩＴ機器が利用できなかっ

たり、通信環境を整えられない人への配慮は重要

です。新たな格差を生み出すことのないような取

組が必要であります。お考えを伺います。

大項目３、加齢性難聴者の補聴器購入助成につ

いて伺います。高齢者が社会で活躍、働いていく

とき補聴器は必需品になります。補聴器の適正な

普及により難聴に早く対応することは、高齢にな

っても生活の質を落とさず、心身ともに健やかに

過ごすことができ、認知症や鬱病などの予防や進

行を防ぐとも言われ、健康寿命の促進につながり

ます。

そこで、お伺いします。小項目１、加齢性難聴

者の補聴器購入助成を。補聴器は精密機器であり、

人それぞれの聞こえに合わせようとすると高価に

なり、多くの高齢者は購入を諦めて、聞こえない

まま毎日を過ごすという深刻な問題となっていま

す。障害者総合支援法に基づく補装具支給制度の

対象は限定的であります。耳鼻科医師は、加齢性

難聴は６０歳後半で３人に１人、７５歳以上で７

割以上との報告もあり、誰でも起こる可能性があ

ると指摘します。運転中サイレンの音は聞こえず、

救急車の接近に気がつかず、慌てて診察に来た人

もいたといいます。支援の対象年齢を多くの自治

体は６５歳以上としていますけれども、東京港区

では６０歳以上にしています。難聴になっても仕

事を続けられるようにとの配慮だそうです。加齢

性難聴者の補聴器購入助成を求めるものでありま

す。お考えをお聞かせください。

小項目２、難聴の早期発見のために仕組みづく

りを。聞こえのチェックリスト、健診に聴力検査

項目を設け、広く市民が聴力検査を受けられるよ

うな仕組みを求めるところであります。お考えを

お聞かせください。

以上、この場からの質問といたします。よろし

くお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ただいま川村議

員から大項目で３点にわたり御質問をいただきま

した。大項目１と３は私から、大項目２は総務部

長からの答弁となりますので、よろしくお願いい

たします。

初めに、大項目１、新型コロナウイルス感染症

対策に関わって、小項目１の感染状況についてで

すが、市内で確認された新型コロナウイルス感染

症の陽性者については、１月末から週に４０人以

上となり、２月の２週目からは週７０人、２月２

０日の週では１７３人と増加が続き、２月２７日

の週では１２１人の状況にあります。３月６日か
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ら３月８日の今週３日間では、現在ところ２４名

の報告を受けているところであります。今回の感

染者の急増の状況につきましては職場、家庭、学

校や幼児教育、保育施設内での感染が拡大してお

ります。また、年代では４０歳代以下が約９割を

占めている状況にあります。北海道に適用されて

いますまん延防止等重点措置については、適用期

間が３月２１日まで延長となり、引き続き北海道

全地域を対象として感染対策を講じていくことと

なりました。市といたしましては、北海道の感染

対策に基づき市民へ感染情報を発信するとともに、

感染対策の徹底を周知してきました。また、各施

設において感染対策の点検やさらなる対策を検討

し、実践しながら感染拡大の防止に努めてきてお

ります。

次に、小項目２の陽性者への対応についてです

が、陽性者の対応につきましては入院から自宅療

養までの判断など保健所が行っており、実際に入

院、宿泊療養、自宅療養者が何人いるかというこ

とは市では把握できていません。ただし、保健所

業務の逼迫を避けるために北海道と連携し、自宅

療養者へのパルスオキシメーターの配付について

は依頼があれば保健センターにおいて配付を行う

といった協力体制を取っております。今後も保健

所との連携を図りながら市としてできる支援をし

てまいります。

次に、小項目３のＰＣＲ検査等の体制について

ですが、新型コロナウイルス感染症の感染を判断

する検査につきましては、発熱などの症状がある

場合には市立総合病院の発熱外来において事前に

電話で予約を受付してから行っています。また、

北海道が感染蔓延時に行う無料の検査につきまし

ては、北海道のホームページによるとツルハ西４

条店において実施されております。現在は、平日

の午後１時から午後５時の間で電話での予約受付

を行い、検査を行っております。

次に、小項目４の３回目のワクチン接種状況に

ついてですが、新型コロナワクチンの追加接種、

３回目につきましては、昨年１２月から医療従事

者への接種を開始し、引き続き高齢者施設の入所

者及び介護従事者等への接種、２月１３日からは

１回目高齢者への集団接種を開始し、２月末から

はいわゆるエッセンシャルワーカーへの接種も進

めてきております。本市の集団接種においては１、

２回目に引き続き市立総合病院をはじめ市内の各

医療機関から医師、看護師を接種会場に派遣いた

だく形で実施しており、各医療機関の御協力によ

り医師、看護師は確保できております。また、３

回目接種におきましては、市立大学看護学科の先

生方にも接種会場での接種に御協力いただくなど、

市内の医療資源を最大限に活用させていただいて

いるところであります。今後も希望される方が速

やかに接種できる体制を整えてまいります。

次に小項目５のコロナ関連情報の分かりやすい

発信についてですが、新型コロナウイルス感染症

に関する情報発信につきましては、１月末から感

染者が急増したこともあり、市内の感染者数など

の情報発信が主なものとなっています。３密の回

避やマスク着用、手指消毒などの感染対策につい

ては従前のものと大きな変更がないことから、折

に触れ市民へもお伝えしております。新型コロナ

ワクチンの情報につきましては、個別に発送する

接種券にワクチン会社の説明書及び国が作成した

チラシなどを同封し、接種対象者の市民一人一人

に情報が届くようにしております。新型コロナウ

イルス感染症につきましては、発生から２年が過

ぎた現在においても新株への変異など解明されて

いないことも多く、情報が錯綜することもあるた

め、市として国などが発信する情報を的確に市民

へ伝えるよう努めてまいります。

次に、大項目３、加齢性難聴者の補聴器購入助

成について、小項目１の加齢性難聴者の補聴器購

入助成についてですが、現在公的な補聴器購入へ

の助成については身体障害者福祉法第４条に規定

する身体障がい者で障害者手帳を持つ両耳の平均

聴力レベルが７０デシベル以上の高度・重度難聴
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者が対象となっており、４１デシベル以上の中等

度以下の難聴者の補聴器購入には助成制度がなく、

補聴器は高額で、必要とされる方にとっては負担

が大きいものと考えております。一般社団法人日

本補聴器工業会が行った実態調査では、男女とも

に６５歳を超えると難聴者の比率が高まり、７５

歳を超えると補聴器所有者の比率が高まる傾向が

見られ、補聴器保有者のうち１２％が障害者総合

支援法、または自治体独自の支援制度に基づく公

的支給補助を受けており、補聴器１台の平均価格

は１５万円と高額な自己負担が伴うものでありま

す。欧米では補聴器導入に対し公的補助制度があ

り、日本でも一部の自治体で高齢者の補聴器購入

に対して補助を行っております。補聴器の普及に

つきましては、加齢になっても生活の質を落とさ

ず、心身ともに健やかに過ごすことができ、認知

症の予防、ひいては健康寿命の延伸、医療費の抑

制等にもつながるものと考えられますことから、

様々な機会を通じ国、北海道に対し公的補助制度

を創設するよう要望してまいります。

最後に、小項目２の難聴の早期発見のために仕

組みづくりをについてですが、現在本市が実施し

ている特定健診につきましてはメタボリックシン

ドロームに着目し、生活習慣病の発症及び重症化

の予防を目的として実施しており、聴力検査につ

いては目的が異なるため国の必須項目となってい

ないことから、実施しておりません。また、７５

歳以上の後期高齢者に実施している健康診査にお

いては、国が令和２年４月から高齢者の特性を踏

まえた健康状態を総合的に判断できるよう見直し

が行われ、フレイルなどを早期に発見するための

内容となっておりますが、耳の聞こえの内容につ

きましては質問票に含まれていない状況にありま

す。そのため、法定の実施項目とは異なることか

ら、市が実施している現行の健診における聴力検

査については検査場所の確保や判定いただく基準

など健診医との調整を含めた課題が多数あり、実

施が難しいものと考えております。しかし、高血

圧症や糖尿病などの生活習慣病に加え、耳の聞こ

えが悪くなることも認知症の危険因子の一つと言

われていることから、地域包括支援センターと保

健センターが実施している健康相談、教室、介護

予防事業等を活用した加齢性難聴に関する普及啓

発に努め、必要に応じて医療機関への受診につな

げるとともに、今後加齢性難聴の早期発見に向け

た取組について国の動向も注視してまいります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 私からは大項目２、

デジタル化の取組について、初めに小項目１、個

人情報を守る取組について申し上げます。

国は、令和２年１２月にデジタル化におけるビ

ジョン実現のため自治体ＤＸ推進計画を策定し、

住民に最も身近な行政を担う自治体の役割は極め

て重要であると位置づけ、当該計画の中で推進体

制の構築や重点取組事項を示し、着実に取組を進

めるよう方針を定めました。国が示す重点取組事

項は情報システムの標準化、共通化や行政手続の

オンライン化など６項目にわたっており、その一

つとしてセキュリティー対策の徹底も掲げられて

おります。また、国はこの自治体ＤＸ推進計画の

策定に併せ、デジタル化における効率性や利便性

の向上だけではなく、これらとセキュリティー面

の強化を両立させようと地方公共団体における情

報セキュリティーポリシーに関するガイドライン

の改定を行いました。このことを踏まえ、本市で

は平成１８年３月にセキュリティー対策の基本的

な方針として策定した名寄市情報セキュリティー

ポリシーについて令和４年度末を目途に見直しを

行うこととし、この見直しの中で改めて情報セキ

ュリティー対策の徹底に取り組むとともに、デジ

タル分野における個人情報保護について盛り込む

こととしております。今後も市民の皆さんの個人

情報やプライバシーを適切に保護し、情報セキュ

リティーをしっかりと担保した上で安全、安心な

デジタル施策の推進に努めてまいります。
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次に、小項目２、自治体行政の標準化、共通化

について申し上げます。先ほど申し上げたとおり、

国は自治体ＤＸ推進計画の中で６項目の重点取組

事項を示しており、自治体情報システムの標準化、

共通化もその一つとして位置づけられております。

自治体情報システムの標準化、共通化の目的は自

治体の主要２０業務について現在は自治体ごとに

システムが異なっているため申請手続等に差異が

生じていることやシステムの導入、運用等に係る

人的、財政的負担が大きいことから、国が示す標

準仕様を提供する複数のクラウドサービスを活用

することで業務の改善や迅速なサービスの構築、

最新のセキュリティー対策、コストの大幅な低減

などを実現しようとするものです。また、手続の

内容によっては、行政手続のオンライン化により

マイナンバーカードを用いて２４時間手続が可能

となり、効率性や利便性の向上につながるものと

期待しているところです。

お尋ねのこれらの取組により逆に対面サービス

が減少するのではという懸念についてですが、こ

れらオンライン化などの取組はあくまでも選択肢

の一つと考えており、対面サービスをなくしてい

くというものではありませんので、御理解願いま

す。また、これらデジタル化の取組による業務の

効率化などで職員に余剰が出た場合は、まずは相

談業務などに人材を充てることを考えております。

次に、デジタル機器に不慣れな方への対応です

が、本日３月８日、名寄市社会福祉協議会及び名

寄市老人クラブ連合会風連支部の御協力の下、試

行的にスマホ教室を開催しております。この取組

は、新年度においても複数回実施予定であり、少

しずつではありますが、デジタルディバイド対策

として環境整備に努めてまいります。今後におき

ましても、情報格差が生じないよう市民の皆さん

の声に耳を傾け、様々な媒体を活用しながら丁寧

な広報に努めるとともに、必要な取組を行ってま

いります。

以上、私からの答弁とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） それぞれ御答弁をい

ただきましたので、再質問と確認も含めて行わせ

ていただきたいと思います。

まず、新型コロナウイルス感染症対策に関わっ

てであります。まず最初に、このコロナ感染症対

策に関わっていただいています医療関係者をはじ

め関係機関の皆さんに心からの敬意を申し上げた

いと思います。第６波では、コロナ肺炎のほかに

コロナに感染したことで心不全など基礎疾患を悪

化させ、重症化している人が多いのが特徴だと言

われています。オミクロン株は、軽症が多いと言

っていましたけれども、高齢者に広がれば重症化、

死者が増えることは指摘されていたところであり

ます。千葉県のある医師がおっしゃっていたので

すが、第５波が落ち着いた以降の３か月、ワクチ

ン接種を進めてこなかったのは政府の怠慢であり、

責任は重大だと指摘しているところであります。

自治体の皆さんの御苦労は本当にいかばかりかと

推察するところであります。

そこで、それぞれ小項目について御答弁いただ

きましたので、確認も含めて再質問をさせていた

だきたいと思います。感染状況についてでありま

すけれども、全国的にも、今お話を伺いましたら

６日から８日まで２４人ということで少し、急速

に増えたときから比べると若干落ち着いたのかな

というふうに思って、今お聞きをしたところであ

ります。全国的にも高止まりというような、もし

くはピークダウンというような捉え方をしている

ようですけれども、ただ当市においては人口から

見るとやっぱり多いのかなというふうな思いもあ

って、市民の皆さんも非常に不安でいるところで

あります。この状況をどのように捉えていらっし

ゃるのかまずお伺いをしたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 本市における１

月の中旬以降ですか、感染者が確認されて以降急

増したということで、２月には１週間で１７３人
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という人数であります。人口比でいけばこれはす

ごい数字だというふうに認識をしております。た

だ、この間情報発信をさせていただいております

けれども、先ほども答弁しましたけれども、一部

の職場であったり、あと家族内感染が主というこ

とで、市内に市中感染が広がって、それが高齢者

にも及んでいるという状況まで至っていないとい

うふうに判断をした中では、公共施設等も閉めな

いでこの間きているところであります。そういっ

た状況がずっと今日まで続いているかなというふ

うに思っています。そういった意味で、高齢者の

皆さんもしっかりした感染対策を行いながら対応

していただいていることが感染拡大が広がってい

ない状況になっているのかなというふうにも思っ

ております。学校関係、幼児保育施設でも感染者

出ていますけれども、都会、札幌とか旭川辺りで

結構今の、北海道はクラスターの公表していませ

んので、医療機関と福祉施設しかしていないので、

ただ札幌と旭川はまた別の保健所なので、見解が

違うので、公表していて、公表の仕方が違うので、

ちょっと分かりづらいのですが、そういった意味

で名寄は出ていますけれども、そういう都会と比

べて本当に学校のほうで蔓延しているとなってい

ないという状況でいけば、感染対策もしっかりそ

れぞれの小中学校施設においても行われている結

果かなというふうに思っています。ただ、家庭内

は情報を知る限りでは感染は皆さんしてしまうと

いう状況では、やっぱり感染者が増えている状況

にあります。今後もそれぞれ市民の皆さん、事業

所も感染対策をしっかりしていただいて、職場内

の感染をできるだけ抑え込んでもらうようなこと

をしていかなければならないかなというふうに思

っています。ちょっとここ数日は人数減っていま

すけれども、まだまだ予断は許さない状況にあり

ますので、今後も引き続き注意喚起を促しながら

対応してまいりたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） あと、感染状況の中

で、お答えしていただけるのかどうか分からない

のですけれども、市民の方々から感染者数の中に

自衛隊員さんの数は含まれているのだろうかどう

かということがよく聞かれるのです。含まれてい

るかいないかだけでもお答えいただければと思い

ますが。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 基本的に北海道

が公表して、毎週自治体ごとの数字出しています

けれども、名寄市に居住している方は全員含まれ

ているということでありますので、それで御理解

を願いたいと思います。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ありがとうございま

す。

先ほど家族感染が多いという、高橋議員のやり

取りの中でもありました。それで、そういった自

宅療養されている方々への支援についても先ほど

報告がされたところでありますけれども、そのほ

かにやっぱりどうしても一つ屋根の下にいるとい

う中では感染が広がるのかなというふうに思いな

がらいるのですけれども、例えば宿泊施設への隔

離といいますか、そういったことができないのか

どうか。ここのところをちょっと、入院というこ

とになると大変なことになるかなというふうには

思うのですが、そういったことの対応ができるか

どうかお考えをお聞かせいただきたいと思います

が。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 先ほどの答弁で

もちょっと触れましたけれども、陽性者の対応と

いいますか、自宅療養、宿泊療養、入院療養とい

う部分について全て北海道、保健所が対応してい

るということであります。宿泊療養につきまして

は、やっぱりホテルを例えば一つ全部貸し切って、

それに充てるというような状況をつくらなければ

ならないというふうに思っております。一室だけ
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借りるということにならないというふうに思いま

すので、そういった面ではこれ自治体でできる範

囲ではありませんし、また今陽性者の人数は教え

ていただいていますけれども、その詳細の中身、

誰がという話は一切情報は来ておりません。ただ、

うちの市の関係するところでは情報は得られます

けれども、基本的なそういった情報も持っていな

いという状況ありますので、そこについてはしっ

かりと北海道のほうで対策を考えて、進めてもら

いたいというふうに思っております。１月から沖

縄から始まって、全国に感染拡大をした中では自

宅療養が基本となってしまったということが感染

者数が、新規に感染者が増えた要因の大きな一つ

であるかなというふうにはちょっと考えておりま

す。そういった面で、昨年のデルタ株のときはそ

ういった方は全てホテル療養とか入院だったので、

そんなに家族の方に広がらなかったのですが、そ

ういった面では重症化しないオミクロンとはいえ、

対策なんかないのかなというのは私自身も思って

いますので、今回の教訓に、それは保健所を通じ

て北海道に、今後また第７波とかということも想

定されますので、そういった対応も含めてちょっ

と検証をしっかりしてもらうような形では申し入

れていきたいというふうに思っております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ぜひ保健所とも連携

しながら広がりを何とか抑えてほしいというのが、

先ほど部長からもありました高齢者だとか学校だ

とか、広がりがそんなに大きくないといったとこ

ろら辺では高齢者の皆さん方、本当に気を遣って、

私の周りの人たちはすごく気を遣っているという、

人の多くいるところは私は絶対行きませんという

ふうにおっしゃっている方もいるぐらいなのです

けれども、そんなふうにしている中で家族の中で

感染が広がるというところ辺ではやっぱり非常に

心が痛むところでありますので、ぜひ対策をお願

いしたいと思います。

それからあと、３回目のワクチン接種のところ

で医師、看護師は確保され、また大学の教員の免

許をお持ちの方にも力をいただいているというこ

とで、これは安心していいというふうに受け止め

たところであります。その前にあれでした。ごめ

んなさい。陽性者の方にパルスオキシメーターを

お届けしているというふうに御答弁いただいたか

なというふうに思うのですけれども、これは希望

者のみではなくて、市のほうで押さえた方々のと

ころにはお届けしているということでしょうか。

希望者のみだけでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） これにつきまし

ては保健所から依頼を受けている部分でありまし

て、基本的にうちのほうでは陽性者の情報持って

いません。ただ、保健所のほうで基礎疾患持って

いる、そういった必要がある方についてうちのほ

うに連絡が入って、その自宅に届けるということ

で、希望者とか、そういうことではなくて、多分

疾患を持っていたり、そういった方に届けるとい

うことであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ちょっと安心しまし

た。

すみません。それで、３回目のワクチン接種の

状況なのですけれども、先ほど高橋議員とのやり

取りの中でいろいろ細かくお話がされていました。

一般の接種のところも４月中旬というふうにお話

がありました。それで、ライン等で申込みをいた

だいてということでした。この内容について、周

知はいつ頃出される予定でしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 接種する日にち

といいますか、スケジュールについて今最初市立

総合病院なり医療機関とも調整していますので、

それが整って、いつから正式に開始できるという

のが決まりましたら速やかに接種券も送付してい
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きたいと思いますし、併せて報道機関の御協力だ

ったり、市のホームページ等々なりライン通知、

発信をしていきたいと思っています。基本的には

対象になる方には接種券が届いて、その中に接種

の方法等も細かく、予約のほうも記載して送付し

ていきたいと考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 確実な日にちという

ことではなくて、接種券が届いた段階で申込みを

ということで理解をしていいと。４月中ぐらいに

は届きますよということで……

（何事か呼ぶ者あり）

〇１０番（川村幸栄議員） ということでいいの

ですよね。

（何事か呼ぶ者あり）

〇１０番（川村幸栄議員） ４月中旬から。すみ

ません。もう一度、ごめんなさい。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） ワクチン接種は

４月の中旬から開始を予定していますので、今月

に接種券を送って、４月の頭ぐらいから予約でき

るような環境を整えたいというふうに考えており

ます。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 失礼いたしました。

早とちりをしてしまって申し訳ありません。では、

接種券が届くのを待っていただくということかな

というふうに思います。

それで、再質問をさせていただくということで

通告をさせていただいていたのですが、エッセン

シャルワーカーの方々、例えば教職員であったり、

保育士さんであったり、また学童保育の指導員の

方々への対応についてなのですが、先ほどからお

話があるように、家庭内の感染が広がっている、

子供たちへの感染が広がっているという中で、教

職員の方々の感染も報告があったりしていました。

児童生徒への対応にも影響が出ているのではない

かなということで危惧しているところなのですが、

この点についてはどのようになっているのかお知

らせをいただければと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） エッセンシャル

ワーカー、特に福祉施設、介護、障がい施設の方

につきましては、入居施設については１月の準備

できた段階から実施をしております。従事者の方

については２月の下旬ぐらいから、そして２月２

８日からは今ありました教職員であったり、幼児

教育、保育施設の職員であったり、上水道、下水

道、そしてごみ処理施設とか市民生活に関わる人

たち、そしてまた市民の安全を守るための警察署

員といったところ行って、今月中には全て終わら

す予定でいるところであります。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） あと、学校閉鎖、学

級閉鎖のことでちょっと教育部のほうにお尋ねし

たいというふうに思うのですが、３月２日付の北

海道新聞の中で函館市の取組が報道されていまし

た。感染拡大で学級閉鎖、学校閉鎖の中で児童を

学校の中で、ふだん通う学校の教室を使って感染

対策を取りながら市職員が子供たちと過ごしてい

ると。検査もしたり、しっかりと感染対策をして

行っているということでした。働く保護者の方々

にとっては子供たちをどうしようかというところ

ら辺で非常に重い気持ちでいる中での３月２日の

この新聞報道だったのですけれども、これについ

てちょっと名寄市としてはどのようにお考えかお

聞かせをいただければと思うのですが、いかがで

しょうか。

〇議長（東 千春議員） 木村教育部長。

〇教育部長（木村 睦君） すみません。あまり

細かいところまでちょっとその記事が私頭に入っ

ていないのですけれども、恐らくたしか学校の空

き教室か何かを使って、市の職員がそこに行って、
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子供たちの安全、安心を確保するといったような

内容だったかと思うのですけれども、確かに学級

閉鎖、学年閉鎖を行っている段階な学校もござい

ますけれども、家庭内感染の中で広がりを学校の

ほうでもしっかり対応していただいていますので、

今のところそういった状況にはないというふうに

認識しておりますので、御理解のほうよろしくお

願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 子供たちへの感染が

大きく広がっているということではないので、少

しは安心しながらいるところでありますけれども、

こういう函館市の取組なんかも参考にしていただ

くことが必要かなというふうに思いながら御紹介

をさせていただきました。今ＢＡ．２という何か

新しい株ができて、これがまたすごく感染力が強

いというふうに言われています。市中感染の可能

性もあって、道内でも何件か検査したら出てきた

という話がニュースで流れていました。ここに対

する心構えといいますか、そういった部分でのお

考えをお聞かせいただければと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） オミクロンがま

た変異しているという状況で、これからまた感染

拡大の可能性も強まってくる状況なのかなという

ふうに思っております。感染対策というのは、こ

れまで当初から行っている基本的な対策がやっぱ

り一番かなというふうに思っております。それと

あと、この間でも飲食の部分ではどうしても感染

が拡大する可能性が高いという状況がありますの

で、そういった北海道が示している感染対策、や

っぱり基本的なものをしっかりやって、拡大を防

止するということに尽きるかなというふうに思っ

ております。あと、それぞれ今回も職場でも出て

いたり、全国各地でそういった福祉施設等も出て

いますので、そういった感染した場所の今後、そ

の対策、やっぱり何か得るものがあるというふう

に思いますし、そういったものを教訓にしてやら

れていること、そういった情報をちょっと北海道

保健所から通じてもらいながら、より感染対策の

改善に努めていくことしかないかなというふうに

思っております。昨年の当市の状況見ると、今時

期下がって、また５月の連休に向けて増えていく

という状況が続いていますので、今後も予断を許

さないというふうに思っていますので、そういっ

た面でちょっと本当に長い期間になって、市民の

皆さんも大変御苦労、大変な思いをしていますけ

れども、引き続き感染対策をしっかりやるよう定

期的な情報発信も含めて進めていきたいなという

ふうに考えております。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ありがとうございま

す。私たちもマスクも二重にしたり、換気もした

り、密になるところは行かないようにしたりしな

がらみんなで努力し、頑張っていきたいなという

ふうに思っていますので、今までと変わらずいろ

んな情報発信をお願いをしていきたいというふう

に思います。次に移りたい思いますので、よろし

くお願いいたします。

デジタル化の取組のところについてであります。

２０２２年度の国の予算の中でコロナ禍を口実に

デジタル化推進を前面に打ち出していて、成長と

分配の好循環による新しい資本主義を実現するの

だということで、成長戦略の柱に位置づけている

のがデジタル化であって、その目玉が１兆８，０

００億円、マイナポイントの第２弾と言われてい

ます。マイナンバーカードと健康保険証など一体

化させるという機能拡大が盛り込まれている工程

表が、先ほど部長のほうからも御答弁あったよう

に、工程表が出されています。その中でマイナン

バーの問題です。２２年度中の全国民取得を目標

にして、先ほどの１兆８，０００億円の予算が投

入されているわけですけれども、しかし普及率が

ようやく４割を超えたところ、１月現在で４１％

と言っているところです。それで、ここはちょっ
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とマイナンバーの問題ですので、宮本部長にお答

えをいただければなというふうに思っているので

すが、名寄市の到達と、それから到達度に対する

お考え、お聞かせをいただければと。何回もお聞

きしていたかなとは思うのですけれども、お願い

します。

〇議長（東 千春議員） 宮本市民部長。

〇市民部長（宮本和代君） 先ほどマイナンバー

カードの普及率のお話がありましたが、本市のマ

イナンバーカードの普及率は現在４割ほどという

ことで、国の推移とほぼ同じ状況となっておりま

す。国ではマイナポイントですとかを使って、な

るべく取得率を上げるような取組を行ってきてい

るところですが、議員おっしゃいましたように、

令和４年度末までには全国民が所有するというこ

とで、この所有が広がれば今やっております保険

証の一体化もそうですけれども、今後運転免許証

の一体化ですとか様々な部分で利便性が大きく図

られてくると思っております。本市におきまして

も市民の方の利便性を拡大するために取得の促進

のための取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） ありがとうございま

す。利便性なのですけれども、利便性と併せて、

先ほど御紹介したように、不安も多いということ

です。個人情報の漏えいの問題があって、非常に

不安が大きい。先ほど総務部長の御答弁の中でも

セキュリティーの問題も出されていましたけれど

も、やっぱりこの間年金情報の漏えいだとか、そ

れからあと中国との関係のラインの問題もありま

した。それから、デジタル庁が新しくできました

けれども、個人情報保護委員会の個人情報が漏え

いされたということも何回かあって、本当に使い

こなせないというのもありますけれども、やっぱ

りこの個人情報の漏えいの問題が大きいのではな

いかなというふうに思っています。個人情報がた

くさん集まれば集まるほど攻撃されやすくなって、

また情報漏えいのリスクが高まるというふうに私

は思います。また、様々な機関がデータにアクセ

スできるようになればなるほど流出の機会が増加

していく。個人情報を１００％守り切るシステム

というのは私は非常に難しいというふうに考える

のですが、この点について総務部長、いかがでし

ょうか。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 答弁しようとしたも

のを全部川村議員がおっしゃっていただいたみた

いな形かなと思います。先ほども利便性ですとか

効率性と、あとこれらとセキュリティー対策を両

立させるという話でありましたが、基本的にはセ

キュリティーの強固が対策の大前提だという認識

であります。議員もおっしゃっていましたけれど

も、市役所は市民の皆さんの個人情報たくさん保

有しておりますので、情報漏えいが生じたり、あ

とシステムとかネットワークが停止となるという

形になりますと市役所の信頼も落ちますし、市民

の皆さんの生活も大きな影響が出るということな

のだろうと思います。おっしゃるとおり、効率性、

利便性ですとか、そういうことになりますと、な

おさらやっぱりセキュリティーの面が狙われやす

いといいますか、インシデントがあったときの影

響が大きくなるということなのだろうと思います。

私どもとしましても対策に完璧はないと思ってお

りますので、国の方針を踏まえながら先ほど申し

ましたセキュリティーポリシーの見直しも含めま

して、あとちょっとここ数年コロナ対策で、コロ

ナの関係もあって、なかなか職員の研修もできて

いない部分ありますので、職員も若返っておりま

すので、そういう部分についても新年度には研修

等も行いながら対策を講じて、安全、安心なデジ

タル施策の推進に努めてまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いします。

以上です。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。
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〇１０番（川村幸栄議員） 本当に難しいかなと

いうふうに思います。政府が進めようとしている

このデジタル化、先ほど部長がＤＸと言いました。

デジタルトランスフォーメーションということで

す、ＤＸ。ちょっと舌回らないので、私言わなか

ったのですが、そういったことでＤはデジタルな

のですけれども、このＸというのがよく分からな

いということでＤＸというのだという説明があり

ました。それくらい何か難しいものなのかなとい

うふうに思っています。このデジタル化では、個

人情報の保護よりも利活用促進が強調されている

ように私は感じています。自治体の持つ多くの情

報が一部の企業に利用されるようなことがあって

はならないと強く思っているところであります。

北海道の中では、現在の個人情報保護条例の中で

認められていない個人情報を匿名加工情報とする

ことだとか、加工を外部に委託することができる

ように条例を改正しようという、そんな動きもあ

るというふうに聞いています。こういったことは

絶対やっていただきたくないなというふうに思っ

ているところです。今セキュリティーの話が出さ

れていました。名寄市個人情報保護条例の中も見

せていただく中で、本人の同意がある、また電子

情報処理組織結合の制限などが、これが含まれて

いるわけですので、ここのところをしっかりと大

事にしながら、住民の許可なく利用されることの

ないようにしていただきたいと、このことを強く

求めるところであります。

あと、自治体の標準化、共通化のところでも窓

口の行政手続のオンライン化ということで今北見

市なんかも、先ほども紹介、北海道新聞の中で出

ていましたけれども、住民に寄り添いながらして

いくというところら辺は大事でありますけれども、

利便性と、あと機密性のところをやっぱり両立さ

せながら進めていっていただくということを強く

求めたいと思っています。

あと、もう一つと思ったのですが、ちょっと時

間がないので、以前自治体戦略２０４０構想研究

会のことも指摘させていただきました。従来の半

分の職員でいいのではないかという問題提起がさ

れている問題です。私は、非常時の中での対応の

ところでやはり職員の削減というところら辺では

賛成はできないということも申し上げてきたとこ

ろでありますし、低所得者や高齢者や障がいを持

った方々を切り捨てるということにつながりかね

ないといったところでもやはりセーフティーネッ

トとしての機能をしっかりと持っていただくと。

自治体として持っていただく、このことを強く求

めていきたいと思います。この点について一言い

ただければと思いますが。

〇議長（東 千春議員） 渡辺総務部長。

〇総務部長（渡辺博史君） 先ほど申し上げまし

たけれども、デジタルを使って、今回計画なんか

策定するときにも業務の可視化なんかも考えてお

りますので、そこでデジタルがどう関わって、効

率よく事務を進めるかという部分はあろうかと思

います。そこに出た人員については、先ほど申し

上げた相談業務ですとかに充てるということも考

えております。コロナが始まったときに保健所の

保健師さんですか、足りない、不足しているとい

う形で話もありました。必要な人員については当

然配置していかなければならないというふうには

考えておりますので、御理解いただきたいと思い

ます。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） よろしくお願いした

いと思います。

残りの時間、補聴器の助成の問題でお伺いをし

たいと思います。私もここ定例会３回か、１年ぐ

らい前からこれをお借りして聞いているのですけ

れども、すごく聞きやすいです。ということで、

これがないときはそんなのでもなかったのですけ

れども、一回つけてみるとすごく聞きやすくて、

楽だなと。疲れないで聞こえるというのでしょう

か、そういうのを実感しています。ですから、私

多くの皆さんに、聞こえないで困っている人にぜ
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ひ使ってもらいたいというふうに思っているので

す。ただ、補聴器買うときに非常に高いのです。

御存じのように、３万円から数十万円という感じ

です。これが片耳です、片耳。両方つけるとなる

と大変なことになってしまいます。それで、いろ

いろ調べさせていただきました。道内は、まだそ

んなにたくさんのところは実施されていないので

すけれども、例えば先ほど障害者総合支援法で補

聴器、公費負担している方々の中で４０デシベル、

７０デシベルという話が出されていました。東川

町では、６５歳以上の方々に、身体障害者手帳交

付対象者以外の方で３０デシベル以上ということ

だそうです。だから、結構ちょっと聞きづらいか

なと思っている方にも支援がされるということで

す。それから、北見市は７０歳以上です。これが

両耳で４０デシベル以上となっています。あと、

最近では北広島だったでしょうか、が今この助成

の中身について補助はしようということになった

ようですけれども、この中身をどうするかという

ことで検討に入っているというふうに言われてい

ます。たくさんの人ではないかもしれません。だ

けれども、やっぱり必要とされている人のところ

に支援をするということも必要かなというふうに

思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 補聴器につきま

しては、当然耳が聞こえづらくなるとコミュニケ

ーションが取りづらくなったり、やっぱり出歩く

のがおっくうになったり、いろんな影響が出ると

いうのは先ほど答弁もしていますけれども、承知

をしております。先ほど補聴器につきましても議

員からありましたようにいろいろ、３万円から１

０万円、かなりの幅があって、その人に合った補

聴器というのはどのぐらいかかるというのはいろ

いろあるかというふうに思っています。そういっ

た面では、市としてはやっぱり、先ほど答弁しま

したけれども、健診の項目に入っていないという

ところで、なかなか本人が気づかないでいるとい

う方もいるのかなというふうに思っていますので、

そういった面では保健センターや地域包括支援セ

ンターで機会あるごとにそういったこともちょっ

と注視しながら対応していくような取組で気づき

といいますか、早期の対応をすることによってそ

の人の生活にも大きく影響がよくなるような改善

を含めてなっていくかなというふうに思っており

ます。

それと、ただ補聴器の補助制度の関係でありま

す。自治体も少しずつ増えてきている状況にもあ

るかなというふうに思っていますけれども、これ

高齢者の健康増進、そしてある面では先ほど答弁

していますけれども、医療費、いろんな部分での

軽減にもつながるということではしっかりと国で、

北海道で一定の基準でやっぱり全国民がそういっ

た対応してもらうということが基本かなというふ

うに思いまして、さっきの答弁の中では事あるご

とに要望していきたいというふうに言ってきてお

ります。しっかりそういったことも上のほうに伝

えながら、また私たちも状況も捉えながら、今後

福祉施策の中で何に財源を投入してやっていくか

という中にもしっかり協議をしていかなければな

と思っていますので、いろんな福祉政策の中でも

今後検討を進めていかなければいけないかなとい

うふうに思っていますので、御理解をお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 川村議員。

〇１０番（川村幸栄議員） 加齢による難聴への

補聴器購入、今部長がおっしゃったように、これ

は国の制度としてしっかりとしてもらうことが一

番望ましいところだというふうに私も思っていま

す。ただ、先ほどもお話ししたように、自分が聞

こえないということを自覚できないというのがあ

るかと思うのです。それで、聞こえのチェックシ

ートみたいなものをつくっていただけない……必

須項目になっていないから検査ができないという

ことだったのですけれども、今国保の切符と一緒

に入れていただいている認知症の自己診断のチェ
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ックシートがあります。ああいったような形でこ

ういったときは聞こえますかとか聞こえませんと

か、そういうふうなチェックシートのようなもの

を作っていただいて、それぞれ各人でチェックを

して、あら、私ちょっと何か聞こえが悪いのかも

しれないというようなことが分かったときに検査

をしていただくというような、何とか、さっき早

期発見が必要だというふうなお話がありました。

本当にそうだと思います。お医者さんもそう言っ

ていました。早くに分かると補聴器の性能もそん

なに強くなくても大丈夫というようなことが言わ

れていました。早期発見、早期治療です。そのた

めのこのチェックシートの取組、コロナ禍の中で

対話が少なくなっていますから、本当にこの聴力

の衰え、気がつかないことが多々あると思います。

その点についてのお考えをお聞かせをいただきた

いと思います。

〇議長（東 千春議員） 小川健康福祉部長。

〇健康福祉部長（小川勇人君） 今言われたよう

に、早期に発見して、そのことが進行を止めたり、

また自分の交流のいろんな部分に影響を及ぼさな

い状況があるかと思いますので、チェックシート

も含めて、ほかの自治体でも取組も進めていると

ころもあるかと思いますので、簡易にできるよう

な方法で、先ほど言いましたけれども、保健セン

ター、地域包括支援センターと連携しながらそう

いった対象者の早期発見に努めるような仕組みを

ちょっと考えていきたいと思いますので、御理解

をお願いします。

〇議長（東 千春議員） 以上で川村幸栄議員の

質問を終わります。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

議事の都合により、明日３月９日から３月１６

日までの８日間を休会としたいと思いますが、御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、明日３月９日から３月１６日までの８

日間を休会とすることに決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 以上で本日の日程は全

て終了いたしました。

本日はこれをもちまして散会といたします。

お疲れさまでした。

散会 午後 ２時５４分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

署名議員 今 村 芳 彦

署名議員 高 橋 伸 典

令和４年３月８日（火曜日）第１回３月定例会・第３号
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令 和 ４ 年 第 １ 回 名 寄 市 議 会 定 例 会 会 議 録

開議 令和４年３月１７日（木曜日）午後３時０５分

１．議事日程

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１５号 令和４年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第１６号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１７号 令和４年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

長報告）

議案第１８号 令和４年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第１９号 令和４年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２０号 令和４年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第２１号 令和４年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２２号 令和４年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２３号 令和４年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第３ 議案第２７号 特別職の職員の給与の

特例に関する条例の制定について

日程第４ 議案第２８号 名寄市職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第２９号 名寄市議会基本条例の

一部改正について

議案第３０号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第６ 議案第３１号 名寄市議会政務活動費

の交付に関する条例の一部改正につい

て

１．追加議事日程

追加日程第１ 議案第３２号 令和４年度名寄市

一般会計補正予算（第１号）

日程第７ 意見書案第１号 コロナ禍での消費拡

大対策の強化と水田活用の直接支払交

付金の見直しに関する意見書

意見書案第２号 新規就農者育成総合

対策等における農業予算の確保を求め

る意見書

日程第８ 決議案第１号 ロシアによるウクライ

ナへの軍事侵略に対する決議

日程第９ 報告第１号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第11 委員の派遣について

日程第12 委員の派遣報告

１．本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員指名

日程第２ 議案第１５号 令和４年度名寄市一般

会計予算（予算審査特別委員長報告）

議案第１６号 令和４年度名寄市国民

健康保険特別会計予算（予算審査特別

委員長報告）

議案第１７号 令和４年度名寄市介護

保険特別会計予算（予算審査特別委員

令和４年３月１７日（木曜日）第１回３月定例会・第４号
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長報告）

議案第１８号 令和４年度名寄市食肉

センター事業特別会計予算（予算審査

特別委員長報告）

議案第１９号 令和４年度名寄市後期

高齢者医療特別会計予算（予算審査特

別委員長報告）

議案第２０号 令和４年度名寄市立大

学特別会計予算（予算審査特別委員長

報告）

議案第２１号 令和４年度名寄市病院

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２２号 令和４年度名寄市水道

事業会計予算（予算審査特別委員長報

告）

議案第２３号 令和４年度名寄市下水

道事業会計予算（予算審査特別委員長

報告）

日程第３ 議案第２７号 特別職の職員の給与の

特例に関する条例の制定について

日程第４ 議案第２８号 名寄市職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部改正について

日程第５ 議案第２９号 名寄市議会基本条例の

一部改正について

議案第３０号 名寄市議会会議規則の

一部改正について

日程第６ 議案第３１号 名寄市議会政務活動費

の交付に関する条例の一部改正につい

て

追加日程第１ 議案第３２号 令和４年度名寄市

一般会計補正予算（第１号）

日程第７ 意見書案第１号 コロナ禍での消費拡

大対策の強化と水田活用の直接支払交

付金の見直しに関する意見書

意見書案第２号 新規就農者育成総合

対策等における農業予算の確保を求め

る意見書

日程第８ 決議案第１号 ロシアによるウクライ

ナへの軍事侵略に対する決議

日程第９ 報告第１号 例月出納検査報告、定期

監査報告等について

日程第10 閉会中継続審査（調査）の申し出につ

いて

日程第11 委員の派遣について

日程第12 委員の派遣報告

１．出席議員（１８名）

議 長 １８番 東 千 春 議員

副議長 １１番 佐 藤 靖 議員

１番 富 岡 達 彦 議員

２番 倉 澤 宏 議員

３番 山 崎 真 由 美 議員

４番 佐 久 間 誠 議員

５番 三 浦 勝 秀 議員

６番 今 村 芳 彦 議員

７番 五 十 嵐 千 絵 議員

８番 遠 藤 隆 男 議員

９番 清 水 一 夫 議員

１０番 川 村 幸 栄 議員

１２番 高 野 美 枝 子 議員

１３番 高 橋 伸 典 議員

１４番 塩 田 昌 彦 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

１６番 山 田 典 幸 議員

１７番 黒 井 徹 議員

１．欠席議員（０名）

１．事務局出席職員

事 務 局 長 伊 藤 慈 生

書 記 開 発 恵 美

書 記 石 橋 恵 美

書 記 加 藤 諒

１．説明員
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市 長 加 藤 剛 士 君

副 市 長 橋 本 正 道 君

教 育 長 小 野 浩 一 君

総 務 部 長 渡 辺 博 史 君

総合政策部長 石 橋 毅 君

市 民 部 長 宮 本 和 代 君

健康福祉部長 小 川 勇 人 君

経 済 部 長 臼 田 進 君

建設水道部長 東 聡 男 君

教 育 部 長 木 村 睦 君

市立総合病院
岡 村 弘 重 君

事 務 部 長

市 立 大 学
水 間 剛 君

事 務 局 長

こども・高齢者
廣 嶋 淳 一 君

支 援 室 長

産業振興室長 田 畑 次 郎 君

上下水道室長 佐 藤 美 香 君

会 計 室 長 鈴 木 康 寛 君

監 査 委 員 鹿 野 裕 二 君
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〇議長（東 千春議員） ただいまの出席議員数

は１８名であります。定足数に達しております。

直ちに本日の会議を開きます。

〇議長（東 千春議員） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員には、会議規則第８７条の規定

により、

１２番 高 野 美枝子 議員

１５番 東 川 孝 義 議員

を指名いたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時０５分

再開 午後 ３時０５分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第２ 議案第１５号 令和４年度名寄市一

般会計予算、議案第１６号 令和４年度名寄市国

民健康保険特別会計予算、議案第１７号 令和４

年度名寄市介護保険特別会計予算、議案第１８号

令和４年度名寄市食肉センター事業特別会計予

算、議案第１９号 令和４年度名寄市後期高齢者

医療特別会計予算、議案第２０号 令和４年度名

寄市立大学特別会計予算、議案第２１号 令和４

年度名寄市病院事業会計予算、議案第２２号 令

和４年度名寄市水道事業会計予算、議案第２３号

令和４年度名寄市下水道事業会計予算、以上９

件を一括議題といたします。

付託いたしました委員会の審査の経過及び結果

の報告を求めます。

予算審査特別委員会、東川孝義委員長。

〇予算審査特別委員長（東川孝義議員） 議長よ

り指名をいただきましたので、今定例会で予算審

査特別委員会に付託されました議案第１５号 令

和４年度名寄市一般会計予算、議案第１６号から

議案第２０号までの特別会計予算、議案第２１号

から議案第２３号までの各事業会計予算につきま

して、予算審査特別委員会の審査経過と結果の御

報告を申し上げます。

第１回委員会は、２月２１日に開会し、直ちに

正副委員長の互選が行われ、委員長には私東川孝

義が、副委員長には倉澤委員が選任されるととも

に、審査日程を３月１４日から１７日の４日間と

定めました。

審査期間中は、市長をはじめ関係する職員の出

席を求めるとともに、必要な資料の要求などをし

た上で、各会派の代表による総括質疑並びに委員

による質疑を行い、慎重に審査を行いました。

審査経過につきましては、本委員会は全議員を

もって構成された特別委員会でありますので、詳

細な報告は省略させていただき、審査の結果のみ

を御報告申し上げますので、御了解願います。

本委員会に付託されました全会計予算中、一般

会計及び国民健康保険特別会計については起立多

数により、その他の４特別会計及び各事業会計に

ついてはいずれも全会一致で原案のとおり可決す

べきものと決定しました。

以上が審査の結果であります。

本委員会の開催中、運営に終始御協力いただき

ました倉澤副委員長、丁寧な答弁をしていただき

ました理事者の皆様並びに連日かつ熱心に審査を

尽くしていただきました委員の皆様にお礼を申し

上げますとともに、日程どおりに終えることがで

きましたことに感謝を申し上げ、報告を終わりま

す。ありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） ただいま予算審査特別

委員会委員長より報告のありました議案第１５号

外８件については、全議員をもって構成されまし

た特別委員会で審査をしておりますので、この際

質疑を省略し、直ちに採決を行います。

お諮りいたします。議案第１５号 令和４年度

名寄市一般会計予算について委員長の報告のとお

り決定することに賛成の議員の起立を求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１５号は委員長報告のとおり可
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決されました。

お諮りいたします。議案第１６号 令和４年度

名寄市国民健康保険特別会計予算について委員長

報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。

（起立多数）

〇議長（東 千春議員） 起立多数であります。

よって、議案第１６号は委員長報告のとおり可

決されました。

お諮りいたします。議案第１７号 令和４年度

名寄市介護保険特別会計予算から議案第２３号

令和４年度名寄市下水道事業会計予算までの７件

について委員長報告のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第１７号から議案第２３号までの

７件は委員長報告のとおり可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第３ 議案第２７

号 特別職の職員の給与の特例に関する条例の制

定についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２７号 特別職の

職員の給与の特例に関する条例の制定について、

提案の理由を申し上げます。

本件は、令和４年３月２日午前８時頃、私が自

家用車を運転中に一時停止のところを十分に停止

をせず、交差点内に進入をしたことにより左右か

ら来た車両２台と出会い頭に衝突をする事故を起

こし、相手方にけがを負わせることとなりました。

本事案を重く受け止めまして、執行責任者として

私の給料月額の減額措置を提案をするものでござ

います。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２７号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２７号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第４ 議案第２８

号 名寄市職員の特殊勤務手当に関する条例の一

部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第２８号 名寄市職

員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正につい

て、提案の理由を申し上げます。

本件は、令和３年１１月１９日に閣議決定をし

たコロナ克服新時代開拓のための経済対策に基づ

き、保育士や放課後児童支援員等を対象に収入を

３％程度引き上げる措置として月額９，０００円

の特殊勤務手当を支給をするため、本条例の一部

を改正しようとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）



－130－

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第２８号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２８号は原案のとおり可決され

ました。

ここで、追加議案の提出を求められております。

追加議案の協議のため、議会運営委員会を開催い

たしますので、暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時１５分

再開 午後 ３時２３分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

日程第５ 議案第２９号 名寄市議会基本条例

の一部改正について、議案第３０号 名寄市議会

会議規則の一部改正について、以上２件を一括議

題といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議案第２９号 名寄

市議会基本条例の一部改正について、議案第３０

号 名寄市議会会議規則の一部改正について、一

括して提案の理由を申し上げます。

議会運営委員会ではこれまで議会改革の議論を

進めており、今回議会の議事運営における討議及

び討論の取扱いについて、内容の整合性を図るこ

となどを目的として基本条例及び会議規則の一部

を改正しようとするものです。

以上、提案の理由とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、議案第２９

号外１件の一括質疑に入ります。御発言ございま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより議案第２９号外１件の一括採決を行い

ます。

議案第２９号外１件は原案のとおり決定するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第２９号外１件は原案のとおり可

決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第６ 議案第３１

号 名寄市議会政務活動費の交付に関する条例の

一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） 議案第３１号 名寄

市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正

について、提案の理由を申し上げます。

本件は、全国市議会議長会から要請や本市の押

印見直し方針などを踏まえ政務活動費の交付にお

ける手続の簡素化などを図るため、本条例の一部

を改正しようとするものです。

以上、提案の理由とさせていただきます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３１号は原案のとおり可決され
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ました。

〇議長（東 千春議員） 先ほど休憩中に市長よ

り議案第３２号 令和４年度名寄市一般会計補正

予算（第１号）が提出されました。これについて

は、さきに行われた議会運営委員会にて日程に追

加し、議題とすることと決定しています。

お諮りいたします。お手元に配付の追加日程第

１号のとおり日程に追加し、議題とすることに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

議案第３２号を日程に追加し、議題とすること

に決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 追加日程第１ 議案第

３２号 令和４年度名寄市一般会計補正予算（第

１号）を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議案第３２号 令和４年

度名寄市一般会計補正予算について、提案の理由

を申し上げます。

今回の補正は、各款にわたる臨時的経費を補正

をしようとするものでございます。歳入歳出それ

ぞれ１，３８４万５，０００円を追加をし、予算

総額を２３６億９，１７４万２，０００円にしよ

うとするものであります。

補正の内容を歳出から申し上げます。３款民生

費におきまして１，１３１万円の追加、１０款教

育費におきまして２５３万５，０００円の追加は、

令和３年１１月１９日に閣議決定をされたコロナ

克服新時代開拓のための経済対策において保育、

幼児教育などの現場で働く方の収入の引上げ等が

掲げられたことを踏まえ、保育士、放課後児童支

援員等を対象に処遇改善手当を支給しようとする

ものでございます。

次に、歳入について申し上げます。１６款国庫

支出金にて処遇改善臨時特例交付金８００万２，

０００円を追加をしたほか、２０款繰入金におき

まして財政調整基金繰入金を追加をし、収支の調

整を図ろうとするものでございます。

よろしく御審議くださいますようお願い申し上

げます。

〇議長（東 千春議員） これより、質疑に入り

ます。御発言ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。本件は、委員会付託を省略

し、直ちに採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

議案第３２号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、議案第３２号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第７ 意見書案第

１号 コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田活

用の直接支払交付金の見直しに関する意見書、意

見書案第２号 新規就農者育成総合対策等におけ

る農業予算の確保を求める意見書、以上２件を一

括議題といたします。

お諮りいたします。意見書案第１号外１件は、

質疑、委員会付託を省略し、直ちに採決すること

に御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

意見書案第１号外１件を原案のとおり決定する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。
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よって、意見書案第１号外１件は原案のとおり

可決されました。

〇議長（東 千春議員） 日程第８ 決議案第１

号 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対す

る決議を議題といたします。

提出者の説明を求めます。

塩田昌彦議員。

〇１４番（塩田昌彦議員） ロシアによるウクラ

イナへの軍事侵略に対する決議。

２月２４日に開始されたロシア軍によるウクラ

イナへの侵略は、明らかに同国の主権及び領土の

一体性を侵害し、武力行使を禁ずる国際法に違反

するものであり、断じて許されない行為である。

こうした力による一方的な現状変更はヨーロッ

パにとどまらず、アジアを含む国際社会の秩序の

根幹を揺るがしかねない極めて深刻な事態であり、

非核平和都市宣言をしている本市としても看過で

きるものではない。本市はこれまで、３０年の長

きにわたり、ロシア連邦サハリン州ドーリンスク

市と、経済交流や人的交流を通じて、友好を深め

てきた歴史があるが、今回の行為はこれまで積み

上げてきた本市とドーリンスク市との関係さえも

無にしかねない。

よって、名寄市議会は、今般のロシアの侵略行

為に対し強く非難するとともに、ロシア軍の攻撃

停止、即時撤退及び国際法の遵守を強く求めるも

のである。

以上、決議する。

令和４年３月１７日、名寄市議会。

〇議長（東 千春議員） お諮りいたします。

本件については、全議員による提出であります

ので、この際質疑、委員会付託を省略し、直ちに

採決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

これより採決を行います。

決議案第１号は原案のとおり決定することに御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、決議案第１号は原案のとおり可決され

ました。

〇議長（東 千春議員） 日程第９ 報告第１号

例月出納検査報告、定期監査報告等についてを

議題といたします。

本件については、報告書がお手元に配付されて

おりますので、これをもって御了承をお願いいた

します。

〇議長（東 千春議員） 日程第１０ 閉会中継

続審査（調査）の申し出についてを議題といたし

ます。

お諮りいたします。お手元に配付いたしました

各委員長からの申出のとおり決定することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、申出のとおり決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１１ 委員の派

遣についてを議題といたします。

お諮りいたします。お手元に配付のとおり、委

員を派遣することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（東 千春議員） 異議なしと認めます。

よって、委員の派遣が決定いたしました。

〇議長（東 千春議員） 日程第１２ 委員の派

遣報告を行います。

派遣されました委員の報告を求めます。

議会報特別委員会、川村幸栄委員長。

〇議会報特別委員長（川村幸栄議員） 議会報特

別委員会視察報告をさせていただきます。

２０２２年１月１８日、議会だよりの編集につ
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いて和寒町議会、美深町議会を視察させていただ

きましたので、御報告をいたします。まず、視察

の目的と経緯ですが、市民の皆さんに議会を知っ

ていただく、より身近に感じていただくためのツ

ールとして議会だよりは重要な役割を課せられて

いると思います。そして、いかにしてこの議会だ

よりを手に取って読んでいただくかは、私たち議

会報特別委員会の役割と認識しているところです。

議会報特別委員会は、任期中１回の視察が認めら

れていますが、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大で視察を見送らざるを得ない状況が続いてい

ました。任期も残すところ１年ではありますが、

今回視察させていただいた先進的な取組について

委員会の中で十分に検討して、市民の皆さんにお

返しできるようにしたいと思います。

今回視察させていただきたいとお願いしました

和寒町議会、美深町議会の議会だよりは、北海道

町村議長会広報コンクールで入選されています。

住民の皆さんに知らせたいことは何か、住民の皆

さんが知りたいと思っていることは何か、それを

どう伝えるかを議論し合いながらそれぞれの議会

の持ち味を発揮し、編集に取り組まれていること

が伝わる議会だよりとなっていることから、ぜひ

視察させていただきたいとお願いしたところです。

１０時に和寒町議会を訪れ、佐々木広行議長の

御挨拶をいただき、小野田久美子広報委員会委員

長より編集等についてお話を聞きました。町民へ

のインタビューコーナーを最終ページに掲載し、

町への要望はという項目もあり、住民登場型の紙

面構成を行っています。当委員会からは、参考に

したいとの声が多くあったところです。

午後からは美深町議会を訪問し、南和博議長の

御挨拶をいただき、藤原芳幸広報特別委員会委員

長よりお話を聞きました。定例議会の予告版、速

報版、基本版を次々に発行して、議会の様子をよ

り詳しくお知らせしています。さらに、昨年４月

から広報モニター制度を導入し、住民から直接感

想等を聞かれています。美深町議会の視察後、美

深町役場庁舎内の一室をお借りして、当委員会委

員で視察内容等の感想や意見を出し合い、今後の

議会だよりについて話し合いました。

視察の中では、両委員会とも写真や空白、見出

し文字の効果的配置に配慮した紙面構成を行い、

伝わりやすい議会だよりを制作していることと二

次元コードの効果的な活用も含め両委員会の参考

事例を確認することができました。今回の視察を

通し、名寄市議会議会だよりにすぐ反映できるこ

と、議会全体で検討が必要なこと等確認し合いな

がら分かりやすく読んでみたい議会だよりを目指

したいと思います。

以上、報告といたします。

〇議長（東 千春議員） 以上で委員の派遣報告

を終わります。

〇議長（東 千春議員） 以上で今期定例会に付

議されました案件は全て議了いたしました。

ここで、市長より発言を求められておりますの

で、これを許します。

加藤市長。

〇市長（加藤剛士君） 議長からお許しをいただ

きまして、ありがとうございます。

２月２４日に始まりましたロシアによるウクラ

イナへの軍事侵攻は国際社会における平和と秩序、

安全を著しく脅かす行為であり、断じて容認する

ことはできません。また、昨年ドーリンスク友好

都市提携３０周年を迎えた本市としても誠に遺憾

なことでございます。武力行使によりウクライナ

国民の生命が奪われ、平和な生活が脅かされてい

ることは、恒久平和を願う全世界の人々の気持ち

を踏みにじるものであり、さらに核兵器による威

嚇や使用など決してあってはならないものであり

ます。非核平和都市宣言の下、世界平和を希求を

する自治体の首長としてロシア軍によるウクライ

ナ侵攻に強く抗議をするとともに、直ちに停戦を

実現し、ウクライナ国民への攻撃や市街地の破壊

行為をやめ、速やかで無条件の撤退を強く求める
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ものでございます。

なお、本市では日本政府がウクライナ難民の受

入れを表明したことを受け、全国青年市長会を通

じ受入れの意思があることを申し出るとともに、

ウクライナ各地で激化をしている戦闘により緊張

と不安の中で過ごしているウクライナ国民への人

道支援のため公共施設に募金箱を設置することと

いたしました。今後ともウクライナ国民への支援

のために力を尽くしてまいりますので、関係各位

の御理解と御協力をお願いいたします。

〇議長（東 千春議員） 暫時休憩いたします。

休憩 午後 ３時４２分

再開 午後 ３時４２分

〇議長（東 千春議員） 再開いたします。

ここで、室野名寄市立総合病院病院長より発言

を求められておりますので、これを許します。

室野病院長。

〇市立総合病院病院長（室野晃一君） 私、今月

末をもちまして定年退職により病院長を退任させ

ていただくことになりました。２０２０年４月に

病院長に就任して以来僅か２年の任期ではありま

したけれども、この間皆様の御協力に感謝申し上

げます。どうもありがとうございました。

就任と同時にスペイン風邪以来１００年ぶりの

パンデミックとなる新型コロナウイルス感染症が

発生、感染拡大し、就任当初から現在に至るまで

その対応に専念せざるを得ませんでした。感染症

指定医療機関及び重点医療機関として名寄保健所

管内だけでなく、稚内保健所管内も含めて数多く

の入院患者さんを受け入れました。また、発熱外

来の開設とその運営、そして市民の皆さんのワク

チン集団接種業務等、日々変化する新型コロナの

対応に追われる毎日でありました。さらに、私の

任期もあと２か月弱に迫った先月上旬には、当院

で初めての院内クラスターが発生し、一時通常の

診療業務を制限しなくてはならない事態にまで至

ってしまいました。市民の皆さん並びに地域の皆

様、医療機関に御迷惑をおかけすることになって

しまい、深くおわび申し上げます。幸いクラスタ

ーは今月４日には終息し、現在一部を除いてほぼ

通常の診療体制に戻っております。

今回のような病院としての重大な危機は、職員

一人一人の懸命な尽力と全員の協力なくしては終

息に至りませんでした。先日クラスター発生当初

に当院に御指導に来ていただいた北海道保健福祉

部医療参事の先生に御連絡しましたところ、当院

職員全員が一致協力して迅速かつ適切な対応を行

っていたことを高く評価していただきました。改

めて当院職員の皆さんに心から感謝するとともに、

院長として職員の皆さんを大変誇らしく思った次

第であります。私の後任には、眞岸副院長が新た

な病院長として就任いたします。人格、力量とも

十分な先生であります。

今後コロナだけでなく、地域の基幹病院として

救命救急及び急性期医療を中心として質の高い安

全、安心な医療を提供することが当院の従来から

の使命であります。４月からは和泉事業管理者、

眞岸院長を中心として当院がますます発展してい

くことを期待しています。あと２週間ほど私の任

期が残っておりますので、その間また何が起こる

か分かりませんけれども、これまでの病院長在任

中、どうもありがとうございました。

〇議長（東 千春議員） これをもちまして、令

和４年第１回定例会を閉会いたします。

大変御苦労さまでした。

閉会 午後 ３時４７分

上記会議のてんまつを記載し、その相違なきこ

とを証するため、ここに署名議員とともに署名す

る。

議 長 東 千 春

令和４年３月１７日（木曜日）第１回３月定例会・第４号
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署名議員 高 野 美枝子

署名議員 東 川 孝 義

令和４年３月１７日（木曜日）第１回３月定例会・第４号
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質 問 文 書 表 （一般質問）

令和４年第１回定例会

発 言
氏 名 発 言 要 旨

順 序

１ 清 水 一 夫 １．未婚農業後継者の結婚支援について

（Ｐ ３０） (1) 未婚農業後継者について

(2) 未婚農業後継者への支援事業について

(3) 支援事業の問題点とその対策について

２．冬季スポーツ施設等の整備について

(1) ピヤシリスキー場の第４ロマンスリフトの運行再開について

(2) クロスカントリーコースと健康の森管理棟施設の整備について

(3) 人工降雪機導入について

２ 佐久間 誠 １．人口減少が顕著な地区のコミュニティ維持対策について

（Ｐ ３６） (1) 安全・安心な通信網や無線基地局装置の整備について

(2) コミュニティの人口減少対策について

２．農業の振興について

(1) 水田活用の直接支払交付金要件の見直しによる影響について

(2) 本市としての取り組みについて

３ 遠 藤 隆 男 １．障がい者福祉の推進について

（Ｐ ４７） (1) 障がい者就労の現状及び支援体制について

(2) 社会的企業（ソーシャルファーム）について

(3) 障がい者理解の促進について

２．地域農業について

(1) 本年度の地域農業の総括について

(2) 担い手の育成と確保について

(3) 農業振興センターでの新年度実証試験等について

４ 今 村 芳 彦 １．農業を取り巻く社会環境の課題にかかわって

（Ｐ ５９） (1) 国策に伴う市内農業の影響について

(2) 未来の農業者育成に向けて

(3) 安定的な物流構造について

令 和 ４ 年 第 １ 回 ３ 月 定 例 会
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５ 塩 田 昌 彦 １．名寄市立大学の運営状況について

（Ｐ ６９） (1) 大学運営の状況及び地方交付税措置単価の現状と今後の見通しに

ついて

(2) 受験生の現状と将来予測について

(3) ２０２３年度スタートする旭川大学公立化の影響について

(4) 大学院導入の検討状況について

２．コロナ禍における企業の継続支援について

(1) 企業の経営維持に繋げる名寄市独自支援について

３．地域のインフラ整備にかかわって

(1) 公共建設工事における入札不調への懸念について

(2) 名寄市中小企業振興条例改正と公共事業の発注にかかわって

６ 三 浦 勝 秀 １．経済支援策について

（Ｐ ８４） (1) 市内飲食店関連事業者等の経営状況について

(2) 飲食店の関連事業者等への支援について

２．環境にやさしいまちづくりについて

(1) 再生可能エネルギーの普及について

７ 山 崎 真由美 １．人に優しいまちを目指して

（Ｐ ９０） (1) 授乳室及び授乳スペースの確保について

(2）孤独死をなくす取り組みについて

２．スポーツによるまちづくりを市民で共有するために

(1) 冬季スポーツ拠点化プロジェクトが生涯スポーツの振興に果たす

役割について

８ 高 橋 伸 典 １．ワクチン接種体制について

（Ｐ１０２） (1) ３回目接種について

(2) 小児ワクチン接種について

２．高齢者支援の充実について

(1) 認知症の取り組みについて

(2) どこシル伝言板の導入について

(3) 住み続けるための普及活動について

９ 川 村 幸 栄 １．新型コロナウイルス感染症対策にかかわって

（Ｐ１１２） (1) 感染状況について

(2) 陽性者への対応について
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(3) ＰＣＲ検査等の体制について

(4) ３回目のワクチン接種状況について

(5) コロナ関連情報のわかりやすい発信を

２．デジタル化の取り組みについて

(1) 個人情報を守る取り組みについて

(2) 自治体行政の標準化・共通化について

３．加齢性難聴者の補聴器購入助成について

(1) 加齢性難聴者の補聴器購入助成を

(2) 難聴の早期発見のために仕組みづくりを
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令和４年第１回名寄市議会定例会議決結果表

令和４年２月２１日～令和４年３月１７日 ２５日間

本会議時間数 １０時間３４分

委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令 和 3 年 第 4 回 3.11.29 4. 1.13 4. 2.21

定例会 名寄市企業立地促進条例の制定について 経 済 建 設 常 任 可 決 す べ き 原 案 可 決

付 託 議 案 第 2 号

令 和 3 年 第 4 回 3.11.29 4. 1.13 4. 2.21

定例会 名寄市工場立地法準則条例の制定について 経 済 建 設 常 任 可 決 す べ き 原 案 可 決

付 託 議 案 第 3 号

名寄市地域経済牽引事業の促進による地域の 3.11.29 4. 1.13 4. 2.21
令 和 3 年 第 4 回

成長発展の基盤強化に関する法律第９条第１ 経 済 建 設 常 任 可 決 す べ き 原 案 可 決
定例会

項の規定に基づく準則を定める条例の制定に
付 託 議 案 第 4 号

ついて

名寄市体育施設の管理に係る関係条例の整備 ― ― 4. 2.21
第 １ 号

に関する条例の制定について ― ― 原 案 可 決

― ― 4. 2.21
第 ２ 号 名寄市手数料徴収条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 4. 2.21
第 ３ 号 名寄市立学校設置条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市水道事業及び下水道事業の設置等に関 ― ― 4. 2.21
第 ４ 号

する条例の一部改正について ― ― 原 案 可 決

名寄市農業後継者育成奨学金貸付条例の廃止 ― ― 4. 2.21
第 ５ 号

について ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市一般会計補正予算（第１１ ― ― 4. 2.21
第 ６ 号

号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 4. 2.21
第 ７ 号

予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市介護保険特別会計補正予算 ― ― 4. 2.21
第 ８ 号

（第４号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市食肉センター事業特別会計 ― ― 4. 2.21
第 ９ 号

補正予算（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市後期高齢者医療特別会計補 ― ― 4. 2.21
第 １ ０ 号

正予算（第１号） ― ― 原 案 可 決
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委 員 会 本会議

議 案 番 号 議 件 名 付託年月日 議決年月日 議決年月日

付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

令和３年度名寄市立大学特別会計補正予算 ― ― 4. 2.21
第 １ １ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市病院事業会計補正予算（第 ― ― 4. 2.21
第 １ ２ 号

２号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市水道事業会計補正予算（第 ― ― 4. 2.21
第 １ ３ 号

２号） ― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市下水道事業会計補正予算 ― ― 4. 2.21
第 １ ４ 号

（第２号） ― ― 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 １ ５ 号 令和４年度名寄市一般会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 １ ６ 号 令和４年度名寄市国民健康保険特別会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 １ ７ 号 令和４年度名寄市介護保険特別会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

令和４年度名寄市食肉センター事業特別会計 4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 １ ８ 号

予算 予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

令和４年度名寄市後期高齢者医療特別会計予 4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 １ ９ 号

算 予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 ２ ０ 号 令和４年度名寄市立大学特別会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.17 4. 3.17
第 ２ １ 号 令和４年度名寄市病院事業会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 ２ ２ 号 令和４年度名寄市水道事業会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

4. 2.21 4. 3.16 4. 3.17
第 ２ ３ 号 令和４年度名寄市下水道事業会計予算

予 算 審 査 特 別 可 決 す べ き 原 案 可 決

― ― 4. 2.21
第 ２ ４ 号 名寄市教育委員会委員の任命について

― ― 同 意

― ― 4. 3. 7
第 ２ ５ 号 工事請負契約の締結について

― ― 原 案 可 決

令和３年度名寄市国民健康保険特別会計補正 ― ― 4. 3. 7
第 ２ ６ 号

予算（第３号） ― ― 原 案 可 決

特別職の職員の給与の特例に関する条例の制 ― ― 4. 3.17
第 ２ ７ 号

定について ― ― 原 案 可 決
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付託委員会 審 査 結 果 議 決 結 果

名寄市職員の特殊勤務手当に関する条例の一 ― ― 4. 3.17
第 ２ ８ 号

部改正について ― ― 原 案 可 決

― ― 4. 3.17
第 ２ ９ 号 名寄市議会基本条例の一部改正について

― ― 原 案 可 決

― ― 4. 3.17
第 ３ ０ 号 名寄市議会会議規則の一部改正について

― ― 原 案 可 決

名寄市議会政務活動費の交付に関する条例の ― ― 4. 3.17
第 ３ １ 号

一部改正について ― ― 原 案 可 決

令和４年度名寄市一般会計補正予算（第１ ― ― 4. 3.17
第 ３ ２ 号

号） ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 コロナ禍での消費拡大対策の強化と水田活用 ― ― 4. 3.17

第 １ 号 の直接支払交付金の見直しに関する意見書 ― ― 原 案 可 決

意 見 書 案 新規就農者育成総合対策等における農業予算 ― ― 4. 3.17

第 １ 号 の確保を求める意見書 ― ― 原 案 可 決

決 議 案 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対す ― ― 4. 3.17

第 １ 号 る決議 ― ― 原 案 可 決

報 告 ― ― 4. 3.17
例月出納検査報告、定期監査報告等について

第 １ 号 ― ― 報 告 済

― ― 4. 3.17
閉会中継続審査（調査）の申し出について

― ― 決 定

― ― 4. 3.17
委員の派遣について

― ― 決 定

― ― 4. 3.17
委員の派遣報告

― ― 報 告 済
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